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令和７年第１回苓北町議会定例会会議録（第１日目） 

 

令和７年第１回苓北町議会定例会は、令和７年３月５日苓北町議会議場に招集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  田嶋 健司          ２番  山口 利生 

３番  廣田 幸英          ４番  松本 良人 

５番  浜口 雅英          ６番  田﨑  稔 

７番  倉田  明          ８番  錦戸 俊春 

９番  髙戸 幸雄（副議長）    １０番  野﨑 幸洋（議長） 

 

３．不応招議員 なし 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    松 本 康 秀    書     記   岩 﨑 えり奈 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    山 﨑 秀 典    副 町 長  福 田 誠 一 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  錦 戸 雅 志 

    松 村 保 則    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    吉 本 英 明    土木管理課長  松 井 徹 也 

農林水産課長    田 尻   悟    商工観光課長  稲 尾 浩 二 

水道環境課長    時 田 健 一            田 尻 康 彦 

  行革デジタル対策室長    山 下 晃 弘 

 

 

 

 

税務住民課長 
兼 会 計 課 長 

福祉保健課長 
兼健康増進室長 



 

－ 4 － 

８．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期決定の件 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 一般質問 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（野﨑幸洋君） 皆さんおはようございます。 

只今の出席議員は１０人です。定足数に達していますので、只今から、令和７年第１

回苓北町議会定例会を開会します。 

ここで、熊本県町村会議長会の特別表彰の伝達を行います。 

○議会事務局長（松本康秀君） 令和７年２月２１日、熊本県町村議会議長会第７５回

定期総会において、当該苓北町議会議員への自治功労者特別表彰が熊本県町村議会議長

会、上田孝会長から苓北町議会野﨑幸洋議長へ伝達をされました。 

本日ここで、苓北町議場で当該議員宛伝達することといたします。 

熊本県町村議会議長会自治功労者特別表彰。 

議員として３０年以上在職者、錦戸俊春議員。 

向かって右側にお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 表彰状。天草郡苓北町議会議員、錦戸俊春殿。 

あなたは町村議会議員として在職３０年以上の長きにわたり、地方自治の振興発展に

寄与された功績は誠に大であります。よって、ここに特別表彰します。 

令和７年２月２１日。熊本県町村議会議長会、会長、上田孝。代読。 

○議会事務局長（松本康秀君） 以上で伝達式を終わります。 

○議長（野﨑幸洋君） これから、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、４番、松本良人

君。５番、浜口雅英君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期決定の件 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月１３日までの９日間にしたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から３月１３日までの９日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 
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○議長（野﨑幸洋君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

それでは、私から諸般の報告を申し上げます。 

１月４日、志岐集会所で開催された苓北町二十歳のつどいに出席しました。 

１月５日、苓北町農村運動広場で開催された苓北町消防出初式に出席しました。 

１月１８日、牛深総合センターで開催された島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸

軸構想推進地方大会に出席しました。 

１月２０日、長崎市議会議員自民創生会派の行政視察に、副議長、総務文教厚生常任

委員会正副委員長、建設経済環境常任委員会正副委員長、町執行部とともに対応しまし

た。 

１月２１日から２２日にかけ、天草広域連合議会視察研修に参加しました。研修先は

宇城市にある宇城クリーンセンター、多良木町の上球磨消防組合、合志市のクリーンの

森合志です。 

１月２３日、福岡県小竹町議会広報編集委員会の行政視察に、議会広報特別委員会委

員とともに対応しました。 

１月２５日、本渡五和農業協同組合で開催された、熊本天草幹線道路の早期完成を求

める天草島民集会に出席しました。 

１月３１日、オンライン形式で開催された熊本県町村議会議長会理事会に出席しまし

た。 

２月１８日、北海道様似町議会、日高山脈襟裳国定公園の国立公園化に関する調査特

別委員会の調査視察に、副議長、執行部とともに対応しました。 

２月１９日、天草広域連合議会、議会運営委員会に出席しました。 

２月２１日、ホテル熊本テルサで開催された、熊本県町村議会議長会第７５回定期総

会に出席しました。 

２月２４日、熊本天草幹線道路「大矢野道路」新大矢野トンネル貫通式に出席しまし

た。 

２月２７日、天草広域連合議会定例会に出席しました。 

苓北町監査委員から令和６年１１月分、１２月分、令和７年１月分の例月出納検査結

果報告書が提出されました。 

なお、資料は議会事務局に保管しておりますので、ご覧いただきたいと思います。 

以上で諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 行政報告 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第４、行政報告を行います。 

町長から行政報告の申し出があっております。 
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町長。 

○町長（山﨑秀典君） おはようございます。行政報告をさせていただきます。 

まず、１月からこれまでの主な行事についての報告でございます。 

１月４日（土曜日）午前１０時３０分から、志岐集会所において、令和７年苓北町二

十歳のつどいを開催し、６４名の方が２０歳の仲間入りをされ、当日は５３名が出席を

されました。 

次に、１月５日（日曜日）午前９時から、農村運動広場において、消防出初式を開催

いたしました。消防団員、幼年消防クラブのほか、来賓、一般参観者を含め、約３００

名のご参加をいただきました。 

次に、１月１２日（日曜日）午前１０時から、町民総合センターにおいて、県立高校

のあり方検討会に係る地域意見交換会が開催されました。会には、保護者や地域の方な

ど４８名が出席し、熊本県教育委員会から、あり方検討会における議論の状況等の情報

提供の後、参加者によるワークショップが行われ、「１０年後、この地域にあって欲し

い高校の姿」について、意見交換が行われました。 

次に、１月１４日（火曜日）午後３時３０分から、天草市のサンタカミングホテルに

おいて、熊本県から木村知事、増田天草広域本部長が、天草管内首長として、堀江上天

草市長、馬場天草市長、私、並びにオブザーバーとして、天草選出３名の県議会議員の

出席のもと、天草地域の未来像を描き、その実現に向けた取り組みの推進及び県と天草

広域本部と天草管内市町の連携のさらなる強化を目的に、地域未来創造会議が開催され、

出席をいたしました。 

次に、１月１８日（土曜日）午後１時から、牛深総合センターにおいて、島原・天

草・長島架橋構想及び九州西岸軸構想推進地方大会が開催をされ、野﨑議長をはじめ、

町議会議員の皆様と一緒に出席をいたしました。 

次に、同日１月１８日午後６時から、苓北町町民総合センターにおいて、木村熊本県

知事が県内市町村に出向いて県民から直接意見を聞き、各地域の現状や課題を把握する

ことを目的に、お出かけ知事室～ともに未来を語る会～が開催をされました。８名の町

民の皆様がご参加され、直接木村知事との様々な分野における活発な意見交換が行われ

ました。 

次に、１月２５日（土曜日）午前１０時から、本渡五和農業協同組合大会議室におい

て、熊本天草幹線道路の早期完成を求める天草島民集会が開催され、苓北町からも議員

の皆様をはじめ、関係団体の皆様など３７名の方々にご参加をいただきました。 

次に、１月２６日（日曜日）午後２時から、志岐集会所において、れいほくニューイ

ヤーコンサート２０２５が開催され、１４３名の方々の観覧がございました。 

次に、１月３０日（木曜日）午後３時３０分から、天草市複合施設ここらすにおいて、
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九州地方電源地域連絡協議会電源市町村職員研修会が開催をされ、熊本県電源地域連絡

協議会会長として、また、加入自治体として私が出席をいたしました。 

次に、２月２日（日曜日）午前９時から、第１２回苓北町健康づくり駅伝大会が、５

区間、約１０キロメートルで開催され、町内外から１８チームの参加がございました。 

次に、２月２０日（木曜日）午前８時３０分から、町内各地区の代表１６５名の方々

の参加のもと、令和６年度苓北町長杯苓北町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会が

農村運動広場において開催をされました。 

次に、２月２１日（金曜日）に、九州電力株式会社と地域課題の解決に関する包括連

携協定を締結いたしました。「脱炭素化の推進に関すること」「防災力の向上に関する

こと」「地域の活性化等に関すること」の３点を柱に連携して取り組んでまいります。 

次に、２月２４日（日曜日）午前１０時から、上天草市の熊本天草幹線道路「大矢野

道路」（仮称）新大矢野トンネル坑内において、貫通式が開催され、野﨑議長と一緒に

出席をいたしました。 

次に、２月２８日（金曜日）から３月１日（土曜日）の２日間、福岡市南区にありま

す農産物直売店ぶどう畑において、菊池市と苓北町合同物産展ｉｎ福岡を、一般社団法

人天草れいほく観光協会が実施主体となり、今回初めて開催をいたしました。２日間で

約３,０００名の方々がご来場され、苓北町の農水産物等を販売と、町の知名度向上に

つながる宣伝を行うことができました。 

次に、３月２日（日曜日）午前８時３０分から、苓北町体育センターにおいて、長崎

県選抜チーム、熊本県選抜チーム、天草選抜チームのトップクラス選手参加のもと、第

４２回苓北町長杯争奪インドアソフトテニス大会が開催をされました。天草管内の小中

学生をはじめ、一般の愛好者の皆様に白熱した素晴らしいプレーを観覧いただきました。 

次に、今後の諸行事についてのお知らせでございます。 

３月９日（日曜日）午前９時から、苓北中学校の卒業式を、３月２４日（月曜日）午

前１０時から、各小学校の卒業式を挙行いたします。 

また、年度が変わった令和７年４月９日（水曜日）に、午前１０時から各小学校の、

午後２時から苓北中学校の入学式を挙行いたします。 

次に、３月２３日（日曜日）午前９時から、麟泉運動公園において、第１０回苓北町

長杯グラウンドゴルフ大会を開催いたします。 

次に、天草戦没者追悼式が４月５日（土曜日）午前１０時から、天草市民センターで

開催をされますが、来賓は苓北町議会議長のみのご案内で開催することとなっておりま

す。 

次に、消防団の辞令交付式を４月１３日（日曜日）に、農村運動広場で開催すること

となっております。 
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次に、苓北町戦没者追悼式は４月１７日（木曜日）午前１０時から、苓北町町民総合

センターで開催をいたしますが、同様に、来賓のご案内は、苓北町議会議長、副議長及

び総務文教厚生常任委員長のみのご案内で開催することとなっております。 

次に、４月２７日（日曜日）、長崎市のホテルニュータンダにおいて、令和７年度長

崎苓北会総会が開催される予定となっております。 

議員の皆様には、大変ご多用の中ではありますが、各行事への出席についてよろしく

お願いをいたします。 

以上、行政報告をさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 一般質問 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第５、一般質問を通告順に行います。 

第１８期苓北町議会における一般質問、質疑時間の制限時間１分前となりましたら、

卓上ベルを鳴らすこととしております。具体的には、電光掲示板の残り時間の表示が

「０」（ゼロ）となった時点を指します。議員におかれましては、時間内での質問、質

疑に心がけてください。 

通告１番、廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） おはようございます。通告１番、３番議員、廣田でございます。 

本日は、通告に従いまして、２点、町長にご質問させていただきたいと思います。 

まず最初に、地方税共通納税システムの標準化についてということで、熊本県町村監

査委員協議会で喫緊の話題にもなっており、質問します。 

現在、令和７年度を目標に、総務省が示す「税務システム」の標準化が進められてい

るとのことです。苓北町は「特別の事情がある場合においては、これと異なる納期を定

めることができる」との地方自治法の規定に基づき、納期の特例条例が制定され、長年、

１０期課税を選択してこられました。 

また、近接の天草市は、現在９期課税を選択しておられるようです。 

地方税法の本則には、個人町県民税（給与や年金からの特別徴収を除く。）は、６月、

８月、１０月、１月の４期、固定資産税は、４月、７月、１２月、１月の４期とされて

います。 

このことが、今回の標準化により、苓北町としてどのように変化することとなるのか。

従前のとおり、１０期課税のままでいかれることとなるのか。 

１０期が４期となると、１期あたりの納付額が多くなるため、納付に対する負担感が

増す。 

１０期課税仕様にするためのカスタマイズ費用が不要になる。その金額はいくら相当
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となるのか。標準となる４期課税仕様との比較。 

１０期から４期となることで、口座振替手数料が具体的にどう変化するのか。件数は

確実に減るはずです。 

固定資産税の納税義務者には町外在住者が多く、町の広報紙をご覧にならない方が多

く含まれるのではないか。納期を変更する場合には、早い時期に直接お知らせする必要

もあると思われる。いずれにしても、事前の丁寧な説明が必要になるでしょう。 

苓北町における目標年度、それまでにどのように議会・条例、広報（周知）等、事務

処理につき、納期を変更する、しないを含めたそのスケジュールを伺います。 

次に２点目、予防接種について。 

痛みを伴う水ぶくれが皮膚に現れる帯状疱疹を予防するワクチンについて、厚生労働

省の専門家部会は、６５歳の人を対象に、２０２５年度から定期接種にする方針を了承

した。定期接種になれば、費用の一部が公費で助成される。経過措置として、最初の５

年間は６６歳以上の人も対象に加える。 

帯状疱疹は、水ぼうそう（水痘）を起こすウイルスが原因となる。水ぼうそうが治っ

た後も、ウイルスが神経に潜伏し、免疫の働きが落ちると、再び活性化して帯状疱疹を

起こす。８０歳までに３人に１人が経験すると推定されている。発症すると、神経に沿

って、皮膚に刺すような痛みや水ぶくれ、腫れが生じる。１０～５０％の患者は、数か

月から数年にわたって神経痛が残ると言われております。 

帯状疱疹を防ぐワクチンは、国内では、接種が１回で済む「生ワクチン」と、２回接

種が必要な「組み換えワクチン」の２種類が承認されている。 

全額自己負担の任意接種では、原則５０歳以上の人が対象となっており、免疫不全な

どの発症リスクが高い人は１８歳以上なら接種できる。 

公費助成される定期接種は６５歳の人が対象になる。帯状疱疹は５０歳頃から急増し、

７０代が最も多い。厚生労働省は「７０歳頃に最も免疫が得られるようにする」と説明

している。また、特に発症リスクが高いＨＩＶによる免疫不全がある６０～６４歳も、

定期接種の対象とする。 

既に６５歳を超えている人も定期接種の機会が得られるよう、２５～２９年度は６６

歳以上も対象とする。ただ、希望者が殺到してワクチン供給が不安定になるのを避ける

ため、２９年度まで毎年度、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５

歳、１００歳になる人だけを対象にする。１０１歳以上の人は、２５年度に限って対象

とし、２６年度以降は対象から外すとの報道がなされました。 

苓北町では、山﨑町長の英断により、２０２４年、令和６年４月１日から、接種日現

在で、苓北町に住民登録のある５０歳以上の方、ということで、帯状疱疹予防接種費用

の助成事業が独自施策として始まりました。今般、原則６５歳到達時点での国の定期接
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種となるわけです。今後どのように運用していかれるおつもりか、伺います。 

あわせて、先に一般質問しましたが、発熱と耳の下の腫れを主症状とするおたふくか

ぜを予防するワクチン、現在のところ任意接種として接種が行われています。 

ワクチン接種の経済的負担の軽減と、子どもの健康を守るため、独自の施策として、

少なくとも熊本県下、菊池郡菊陽町・阿蘇郡小国町では、おたふくかぜ（ムンプス）ワ

クチン予防接種費用の一部が助成されていることを確認しました。 

現在、定期接種化に向け、国に検討されているようですが、子どもが集団生活を始め

る前に接種したほうがよいとされる「おたふくかぜ（ムンプス）ワクチン」の予防接種

への助成事業導入の苓北町としての検討状況を伺います。 

以上２点、よろしくお願いいたします。なお、答弁をお聞きした後、自席にて再質問

させていただきます。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の廣田議員の質問に答えさせていただきます。 

まず１項目目の地方税共通納税システムの標準化についてのご質問についてでありま

すが、現在、総務省が主体となり、全国規模でデジタル化を推進し、行政サービスの効

率化や住民サービスの向上を目指した取り組みが進められておりまして、地方税の標準

化につきましても、この取り組みの一環として位置づけられております。 

まず、標準化の目的としまして、地方公共団体職員の業務の効率化を実現し、住民サ

ービスへの集中を可能にしながら、全国的なデジタル化の推進にも寄与することが掲げ

られております。 

次に、オンライン申請やデータ連携が円滑になることで、町民皆様の利便性が向上す

る効果が期待できます。さらに、期別割の統一を行うことで、各自治体間での調整が容

易になり、税務手続きの効率化が図られます。これによりまして、町民の皆様や各事業

所の方々にとっても、税金の支払いが一貫性を持つようになるものと捉えております。 

あわせて、税金の納税時期を統一することで、支払スケジュールを把握しやすくなり、

納税の遅れや支払ミスを減少させる効果が期待できると考えております。 

このようなことを踏まえまして、苓北町におきましても、納期の標準化に向けた取り

組みを、次のように考えております。 

まず、現行の期別割である１０期課税を４期課税に変更したいと考えております。当

然、納期を圧縮することとなりますので、納付に対する負担感は生じてまいります。こ

のため、対象となる個人住民税と固定資産税の期別割が重複しないように、例えば、個

人住民税を偶数月の４期、固定資産税を奇数月の４期とするなどの形態を検討してまい

りたいと考えております。 

次に、今後運用します税システムにつきましては、４期仕様が標準となり、これ以外
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の期別割の設定は、町独自の仕様となりますので、仮に４期以外を選択すれば、関連の

費用も増額となる見込みであります。現段階では、システム内の細かな点を協議してい

る段階でございまして、具体的な費用をお示しすることができない状況ですので、ご理

解をいただければと思います。 

一方、１０期から４期になることで、口座振替や金融機関での窓口納付、コンビニエ

ンスストア収納において、町が負担している手数料が減少することが見込まれます。 

令和７年度予算の算定に用いた取扱件数と、１件当たりの手数料を基に比較を行いま

すと、現行１０期での取扱が６万５,１００件、これに係る手数料が１７８万８,０００

円という状況でございます。 

次に、４期に変更した場合では、取扱件数が２万６,０４０件、手数料が７１万５,０

００円と試算されますので、件数で３万９,０６０件、手数料で１０７万３,０００円の

削減効果が見込まれます。 

最後に、標準化に伴う期別割変更の周知と移行のスケジュールについてでありますが、

標準化による期別割変更の方針を決定した後、４月の区長総会の席にて、この件の状況

と当面の見通しをお知らせしたいと考えております。 

あわせて、４月の広報誌において、町民の皆様、事業所の皆様向けに周知を行うこと

といたしております。 

その後、６月に入り、令和７年度の納税通知書を発送いたしますので、この際にも１

０期から４期への期別割の変更をお知らせする文書を添えて周知をしたいと考えており

ます。 

なお、期別割の変更につきましては、町税条例の改正も必要となりますので、議会へ

は本年６月開催の議会定例会の際に機会をいただき、議員皆様に内容のご説明をさせて

いただきまして、その後の９月定例会にて改正案のご審議をお願いできればと考えてい

るところでございます。 

いずれにしましても、町民の皆様や各事業所の方々に非常に身近で重要な事柄でござ

いますので、丁寧にお知らせをし、ご理解をいただけるように努めてまいります。 

次に、２項目目の予防接種について、２点のご質問がございました。 

まず、１点目の帯状疱疹予防接種の運用でございますが、令和７年４月１日から、６

５歳以上の５歳刻みでの定期接種が開始されますので、苓北町でも同様に運用をしてま

いります。なお、定期接種から除かれる、５歳刻みの対象に該当されない任意接種者に

つきましては、今年度から始めておりますけれども、今年度と同様に接種費用の半額を

町独自で助成をするため、令和７年度予算に計上いたしまして、継続して実施するよう

予定しているところでございます。 

次に、２点目のおたふくかぜワクチンでございますが、この件につきましては、令和
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６年６月定例会の一般質問にもございましたが、苓北町といたしましては、現在国にお

きまして、おたふくかぜワクチンの定期接種化について検討が続けられておりますので、

国の動向に注視しながら、今後の対応について検討を重ねつつ、適切に予防接種業務を

行ってまいりたいと考えているところでございます。 

以上、廣田議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 再質問させていただきます。 

答弁をいただきました、１０期課税を国の共通化・標準化に基づき４期課税としたい、

このことについてタイムスケジュールを含め、説明をいただきました。確認ですが、令

和８年度から施行予定でしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） 只今のご質問にお答えさせて

いただきます。 

ご質問のとおり、実の稼働は令和８年度当初からとなりますが、令和７年度中までに

整備を行う必要がございます。７年度中におきましては、移行期間との位置づけがなさ

れておりますので、共通化の対象となります、住民税、固定資産税の期割は従来どおり

の１０期を予定しております。以上、お答えいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 了解しました。再度確認ですが、この税の納期についても地方

税法どおりとされるご意向でしょうか。 

先に質問しましたが、個人町県民税、６月、８月、１０月、１月。固定資産税、４月、

７月、１２月、１月。とされており、１月がだぶるという感があります。このあたりは

どのようにお考えでしょうか。この２税につき、納期がだぶることなく設定することが、

国の共通化・標準化に反することとなるのでしょうか。苓北町において４期課税を遵守

しつつ、その月はある程度柔軟に設定できるのではないかと考えます。そのあたり、具

体的方針、方策がおありでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） ４期課税につきましては、標

準を４期というふうに定めておられまして、町ではですね、対象となります住民税並び

に固定資産税について、納期が重複しないような期別の割りつけ、町長が先に答弁をい

たしましたが、重複しないような割りつけを検討しているところでございます。以上で

す。 

○議長（野﨑幸洋君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 了解しました。 
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ここで、通告しておりませんが、軽自動車税についてお尋ねしてもよろしいでしょう

か。 

○議長（野﨑幸洋君） 軽自動車税。これは今の税収に関しての関連がありますかね。 

○３番（廣田幸英君） 関連があります。 

○議長（野﨑幸洋君） じゃあ関連と認めますので、税務住民課長、答弁できますか。 

○３番（廣田幸英君） いやこっち、まだ質問。 

ここで通告しておりませんが、軽自動車税につき、苓北町は４月課税となっておりま

す。前の月となる３月は、課税基準日が４月１日との関係で、４輪車の廃車、名義変更

の件数が増加、また、他県でのその手続きの通知が時間を要することから、事務的に煩

雑となるため、その翌月の５月課税としている自治体が多いようです。天草市、上天草

市もそのようです。このあたりはいかがお考えでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） 只今の軽自動車税の納期につ

きましてのご質問ですが、議員が只今ご質問いただきましたとおり、他市町においては

５月期が標準的な期別となっているようでございます。本町は現在４月を納期としてお

りまして、ご指摘のとおり、３月末までの駆け込みの名義変更、廃車等の各異動が、非

常に多数取り扱われている関係で、これを踏まえまして、間違いのないよう確認をして

４月でどうにか発送をしている状態ではございますが、可能であれば今回、標準化とあ

わせて、５月への移行もあわせてご審議いただきたいというふうに考えてはおります。

以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 只今答弁をいただきまして、５月課税も考えていただきたいと

いうようなことだったと思うんですが、１０期課税仕様と４期課税仕様の電算委託料の

差額は、これは軽自動車の納期とは異なりますけれども、ぜひ直接町民サービスに充て

ていただきたい。例えば、学校給食費の無償化。いきなり飛びましたけれども、今度の

簡素化によりまして、いくらかの差額が生じると思いますので、その点は町民に直接サ

ービスが行けるようなことをしていただきたい。 

また、令和７年度に入るとともに、その内容をお知らせすると答弁がありました。私

は議員として、まず議会への議決をもって、その内容を納税者へとお知らせされるべき

順序ではないかと考えます。納税者への直前ではなく、事前の丁寧な説明は当然必要で

しょうが、このことについては検討をお願いできないかと思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） 只今ご指摘をいただきました
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件については、私どもで十分検討をしてお知らせの方法を示してまいりたいというふう

に思います。ありがとうございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） ありがとうございました。 

次に、予防接種についてお伺いいたします。帯状疱疹の予防接種への助成は、もう苓

北町では５０～６４歳までは苓北町独自の助成を今後もお続けいただけるのでしょうか。

それと、例えば６７歳とか７２歳とか、６５歳以上の、いわゆる５歳刻みの節目でない

年齢の方についても、苓北町独自の助成を今後もお続けいただけるのでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 只今の質問にお答えをさせていただきます。町長答弁

もございましたが、定期接種から除かれます、５歳刻みですので、６５、７０、７５、

８０、それに該当しない方につきましては、今年度から始めております、帯状疱疹の予

防接種の補助、半額補助でですね、引き続き実施をしていくつもりで予定をしておりま

す。令和７年度の予算のほうにも計上させていただいておりますので、また来週の方も

よろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） ぜひそのようによろしくお願いいたします。これこそが、山﨑

町長の英断であると私は考えます。 

また、おたふくかぜワクチンですが、繰り返しとなりますが、子育て世帯の経済的負

担の軽減、その子どもの健康を守るためにも、県下でも独自に助成する自治体が増えて

きているようです。山﨑町長の英断に期待を寄せまして、私の一般質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（野﨑幸洋君） これで廣田幸英君の一般質問を終わります。 

通告２番、松本良人君。 

ここで、一般質問に係る参考資料の配付願いがあっております。著作権法など法令に

違反する頒布物、参考資料でないことを確認しており、議長として許可するとともに、

配付しております。 

なお、議会は言論の府であり、言葉で説明すべきものと考えます。当該議員におかれ

ましては、論理的に分かりやすい言葉での説明に十分配慮して発言されるよう申し添え

ます。 

○４番（松本良人君） 通告２番、４番議員、松本良人でございます。 

通告に基づき質問をいたします。 

まず１番目、格差のない交通手段の確保について。平成２７年３月の私の初めての議

会から約１０年間、格差のない交通手段の整備について要望してきました。 
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幾度となく申し上げてまいりましたが、なかなか聞き入れてもらえなかったのが現状

です。ご承知のとおり、交通手段として唯一町内には、現在福祉バスが運行されていま

すが、その運行形態には多数の町民の方々から不満のご意見があり、富岡、志岐、坂瀬

川方面は、富岡本渡間の産交バスによる定期バスが運行され、その運行経費の補填が町

費から、令和５年度決算では約１,９６０万円の支出が行われています。内田、年柄を

含む都呂々方面には定期バスは廃止され、運行はありません。当然、町費の支出もあり

ません。この格差を是正してほしい。町民は全て平等でなければならない。 

これまで複数回、このことについて一般質問、委員会等の席上で問題を提起し、お願

いしてまいりました。数回改正はされたものの、現在はこれまでの運行で、最悪のダイ

ヤの設定で運行がなされています。 

これまでの質問の折、――――――――――――――――――――――――――――

―――――――――――という厳しいお言葉もありました。庁内予算も把握なさってい

る担当課だったと認識しておりますが、富岡本渡間の産交バスによるバス路線により、

富岡、志岐の中央、坂瀬川の状況はお考えがあったのかなかったのか、町から数千万円

の負担金があってることは認識されておられたのか、おられなかったのか。町の執行体

制を疑うところでございます。 

この富岡本渡間の産交バスによるバス路線が確立されている沿線と、そうでない沿線

の格差の問題、またその必要性については、これまで縷々申し上げてまいりましたので

説明は省きます。 

山﨑体制のもとに、７年度、厳しい財政事情の中での船出だと思われます。 

国、県、市町村、例外なく財政は厳しい。 

一方、地球温暖化で、二酸化炭素による温暖化が問題視され、その対策には待ったな

しの状況です。また、過疎地域の苓北町の中で急速に対策が必要と思われる高齢化社会

に、高齢者の足として、高齢者の運転免許証返納問題が浮上している中に、公共交通機

関である町有バス運行によるライフラインの構築は最優先だと考えます。 

このような中において、これまでの町有バスの運行は、利便性、財政事情、ＣＯ２等

から見ると、最悪の状態であったと推測します。 

このことを踏まえ、次のことを提案し、参考として別紙資料を作成し、提示していま

す。 

この運行計画は、富岡～都呂々を、都呂々関係小中学校スクールバスのみで、通学バ

スを最大限活用し、小中学生と一般町民の方々との相乗りで運行するよう計画しており

ます。 

①富岡本渡間産交バスによる定期運行と同じように、富岡から下田間、また、都呂々

木場間について、旧バス停を基準に設定し、学校については、学校乗り入れは検討し実



 

－ 17 － 

行することとしています。 

②二酸化炭素を極力抑えるため、無理、無駄のない計画とし、町費の出費を極力抑え

るため、空車、乗務員の稼働に無駄のないように計画しています。 

③通学バスに基本的に路線バスの機能を持たせることにより、子ども、学生、一般の

方々との相乗り乗車としています。このことにより、子どもたちも自宅近くのバス停に

よる乗り降りができることになりますが、学校の方針もあろうかと思われますので、対

応をお願いしたいと思っております。 

④福祉バスは、必要に応じ運行計画を作成する。坂瀬川のスクールバスについては考

慮していません。 

お手元の参考資料は、定期バスの路線が運行されていない富岡、内田、年柄、都呂々

地区を対象として、当然、下天草の観光振興を考慮した運行計画を作成してみました。 

２年以上経過しておりますが、当時、町担当課と話を重ねながら前向きに検討しつつ

話を進めた中で、資料として私が作成したものですが、担当課長、担当者の異動により

継続することなく幻の運行計画となったものです。 

この計画の中には、通学バスにより富岡、内田、年柄、都呂々地区、及び下田まで運

行するため、世界遺産﨑津観光地までも網羅し、町費を抑え、脱二酸化炭素、高齢化社

会に対応し、小中学生が地域に交わり、卒業後、バス、電車、地下鉄等の公共機関を身

をもって習得できる、素晴らしい社会体験を行われるものと思われます。 

ご参考までに提示をいたしました。 

諸々の問題点はありますが、知恵を出し合いながら解決していくと、ＣＯ２を抑え、

経費を抑え、素晴らしい運行になるものと思われます。 

町長のお考えをお尋ねをします。 

２番目でございます。行政情報配信システムよかナビについてお尋ねをします。 

このことについても、昨年６月議会に一般質問しました。 

「普及率」、「タブレット端末の配布状況」、「不通箇所の有無と対応」、「指導と

維持費等経費の負担」、「タブレット端末の配布が、議会予算関係説明と、現状実施段

階での相違」など９項目について質問をいたしました。また、各委員会等でおいても

縷々質問をいたしました。 

しかしながら、全ての質問に納得いく回答を得られず、３分の１についての納得がい

きませんでした。 

今回、特にタブレットについて、購入及び処遇について納得がいきませんので、今回

このことに絞ってお尋ねします。 

先の一般質問でタブレット端末普及率６４％ということでございました。タブレット

購入数８５０台、配布数は約５５０台、残数として３００台ということになります。 
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これまでに、配布数は約５５０台、残約３００台はあまりにも残数が多いことになり

ます。もしこの事業が安易に実施されるとしたら、購入額１台約６万円、約１,８００

万円が不要なお金になることになります。 

また、予算審議に伴う説明会で、タブレット端末の配布は高齢者のみの世帯で、スマ

ートフォンを所持しない世帯に配布するという説明でありました。配布実施に当たって

は、スマホ所有世帯にも配布があっています。このことについては毎回質問をいたしま

した。 

このような状態の中で、購入数に伴う残数が約３分の１という数字はあまりにも大き

いのではないでしょうか。 

この件に関しては、一部町民の方々も疑問をお持ちの方々もいらっしゃいます。議会

無視、町民無視とも言えます。 

８５０台購入算定に至った経緯、根拠について、再度お尋ねをいたします。 

３番目でございます。学校部活動についてでございます。学校での働き方改革に伴い、

部活動を学校単位から地域部活動に移行されることとし、「２０２３年から２０２５年

までの３か年を推進期間として、地域の実情に応じ可能な限り早期の実現を目指す」と

いうガイドラインが公表されたと聞いております。 

部活動は、学校教育の一環として位置づけられた活動でもあると理解しておりました

が、どのようになっているのかお尋ねをします。 

また、２０２７年度、令和９年度ですが、全国大会を取りやめる競技が９競技。その

中にハンドボール、体操、男子ソフトボールも含まれていると言われています。 

ハンドボールは、昭和６２年度に都呂々中学校男子ハンドボール部、全国大会で優勝

し、男女とも県大会、九州大会でも抜群の成績を残し、東京オリンピックには都呂々出

身の岩下祐太君がゴールキーパーとして大活躍をしています。このことから現在の苓北

中学校も素晴らしい成績を残しております。 

高校においても、苓北中学校卒業生が全国大会、県大会への主力メンバーとなってお

ります。 

学校部活動から地域部活動への移行の経緯、及び今後の対応をお尋ねします。 

４番目でございます。防災無線と小型端末機及び、光ファイバーの取り扱いについて

お尋ねします。よかナビ、いわゆるタブレット、スマートフォンの情報発信が始まり、

小型端末機の廃止撤収が計画されていると聞いています。 

苓北町の大きな資産である光ファイバーの取り扱い、それに伴う無料電話、テレビ視

聴ケーブル、Ｗｉ－Ｆｉインターネットの回線等どのようになるか、特に無料電話は、

町から啓蒙され、ＮＴＴ電話は廃止し、無料電話に乗り換えた方々が多数おいでです。 

また、この無料電話から地域内連絡等もでき、非常事態が発生したときや、集落内の
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広報や連絡ができ、便利であったわけですが、今後どのようになるのか、今後の対応に

ついてお尋ねをします。 

５番目です。国道３８９号法面保護工事と町の対応についてお尋ねをします。 

現在、富岡八区国道３２４号から円通寺の間、国道３８９号法面保護工事が行われて

います。土羽部分をコンクリートで覆い、雑草の繁殖を防止するものと思われます。お

尋ねします。このような国、県道等、大がかりな工事をする場合、町からの地元負担金

はないのでしょうか。また、管理者である県から施工の目的、工法、工程等の合議はな

いものでしょうか。 

ご承知のとおり、国道３２４号は、数少ない中央線が施してない箇所です。 

近くには高校、中学校もあり、周囲の状況から見ても、正規な国道として改良を求め

られる箇所でもあります。 

もし天草広域本部からその旨の報告があったとし、またなかったとしても、工事予告

の看板が立ったとき、この路線の改良の趣旨を天草広域本部に申し上げ、対応をお願い

するべきだったと思います。 

完成間近でありますので、この工事にとやかくは言えませんが、この工事について私

なりに検証してみますと、この国道が仮に直高が１メーターだったとします。現在の法

面の勾配が約１.５％で、０.３％のコンクリートブロックで施工した場合は、約１メー

トルの道路幅が確保されることになります。もちろん、現在主流のＬ型ブロックでは、

１メーター５０センチ程度の拡幅が可能になるとも思われ、それを使ったとして１メー

トルこの道路幅員が確保されるものとされますと、充分に中央線が引かれるものと推測

します。 

このような工事が完成し、ここを再度町から拡幅をお願いしたとしても、一旦金をか

けた事業になりかねない、新規に採択ができないことはご承知のことと思います。 

常に町内の状況に気も配り、国、県の事業等には目を配っていただきたいと思います。 

国、県の事業を申し上げましたが、このようなことは町の事業についても多々あるも

のと思います。町の事業につきましても、特に目を配っていただきたい。そう思ってい

ます。 

決して、土木関係事業である河川、海岸、道路だけではございません。福祉関係ほか、

町民の全ての方々のために、最小の予算で最高最大の効果を発揮する行政に努めていた

だき、税金の無駄遣いに特に気を配っていただき、町民の幸せのために頑張っていただ

きたいと願っております。町長のご見解をお聞きします。 

６番目でございます。広域連合清掃センターの状況についてお尋ねをします。 

広域連合の役員は本町から、町民の代表として、山﨑町長が副連合長、私たち議会の

代表として、野﨑議長が議員として広域連合の執行役を担っておられます。 
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これまで、５年１２月、６年３月議会に一般質問において、状況等についてできるだ

け我々にも周知してもらいたいとお願いをいたしました。 

事業費約３７０億円の大型事業であるゴミ処理施設事業に、市民、町民、賛否両論が

あったとしても、一旦決定した事業は１日でも早い完成を待ち望んでいるものと思いま

す。 

家庭から出るゴミの量から、清掃センターが使用できないこととなると、天草管内大

パニックになるとも危惧されているのは、全て市、町民の方々ではないでしょうか。 

本来、決して間違いを起こしてはならないこの大事業に亀裂が入り、頓挫している状

態です。 

この責任はどこにあるのでしょうか。３市町長、その各市町から議長を初めとした議

員の方々を頂点として、市町を代表して選ばれた方々が運営されています。 

今、フジテレビでは世論の頂点に立っています。 

このことに責任を取り、また解決すべく、経営陣は退陣して新しく進みつつあってい

ます。 

会社やいろいろな団体においては、不祥事があればトップ陣営の人事は変更され、ま

っとうな運営に変わっています。天草市長が連合長、上天草市長、苓北町の長が副連合

長です。株式会社の運営で言えば連合長が社長で、副社長は副連合長、会社役員が議員

に値すると思われ、大株主が我々議員、株主が市、町民ではないでしょうか。 

この大きな事件が生じ、１年あまりにも我々には何の進展がないように感じられます。 

昨年の一般質問で、我々町民にも周知をお願いしたところでありますが、今回この大

きな不祥事が起きた要因、また、この事業の進捗状況についてお尋ねをします。 

併せて、誰の責任になるのか、当然株式会社等においては経営陣の刷新が考えられる

ところですが、今後どのようになっていくのかお尋ねをします。以上でございます。 

回答次第では自席において、一問一答方式で再質問をさせていただきます。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の松本議員のご質問に答えさせていただきます。 

答弁の前に、先程の質問内容の中に真実でないご発言がございますので、その点は発

言の撤回を求めさせていただきたいと思います。 

真実でない発言の部分は、「これまでの一般質問の折、―――――――――――――

―――――――――――――――――――――――――という厳しいお言葉もありまし

た」との文言でございます。 

このことについては、令和４年第６回議会定例会における一般質問での答弁を指して

のことだと思われますが、苓北町議会議事録を確認をいたしましたが、この一般質問で

のやりとりにおいて、担当課長からの答弁は一切行っておらず、当時の田嶋前町長から
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の答弁において、「巡回バスは、その活用につきましても、地域住民の生活及び福祉向

上を図る観点から、都呂々地区だけを重視するのではなく、可能な限り町内全域をバラ

ンスよく運行すべきものだと考えます」とお答えしたものでありまして、松本議員の只

今の発言内容とは相違するものでございます。 

議会の一般質問という公開の場において、真実と異なるご発言がありますと、私及び

管理職のみならず、町の振興発展のために日々行政運営を担う町職員においては、心痛

に耐え難い状況となりますので、発言の撤回と、謝罪をいただければと思います。 

それでは、松本議員のご質問に答えさせていただきます。なお、３項目目の学校部活

動については、私の答弁の後に教育長より答弁をいたします。 

１項目目の、格差のない交通手段の確保についてご提案をいただきました。 

都呂々関係スクールバスを活用した富岡・下田間往復９便、都呂々・木場方面往復１

０便運行につきましては、令和４年９月議会一般質問でもご提案をいただきました。 

まず、スクールバスの運行状況ですが、都呂々方面では、苓北中学校が登校１便、下

校２便の計３便。都呂々小学校が登校１便、下校１便の計２便を運行しております。令

和５年度の運行実績は、苓北中学校が２７７日運行し、１日当たりの平均走行距離は４

８キロ。都呂々小学校が２０５日運行し、１日当たりの平均走行距離は５５キロでござ

いました。 

議員ご提案の運行計画では、富岡・下田間、片道約１５キロを往復９便運行した場合、

１日の走行距離は２７０キロ。都呂々・木場方面、片道約５キロを往復１０便運行した

場合、１日の走行距離は１００キロとなり、新たに運行時間と走行距離が大幅に増加す

ることとなります。 

教育委員会において検討をいたしましたけれども、スクールバスは児童生徒の送迎の

ほか、学校行事や校外学習にも利用しております。議員ご提案の計画では、固定化した

運行は教育活動に支障を来すこと、運行時間・走行距離の大幅な増加により、運転手の

確保や人件費・車両の維持管理費が増加すること、また、消費燃料の増加に伴うＣＯ２

排出量の増加など、様々な課題がございますので、議員ご提案のスクールバスを活用し

ての大幅な増便は、現状では厳しいものと考えます。 

なお、町内巡回バスの利用促進につきましては、今後の利用者数の増加、利便性の向

上に向けた取り組みといたしまして、現行の運行時間帯を見直し、買物困難者対策も兼

ねまして、午前中と午後帯の２回、町内を往復できる運行計画を現在検討しているとこ

ろでありまして、来年度のできるだけ早い時期から改定したいと考えております。 

なお、この改定の状況評価も踏まえ、なお課題が残る場合にあっては、只今松本議員

が申されましたスクールバスの一部活用や、オンデマンド方式等への運用方策も検討し

てまいりたいと考えております。 
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次に、２項目目の苓北町防災・行政情報配信システムよかナビについてであります。

この件につきましては、幾度となくご質問をいただき、直近では令和６年１２月議会の

一般質問でもお答えをいたしましたが、改めてのご質問でありますので、お答えをさせ

ていただきます。 

令和４年度事業において、町民お１人お１人がお持ちのスマートフォンに、防災・行

政情報をお届けするための「れいほくよかナビ」を導入し、令和５年４月から稼働を開

始し、これまで実施してきました告知端末による放送が終了する令和７年３月までに、

スマートフォンアプリの普及と、スマートフォンをお持ちでない世帯などへのタブレッ

ト端末の配布を進めてまいりました。 

今年２月２７日現在で、配布可能なタブレット端末は８００台でございまして、うち

配布しておりますのが７２２台で、残りが７８台、配布率は９０.３％となっておりま

す。 

また、スマートフォンアプリにつきましては、同じく２月２７日現在で３,１８７ア

カウントのアプリ設定となっております。 

これまでも、令和７年３月末で告知放送が終了する旨、広報紙などで周知をしており

ますが、４月以降、告知端末による放送が終了し、放送が聞こえなくなってから役場へ

お問い合わせいただくケースも想定されますので、引き続きスマートフォンアプリの普

及に努めるとともに、お問い合わせがあった世帯に対しましても、行政区長の皆様のご

協力もいただきながら対応してまいりたいと考えております。 

なお、今回ご質問の８５０台購入に至った経緯と根拠ですが、予算関係の事業内容の

説明は、令和４年５月２０日の全員協議会で行っておりますが、その時点でも、基本的

には町民お１人お１人がお持ちのスマートフォンに配信し、独居高齢者や高齢者のみ世

帯等、スマホをお持ちでない世帯に対しては、専用タブレット端末を配布すると説明を

しております。 

ただし、専用タブレット端末の数は、国のデジタル田園都市国家構想交付金を申請し

ました関係上、地域包括支援センターで把握している６５歳以上の独居世帯並びに７５

歳以上の高齢者のみの世帯、それに区長、民生児童委員などの公共的な立場にあられる

役職者の皆様への配布を含めて、合計８００台を算出根拠としておりましたので、次の

令和４年６月議会の補正予算説明においては、独居高齢者と高齢者のみの世帯等の数を

積算根拠としている旨説明を行っております。 

また、令和４年５月の全員協議会では、故障した場合の対応についてもご指摘をいた

だきましたので、令和４年８月９日の議会臨時会における、財産の取得についての議案

説明の際には、故障した場合の交換修理用の５０台を追加して、８５０台として説明を

させていただいたところでございます。 
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次に、４項目目の防災無線と小型端末機及び光ファイバーの取扱いについて、無料電

話、テレビ視聴ケーブル、Ｗｉ－Ｆｉインターネット等がどのようになるのかのご質問

でありますが、今月末で告知端末による放送が終了し、町民お１人お１人がお持ちのス

マートフォンへ情報を配信する防災・行政情報配信システムに完全に移行をいたします。 

令和４年５月の全員協議会での説明や、令和４年６月議会での野﨑議員の一般質問に

も答弁をしておりますとおり、告知放送の終了に伴い、各家庭に配置しておりますＩＰ

告知端末と、告知端末から接続してあります町内無料電話が使えなくなります。 

ただし、町内に張り巡らされた光ファイバーケーブル、そして、各家庭の終端装置

（ＯＮＵ）は引き続き設置したままになりますので、インターネット契約や、それに伴

うひかり電話はそのまま残りますし、テレビ再送信も引き続き利用することができます。 

無料電話につきましては、一部の方にご利用いただいておりましたが、ご存じのとお

り、告知端末に電話線を差し込んで利用しております関係上、告知放送サービスの終了

とともに利用できなくなります。また、告知端末を使った行政区での区域内放送もでき

なくなりますが、この区域内放送につきましては、よかナビでも同様のサービスを既に

提供をしておりまして、区長会や老人クラブの皆様にも既にご案内をさせていただいて

いるところであります。 

なお、町内に張り巡らされた光ファイバーケーブルにつきましては、現在は町が施設

を整備し、民間事業者が運営する公設民営方式で行っておりますが、いずれ施設の更新

が必要となり、その費用が多大となることから、国が進める高度無線環境整備推進事業

を活用して、令和９年度から施設も運営も民間で行う、民設民営方式へと移行する計画

としておりまして、これに伴う民設民営化負担金を、令和７年度予算の債務負担行為に

計上させていただいております。 

なお、現在の告知端末につきましては、令和７年度に回収と処分を予定しており、４

月の区長・分館長会議で区長の皆様に説明を行った後、５月から各行政区１か所ずつの

ゴミ収集ステーションにて回収を行うとともに、その後、回収状況を見ながら、個人で

取り外しが困難な世帯を対象に、戸別訪問による回収も予定しているところでございま

す。 

次に、５項目目の、国道３８９号法面保護工と町の対応についてでございますが、現

在、国道３８９号の苓北中学校付近、国道３２４号から町道城下草場線終点付近までの

区間、延長４７９メートルにおいて、熊本県により、道路下法面の「防草コンクリート

工事」が施工されております。工期は令和６年９月２５日から令和７年３月２１日まで

となっており、国の防災安全交付金を活用し、自転車走行空間整備の一環として行われ

ている工事でございます。 

本工事につきましては、事業に係る町の負担金はございません。また、熊本県天草広



 

－ 24 － 

域本部土木部にお尋ねをしましたところ、本箇所の拡幅の計画はないとのことでござい

ました。 

なお、そのほか苓北町管内の国道改良事業として、現在実施中の箇所は、以前より町

から要望を行っておりました国道３８９号妙見の滝付近の道路改良事業について、事業

を進めていただいているところです。 

そのほかの国道改良については、国道３２４号の富岡出来町、トータルファッション

もりの前から富岡小学校までの区間について、継続して要望を行っております。今後も、

国道３８９号妙見の滝付近の道路改良事業の進捗や、地域の実情等を踏まえながら、必

要箇所について、熊本県に要望を行ってまいりたいと考えております。 

また、議員ご指摘のとおり、全ての行政事務において、今後も国や県からの情報収集

に一層努め、関係各課の連携を密にしながら、効率的な行政運営、効果的な事業実施に

努めてまいります。 

次に、６項目目の広域連合清掃センターの状況についてのご質問ですが、これまで、

昨年の６月６日と９月１０日の議会全員協議会におきまして、天草広域連合新ごみ処理

施設整備運営事業について、私の方から経緯とご報告をさせていただきました。 

まず、１点目の今回の契約解除事案が起きた要因項目について、前回の説明と重複を

いたしますが、改めてご説明をいたします。 

新ごみ処理施設整備運営事業につきましては、令和６年５月２７日付けで川崎技研グ

ループに対し、双方が損害賠償を要求しない合意解除を基本とした、契約の解消につい

ての通知を発送いたしまして、令和６年６月１０日までに、通知に対する書面回答を求

めておりました。その結果、６月１０日に川崎技研グループから契約の解消に同意する

旨の文書が提出され、６月２０日に広域連合と川崎技研グループとの間で正式に「契約

解除に関する合意書」が締結されております。 

しかしながら、本件合意書は、地方自治法の規定における「和解」に該当することと

なり、本来、広域連合議会の議決を経なければならないことが判明をいたしました。 

このことから、連合議員の皆様へは、５月２５日の連合議員説明会において、経緯と

方針の説明は行っていたものの、議決はなされていなかったことから、令和６年７月１

２日に改めて天草広域連合議員報告会を開催し、経過報告を行いました。そして、８月

２６日開催の広域連合全員協議会で、再度報告と議案の内容説明の後、同日１０時から

の第４回天草広域連合議会で「権利の放棄及び和解について」追認の議案提案をいたし

ましたが、賛成少数で否決をされております。 

従いまして、現在は合意解除の効力が生じていない状態となっております。 

この事態を踏まえまして、改めまして広域連合におきましては、複数の弁護士への相

談を行うとともに、令和６年９月２日に正副連合長会議を行い、今後の進め方について
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協議を行ったところでございます。 

その際には現在の弁護士以外のほかの弁護士の意見も今一度聞いた上で、今後の方向

性を検討する方向で進めていくことにしたところであります。 

また、次の新たなごみ処理施設の整備等の予算も併せて否決をされておりますので、

現時点では計画をつくる予算がない状況であります。お互いの損害賠償の請求まで発展

すれば、裁判で長期化することも懸念しなければならないと考えております。 

以上、ここまでが前回９月全員協議会までに報告した内容でございます。 

その後の進捗状況についてでありますが、令和６年９月２４日の天草広域連合臨時会

におきまして、新ごみ処理施設整備事業に関する補正予算（市町負担金の減額補正）を

提案をしましたけれども、「権利の放棄及び和解について」の追認議案が成立していな

いことから、この補正予算も否決をされております。このことから、合意解除、権利の

放棄に関する議案が可決されていない現状において、新ごみ処理施設に関する予算の可

決は困難でありまして、現在、議員の皆様の議決がないと先へ進むことができない状況

であります。 

各市町への令和６年度市町衛生負担金の請求につきましては、１０月２９日に正副連

合長会議を行い、新ごみ処理施設に関連した事業で実施した部分のみ、市町に請求する

ことにしました。 

その後、本年１月１４日、今回の事案の相談をお願いしてきた弁護士の見解を改めて

お伺いした上で、１月１５日、弁護士を交え、連合議員の皆さんと新ごみ処理施設整備

事業に係る「権利の放棄及び和解について」を議題とし、全員協議会を行いました。 

和解する理由について、資源化は連合側にとって最優先の課題であったと主張した上

で、今後、双方対立が起こることは明らかであることから、早期に和解し、契約解除状

態になることが天草広域連合として最も合理的であると判断したことの経緯を説明をい

たしました。 

弁護士の視点からも、連合側が合意解除を選択した判断は合理的であるということと、

業者側にも設計業務費用ほか多額の損失が想定されることから、連合側の主張である

「入札の無効」に対し、川崎技研グループからも、連合側の福山市の資源化施設の状況

確認不足を主張してくる可能性があり、また、債務不履行解除についても無効とし、発

注者側と争ってくるだろうという見解でありまして、裁判に発展した場合は難しいとの

ことでございました。 

一方、連合議員からは、合意解除を議会になぜかけなかったのか、本事業の責任の追

及、早くごみ問題を解決すべき、などの意見があったところでございます。 

次に、今回の案件は誰の責任になるのかとのご質問ですが、当然、業者側の提案内容

に対する十分な確認や議決を経ずに合意解除を進めたことについては、連合にも責任は
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あります。 

契約解除に当たっては、合意解除することが最善の選択であったと考えております。

ただ、議会の議決を経なかったことについては、私も含め、連合執行部、事務局も反省

をいたしております。 

最後に、今後どのようになっていくのかのご質問でありますが、天草広域連合といた

しましては、今までの経緯をもう一度振り返りながら、一旦「総括」を行い、これを連

合議会全員協議会で説明、報告した後、改めて「権利の放棄及び和解について」の追認

議案を提出する予定としております。 

また、新たな施設整備に向けては、資源化の在り方、ゴミ分別の課題を含め、基本構

想等も見直しながら、検討していくことといたしております。 

本事業につきましては、進展がありました際は引き続き、議会でご報告をさせていた

だきます。 

以上、松本議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） ３項目目の学校部活動についてお答えさせていただきます。 

まず、部活動は、中学校学習指導要領において「教育課程外の学校教育活動」と位置

づけられております。生徒の自主的、自発的な参加により行われ、スポーツや文化、科

学などに親しむことを通じて、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養など、学校教育

が目指す資質・能力の育成に資するものとされております。 

次に、学校部活動から地域部活動への移行の経緯、及び今後の対応についてでござい

ますが、令和４年１２月にスポーツ庁及び文化庁が策定した「学校部活動及び新たな地

域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を踏まえ、熊本県教育委員会で

は、将来にわたり本県の子どもたちがスポーツ活動・文化芸術活動に継続して親しむこ

とのできる一層豊かな機会の確保と、学校運動部活動・学校文化部活動の地域連携や、

地域スポーツクラブ活動・地域文化クラブへの移行の方向性と対策を示すため、令和５

年４月に「熊本県公立中学校における休日の運動部活動の地域移行推進計画」を、同年

１０月に「熊本県公立中学校における休日の文化部活動の地域移行推進計画」をそれぞ

れ策定しました。 

県内の中学校部活動の現状としまして、少子化により部員数が減少し、活動の小規模

化、チーム編成が困難になるなどの状況が生じており、今後も少子化の傾向は続くもの

と予測されます。持続可能性を考えると、現在の部活動の形態を継続することは難しい

状況となっております。また、専門性や意思にかかわらず、教員が顧問を務めるこれま

での指導体制を継続することは、学校の働き方改革が進む中、一層厳しいものとなって

おります。 
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県の方向性としましては、少子化が進む中、中学校部活動の維持が困難となる前に、

学校と地域との連携・協働により、生徒の自主的で多様なスポーツ・文化芸術活動の場

を将来にわたって継続して親しむ機会を確保するため、令和５年度から令和７年度まで

の３年間を「改革推進期間」とし、令和７年度末までに、休日の地域移行完了を目指す

とともに、平日の地域移行に関しても、体制や環境が整った部活動、学校、地域から順

次、地域移行を進めることとなっております。 

苓北町教育委員会では、令和６年７月に中学校教職員や生徒、小学校４年生から中学

校２年生までの保護者へ「中学校部活動の今後の在り方に関するアンケート」を実施し

たほか、スポーツ協会、各社会体育クラブ、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ推進

委員、学校及び保護者２２名で構成する苓北町中学校運動等部活動地域移行推進協議会

を設置し、令和６年１０月に第１回推進協議会を開催しました。 

アンケートでは、中学校教職員の８割が部活動の指導に負担感を感じており、地域移

行に関して保護者からは、活動場所までの送迎の負担、地域の受け皿があるのか、月謝

など家計への負担について、心配する意見が多く寄せられました。また、推進協議会で

は、各社会体育クラブから、指導者の確保に課題があるとお話をいただき、本町の実態

把握を行ったところでございます。 

中学校部活動の地域移行は、受け皿や指導者の確保、活動場所への移動手段、保護者

の金銭的・労力的負担の増加、行政による補助金支援など様々な課題があり、全国的に

議論が進んでいない状況にございます。このようなことから、国は本年、新たな方針を

示すとの情報もあり、現在、その動向を注視しているところでございます。 

なお、平日の学校部活動につきましては、教育的意義を考慮し、当面の間、現行の活

動を継続することが望ましいと考えております。 

以上、松本議員のご質問にお答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 一般質問の途中でありますが、ここで１１時１０分まで休憩と

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） 時間前でありますが、皆さんおそろいですので本会議を再開い

たします。 

再質問の前に只今山﨑町長から、松本良人君の発言中、「――――――――――――

―――――――――――――――――――――――――――という厳しいお言葉もあり

ました」の点の発言の取消しと、謝罪の申入れがありました。 
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松本良人君におかれては、その発言の根拠等はありますか、それをお尋ねいたします。 

松本良人君。 

ちょっとその前に発言は、時間は止めておいてください。 

○４番（松本良人君） 私はですね、確かに通告書には一般質問、私は一般質問の中に

あったと認識をしておりますけれども、あの、その１回、１回の、あの。 

○議長（野﨑幸洋君） すいません、マイクを上げてください。録音ができない。 

○４番（松本良人君） 前回のですね、議事録を見ても何か消えとった、ありませんで

した。確かに。それで、今回ここで登壇して質問したときには、これまでの質問のみと

いうことで申し上げます。一般質問ということは１回も言っておりません。 

ただ、この件については、私は取り消す意思は全くありません。というのは、確実に

聞いた。そしてその後ですね、その後、私はこの富岡、志岐、本渡間の負担行為、あの

予算等については相当ですね、調査したりなんかしております。というのは、この言葉

がですね、相当引っかかったもんですからですね。ただ、町長が言っとらっとはあまり

引っかかりませんでした。町長も言っておられます。それは調べました。 

ただ私は、私としてはそのようなことが絶対ありますので、今後私もですね、いろい

ろメモ等をもういっぱいしておりますので、繰り返したり、パソコンに、どこに入っと

っとかも調べてですね、言います。 

ただ町長は、一般質問の折、何月何日の一般質問の折ということでございましたので、

それはありませんでした、確かに。ただ、私は、今回言うたのは、もう質問、一般質問

と私は思い込んどったですのでね。そう書いて、ただここでは一般質問ではなかったか

なということで、質問の折ということに訂正をしております。 

そういった、ただ、謝罪もする必要も、意思も全くありません。実際、私は事実と思

っております。それには、町民の方々が本日もおいでておりますけれども、傍聴者の

方々、それから課長さんも、やっぱりそれ聞いてる課長さんで、わあっていう課長さん

もおいでだったかもしれませんので、そのことは調べてみます。そしてですね、これは

このことばかりじゃなくて、予算の折にも、これに継ぐような発言があったことは皆さ

んご承知と思います。それで何回かですね、議員と課員の方に照らしたこともここで実

際しましたけれども、そのことについては町長は何の見解もございませんでした。そう

いったことでですね、本来、実際あったことは隠しとって、それ、すれすれんことを今

回のように厳しくおっしゃること自体におかしいんじゃないか。ただ、今回ここで言っ

たのは、一般質問と言っておりませんので。以上。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 「―――――――――――――――――――」という発言を本

日の一般質問で申されております。そういうことでございますよ。 



 

－ 29 － 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

その前にですね、通告書には「先の一般質問の折」というふうに、本人の文書、事前

通告があっております。 

○４番（松本良人君） あのですね。 

○議長（野﨑幸洋君） ですから、一般質問なり委員会なりで、課長が発言したという

その客観的根拠を出さないと、この本会議で取り扱うことはできません。ですからその

客観的根拠を示してくださいって言ったんです。はい、どうぞ。 

○４番（松本良人君） 客観的根拠、根拠っちゅうのはどういうものですか。ただ議事

録だけですか。ただ、私は今回そこら辺が、この通告書っちゅうのはですね、昔はこっ

だけ、一言一句正しい通告書は出さんでもよかったじゃなかですかね。今そうなってお

りますから、一言一句変わるように、ただこういったことで質問しますよっちゅうこと

で、大まかなとでよかったじゃなかですかね。我々の在職した当時はですね、財政につ

いてとか、何かぽこっとそこだけを質問しますよという、そのくらいぐらいの通告書が

出てたと思います。ただこの、これをこういったことを書いたからといって、１回１回

こん通告書の訂正とか何かっちゅうのは、私はやらんでよかっじゃなかろうかと私は思

っております。 

○議長（野﨑幸洋君） それではその、松本議員はその発言の取消、謝罪は行わないと

いうことで認識していいですか。 

はい、それでは山﨑町長との認識の違いがありますので、客観的根拠も今示されませ

んでしたので、発言は取り消させていただきます。 

松本君がおっしゃった、「――――――――――――――――――――――――――

――――――――――――――――」という、その発言は不穏当と認めますので、地方

自治法第１２９条第１項の規定によって、発言の取消を命じます。 

それでは、一般質問を再開します。はい、どうぞ。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 例の１番の質問でございますけれども、いろいろですね、車で

バスでどうのこうのと言って、いろいろ算定してあったようにございます。ただ私は、

これはこういったことができますよと、大幅に苓北町の全体のことを考えたらこういう

ことができますよと。今まで、確かにキロ数はですね、苓北中学校から都呂々中学校ま

での距離ですので、あまり大して変わらんと思いますけども、あの、違うと思います。 

私は、苓北中学校から富岡、こうはから下田まで、これは苓北町の発展のために、あ

るいは天草下島の発展のために、あるいはこれからの、今後の高齢化社会に対応するよ

うなことにですね、対応するためのもの。それから、これも今の先程の意見と合致しま

すけれど、私は産交バスの、このことからですね、産交バスの便数なんかも調べたです
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けども１０便以上帰ってきます。それにただ合わせたので、確かに油代とかなんかはま

あ、これは計算してみんば分からんですよ。計算して分かりませんけれども、ただこの

とおりにせんじゃよか。いいと思います。ただ、財政が許せばですね、ぜひですね、富

岡本渡間の便数と同じように、それには坂瀬川、志岐、富岡の一部の方あたりは、それ

ぞれ恩恵を被っておりますので、同じような対応をできればやっていただきたい。そう

思っております。まだいろいろ検討しておられるということでございますんで、今度検

討課題としてよろしくお願いをいたします。 

それから、行政システムよかナビの件でございますけれども、私は縷々、縷々、質問

をずっとしてきましたけれども、あまりぴんとくっとはなかっですよね。ああなるほど

というのは。 

ただ私は、この８００台あるいは８５０台買って、今まで残っとる。それから、我々

には６５歳以上でスマートフォンを持たない家族に配布するというのは、はっきりこれ

は議事録に載っとと思うんですよ。それおっしゃいましたので。それで購入されたのが、

我々スマホに持っとるもんにもほとんど配布してある。そこがどうなっとか、そこずれ

がどうなっとるのか。 

例えば私は、購入するためには、６５歳以上の世帯が何世帯あるので、そのとき、そ

の所帯でスマートフォンを持ってる方がどのぐらいか調査をしたと。その調査の結果が

何台だったと。そして独居老人で何台だったと。そこら辺はしっかりして、町の血税で

すからね。そころを計算して購入するのが当然だと思いますので、その算定の基礎を提

示してくれろと、前回の予算の時も言うたはずですけれども、何もなかった。ぜひです

ね、そこら辺は明確にしていただきたい。そうしないと、雲掴むような形で、・・・は、

８５０台買おうだいとか、確かに５０台、補正にかけたかもしれませんけど、私はこれ

必要なかったと思うとですよ。 

ずっとあの、はっきり言いますけれども、やはり動物はですね、年齢が、年が経つに

やっぱりこう亡くなっていかさすですから、そこからやっぱずっと亡くなっていく。今、

田舎ですので消滅世帯も出てきよる。その方を撤収していけば存分に余ってくっとじゃ

なかろうかと。６５歳以下の方はほとんどスマホを持っとらる。そっだけこんだけ余っ

てですね、やたら無謀に配ってあっとじゃなかろうかなと。私はそこが一番懸念するわ

けですよ。一般の方も無理してですね、その要らんとば使うのが一番私は、税金の中か

ら使うわけですからね。要らん銭を使うとじゃなかろうかなと、そう、そこに思ってお

りますんで、そこのほうを聞いたわけでございます。ぜひ算定の基礎をお願いします。 

基準、例えば何個差、個数で、何台あって、どんくらいぐらいから何％スマホ持って

るから、そこら辺はちゃんと決めてあった、あるはずと思います。よろしくお願いしま

す。 
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○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） いくつかご質問いただいておりますので、順

番にお答えさせていただきます。 

まず最初に、８００台買って残りがあるということでございますけれども、先程町長

答弁の中でもありましたとおり、２月の２７日現在で、現在７２２台配布。残りが７８

台、実際に残っております。ただ、こちらにつきましては、これも町長答弁にありまし

たとおり、令和７年３月末で告知放送が終了するというところで、その後ですね、終了

後に役場にお問い合わせがいただくケースが想定されておりますので、そのときに対応

できる分として残しております。 

その次にですね、スマホを持っている方にも配布してあるということですが、この質

問に関しましては、昨年令和６年６月議会でも同じようにご質問いただきまして、町長

から答弁をしておりますので、回答が重複いたしますけれども、もともとよかナビは、

町民お１人お１人がお持ちのスマートフォンへの情報配信を想定しております。将来的

には現在よりもより多くの皆さんがスマートフォンをお持ちになると予測しております

が、現時点では特に高齢者においてはスマートフォンをお持ちでない方もおられること

から、そこを補うための一時的な措置として、タブレット端末を配布しているとしてい

るところであります。つまり、スマートフォンの所持数が増える将来的には、タブレッ

ト端末の配布を減らしていくこととなると予測しております。その点につきましては松

本議員の予測のとおりと考えております。ただし、何度も申し上げてきておりますけれ

ども、全てのスマートフォン所持者がスマートフォンの扱いに慣れておられるわけでは

ありませんので、スマートフォンの所有者であったとしても、タブレット端末の配布対

象者としております。 

中にはですね、スマートフォンの所有を理由にタブレット端末の受け取りをお断りに

なられたり、また、スマートフォンの購入を機に返却される方もいらっしゃいます。実

際、スマートフォンをお持ちであっても、いわゆるガラケーのように、電話でしか使わ

ないという高齢者の方がおられます。一番いいのはそういう方であってもスマートフォ

ンに慣れていただいてですね、使いこなしていただくことが一番いいんですけれども、

それを強制することはできませんし、また、スマートフォンをお持ちであることのみを

もって希望される方への配布を町として拒否することはできません。 

実際、令和４年４月２７日に行われました全員協議会におきまして、松本議員のほう

からですね、高齢者はなかなかスマホ取扱いは難しいから、タブレット端末は高齢者で

も扱えるものを選ぶようにお願いしたいというふうにご要望いただいておりましたので、

そのご意見もありましたところもあって、スマートフォン持ってるからといって高齢者

の方は全て使えるわけではないんだなという認識を新たにさせていただいております。
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その点では松本議員のご意見を踏まえた上での、そういう対応をさせていただいたとこ

ろであります。 

また、議員がおっしゃる調査をですね、スマホの所持率とか、独居世帯のうちどのぐ

らいの方がスマホを持っていらっしゃるのか、その辺りを調査してから購入すべきだっ

たというご意見ですけれども、確かに令和４年度のですね、国のデジタル田園都市国家

構想交付金を受けて本事業は実施しておりまして、その際、令和４年度の事業で、もう

告知端末その時点で、もう既に１０年以上経過しておりまして、時間的余裕がそれほど

あったわけではございません。そういった中で、独自に告知端末を更新するとなると、

数億円の費用がかかるということも見込まれておりましたので、できるだけ国の補助金

をうまく活用してできる事業、当時であればデジタル田園都市国家構想推進交付金、さ

らに当時は新型コロナのですね、国の交付金もございまして、幸いにしてこの令和４年

度の事業におきましては、デジタル田園都市国家構想交付金と新型コロナの交付金とを

合わせまして、補助率が１００％、実質的なですね、補助率が１００％という形で導入

することができましたので、当時は、早急にこの事業を推進する必要もあったこともあ

り、調査のほうはですね、スマホの所持率の調査というのが実際はできておりませんで

したけれども、先に補助金申請をして推進をさせていただくという形をとらせていただ

いております。 

５０台予備でですね、修理対応用に購入した５０台は必要なかったんではないかとい

うご質問ですが、こちらもですね、令和４年５月の２０日に開催しております全員協議

会において、修理、故障した場合どうするのかというふうな質問があった際にですね、

やはり町民の方、お渡ししてあるタブレット端末が使えない状態で置いておくわけにい

かないということで、新品のものと交換をして、その間に故障したものを修理をすると

いうふうな対応をするためには、やはり予備が必要であるという判断のことから、令和

４年の８月９日に開催しております、議会臨時会における財産取得の議案のときの説明

におきましては、予備の５０台を追加してということで対応をさせていただいていると

ころであります。 

最後のですね、将来的に所有者が減って余ってくるんだから、そんなに無理してたく

さん買う必要はなかったのではないかというご質問につきましては、最初のですね、残

っている数の方もありますので、今後ですね、確かに将来的、５年後、１０年後には恐

らくタブレット端末そのものは減ってくるんではないかというふうに考えておりまして、

例えば今の端末が使えなくなる更新時期を迎える時期には、改めて再度購入するという

ことはできるだけせずに、今あるもので残りの５年１０年を過ごさせていただければと

いうふうに考えております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 
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○４番（松本良人君） 私はそういったこぜこぜしたことは聞いておりません。世帯数

がいくらあるから、あるいはそのうちの何％がスマホ持ってるから、どのように計算し

たかという、それだけで結構なんです。 

それから、先程議会で虚偽の云々で私、大分責めを負いましたけれど、議会で確かに、

６５歳以上でスマホを持たない方々のために、人のためにやると。スマホ持っとるもん

なやらんとようなことで言われました。私はそこば聞きよっとです。そして機種が余っ

たからですね、機種が余ったから、私たち、私も家内も持っとるばってん、私も、うち

にも来たっですよ。そういったことできんでしょう。本当ぴしゃっと積算して積算しと

っとなら。そこを聞きよっとですよ。よろしくお願いします。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 先程の答弁と重複する部分もありますが、今、

松本議員がですね、おっしゃって、松本議員もスマホをお持ちだ、奥様もお持ちだとい

うことで、松本議員にはこちらからですね、余ってるから受け取ってくれというふうな

形でお願いしたわけではございません。あくまでも希望を聞いてしております。なぜ希

望を聞くかと言いますと、先程も回答いたしましたとおり、スマホを持ってるからとい

って、あなた持ってるから駄目でしょうというふうに拒否するわけにはまいりませんの

で、一応ご本人様の希望を聞いて、使いこなせるかどうかというのを私どもが判断する

わけにはまいりませんので、そういうふうにさせていただいているところでございます。

世帯数の数につきましても、今までの町長答弁の中でもお答えさせていただいておりま

すが。 

○４番（松本良人君） 町長答弁言わんちゃよかよ。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） よろしいですか、では。 

○４番（松本良人君） ・・・だけ聞けば。 

○議長（野﨑幸洋君） 発言中です。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） スマホの所持率につきましては、全国的にも

調査はされておりませんで、総務省のほうでスマホの所持率の調査は一部されておりま

すけれども、抽出調査になりますので、苓北町がはたしてそれに該当するかどうかとい

うのを根拠にはなっておりません。 

苓北町におきましては、よかナビの導入する令和４年度に、一応町民に対しましてイ

ンターネットの接続状況、スマホの接続状況等を。 

○４番（松本良人君） そがんとは要らんけん、根拠はどがんなっとるかってことば教

えてくれ。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 調査をしております。 

○４番（松本良人君） 時間のあるけんが。 
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○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 今後ですか。根拠ですね。 

○４番（松本良人君） 根拠。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） それに関しましても。 

○４番（松本良人君） 根拠ばずっと聞きよっとやもね。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 令和４年５月２０日の全員協議会で説明をし

ておりますけれども、タブレット端末８００台のうち、その積算内訳といたしましては、

６５歳以上の独居世帯が４５９台、７５歳以上の高齢者のみの世帯用に２６３台、区長

用に５１台、民生児童委員用に２６台、地域包括支援センター用に１台の、合計８００

台としております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

○４番（松本良人君） 何回も聞くですばってん、我々が持っとっとにやらんというこ

とで、議会で言うとったとに何でそういったことを言うとってそれを買うたとかってと

いうことですよ。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本議員、その答えは先程。 

○４番（松本良人君） いや、ちょっと待ってください。 

○議長（野﨑幸洋君） 町民の皆さんの意向を聞いてから配布してあるということです。 

○４番（松本良人君） 意向を聞いてからですから、私は持ってます、持っとって分か

っとっとに、家内がもろうていこうかいちゅうたならば、ほら松本が持っとっじゃっか

って言うて切ってよかでしょう。私は・・・分かっとっとですから。お宅にやられんで

すよとはっきり断ってよかっでしょ。そういうことで、私は予算のときに、当初予算の

ときには説明があったように思われる。６５歳以上でスマホを持っとる方にはやらない。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） スマホをお持ちの方にやらないという発言で

はなくて、スマホをお持ちでない方に配布するというふうに説明をさせていただいてお

ります。 

○４番（松本良人君） そうでしょ、お持ちでない方でしょ。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） はい。ただ、その中でですね、その説明をし

たときに、議員の皆様方からですね、例えば若い方と高齢者が一緒に暮らしている場合

の、その若い方がいないときの高齢者はどうするのかというご質問に対しましては、こ

ちらとしましては、そういうケースもあるんであれば、検討して、できるだけ配れるよ

うにさせていただきますというふうに答弁をさせていただいているところであります。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

○４番（松本良人君） それは予算を提示してからでしょう。そういったことがあった

から、また予算を増やしてから、予算で、予算を増やしますと、その分でしてください
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って、じゃかでしょ。当初買うときに、スマホ持っとるもんにはやらんということで計

算して買うとっとでしょう。なんば言いよっとですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） その点につきましては、前回の令和６年１２

月議会の答弁の中にもありましたとおり、本事業で算出根拠としておりますデジタル田

園都市国家構想。 

○４番（松本良人君） いやいやいや、議会に、議会に虚偽の、虚偽で申請して予算ば

取っとって、８００台。 

○議長（野﨑幸洋君） もう一度、質問はちゃんとマイクに言ってください。 

松本良人君。もう一度。 

○４番（松本良人君） 私はそがん言い訳は聞かんとですよ。議会で８００台買います

と、こっだけ４千何百を買いますと、スマホ持っとる方にはやりませんということでし

とっとでしょう。その後云々って言うとなら、また補正予算でプラスしてこう買えばよ

かっでしょう。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 先程の途中の続きになりますけれども、令和

６年１２月議会の一般質問の中においてですね。 

○４番（松本良人君） 一般質問やかて、当初予算。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） その点の質問があっております。それは松本

議員の質問の話ですね。その中でもですね、本事業実施のときは、令和４年度事業です

ので、デジタル田園都市国家構想交付金の申請に当たっては、令和４年１月現在の、先

程の独居高齢者とか、７５歳以上の高齢者世帯の数字を使わせていただいております。 

実際にタブレット端末を配布する時っていうのは、令和５年の３月でした。つまり、

申請から配布まで１年以上の時間が経過しております。工事でも変更はあるかと思いま

すけれども、人を相手に配布するものでございますので、その間、中には亡くなられる

方もあれば、施設に入られる方、逆に６５歳になられる方、様々な状況が変わられる方

は出てまいりますので、予算を出した当時の数字から、当然人間に関しましては変更が

あるものでございますので、それに対応するためには、当初、予算説明のときの数字と

違うというふうに指摘を受けましても、それは違って当然ですとしかお答えのしようが

ございません。以上です。 

○４番（松本良人君） 私、聞いたいば。聞いた、聞いたいば。スマホを持っとるもん

に。 

○議長（野﨑幸洋君） もう一度立ってどうぞ。 

松本良人君。 
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○４番（松本良人君） 時間のなかけんさな。 

○議長（野﨑幸洋君） いや、ちゃんと質問しないと入りませんから。議事録に残りま

せんから。ちゃんと質問。 

○４番（松本良人君） 時間があるけんか。私は予算の折に、予算の、こん予算を、当

初予算を取るときに、スマホ持っとるもんにゃやらんということで出しとっとに、何で

買うてあっとかと。スマホ持っとるもんにやっとっじゃっかと。途中経過なんか聞いと

らんとですよ。そして、足らん分には補正で対応せろばよかっですよ。私そこば聞きよ

っとですよ。 

○議長（野﨑幸洋君） そこは室長、何度も説明しているように、当時の人数から換算

しての予算を申請して議会にかけてあるとですから。ですから、そのときは議員もちゃ

んと説明を聞いてるし、それで承認して議会が通ってるわけですから。それで人員の減

っていくのは、これは時代、やむを得ないことですということで今、室長が説明されて

おります。何度も同じことの繰り返しですので。 

○４番（松本良人君） 何でも同じことばっかじゃけん、時間の過ぎるばっかやもね。 

○議長（野﨑幸洋君） だから今答弁されてます。 

○４番（松本良人君） よかですかね。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

○４番（松本良人君） あのですね、私が言うのは、予算のときにぴしゃっと算定数は、

積算をせにゃいかんのじゃなかろうかと。そして余ったからやりよるのじゃなかろうか

と。いや、足らん分じゃったなら、けん、多めに買うたっでしょう。多めに買いますと、

予算のときに一言でも言うてなかっですよ。それで私は何台って、こういった計算でし

て、何台あるから、どうしたという根拠を欲しいと言いよっとですよ。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長、もう一度そこの部分だけを答えてくだ

さい。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） まず８００台の根拠ですけれども、８００台

の根拠は先程と繰り返しになりますけれども、６５歳以上の独居世帯が４５９台、７５

歳以上の高齢者のみの世帯用に２６３台、その他、区長とか民生児童委員用を合わせて

８００台というふうにしております。 

先程ですね、予算のときに算定すべきだったというふうにおっしゃいましたけれども、

先程答弁いたしましたとおり、令和４年度に国のデジタル田園都市国家構想推進交付金

を受けて早急に対応するために、その補助金申請もあった中で、その当時の算出根拠と

して、令和４年１月現在の独居世帯と、独居高齢者用の数字を算出根拠とさせていただ

いておりますというふうに、町長答弁の中でも答えさせていただいているところであり

ます。 
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多めに買いますとなぜ言わなかったのかですかね。多めに買いますというような、そ

ういう意図ではございません。多めに買うも買わないもではなく、算出根拠として、先

程の数字を用いております、という説明をいたしております。 

○４番（松本良人君） 分からん。 

○議長（野﨑幸洋君） 終わりますか質問。 

○４番（松本良人君） 分からんです。今の説明では分からん。一緒んとばっかじゃも

ね。 

○議長（野﨑幸洋君） いや、室長は全て、根拠を今話されてます。 

○４番（松本良人君） 止めてください。 

○議長（野﨑幸洋君） いや止められません。再質問でしょう。 

○４番（松本良人君） 私はですね、予算の獲得するときに、ここに予算をかけるとき

にですね、予算の審議をするときに、６５歳には、以上には、の世帯には、どなたか１

人かでもスマホを持っとる世帯にはやりませんということを言ったから、普通は私たち

には、町民の方々には、６５歳以上でスマホ持っとるもんな来んと思っとった。でもや

ってあると。そんときにですね、そんときに、いや、そうじゃなくて、そうじゃなくて、

いくらか余裕とって、スマホがガラケーとか何かあったときには、その方にもやらんば

んけん、８００台要りますよと言うて、口頭でぴしゃっと言うてかあればよかですけれ

ども。 

○議長（野﨑幸洋君） あと１分前です。 

○４番（松本良人君） 説明ばしよったっかな。 

○議長（野﨑幸洋君） どうぞ。説明。 

○４番（松本良人君） あんたが言えって言うけん言う、おいは分からんって。 

○議長（野﨑幸洋君） １分前には鳴らしますけん。 

○４番（松本良人君） そこら辺が分からんって、議会に申請したときと、実際買うて

云々って、めちゃくちゃ言い訳すっとこの内容が分からんと。８５０台買う、買うて、

私たち６５歳以上のスマホ持っとるもんにゃやりませんということを言っとって、買う

てあっとは何故かって聞きよっだけですよ。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長、６５歳以上にやらないと言ったか言わ

ないかだけ答えてください。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 私どもの説明は、配布対象が６５歳以上とか

の、スマホをお持ちでない世帯というふうな説明をさせていただいておりますが、スマ

ホを持っている世帯には渡さないというふうには説明をいたしておりません。 

○議長（野﨑幸洋君） 終わりますか。 

○４番（松本良人君） つまらん。ようと聞いてみて、そがんとは言うとらん。 
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○議長（野﨑幸洋君） 室長は全て答えてます。 

松本良人君。どうぞ。 

○４番（松本良人君） ほんなら議事録ば見なしょんなかですたいね。 

○議長（野﨑幸洋君） それは別の機会に。 

○４番（松本良人君） また別の時間に言います。あの、諸々ですね、いろいろ聞きま

したけれども、特に学校なんかてよろしくお願いします。 

それから、広域連合のはですね、の関係はですね、ぜひですね、今回熊日新聞あたり

でもですね、今度は２回目の爆発が起きたというようなことも載っておりました。それ

は１回も、私、我々には知らせてはありません。ぜひですね、そういった小さいことで

も。 

○議長（野﨑幸洋君） 全員協議会の中での議題にも入っているようですので、今議会

の途中で説明があります。 

時間が来ました。終わります。 

以上です。 

通告３番、山口利生君。 

○２番（山口利生君） 通告３番、２番議員、山口利生です。 

質問通告書に沿って、町長へ質問いたします。 

最初に、志岐川の防災・減災対策について質問いたします。 

今から約１０年前の平成２７年６月１１日、苓北町では、これまで経験したことがな

い集中豪雨に見舞われ、町内全域にわたり、崖崩れや河川の氾濫等が発生し、大災害を

被りました。苓北町にある大岳観測所の雨量データによると、午前４時の１０分雨量が

１１ミリ、８時の１時間雨量が７４ミリ、午前６時から９時までの３時間雨量は１５９

ミリを観測しております。この大雨により、志岐川に架かる天神木橋のすぐ下流にある

三九郎堰が決壊したため、大量の濁流が志岐交番横から、県道志岐円通寺線を超えて紺

屋町方面へ流れ出し、水田から溢れ出した水が紺屋町の民家に押し寄せ、床上浸水被害

が発生しました。また、三会川にも志岐川からの濁流が流れ込み、護岸すれすれまで水

位が上昇しました。 

志岐川の河川管理者である熊本県は、平成２７年６月１１日、洪水時の最大水量毎秒

約９０立方メートル、これは推計でございますが、を参考に、目標流下能力を現況の毎

秒約５０立方メートルから、毎秒１３０立方メートルまで流せる新たな河川改修計画を

策定し、平和橋より上流５００メートルまでの区間を第１期工事として、令和５年度か

ら護岸の嵩上げ、河床切下げや志岐橋架け替えに着手しました。この第１期河川改修工

事が完成すると、河川の流下能力が格段に改善し、周辺地域の浸水被害は大幅に減少す

るものと思いますが、志岐川の流下水量が大幅に増加することで、平和橋より下流の漁
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港区域の水位が上昇し、現状のままでは、明神山区や浜の町区の住宅が浸水被害を受け

るのではないかと危惧するところです。 

そこで、住民の生命と財産の安全確保を図るために、志岐川河口の漁港区域等の防

災・減災対策について、２点町長へ質問します。 

１点目は、志岐漁港区域の防災・減災対策についてお聞きします。 

志岐川河口にあった旧志岐漁港は、海岸を埋め立てて新たに志岐漁港を建設したこと

から、漁港施設としての利用はなくなりました。志岐川の河口は、船溜まりとして使用

されていたため袋状となっており、出口は志岐漁港道路の橋脚建設により、以前より狭

くなっています。そのため、洪水と大潮の満潮が重なれば、一気に水位が高くなり、勢

いを増した濁流が護岸を越流し、周辺住宅地に浸水被害を発生させる危険性があるので

はと思います。 

周辺にお住まいの方のお話では、高潮が発生すると、雨水管の排水口から海水が逆流

し、床下まで浸水するとのことです。また、台風等で海が大時化になると、湾内にも高

波が押し寄せ、川の水位が高くなり、濁流が護岸を超えて浸水被害が発生しないか心配

するとのことです。 

そこで、苓北町でも県の志岐川河川改修計画に合わせて、志岐漁港区域の護岸等改修

計画を策定し、河床の掘削や、利用されていない物揚げ場等の撤去、雨水管等からの逆

流を防ぐフラップゲート等の設置を実施すべきではと思いますが、町長の考えをお聞き

します。 

２点目は、志岐橋上流に設置されている雨水排水溝の移設についてお聞きします。 

大雨が降ると志岐橋のすれすれまで水位が上昇し、物凄い勢いの濁流が志岐橋のすぐ

上流にある雨水排水溝に流れ込み、天神木区から馬場区間の志岐中央線の側溝を流れる

雨水が逆流し、周辺住宅地の浸水被害が危惧されます。そのため、浸水被害を防止する

ための対策として、志岐橋架け替え工事に合わせて雨水排出溝を志岐橋下流に移設でき

ないか、熊本県と協議されてはと思いますが、町長の考えをお聞きします。 

次に、光ファイバー網の利活用について質問いたします。 

令和５年４月から、民間のインターネット通信を活用して、スマートフォンやタブレ

ットへ町の防災・行政情報を配信する「苓北よかナビ」の運用が開始されました。住民

の皆様からは、告知端末で聞き漏らした情報も後で確認ができ、特におくやみ情報は役

立っていると好評です。 

新たな配信サービスの開始により、平成２３年４月から総務省の地域情報通信基盤整

備推進交付金事業を活用し、総事業費１０億円余をかけて整備した「苓北ひかりネット

ワークサービス」は令和７年３月末で終了し、各家庭に設置したＩＰ告知端末機の無償

回収が始まりますが、全世帯に接続している光ファイバー網の今後の活用方法等につい
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ての考えを町長へお聞きいたします。 

以上で一般質問を終わります。町長の答弁に対して、一問一答方式により自席にて再

質問させていただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の山口議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず、１項目目の志岐川の防災・減災対策についての１点目の、志岐漁港区域の防

災・減災対策についてでありますが、志岐川河口部の馬場区と明神山区をつなぐ平和橋

から下流域につきましては、志岐漁港海岸保全区域となっておりまして、漁港施設とし

て、右岸側を馬場護岸、左岸側を港内明神山護岸とし、漁港管理者である苓北町が管理

する施設となっております。 

馬場護岸においては昭和５１年、港内明神山護岸においては昭和５３年に整備が完了

し、それぞれ４９年と４７年経過をしております。 

議員ご質問のとおり、熊本県の志岐川河川改修工事が上流部では進められておりまし

て、また、志岐漁港海岸においては、令和５年度に紺屋町護岸及び志岐漁港道路の整備

が完了いたしましたので、今後は既存施設の老朽化対策や、護岸天端高の再検証、河床

の掘削や、高潮等の対応につきましても、関連予算の獲得を含め、検討してまいりたい

と考えております。 

次に２点目の、志岐橋上流に設置されている雨水排出溝の移設についてでありますが、

当該排出溝につきましては、志岐中央線など町道の側溝排水に加えまして、水路や県道

の側溝など、複数の排水ルートの排水を集水し、志岐橋すぐ上流、志岐川の右岸側に排

出するもので、寸法はかなり大きく、縦・横およそ２.４メーターとなっております。 

志岐川につきましては、現在、当該箇所を施工範囲に含み、熊本県により河川改修工

事が実施をされておりますが、仮にこの排出溝を下流に移設するとした場合、もちろん

県工事との調整が必要になってまいります。そのほかに、町下水道管移設工事との調整

や、既設排出溝と新設排出溝における、浸水防止効果の比較・検証など、様々な課題に

ついて、現場状況の精査及び詳細な検討が必要になると考えておりますので、まずは熊

本県と協議を行いたいと思います。 

次に、２項目目の光ファイバー網の利活用についてのご質問でございますが、苓北町

においては、議員のご質問にもありましたとおり、国の地域情報通信基盤整備推進交付

金事業を活用して、平成２３年から「苓北ひかりネットワークサービス」の供用を開始

しております。本交付金事業は、地理的な制約から民間事業者の投資による情報通信環

境の整備が期待できないことにより、情報格差が生じる市町村に対して、交付されるも

のでございました。 

民間事業者の進出が難しいほど採算が取れないと想定された苓北町でありますが、そ
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の後は、町担当や関係者の方々の地道な努力により、インターネット契約数を伸ばしま

して、当初計画における加入目標５００世帯に対し、令和７年１月末現在で１,４６１

世帯と、想定の３倍近くの皆様にインターネット契約を結んでいただいております。 

今後、告知端末放送は終了となりますが、インターネットの利用や、光ファイバー網

を活用したテレビ再送信は引き続き継続してまいります。 

しかしながら、苓北町の光ファイバー網は、供用開始から１４年が経過しようとして

おり、今後、光ファイバーケーブルをはじめとした設備の更新に多額の費用が発生する

ことが見込まれます。このような状況の中、国は令和２年度に「高度無線環境整備推進

事業」の見直しを行い、民間事業者が市町村で整備した公設の光ファイバー網の譲渡を

受け、通信速度の増設を伴う整備・更新を行う場合にも活用できる補助金を創設をして

おります。 

そこで、苓北町といたしましては、町で保有し、運営を民間事業者に委託する、公設

民営方式の光ファイバー網を、令和９年４月から民間事業者に譲渡し、設備も運営も民

間で行う、民設民営方式に移行することを予定しております。 

令和９年４月からの民設民営化に向け、令和７年度と８年度の２か年をかけて移行作

業を行うことに伴い、令和７年度予算（案）の債務負担行為に、町内情報通信網民設民

営化負担金を計上しております。 

なお、この負担金につきましては、将来的には光ファイバーの更新費用が多額になり

ますので、それと比較いたしますと、負担金としたほうが町の持ち出しとしては少なく

て済むというような状況でございます。 

今議会の予算審査特別委員会でも改めて詳しく説明をさせていただきますけれども、

民設民営化により、将来に発生する設備更新費用等の負担を抑えることができるほか、

利用される町民の皆様にとりましても、引き込み工事が発生する場合の負担金がなくな

ること、また現在よりもさらに高速で高品質のインターネットサービスを受けることが

できるようにもなります。 

採算が取れずに光ファイバー網が整備されていない他の過疎地域と異なりまして、苓

北町では公設で各世帯にまで光ケーブルが接続されておりますので、今後、民設民営に

移行することにより、より高速で高品質のインターネットサービスが可能となります。

苓北町においては都市部と同じ高速・高品質の光インターネットサービスを受ける環境

が整ってまいります。 

繰り返しになりますけれども、民設民営化により、告知放送サービスはなくなります

が、今後、都市部と同じ高速・高品質の光インターネットサービスを受けられるように

なりますので、将来的には、小中学校・高校などの学校教育分野や公民館活動などの社

会教育分野、また、介護や医療などの福祉分野などで活用できないか、民間事業者の知
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恵もお借りしながら、引き続き研究をしてまいりたいと考えております。 

以上、山口議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 一般質問の途中ですが、ここで１時まで昼食といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） それでは、時間前でありますが、皆さんおそろいですので、休

憩前に引き続き一般質問を再開いたします。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） それでは、再質問をさせていただきたいと思います。 

まず志岐川の洪水対策についてお聞きいたします。 

まず冒頭で修正をお願いいたしたい箇所があります。質問の中で、志岐川に架かる平

和橋の下流域を、志岐漁港区域というふうに申し上げましたけれども、町長答弁をお聞

きいたしましたところ、志岐漁港海岸保全区域というふうにありましたので、私の勉強

不足でございました。志岐漁港区域というものを、志岐漁港海岸保全区域というものに

修正をお願いいたしたいと思います。 

私はよく分かんなかったんですが、漁港が昔あったということで、志岐漁港区域だろ

うというふうに安易に質問いたしましたが、多分新しい志岐漁港ができた関係で、海岸

保全区域というふうになったんですよね。いや、町長答弁が正しかっでしょ。志岐漁港

海岸保全区域ということで、志岐川の河口域は漁港区域から海岸保全区域というふうに

なってるというのは間違いないですよね。ちょっとそこだけもう１回確認を。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。そこ答弁お願いします。 

○農林水産課長（田尻 悟君） 先程の志岐漁港区域と志岐漁港海岸区域のご質問です

けれども、どちらの区域でもあり、志岐漁港区域の中で、また、志岐漁港海岸区域があ

るという認識でおりまして、どちらの表記でも間違いはないと思っております。 

志岐漁港が海岸区域の中に、志岐漁港海岸の保全区域、重複した区域になってますの

で、２つの区域に指定されている、そこの場所についてはですね。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） それでは重複してるということの理解でいいわけですか。それ

では、志岐漁港区域ということでも間違いないということでございますか。それなら修

正は要らない。質問と町長答弁が食い違ってると、後で読み直したときにどういうこと

だろうかというふうなことが出てきますので、その新しい志岐漁港ができてから、私の

質問の中を、志岐漁港海岸保全区域ということで統一をしてった方が、後々読み返した
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時に分かりやすいかなと思いますので、そこのところは、議事録の方には志岐漁港海岸

保全区域ということの修正をお願いいたしたいということで、よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、再質問に入らせていただきたいと思います。 

まず１点目ですけれども、馬場護岸のほうにですね、志岐小のプール横から、町道の

側溝を流れる雨水が志岐川に流れ込む中村川というふうにお聞きいたしましたけれども、

そこの排水口にですね、手動式の門扉が設置されておりますけれども、この門扉の目的

と管理状況についてお尋ねいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） 先程の中村川ですかね、志岐橋から志岐漁港側に、下

流２０メートルのところに、志岐漁港海岸の馬場護岸に、ちょうど排水口が出ていると

ころでございます。その奥にですね、陸閘が設置されておりまして、これにつきまして

は漁港の施設台帳には載っておりませんで、管理については、現在管理ができていない

状況でございました。 

これにつきましては今後ですね、その周辺と情報を管理しながら、漁港の高潮等の保

全施設という位置づけをつけながらですね、しっかり管理をしていきたいというふうに

考えております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） 私、現場見ましたけれども、あれは今手動式で門扉を閉めるよ

うな形になってたような気がしますけれども、実際に、先程管理状況はどうかというふ

うに聞きましたけれども、いざ何かあったときにですね、動かないというふうなことが

ないのかどうか。その辺りの、当然町が設置してる施設だと思います。漁港施設台帳に

ないというふうなお答えでしたけれども、やっぱり町が作ってる施設については、台帳

に記載がないというのは問題かと思いますので、実際に、いざ災害が起きる可能性が出

てきたときにですね、すぐ動かせるかどうか。 

先程の改修工事の話もしましたけれども、実際にあるだけで役に立たないと。もうこ

れも５１年か５３年か、高潮対策で護岸工事をしたというふうな話、高潮対策と言いま

せんけど、それぞれ護岸が５１年と５３年に完成したと。そのときに設置されているの

であるならば、もう４０年近く経っています。動かないかもしれないし、その横に雑木

が覆ってましたので、それが支障になってないのかどうかとかっていうのがあります。 

先程、中村川というふうに申し上げました。これは役場のＯＢさんに確認したらです

ね、あれは中村川というふうな話があったもんですから、最初は河川の工作物かなとも

思ってたんですけれども、いずれにしても役場のほうの管理には間違いないと思います

ので、その点をもう１回。再度調査をし、必要なものであるならば、早急に改善をすべ
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きかなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

次に、志岐川の河川改修工事が大幅に見直しをされましたけれども、それに合わせて

ですね、志岐漁港の海岸保全区域の施設が対応できるのかどうかということの見直し。

また、それに対しての熊本県との、やっぱ志岐川の河口域ですから、やっぱり志岐川一

帯の防災工事というふうに捉えるべきと思いますので、そのあたり、町と熊本県との間

で、志岐川の改修についての協議が行われているのかどうかお聞きいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） その当時につきましては、ちょっと協議はですね、志

岐川と漁港管理者の協議は行われていないというふうに認識をしております。ただ、そ

の志岐川の流量、今回のその１３０ミリ毎秒の流量の算出根拠部分が流れた場合につき

ましては、志岐漁港海岸区域の馬場護岸、明神山護岸については、容量は足りていると

いうふうに認識をしております。ただですね、先程も町長が答弁しましたとおり、老朽

化が進んでおりますので、一部下がりつつある部分がございますので、そういった部分

とあわせて、再度、今度は高潮の観点からですね、検証を、実施を図っていきたいとい

うふうに考えているところでございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） 今、１３０立方でも対応可であるというふうな認識をしてると

いうふうにおっしゃいました。ただ、冒頭の質問の中でですね、県の河川の流量は５０

立方を考えた上で今の設計をしていると。大体２.５倍近い数量がアップしてる。昭和

５１年と５３年に護岸の嵩上げをしているという関係で、今十分大丈夫かというふうに

説明がありましたけれども、一番心配なのはやっぱり大潮の満潮時ですね、普通だった

ら干潮時はもう海水はない状態で、河川だけが流れている状態ですけれども、大潮の満

潮になると、護岸すれすれまでとは言いませんけれども、相当上がってくる状況です。

そこに１３０立方の河川水が流れ込んできたときにはですね、実際にどうなるのかとい

うふうな心配を持ったところですよ。やっぱ平和橋自体のすれすれまで上がってくると

なったときにですね、河川のほうは大丈夫としても、それが今度は漁港海岸の袋状にな

ってるところに、それだけの流量が一気に流れ込んできたときにですね、大潮の一番最

大の満潮時の潮位を見たときに、はたして大丈夫なのかと。 

それと、やっぱり今北風が強くなってですね、海の方が、白波が立つ時が最近すごく

多くなってるような気がします。私もせんだって北風が強いときにですね、湾内がどう

なってるかというふうなことを見に行ったんですが、やっぱり白波が立ってるんですね。

白波が立つと、それだけ潮位も上がって来るという状況であります。周辺の人もやっぱ

りそういう波が高くなって湾内が上がったときに、やっぱりどうしても浸水被害が出る

んじゃないかという心配されるとおり、やっぱり海の潮の方が、川の河川よりも強くな
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ってきますので、海水の上を河川水が通りますからですね。当然、潮位が上がれば全体

も高くなるという状況になりますので、そういうことの心配をですね、やっぱり取り除

くべきではなかろうかというふうに思います。 

やっぱりちょうど２７年の６月の大水害のときは、山﨑町長も総務課長で、やっぱり

洪水対策の陣頭指揮をとっておられたかと思います。それで、町内の全ての地域がどう

なってたのかというのは十分頭の中に入っていらっしゃるかと思いますけれども、やっ

ぱり幸いにもちょうど潮位を見ましたら、小潮の３時頃が満潮で、９時半ぐらいが最干

になってましたので、一番洪水が出たときはもう最干に近いところであったので、多分

ここの志岐漁港の海岸保全区域の湾内は、潮がもうなくなってしまったところで、９０

立方が流れてきても十分耐えられたんじゃないかと思います。もしこれが大潮の満潮と

重なった場合には、はたしてどうなってたのかというのが、やっぱり地元の人たちも懸

念されるんじゃないかというふうに思います。 

やっぱり今、苓北町では過疎債とかですね、を活用して公共工事、単独事業を今進め

ておられますけれども、まあ起債も、これは借入金でございますので、借入金がどんど

んどんどん増えていくとですね、当然財政は硬直化してまいります。これはもう私が言

う前に、皆さんの方はもう十分、それは承知の上だと思いますけれども、今後ますます、

大型のごみ処理場の建設であるとか、義務教育学校の建設であるとかで相当借金が膨ら

んでいきます。いくら過疎債は交付税の充当率が高いといっても、全額交付税で見ても

らうわけではございませんのでですね、やっぱりそこが膨らんでいくと一般財源の持ち

出しというのは出てまいりますのでですね、非常に厳しい。町民もやっぱ借金が多くな

ればどうなっとかというふうな、不安な気持ちがいっぱいになってまいりますので、ち

ょうど今、分岐点にかかってきてるのかなというふうに思います。 

今までは交付税に代わる借入金のほうで賄って・・・、その分が大きく膨らんでます

けれども、今後は単独事業が膨らんでいけば、逆に交付税も７５％の算入率というふう

な、最大ですね、というふうなものになってまいるかと思いますので、その点は十分注

意しなきゃいけないと思いますので、そういう意味では、やっぱ補助をもらった公共工

事をいかに進めていくかっていうことに念頭を置いた上で、大規模工事を実施すべきで

はないかというふうに思います。 

そういう意味で今回取り上げたのは、やっぱり県が志岐川の河川改修工事をこれだけ

大規模に見直して行うと。やっぱこれにですね、千載一遇のチャンスだと捉えてですね、

ぜひやっぱり県の考え方と町の考え方は一緒になってですね、今のは危ないんじゃない

かというふうな観点でですね、ぜひ検討していただいて、当然波を抑えるためには、沖

合にですね、防潮堤なり、それかなんですか、三角の積むやつ、消波ブロックですか。

消波ブロックですか、テトラブロックの建設で波を打ち消すとか、いろんな安全対策は
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あろうかと思います。 

国も石破総理に替わっても、防災・減災には一番力を注ぐというふうなことがありま

したので、研究するという言葉でございましたけれども、やっぱりこの機を逃さずにで

すね、素早くその辺りを研究した上で計画を策定して、公共事業をもって志岐川の苓北

町の担当区域の見直しを行うということをぜひ町長。・・・ときにですね、進めていた

だければと思います。その方が、住民も安心するかと思いますのでよろしくお願いいた

します。それについてはもう、答弁は。 

ただあと１点、高潮対策でですね、地元の人が雨水管から逆流してくるというふうな

ことがありました。実際にそれで軒下まで水が、海水ががんぶり来るというふうな話も

されておりました。明神山の方もですね、ちょうど満潮近く見に行ったら、確かに海水

がですね、護岸よりも内側に打ち寄せてきてます。あれが確かに高潮のときはもっと高

く潮位が上がりますから、その分雨水路からはみ出すというふうなこと、それと大雨の

ときは当然海水が流れに来ると、水が志岐川に流れ込みきれませんので、低いところに

流れ込んで浸水被害を及ぼすというようなこともありますので、その点については再度、

逆流防止についての検討をしていただければ。これについては護岸そのものをするか、

雨水路の流れを見直すかということで、単独でもその部分は可能かと思いますので、ぜ

ひ検討をお願いいたしたいというふうにお願いいたします。 

次に、志岐川の志岐橋の上流に架かっている排水溝ですね。２.４の２.４ということ

で、大きい排水溝だなというのは認識してましたけど、こんなに大きいかというのはち

ょっと分かりませんでしたけれども、確かにこの大きさを下流側にですね、そのまま持

ってくるというのは大がかりな工事になろうと思います。ただちょっとですね、地元の

人の話聞いたら、少し上流側に口が向いているんじゃないかということで、やっぱりそ

の濁流はですね、あの中に入り込むんじゃないかというふうな懸念を申されておりまし

た。２７年の６月災のときにですね、あそこの馬場の交差点ですね、あそこがちょうど

雨水管と排水溝の結節点ぐらいになってるのかというふうに思いますけれども、あのあ

たりで雨水がオーバーフローして浸水被害がなかったのかどうか。もしそれがなければ

ですね、あれだけの大洪水が出たときには、私がそう思うだけで現実にはないのかもし

れませんけれども、やっぱり上から流れてくる水も相当な水がなってまいりますので、

その分だけでも下流域に流せるようなマンホールでもですね、作るというのであれば、

県との協議もスムーズにいくのかなと思いますので、やっぱり減災対策のためにも、一

点考慮をしていただければというふうにお願いいたしたいと思います。これについては

ぜひ前向きにですね、この機を逃さずに、ぜひ改修に向けての研究を進めていただきた

いと思います。 

次に、光ファイバー網の利活用について質問いたします。約１０億円かけて、これは
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光ファイバーだけじゃなく、付属のいろんな関連の施設も含めて１０億円余をかけて整

備したものでございますけれども、これが令和７年３月で全て廃止ということになって

まいりますけれども、町長の答弁では今後民間へ譲渡するというふうな回答がありまし

た。 

確かに１４年経ってるということでですね、あと何年後には光ファイバーそのものを

やりかえにゃいかん時期に来てるかというふうに思いますけれども、この光ファイバー

ケーブルそのものの残存価格と申しますか、これは補助金とも関連してくるかと思いま

す。これを民間に譲渡するというふうになると、目的外使用ということになって、補助

金の適化法上返還義務が生じることになるのかどうかというのが１点と、譲渡に対する

考え方ですね。当然無償譲渡にするのか、一般競争入札でインターネット業者、ＱＴネ

ットさんであるとか、いろいろとドコモさんとかありますけれども、その辺りに一般競

争入札で売却をするという形をとられるのかどうか、その点についてお尋ねします。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 只今のご質問ですけれども、まず１点目、光

ファイバーの残存価格があった場合の、適化法の適用等がどうなるかというご質問です

けれども、この点につきましては、総務省のほうが令和２年５月に公設光ファイバーケ

ーブル及び関連設備の民間移行に関するガイドラインというものを出しております。そ

の中で、１０年以上経過したものであれば、もうその点は届出でよいというふうな形で

書いてありますので、その点につきましては問題がないというふうに考えております。 

また、２番目の譲渡の方法を無償にするのか、それとも売却にするかという点ですけ

れども、こちらも同じガイドラインの方にもありまして、今回無償で譲渡を考えており

ます。来週予定しております予算審査の特別委員会の中でもご説明する予定ではござい

ますけれども、無償譲渡ということになりますと、地方自治法第９６条の第６号に該当

する、財産の無償譲渡、議会の議決事項に当たりますので、無償譲渡の際は議会のほう

で議決をいただく形を予定しております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） １０年経てばもう補助金の返還は要らないという、総務省がこ

れ、適化法も見解出しますから、見解出すほうが無償譲渡で、無償譲渡というか、譲渡

した場合でも、もう返還は要らないというのであれば、要らない。ですね。はい、それ

はもうそれでいいと。無償譲渡の関係で、当然議会の議決が、財産ですから必要という

ことです。これについては、今年度債務負担行為を予定しているというふうに書いてあ

りました。予算の中で、内容については説明するというふうになりましたけれども、当

然契約をするわけでしょうから、その前には議会の議決を必要とすると思いますので、

そこの点は、事務的な遅れがないような形でお願いいたしたいと。無償譲渡てするとす
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れば、単独売却、単独譲渡というふうになろうかと思いますけれども、その点はやっぱ

り今現在ＱＴネットさんですか、管理を委託して、ＢＢＩＱですか、インターネットは。

それが今１,４００件近く契約をしているというようなことがあるので、その辺りの業

者の方に、今後の民設民営という形での管理委託を考えていらっしゃるのかどうかをお

聞きいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 只今のご質問ですけれども、議員ご質問のと

おり、無償譲渡先は今、光ケーブルのですね、管理とか運用をお願いしております、株

式会社ＱＴネットの方に予定をしております。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） ほかの御船町なんかいうのは、やっぱりそのインターネットを

使うときに、やっぱり町の敷設してるものについては割安で、インターネットの契約を

させてるようなことが出ておりましたけれども、やっぱり全国一安いインターネットで

調べたら御船町がヒットしたもんですから、そういうことの活用もされてるのかなと思

いましたが、このＱＴネットさんに管理を委託する、無償譲渡するとなった場合は、苓

北町の町民は、やっぱり先程の工事負担金は要らないていうふうな答えがありましたけ

れども、やっぱりそのあたりは、無償で譲渡を受けるのであれば、やっぱり苓北町の人

はほかの地域に比べればやっぱり割安で契約ができるのかどうか。その点はいかがでし

ょう。まだはっきりと譲渡契約してないので、その辺りの条件等は詰めていらっしゃら

ないかと思いますけれども、そういうふうなことも考えていらっしゃるのかどうかをお

尋ねします。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 議員のおっしゃるとおり、できるだけですね、

お１人お１人の契約額が安くなればいいんですけれども、今のところはまだ譲渡に関す

る事前のですね、準備という段階でありまして、契約がどうなるかというのはまだ分か

りませんけれども、通常は全国同じ１つの会社であれば、市町村ごとに値段が変わると

いうことはあんまりないようでして、御船町の場合はもともとですね、公設でＱＴネッ

トが設置をしておりますけれども、あそこの場合やはり人口もどんどん、どちらかとい

えば人が集まるような場所ではございますので、民間の事業者の方もいくらか入って競

争も発生しているのかなというふうには感じておりますけれども、苓北町の場合は今の

ところＱＴネット１社のみという形になっておりまして、競争が発生する余地が今のと

ころはあまり見えないかなというふうに感じておりますので、はたして今後、お話の中

で安くなっていけるかどうかはまだちょっと未定でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 
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○２番（山口利生君） その辺りは難しいかと思いますが、敷設費自体がかかってない

ということもあるし、無償で譲渡するというふうなこともありますのでですね、将来的

な再度敷設するかどうかはまだ、ＱＴネットがもうやめるかもしれませんからですね、

その辺りは分かりませんけれども、補助金をもらうからにはやっぱり最低１０年以上は

継続して実施するというふうになろうかと思いますので、ぜひその点もですね、町民の

ために、ぜひ町長に頑張っていただきたいと。よろしくお願いいたします。 

それとあと、今度ＱＴネットのほうに光ファイバーを無償譲渡するとした場合は、今

までよかナビのタブレットの基本料金ですね、電話の回線を使うから、その分の回線使

用料ですか。スマホも一緒ですけれども、これ電話と同じで１つの番号を持つと基本料

金がかかってきます。５ギガぐらいで、低料金で契約してるというふうに聞いてたかと

思いますが、その分のこれは、今までＱＴネットに貸し付けてた使用料で賄ってました

けれども、それが今度はその分入ってきませんので、その分も一般財源がまた持ち出し

になるのかどうか。 

それとテレビの再受信、これも今まで町の光ファイバーを使ってたからその分は要ら

なかったのが、もうＱＴネットに譲渡したら、その分今度逆に町として持ち出しになっ

ていくのか。その辺り諸々あろうかと思いますが、プラスマイナスすると持ち出しが減

っていくのかなというのはありますけども、その辺りの試算をされていらっしゃいます

か。 

○議長（野﨑幸洋君） 行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） 只今のご質問、よかナビの基本料といいます

か、通信料ですね、の部分と、あとテレビ再送信の部分ですけれども、よかナビの基本

料につきましては、議員ご指摘のとおり、一般財源からの支出という形に今後なってく

るかと思います。それも２年後、来週説明いたしますけれども、２年後からということ

になるかと思います。こちらにつきましては、確かに一般財源になりますし、今まで光

のですね、貸付料によって賄ってはおりましたけれども、それが一般財源化するという

のは避けられない事実であります。ただ、先程おっしゃいましたとおり、もともとです

ね、８００台なら８００台で、全部でどのぐらいの通信料という低価格の料金設定をし

ておる上に、さらに今後タブレットの台数が減ってくれば、その通信料の方につきまし

ても、交渉して値下げのほうを続けていく予定としております。また、テレビの再送信

事業につきましては、こちらも来週の委員会のほうでも説明させていただきますけれど

も、こちらはどうしてもテレビ難視聴地域への対策ということになりますので、町が引

き続き、継続して運用していくしかない実態があります。そのため、この運用費用につ

きましては、やはり年間、運用の委託料という形で計上をさせていただく予定にしてお

ります。そちらにつきましての具体的な数字につきましては、来週資料の中で説明をさ
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せていただきたいと考えております。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） ありがとうございます。光ファイバーもやっぱりせっかく津々

浦々まで敷設しておりますので、これが民設民営となったときもですね、やっぱり今、

山間地に住んでいる高齢者の皆様は、非常に交通網もなくてですね、不便な状態の中で、

やっぱりタブレット通信も、インターネットを頼りにしていらっしゃいます。そういう

面でですね、ぜひよかナビを使っている、タブレットを活用しながらですね、新しいサ

ービスをぜひＱＴネットさんと考えていただいてですね、安全安心な生活ができるよう

な社会環境づくりに進めていただきたいと切にお願いいたしまして、これで一般質問を

終わります。ありがとうございました。 

○議長（野﨑幸洋君） これで山口利生君の一般質問を終わります。 

通告４番、田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） 通告４番、１番議員、田嶋健司。 

通告に従い、２つの項目について質問いたします。 

まず１点目、ふるさと納税の取り組みについての提案。 

総務省は、２０２３年度のふるさと納税の寄附総額が１兆円を突破したと報告されて

います。地域を応援するという趣旨で２００８年度からスタートしたこの制度は、好み

の返礼品を選べる仲介サイトの普及もあって、寄附が急増しました。仲介サイトでは、

各地方の返礼品を見比べることができ、比較しながらお得感の強い自治体を選ぶ傾向が

強くなりました。各自治体も、多大な広告費や大手仲介サイトの仲介料を支払って、納

税者の熾烈な獲得合戦を繰り広げており、人気の高い特産物などがある一部の自治体に

寄附が集中しています。 

我が苓北町も、返礼品の充実を図り、寄附者の獲得に力を入れておられますが、令和

５年度は、９,３６５万９,０００円と上昇していましたが、令和６年度の１月までは、

３,１３３万６,０００円と、前年度比３３％に止まっているようです。このような状況

の原因を、山﨑町長はどのようにお考えでしょうか。 

本来ふるさと納税は、納税者が故郷やお世話になった地域などを寄附先に選んで、そ

の使われ方に関心を持ち、自治体は選ばれるまちづくりを考え、地域活性化につなげる

ことが理念とされています。他自治体と同じことをするのではなく、原点に回帰し、我

が町独自のふるさと納税の方法を検討してみてはいかがでしょうか。 

その方法の１つとして提案するのが、クラウドファンディング型ふるさと納税です。

このクラウドファンディング型ふるさと納税は、地方自治体の財源が不足する中、抱え

る課題や解決策を示し、費用を寄附で募る方法で、返礼品はありますが、本来の目的で

ある「地域に貢献」への思いが反映されやすいことが特徴です。クラウドファンディン
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グ型ふるさと納税の例として、自然災害に被災した農家支援に「訳あり品」を返礼品に

活用して、必要な経費を集めた事例が３道県・２３市町村に上っています。長野県飯綱

町の凍霜害で規格外品となったリンゴを「感謝りんご」と名付けて返礼品にしたところ、

約１２億円以上もの寄附額を集めておられます。 

この苓北町にも、海、山、農地にと、それぞれいろいろな課題があります。それぞれ

の課題に対して、支援を納税者に選んで寄附してもらうクラウドファンディング型ふる

さと納税の返礼品を考えてみてはいかがでしょうか。 

例えば、山間部の景観や水路の維持、林道の保全対策などに使用する場合は、里山メ

ンマ。 

海岸清掃、藻場造成、天草拓心高校マリン校舎支援などは、天草拓心高校マリン校舎

製造の鯖缶や、海の海産物。 

農業支援、堆肥センター補修、移送費支援などは、農産物のレタス、みかん、米など。 

各返礼品をそれぞれ２,０００円以下に抑えて、寄附額が１万円で統一できるように

する。 

このように、返礼品ごとに使われる寄附金の使途を納税者が選べるようにしてみては

いかがでしょうか。 

次に寄附者についてですが、まず手始めに苓北出身者の人たちに呼びかけてみてはい

かがでしょうか。関東ふるさと苓北会、関西ふるさと苓北会、長崎苓北会等にも協力を

お願いしてはどうでしょうか。その後、天草拓心高校マリン校舎（前身の高校を含む）

の卒業生、苓北町に関わりを持った人等、苓北町に住んだことのある人や、知っている

人たちに拡げていければと思いますが、いかがでしょうか。 

山﨑町長のお考えをお伺いします。 

２点目、町内巡回バスの利用促進についての提案。 

２月１８日の熊日新聞に、公共交通機関の交通網の縮小などにより「買い物困難者」

の増加が社会問題化しており、２０２０年時点の熊本県内の高齢者（６５歳以上）に占

める「食料品アクセス困難人口」の割合は２８.９％で、県内の市町村ごとに見ると、

五木村の４０.０％に次いで、我が苓北町の３９.４％という記事が掲載されていました。 

苓北町では、公共交通網の縮小を補うために、町営巡回バスの運行や、高齢者の移動

をサポートするための在宅高齢者等移送サービス事業、買い物支援の移動販売車の導

入・運営に対する支援等、様々な施策が実施されています。 

私は県内の市町村の中では、その支援策は充実しており、「買い物困難者」が熊本県

内で２番目に多いという記事に驚きを隠せませんでした。 

しかし、町営巡回バスの運行に対しては、「乗っている人をあまり見ない、無駄では

ないか」という声も聞こえてきます。 
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町営巡回バスの利用者数は、令和５年度は４,４１８人、令和６年度の１２月までは

３,２７７人と聞いています。今回の利用者数増加に向けた取り組みを、何かお考えに

なっておられるのか。 

熊本市の市西南部と植木地域で、令和６年の７月に「ＡＩデマンドタクシー」の本格

運用が開始されています。また、天草市の馬場市長は、本渡エリア以外の天草市の全て

の地域に「ＡＩオンデマンドタクシー」を整備する考えを持たれているようです。 

我が苓北町として、今後、巡回バス以外の選択肢をお考えになられておられるのか、 

山﨑町長のお考えをお伺いします。 

町長の答弁後、一問一答方式にて、再度質問をしたいと思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の田嶋議員の質問に答えさせていただきます。 

まず、１項目目のふるさと納税の取り組みについてのご質問でありますが、１点目の、

令和６年度のふるさと納税の寄附額が伸びていない要因については、令和５年度発出の

「平成３０年総務省告示第１７９号」の一部改正によりまして、「受領した寄附額に対

してふるさと納税の経費の支出を５割以内に収める」という通称「５割ルール」の内容

がより厳格化され、これまでふるさと納税の経費に含めなくてよいとされてきました寄

附金受領証明書の発行に係る経費などの全ての経費が「ふるさと納税の経費」として算

入されることとなりました。 

苓北町においては、同告示を遵守することを基本としていることから、寄附額に対し

て経費が５０％以内となるよう寄附額の見直しを行ったことによりまして、他市町村と

比較し寄附単価が高くなったことで、返礼品のお得感が薄れてきたことによりまして、

寄附額が伸びなかったと分析をしているところであります。 

また、５０％ルールの中で広告宣伝費にかける費用も十分に捻出できなかったことに

よりまして、インターネット上での検索エンジンで上位表示ができなかったこと、また

このほかに、現在の委託事業者も努力をしていただいておりますが、他の市町村の伸び

を見ても、委託事業者の力量の差もあるのではないかと分析しているところでございま

す。このようなことが、昨年度と比べますと、寄附額が伸び悩んでいる要因だと考えて

おります。 

このような現状を踏まえまして、今後寄附額増加を図るためには、新たな返礼品の充

実のほか、広告・宣伝を含めまして、苓北町の知名度を高める取り組みを推進すること。

そして、継続的な寄附につながる仕組みづくりをつくることが重要になってくると考え

ております。 

また、委託事業者につきましても、これまでの事業者にもご努力をいただきましたけ

れども、これまでの事業者に替わり、令和７年度から楽天グループとの強いつながりが
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あられる委託事業者に受託していただくこととしております。 

今後も、委託事業者や返礼品提供事業者との連携を強化しながら、主力返礼品の開発

や、苓北町に来ていただけるような体験型商品の返礼品開発なども含めまして、ふるさ

と納税による寄附を伸ばせるように努力をしてまいります。 

次に２点目の、我が町独自のふるさと納税の方法の１つとして、「クラウドファンデ

ィング型ふるさと納税」に取り組んでみたらどうかとのご提案についてでありますが、

自治体が行うこのようなふるさと納税による寄附は、「ガバメントクラウドファンディ

ング」と呼ばれまして、各地域の課題や重点的な取り組みに対して使い道を指定し、寄

附を集めるものでございます。 

一般的な「ふるさと納税」と違いまして、特定の使い道に対して寄附を行うことで、

ふるさと納税による節税をしながら、寄附者にとって地域課題の解決をより実感しやす

いというのが特徴となっているようでございます。さらに、寄附を行った自治体の取り

組みの進捗に関心を持っていただくことで、寄附を契機として、寄附を行った自治体と

のつながりを深められることもメリットの１つとなっております。 

今後ふるさと納税を推進するためには、返礼品の良し悪しに関わらず、こういったふ

るさと納税制度を通じた交流人口や関係人口をいかに創出していくかがとても重要にな

ってまいります。 

議員ご指摘のとおり、「地域への貢献」が反映しやすく、苓北町をもっと知っていた

だくきっかけとなり、町への関心を持っていただく取り組みとしてはとても有効な手段

であると私も考えております。 

先程申し上げましたとおり、クラウドファンディングによる寄附を集めるためには、

地域課題の解決を図る取り組みとして、寄附者に共感を得やすい「苓北町の独自性の高

い取り組み」が必要となります。寄附を募集するに当たって、議員からご提案のありま

した内容を含め、十分に検討してまいりたいと考えております。 

また、ご提案がありました規格外品等を「訳あり返礼品」として取り扱うことにつき

ましては、規格外となった果物や海産物などを返礼品として取り扱うことによりまして、

本来であれば廃棄される地場産品を「訳あり商品」として寄附者に提供できることは、

今注目されておりますフードロスですね、フードロスの観点から見ましても、生産者や

事業者の一助になると考えているところであります。 

返礼品の充実を図る観点からも、とても有効であると思いますので、町内返礼品提供

事業者とも連携を図りながら、返礼品化に向けて研究してまいりたいと考えております。 

次に３点目の、寄附者増の取り組みとして、苓北町出身や苓北町に関係のある人たち

に呼びかけてみてはどうかとのことでありますが、苓北町としましては、これまでも関

東ふるさと会や長崎苓北会の総会等の、苓北町ご出身の皆様がお集まりになる機会に、
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ふるさと納税の周知や寄附のお願いを行ってきたところでございます。 

今後も、そのような機会で積極的にふるさと納税に関する発信を行うとともに、町出

身者の皆様方には広報れいほくを毎月お送りしておりますので、その際にふるさと納税

の周知を行うなど、町出身者の方や関係のある方々に対し、苓北町を応援していただけ

るような取り組みを、さらに推進してまいりたいと考えております。 

議員からのご提案を受けまして、自主財源確保並びに地域経済活性化のためにも、寄

附額増に向け取り組んでまいります。 

次に、２項目目の町内巡回バスの利用促進についてのご提案をいただきました。 

まず、議員ご承知のこととは存じますが、苓北町巡回バスは、地域住民の生活及び福

祉向上を図るための移動手段として、令和３年１０月から現行の２台体制で運行をして

おります。 

ご指摘のとおりの利用者数であり、地域ごとの利用者数に差はございますが、ご高齢

の方の利用が多い中にも、定時、それから定路線での運行のため、大きな混乱なく現在

は利用いただいているところであります。 

まず１点目の、今後の利用者数増加に向けた取り組みにつきましては、先程の松本議

員のご質問にもお答えしましたけれども、現行の運行時間帯を見直しまして、買物困難

者対策も兼ねて、午前帯、そして午後帯の２回往復できる運行計画を現在検討している

ところでございまして、来年度のできるだけ早い時期から改定を行いたいと考えており

ます。 

次に２点目の、巡回バス以外の選択肢につきましては、ご質問にありましたデマンド

タクシーの運行につきましても、タクシー事業者へご相談をさせていただいた経緯も過

去にございますが、移動手段を必要とする全ての方の様々なニーズに応えるだけの車

両・運転手を確保することが難しいということや、採算性を含めて大変厳しいとのお話

でございました。これはタクシー事業者のお声でございます。 

なお、苓北町におきましては、議員ご承知のとおり、公共交通機関の利用が難しい方

や、免許を返納された方などを対象に、在宅高齢者等移送サービス事業にて、タクシー

乗車料金の一部を助成することと併せまして、買物困難者対策として、移動販売に係る

経費の一部を民間事業者へ支援しているところでございます。 

巡回バスの運行は、定時・定路線を基本として、これに在宅高齢者等移送サービス事

業などにより移動手段を補完し合いながら、高齢者をはじめとした交通対策の充実がさ

らに図られるよう、引き続き努力をしていく必要があると考えております。 

なお、在宅高齢者等移送サービス事業につきましては、今年度より上限額を１,５０

０円から２,０００円に拡充したことによりまして、利用者数は７９名、利用枚数は延

べ８８２枚と確実に増えてはおります。 
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しかしながら、まだ各個人の皆様の利用回数にばらつきもございますので、包括支援

センターの訪問時における対象者の再確認を行うとともに、現在利用していただいてる

方へのアンケート調査なども実施し、利用要望等の把握を行い、より多くの方に活用し

ていただくように努力をしてまいりたいと思っております。 

また、移動販売車による買物支援につきましては、来年度に入ってから、現在各地域

で開催をしていただいているサロン会場の中から、２、３か所を選定し、実証販売を行

いながら、その結果を踏まえて支援拡充対策を検討していきたいと考えております。 

付け加えまして、答弁させていただいた巡回バスの運行計画見直しをはじめとした交

通対策の充実につきましては、本年２月５日に開催をいたしました、私と苓北町老人ク

ラブ連合会役員の皆様との懇談会においても、老人クラブ連合会の皆様から「高齢者の

交通対策について」のご要望をいただきました。その折に回答させていただいた内容と

同様である旨を申し添えさせていただきます。 

以上、田嶋議員の質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） まず１点目の、ふるさと納税の取り組みについてですが、まず

ですね、私がこの質問をしたのはですね、やっぱりどこの市町村を見ても同じような品

揃えっていうかですね、が目についてですね、苓北町の名前がなかなか出てこないって

いうのがやっぱりネックになっているのかな、そうしましてですね、大体人気の肉、米、

高級な海産物等がですね、楽天とか大きい広告代理店を見てみると並んで、売上げナン

バーワンとかですね、そういうのが大々的に出ていて、もう各地のですね、競争、顧客

の取り合いになってですね、こんな小さな町が太刀打ち、参入しようとしてもですね、

なかなか後手後手に回って、負けてしまうというのが現状だと思います。 

ですからですね、ここは視点を変えてですね、町独自のですね、問題を提示して、そ

れに共感を得てですね、協力してもらえる応援者やサポーターの人をですね、発見、発

掘していくのが近道なんじゃないかと思って、このような提言をさせていただきました。 

またですね、幸運にもですね、この前、２年前ぐらいですかね、里山管理でですね、

シナチクの里山メンマですかね、そういう事業等でですね、特産物等の製造も製品開発

もですね、されてるようなのでですね、なかなかそれも売出しっていうかですね、そう

いうのがなかなか広告宣伝不足なのか、味はおいしいんですけど、なかなか知名度が上

がらないっていう点もありますので、そういうのを絡めてですね、強力にこういうので

ＰＲしていけば、少しは応援者等の関心が向くのではないかなと思ってこういう提案を

いたしました。 

またですね、どこのふるさと納税の金額がナンバーワンとかです、上位のところはで

すね、農協とかですね、大きなロットを持ったところがサポートしています。我が町の
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苓北町もですね、農協がありますが、その点のですね、協力等をですね、お願いする機

会を設けてはいかがでしょうか。町長にお伺いします。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） ご提案ありがとうございます。ふるさと納税のですね、取り組

みにつきましては、実は農協等にもですね、お願いをしてきたところですけども、なか

なかですね、数量的な部分についてもこちらがですね、思うような成果が上げられてお

りません。農協におかれても、職員の不足等もいろいろございまして事情はあるようで

ございますけども、いずれにしましても、改めてですね、町内の農協をはじめ、いろん

な団体とも協議をしながら、苓北町の産品をふるさと納税として提供していただけるよ

うにこれからもですね、一応協力しながら、連携を図りながら取り組みを進めてまいり

たいと思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） やっぱりですね、苓北町としてもですね、いろいろな事業とか

ですね、に対してですね、支援をしていますので、それの拡充を図るためにですね、や

っぱりお互いの協力が必要だと思います。 

ですからぜひですね、商品開発の方とですね、数量の確保の方にですね、お互い協力

し合って、話し合いを持つべきだと思います。この点はよろしくお願いします。 

それとですね、実際、今回新しくふるさと納税の仲介サイトの会社を変更したってい

うことでですね、一度私もお会いしてお話しする機会がありましたのでお話ししました

が、やっぱりですね、そういったお話をしたときにですね、面白い提案ですって言われ

ましたけど、やっぱりそれをするに対しても、ちゃんとした商品のですね、品揃えを確

実にしてもらうのがやっぱり一番かなと思うので、その辺の話し合いを確実に業者間等

含めてですね、してくださいというお話でした。 

また、それぞれのですね、海・山、提案したようにですね、海・山・農地とかの物そ

れぞれに対してもですね、単体でするんじゃなくてですね、セットで手数料を省くこと

もできるということなので、そういうことをですね、それぞれ企画してみても面白いの

ではないかと思います。 

またですね、ファンづくりとしてですね、今提案しましたように、ふるさと会のほう

に呼びかけているということですが、やっぱりですね、ちょっとふるさと会のほうの

方々はですね、ちょっとご高齢になってですね、働く納税世帯者数がですね、ちょっと

あれが、層がちょっと違ってくるので、やっぱり現役世代のですね、納税を行う人の方

がふるさと納税の方に興味があると思います。ですからそちらの方ですね、重点的にす

ることを考えてみたらいかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 
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○町長（山﨑秀典君） ありがとうございます。ふるさと会等にもですね、呼びかけを

しておりまして、毎年ですね寄附をいただいている方もいらっしゃいます。ただ、今田

嶋議員からありましたように、ふるさと会のメンバーの方も年々高齢化されておりまし

て、会員数もですね、減少しているという状況もございますので、そういったところに

おきましてはやっぱり新たなですね、苓北町のファンの方といいますか、そういった方

をやっぱり見つけ出していくっていいますか、お願いをしていかなければならないと思

います。 

そういった中で、先程から関係人口とか交流人口の拡大という話をしておりますけれ

ども、そういった中で、こちらにお住みでない方でも苓北町のファンの方といいますか、

そういった、町の住民のファンになれる制度というか、そういう制度もあるようでござ

いますので、そういった取り組みもしながらですね、苓北町に興味を持っていただいて、

苓北町に対してですね、寄附をいただけるような、そういう仕組みづくりができればと

いうふうにも考えております。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） ぜひよろしくお願いします。あのですね、まず一番最初に思う

のがですね、高校の卒業式とかですね、二十歳のつどいとかですね、これから納税者に

なる世代にもですね、積極的にですね、こういうことを苓北町は取り組んでいるので協

力をお願いします等ですね、していくのも面白いと思います。 

また、お盆とかですね、正月時期にですね、帰省客に向けて広報れいほく等にですね、

ふるさと納税のカタログをですね、添付してですね、帰ってきた人がちょこっと見て、

「ああこういうのがあるんだな」っていうことがですね、気付けるようなことをしてみ

るのも面白いと思います。 

またですね、厄入りとかですね、還暦とかですね、納税世代へのアピールとして、や

っぱりこういう厄入り、還暦とかですね、役場の職員が大体主になって会計とかですね、

そういうのを行うのが、大体慣例じゃないですけどなってるので、そういうところでも

ですね、町のＰＲとしてですね、行ってもらうのも面白いんじゃないかと思います。 

あと飲食店業者ですね。農産物に関しましては飲食店経営者、特に個人のですね、経

営者等にですね、呼びかけまして、苓北外でですね、飲食店をされてる経営者にこうい

うレタスとかですね、米とかミカンとかですね、農作物を苓北、天草産としてですね、

ＰＲするとともに、節税効果を謳ってですね、売り込んでみるのも１つの手ではないか

と考えます。どうお考えでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 今、田嶋議員からありましたように、同窓会の機会であるとか、

いろんなイベントの機会でですね、やっぱり周知をしていくというのは当然必要だと思
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います。私どもも同窓会やっておりますけども、その時でもですね、やっぱり地元のレ

タスでありますとか緋扇貝とか、そういうＰＲもしながら、ぜひ町のほうのそういった

ものを購入してもらいたいということと、ふるさと納税をお願いしたいという旨もお伝

えしておりますけども、そういったところをですね、町内のそれぞれの団体も含めて、

同窓会の皆様も含めて広げていければというふうに思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） ぜひですね、この辺は伸び代があると思っていますので、積極

的にですね、お願いしたいと思います。 

続きまして、２点目の巡回バスの利用促進についてですが、私はですね、巡回バスは

これからもっと必要になると考えています。ですがですね、町民の方々にまだまだちょ

っと理解が浸透していないっていう表れがですね、やっぱり「乗ってる人がいないじゃ

ないか、無駄じゃないか」っていう声がその一端だと思っています。 

今まではですね、ちょっと聞いたところによると、坂瀬川の利用者は多いけど、都

呂々方面がなかなか利用者数が少ないというところが出てるようですが、大体都呂々の

関係者の人はですね、共助の気持ちが強くてですね、なかなか近所付き合いの中で連れ

て行くなら乗せていくよとかですね、そういう共助の動きがですね、強いところの地域

の特性でですね、利用者が少ないんではないかと考えています。ですがですね、これか

らやっぱり高齢化と人口減少でですね、その共助もなかなか厳しくなってくると思いま

すので、絶対この巡回バスは利用が増えてくるものだと思っています。 

ただここでですね、私が問題と思っているのが、やっぱり時刻表のですね、一覧とか

が出てるんですけど、なかなか分かりづらい、利用しづらいのではないかというのがあ

ります。 

そこの１つの解決策としてですね、それぞれの地域ごと、都呂々、坂瀬川、富岡とか

ですね、地域ごとにですね、よかナビの中にですね、時刻表を大きくですね、地区ごと

の時間とかですね、表すことができないかっていうのをお尋ねします。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 今のご提案につきましてはですね、行革デジタル対策

室ともちょっと協議しながらですね、できるだけ前向きに検討させていただきます。あ

りがとうございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） やっぱりですね、利用する人はですね、自分の地区と乗る時間

とかですね、場所とかですね、そういうのが大きく分かった方がですね、使いやすいで

すし、よかナビに時刻表が載るということはですね、お年寄りだけじゃなくてですね、

携帯を持った人がアプリを開いて、この時間乗れるなとか、そういう確認もできると思
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うんですよね。ですから、少しのことかもしれませんが、可能ならばそういう地区ごと

の大きな見やすい時刻表を製作していただければと思います。 

それともう１点ですね。いろいろオンデマンドとかＡＩタクシーとかですね、乗り合

いタクシーとかがありますが、この小さな町でですね、その事業を持ってこようとする

とですね、大変な費用等が発生してですね、逆に不具合がたくさん出る可能性があると

思います。私は今の巡回バスにですね、２台いますが、それぞれ専用でですね、携帯電

話の敷設ができないかと考えています。その辺についてはどうお考えでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 只今のご提案なんですけども、確認なんですけども、

運転手が携帯電話で連絡を受けて迎えに行くとか、そういうふうなお考えっていうよう

なことでよろしかったですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） 一応これはですね、巡回バスですので、時間はある程度守らな

きゃいけないので、その迎えに行くとかはなかなか時間の調整上全てに応えるっていう

のは難しいかもしれませんが、乗る人がですね、少ない場合はですね、少々運転手の采

配によってですね、柔軟な対応をとってもいいんじゃないかと。携帯のですね、事前予

約をしてもらう。今日のどこどこから乗りたいんですけどっていう事前予約をしてもら

えば、時間に余裕が、運行の時間に余裕があれば、そこの近くまで送迎するとか、路線

のですね、の枝葉のところですね、を柔軟にドライバーの人に考慮してもらえばってい

うふうに思います。そういうドライバーの負担が増える代わりにですね、ドライバーの

人たちにはそういう手当等をですね、少し上乗せしてもらって、バスの運行時間のです

ね、微妙な調整をしてもらえないかというのを提案します。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 大体中身は分かりました。まず事前の連絡ですけども、

現時点でもですね、役場のほうにいついつうち通るやろかいっていうふうなお問い合わ

せっていうのは結構ございます。それを問い合わせをしてですね、乗られる方もいらっ

しゃいます。 

あと、運転手が連絡をとれるようにって、あと枝葉の部分なんですけども、先程町長

からの答弁にありましたとおりですね、やっぱこう、巡回バスを利用される方っていう

のは高齢者の方がほとんどで、やっぱ定時に定路線を通るっていうふうなことでですね、

安心して利用いただけてる部分もございますので、やっぱそこに、枝葉に結構な頻度で

行ってしまうと、やっぱりその定時っていうのがですね、待ってらっしゃる利用者の方

が不安になられるとか、そういう点もあろうかと思いますのでですね、そこは先程町長

からの答弁のあったそのタクシーの利用等も含めてですね、ちょっと検討させていただ



 

－ 60 － 

ければと思います。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） 利用者がですね、増加すればですね、その辺の対応がですね、

難しくなると思いますが、今の段階の利用者でしたら、利用者の利便性の向上をその辺

で図ってみてもですね、差支えがない程度に抑えられるのではないか、逆にそれをする

ことによってですね、巡回バスの利用頻度がですね、増えていただければ、利用者数の

増加につながっていくのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） すいません、枝葉の部分をですね、やっぱどこまで対

応するのかっていうふうなところが、やっぱその時間っていうふうなところでですね、

大分変わってくるのかなと思いますので、その辺も含めてですね、ちょっと検討させて

いただきます。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） なかなかですね、これを行うに対しましてはですね、運転者さ

んにですね、ちょっと負担がかかるかもしれませんがですね、その辺は本当に手当とで

すね、若干の手当増とかですね、考慮されてもいいんじゃないかと思います。やっぱり

空バスっていうかですね、利用者が１人でも２人でもですね、多くなってもらうのがま

ず先決だと思いますので、どうぞいい方に検討いただければと思います。 

それでその時刻表の件ですけど、やっぱりこの辺も、もし掲載するにあたってもです

ね、利用者へのアピールですね、高齢者だけではなくですね、アプリでよかナビで掲載

できることによってですね、若者とかですね、ほかの人たちも利用してですね、本当に

無駄のない運行ができるように努力していただきたいと思います。以上です。返答は結

構です。 

○議長（野﨑幸洋君） 以上で田嶋健司君の一般質問を終わります。 

ここで２時２０分まで休憩とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０７分 

再開 午後２時２０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） 時間前ですが、皆さんおそろいですので、休憩前に引き続き一

般質問を再開いたします。 

通告５番、田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 通告５番、６番議員、田﨑です。 

私は通告しました２点について質問をいたします。 
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まず第１点の、特定地域づくり事業協同組合制度についてお尋ねいたします。 

この制度は、総務省及び厚生労働省が所管する制度で、地方の農山漁村における急激

な人口減少は、地域の担い手が不足してしまう等、極めて深刻な問題になっていること

から、令和元年１１月２７日「地域人口の急減に対処する特定地域づくり事業の推進に

関する法律」が成立、令和２年６月４日から施行されています。 

この法律は、地域人口の急減地域における特定地域づくり事業協同組合の認定、その

他特定地域づくり事業を推進するための措置等を定めることで、地域づくり人材の確保

及びその活躍の推進を図り、地域社会の維持、地域経済の活性化に資することを目的と

してあります。 

また、本制度では、人口の急減している地域において、農林水産業、商工業などの地

域産業の担い手を確保するための特定地域づくりを行う事業協同組合に対して、財政的、

制度的支援を行う事業であります。 

「特定地域づくり事業」とは、季節ごとの労働の需要に応じて複数の事業者が、本業

に従事するマルチワーカーに関わる労働者派遣事業と言われております。 

以前から我が町におきましても、総合農政審議会をはじめ、いろんな会合の中で、人

手不足の解消に向け、労働力の確保について話し合いをなされてきました。 

そんな中、季節的に他の地域と労働者を相互に活用できるようなシステムづくりがで

きないか、ＪＡ・町当局をはじめ、いろんな団体と協議し、お願いをし、努力をしてき

ましたが、なかなか実働は難しい状況でした。 

しかし、本制度を活用することで、安定的な雇用環境と一定の給与水準を確保した職

場を作り出し、地域の内外の若者などを呼び込むことができるようになるとともに、地

域事業者の人手不足の解消の一助になると考えられております。 

現在、本事業の認定に取り組んでおられるのは、令和６年１２月２７日現在で、全国

で１２０、熊本県で４組合のようです。苓北町としては、この制度に対し、町長の英断

でいち早く注目され、昨年１０月３日に、本事業に対する熊本県内の先進地であります、

あさぎり町地域づくり協同組合と熊本県中小企業団体中央会を講師に招かれ、説明会を

開催していただきました。 

町執行部におかれましては、前向きに取り組むよう検討がなされていると聞いていま

すが、現在どのようになっているのか、また、今後の考え方について、山﨑町長の考え

をお聞きいたします。 

２点目の、農業振興についてお尋ねします。 

今、世の中は令和の米騒動や野菜の高値などで、いろいろ報道されています。 

本年度は異常気象の関係もあり、生産物の出荷が思うようにいかなかったこともあり

ますが、根本的には国の第一次産業に対する政策が的を射ていたかどうか疑問が残りま
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す。 

今国会で成立するであろう「食料安全保障の確保」における「食料・農業・農村基本

法の改正」の法律のもと、生産者も消費者も今年のような思いをしなくてもいいような

政策を早急に推し進めてもらいたいと考えます。 

本当に、真剣に考えてもらいたいのです。 

ある政党が「国民の手取りを増やす」と、政府与党との協議を進めておられます。私

がこの一般質問をする頃には、ある程度決まっているものと思いますが、私たちは、第

一次産業に従事する者は「安定した手取りの確保」を目標に、町当局をはじめ、関係団

体一丸となって、国、県に働きかけていますが、なかなか思うようにいかないのが現実

のようです。自分たちの生活は、自分たちで守っていかなければいけないのでしょうか。 

そこで「畜産業の手取りを増やす」について、山﨑町長のお考えをお聞きします。 

まず１点に、今の子牛の販売価格は高いのか、安いのか。 

２点で、安いならば、原因はどこにあると思われますか。 

３、令和５年度決算で、優良血統和牛繁殖事業補助金の精液、受精卵、事業におきま

して８４本で３６万３,０００円が支出されてます。補助率は何％なのでしょうか。ま

た、この８４本は苓北町の牛の頭数による、何％になるのか。 

４、この事業を利用して生産した子牛と、利用しなかった子牛との販売価格の差はあ

るのか、ないのか。あるとすればどのぐらいの差なのか。 

以上、お尋ねします。 

１回目の質問はこれで終わりますが、答弁により、お許しをいただきまして、自席で

再質問をさせていただきます。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の田﨑議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず、１項目目の特定地域づくり事業協同組合制度についての、現在の取り組み状況

でございますが、令和６年４月１日に、苓北町が抱える「人口減少と少子高齢化」とい

う最重要課題に役場内全庁的に取り組むため、庁内の関係部署の横断的な組織である

「まちづくり戦略室」を設置し、その具体的な課題の１つとして、産業における担い手

の確保と、雇用の場の創出に向けた取り組みを進めるため、「特定地域づくり事業協同

組合制度の導入」について、農林水産課を主務担当課として、商工観光課、福祉保健課、

土木管理課、行革デジタル対策室からなるプロジェクトチームにより、これまで制度研

修会や天草市への先進地視察研修など、９回の業務部会活動を実施いたしました。 

なお、熊本県ではこの制度を現在取り入れておりますのは、今申しました天草市、そ

れから山鹿市、五木村、球磨郡のあさぎり町の４市町村でございます。 

また、実際に事業協同組合を設立するためには、雇用事業主が４名以上必要なことか
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ら、制度の周知や意向を把握するため、本制度の窓口組織であります熊本県中小企業団

体中央会及び先進的な取り組みを実施されている球磨郡あさぎり町の「あさぎり地域づ

くり協同組合」の担当者を講師にお招きし、研修会等の取り組みを行ってまいったとこ

ろでございます。 

今後の考え方については、「特定地域づくり事業協同組合制度」は、地域人口の急減

に直面している地域において、事業者単位で見ると年間を通じた仕事がないことや、安

定的な雇用環境、一定の給与水準を確保できないなどの人口流出の課題の要因や、Ｕ・

Ｉ・Ｊターンの障害となる原因を解消するため、事業協同組合で職員を雇用し、それぞ

れの事業者に派遣する制度でございます。 

これにより、農林漁業者をはじめ、中小事業者においては、事業協同組合の会員にな

ることで、収穫などの多忙な時期に事業協同組合からの派遣職員を従事者として任用す

ることで、人材不足の解消や、労働に関する事務の縮減、そして安定的な雇用の確保を

図ることができます。 

加えて、事業協同組合の運営費についても、事業経費の２分の１を組合会員の利用料

で、残りの２分の１を特別交付金を含む国の助成が８分の３、これに市町村の補助金８

分の１で支援することができる制度となっておりまして、また組合から派遣される労働

者は、直接雇用される給与分である利用料に、補助金による支援金が加算されることに

よりまして、一定の給与水準を確保することが可能となります。 

さらに、地域の仕事を事業協同組合で組み合わせた雇用となるため、年間を通じた安

定的な雇用環境の中で労務にあたることができます。また、この事業を活用することで、

雇用労働者の方々がいろいろな町内産業の職種を経験することによって、自分の趣味や

生活スタイルに合った職種を選定することができるため、将来町内において、農林水産

業をはじめ、全産業における担い手の確保と定住人口の増加につながりうる事業でござ

いまして、令和７年度に事業協同組合の設立を目指す計画としております。 

今後の具体的な取り組みといたしましては、令和７年度当初予算案に関連予算として、

プロジェクトマネージャー及び集落支援員の雇用報酬等に関する予算７６１万３,００

０円及び、設立に係る協議会への補助金３０５万４,０００円、それらの財源につきま

しては、雇用報酬については全額特別交付税で措置をされ、設立準備にかかる経費につ

いては、上限額１５０万円の交付金を活用することとして予算を上程いたしております。 

令和７年度予算が成立後の取り組みとして、町外や都市部からの雇用労働者の引き込

みや、雇用労働者派遣に精通した人材を確保して運営を実施する必要がございますので、

６月を目標にしてプロジェクトマネージャーの雇用に向けた事務を進めていく計画でご

ざいます。 

その後、事業協同組合の活用を検討している農林水産業経営者や町内中小企業経営者
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による事前準備協議会を設置して、組合定款などの協議を進めながら、令和８年度から

特定地域づくり事業協同組合の適用を受ける組織の設立を目指して、取り組みを進めて

まいる計画といたしております。 

次に、２項目目の畜産業の手取りを増やすについての１点目の、今の子牛の販売価格

が高いのか、安いのかの質問につきましては、肉用子牛生産安定等特別措置法に基づく、

農林水産省畜産局が示す、肉用子牛生産者補給金制度の令和６年度第３四半期でありま

す１０月から１２月の黒毛和種平均売買価格は、１頭当たり５２万１,９００円で、対

象の保証基準価格の５６万４,０００円を４万２,１００円下回った価格となっておりま

して、依然として生産者補給金を支給される経営を圧迫する市場状況となっております。 

また、令和７年の熊本県家畜市場の１頭当たりのセリ平均単価状況は、１月で約５５

万７,０００円、２月で約５９万円と回復している傾向となっておりますけれども、ま

だ臨時対策として奨励金が交付される優良和子牛生産推進緊急支援事業の発動基準価格

である６０万円未満の価格でございまして、依然として厳しい状況が続いていることに

変わりないという状況でございます。 

２点目の、価格が低迷する原因といたしましては、物価高による、霜降り肉で知られ

る黒毛和牛の消費が振るわないことなどの理由から、枝肉需要の冷え込みによる、黒毛

和種子牛を供給する苓北町の生産者へも影響を及ぼしていることが考えられます。 

現在、外国からのお客さんといいますか、増えておりまして、その部分で幾らかです

ね、枝肉の利用というものも増えておりますので、そういった部分においては、今後は

徐々に回復傾向になるのではないかというふうには考えているところでございます。 

３点目の、令和５年度に実施いたしました優良血統和牛繁殖事業補助金の補助率につ

きましては、補助対象事業費の３分の１以内と規定をいたしまして、令和５年度の補助

対象事業費１４５万８,３９１円に対しまして、３６万３,０００円、実績率では約２

５％の補助率となっております。また、８４本の内訳は、精液７２本、受精卵１２本の

購入に係る事業に補助支援を実施しております。 

全体の何％かとのお尋ねにつきましては、令和６年４月から令和７年１月までの苓北

町から熊本家畜市場に出荷した黒毛和種子牛は２１９頭で、同じ令和６年４月から令和

７年１月までの１０か月間で、本事業で導入した精液を父親とする黒毛和種出生頭数は

約４０頭でございます。なお、令和５年度事業により出生したほとんどの黒毛和種はま

だ飼育中でございますので、比率については分かりませんが、同じ期間の本事業精液を

父親に持つ出生頭数と熊本家畜市場への出荷頭数を比較しますと、約１８％でございま

す。 

４点目の、優良血統和牛繁殖事業を利用して生産した子牛と、利用しなかった子牛の

販売価格差につきましては、熊本県家畜市場の令和７年２月の黒毛和種子牛セリ結果の
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平均価格、１頭当たり５９万円と、令和５年度に本事業により導入した精液２種類の種

雄牛別の２月セリ平均価格は、１種が約７２万円、もう１種が６１万円で、平均価格の

比較結果としては、１頭当たり約１３万円と約２万円、それぞれ高い価格で取引をされ

ております。 

今後につきましても、議員ご指摘のとおり、第一次産業に係る町民の皆様の安定した

所得確保のためにも、苓北町としても事業等の効果検証に努めながら、より効果がある

事業について取り組みを進めてまいります。 

なお、３月の子牛セリが今日から始まっておりまして、明日が苓北の市場の日にちと

いうふうになっていると聞いておりますので、３月の価格がさらに上がるように私も願

っております。以上で田﨑議員の質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 答弁ありがとうございます。町長言われたとおり、この事業が

うまく機能すれば、すばらしい組織になると思います。そこで質問いたします。 

令和７年に事業協同組合を設立、令和８年度から地域づくり事業組合の適用を受ける

組織を目指して取り組みを進めていくと言われましたが、８年度から運用していくとい

うことで理解してよろしいのでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 目標としましては、令和７年度中に全ての準備を終えて、８年

度から運営できればというふうに思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 次に、この事業におけるプロジェクトマネージャーの人選が一

番重要な課題だと考えますが、６月を目標にプロジェクトマネージャーの雇用に向けた

事務を進めていくというお答えでしたが、６月までにプロジェクトマネージャーを選定

できるという考えでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） このプロジェクトマネージャーの雇用につきましては、

公募により募集を実施する必要がございまして、４月、予算可決後にですね、公募準備

を進めていきたいという意味で、６月採用を目指しながら事務を進めていく予定として

おります。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） このプロジェクトマネージャーが一番重要だと思います。確か

にこの事業を回していくには、やはりそのマネージャーの力量が問われていると思いま

す。そういったことで、大変でしょうけれども早めにですね、公募を行って、人選を進

めていってもらいたいと思います。その次に重要なのが派遣職員の確保ですね。これを、
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この点について何か考えがあればお聞きしたいと思います。まず町内を主にするのか、

町外からも呼び込むのか。その辺のところの考えがあればお聞きいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） これにつきましては、まずその事業主が４名というと

ころの中で、そこ以上の事業主で、事業者で組合を作っていくっていうふうになってき

ますので、そういう協議をしっかり重ねながら、どういう人材を求めていらっしゃるの

かっていうところの中でですね、しっかり希望を聞きながら、そういう部分について要

望に沿うような募集の方法をしていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） ありがとうございます。今そういうふうに事業者のですね、ニ

ーズに応える、そして事業者の声を聞きながらですね、やはり人選を進めていただけれ

ばと思っています。大変でしょうけれどもですね、１日でも早く稼働できるような体制

をですね、とっていただければと思っております。町長も、担当課長も大変でしょうけ

れども、よろしくお願いをしときます。 

次に、２点目の農業振興についてお尋ねします。１点目の、今の子牛の販売価格は高

いのか、安いのかというような質問ですけれども、令和６年の１０月から１２月の１頭

当たりの平均価格は、先程言われましたけど５２万１,９００円で、対象の保証基準価

格の５６万４,０００円を４万２,０００円下回っている価格であるということで、そし

て令和７年のセリ平均価格は、１月で約５５万７,０００円。２月で約５８万円と回復

傾向にあるとされておりますが、まだ臨時対策として、奨励金が交付される優良和牛生

産推進緊急支援事業の発動基準価格６０万にはまだ未満の段階であると、厳しい状況が

続いているということです。この１月と２月、３月は、やはり年間でも少し価格が上が

るようなですね、時期だと聞いております。そういった厳しい状況が続いているので、

考え方として、安いということで理解をしてよろしいでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） いずれにしましても、先程今、田﨑議員にもお答えしましたと

おり、発動基準のですね、価格をまだまだ下回っているという状況の中で厳しい状況に

は変わりはないと思います。それからやっぱり物価高騰の影響を受けまして、配合飼料

でありますとか牧草類ですね、こういった価格も上がっておりまして、そういったとこ

ろが経営を圧迫しているという状況でもございますので、その辺につきましても、輸送

費対策も含めてですね、町としても単独の支援を引き続き行っていく計画としていると

ころでございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 牛の価格が安定しても物価がですね、上がっておりますので、
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本当に農家の手取りは少なくなっております。それに伴いまして、町長言われましたよ

うに、黒毛和牛のですね、枝肉の冷え込みによるものだと思います。しかし、先程言わ

れましたように、インバウンドによる利用がですね、供給が多くなればよいと思います。 

次に、令和５年度に優良血統和牛繁殖牛事業補助金の補助率は３分の１以内と規定さ

れ、対象事業者の事業費は１４５万８,３９１円に対し、３６万３,０００円で、実績は

２５％の補助率、精液が７２本、受精卵で１２本となっているということでございます。 

この全体の何％かとの問いに、令和６年４月から令和７年１月まで、１０か月間の出

荷頭数は２１９頭で、本事業での出荷頭数は約４０頭で、１８％であるとお答えが出ま

した。そういった中で、優良家畜の血統和牛繁殖事業を利用した子牛と、利用しなかっ

た子牛の差はどのくらいかという問いに、約平均５９万円に対し、利用した者は約７２

万円と６１万円で、１３万円と２万円の差で高くなっているという結果が出ていると答

弁されました。 

現在、先程言われましたように、種牛は３種類あると聞いております。第１が約１万

５,０００から１万６,０００円。２が９,０００円、３が７,０００円の価格だと聞いて

おります。１と２の種ですね、精液が補助対象になっていると聞いておりましたけれど

も、今の補助率ではなかなか先程言われました３分の１の補助というのは、高いか安い

か分かりませんが、高いということで二の足を踏んでいる農家もいると聞いております。

そういった中で、約ですね、今申しましたように２０％ですね、１８％、事業を、後の

８０％はですね、まだまだこの種牛をですね、精液をつけますと、先程申しましたよう

に、１３万から２万円の高値で取引されております。そういったことで、補助率をです

ね、上げていただいて、多くの農家がその精液を利用できるようなですね、政策ができ

ないかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） 町長答弁しましたとおり、家畜市場に出した頭数につ

きましては、令和４年４月から令和７年７月までの間で２１９頭で、今回、令和６年４

月からですね、令和７年の１月までの１０か月で生まれた頭数は４０頭ということで、

１８％が考えられるということで答弁をしたところでございます。 

この子牛の価格が低下している中でですね、新たな投資等をですね、控えていらっし

ゃる畜産農家の状況があるというふうに、この事業を導入しない部分につきましては、

このように感じているところでございます。ＪＡですね、畜産経営者の皆さんとですね、

協議を引き続き重ねながらですね、議員ご質問のとおりですね、畜産業の手取りを増や

す取り組みにつきまして、事業等の、こういう事業等を効果検証しながらですね、効果

ある事業について取り組みを進めてまいりたいと思っております。この事業に合わせて

検討を進めてまいりたいと思っております。以上です。 
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○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） いろんなですね、優良血統を生産するには、私も素人でよく分

かりませんけれども、まず受精卵移植あり、そして精液の良いやつをつける。そして優

良牛の導入ですね。そういったことをやりながら、牛のあれを変えていって、高く売る

というようなと思います。そういった中で、受精卵においてが一番やっぱりいいと思う

んですけど、やはり受精卵は受胎率が低いということで敬遠されております。ですから、

あとは優良血統のですね、母牛をですね、入れるように、今も補助をいただいておりま

すけれども、そういったことも農家の皆さんとお話をされて、やっぱり入れる時期が、

今がやはりいいんじゃないかと考えます。安いときはですね。 

そいけん、そういうことで、そしてまた精液を、この牛の形はなかなか分からんです

けどね、２年間、１年間腹の中に入れて、２年間飼ってですから。しかし、こういうよ

うな結果が出ております。ですから、できるだけ農家と話し合っていただいて、そして

できるだけ使っていただいて、そしてできるだけ手取りを増やすですね、そういう話し

合いをですね、していただきたいと思います。 

それで、どうですか、今までの話を聞きながら、やはり補助率を少し上げるという考

えはありませんか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 田﨑議員がおっしゃることも分かります。補助金の補助率とい

うことじゃなくて、今言われましたように牛の場合はですね、受胎率の関係もあります

し、発情の状況が良いのか悪いのかっていう、こう見極めというのもいろいろありまし

て、なかなかですね、農家の方も今度はどの種をつけようかというなことで迷われる部

分もあります。 

それと、この受精回数が重なってまいりますと、なかなかつきにくくなるというよう

な状況もありまして、やはり母体との関係もございまして、ここはやはり、それぞれ生

産者の方々が考えられて、種つけあたりもですね、お願いをされている部分もあります

けども、やはり一番基本なのは、やっぱりその発情がうまく効果的にできるような牛の

飼い方、こういった部分も含めてですね、やっぱり畜産部会等でも研修をしていただく

必要もあろうかと思いますし、町としましてもそういった研修の場についてはですね、

専門の方もいらっしゃいますので、研修の派遣の方々を紹介しながらですね、そういう

取り組みをまずは実施していただいて、これは１年１産をですね、確実に実施していた

だくということが一番いいんじゃないかというふうに思っておりますし、それから優良

のですね、雄の種牛につきましても、これもやっぱり年々ですね、刻々と変わってきて

おりまして、なかなかいっぺんにですね、多くのその、その当時はよかった牛をいっぺ

んに入れても、２年後３年後には価格が下がってしまうということも考えられますので、
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そういった部分につきましては、ＪＡの営農指導員ともよく協議をしながら進めていく

必要があるのではないかというふうに思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） ありがとうございます。この事業においてですね、利用された

方の牛が今度高く売れてるそうですね。だから、やはりこの牛の種はいいんじゃないか、

今度は私たちもつけてみようかというような声があるそうです。だからそういう声には

真摯に耳を傾けていただいて、とにかくたくさん良い牛ができるようなですね、状況を

作っていただきたいと思いますけど、その点どうですかね。先程言われましたけど。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） その点についてはですね、これまでも実施をしてきております。

その精液につきましてもですね、やはりそれぞれの県の持分というのもありまして、な

かなかですね、精液自体を出してくれない県もございます。そういったところにはもう

直接ですね、その子牛を、その血統を持った子牛を買いに行って、苓北に今置いていた

だいているというケースもありますので、そういう取り組みも含めてですね、今後そう

いう取り組みを進めていければというふうに思っているところであります。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） ありがとうございます。町長も牛を飼っておられますので詳し

いと思いますけども、やはりそういったことで、とにかく手取りがですね、残るような

政策をお願いしたいと思います。以上、終わります。 

○議長（野﨑幸洋君） これで田﨑稔君の一般質問を終わります。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

なお、明日は９時３０分から本会議を開きます。 

どなた様もお疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時５６分 
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 令和７年３月６日（木） 
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令和７年第１回苓北町議会定例会会議録（第２日目） 

 

令和７年第１回苓北町議会定例会は、令和７年３月６日苓北町議会議場に招集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  田嶋 健司          ２番  山口 利生 

３番  廣田 幸英          ４番  松本 良人 

５番  浜口 雅英          ６番  田﨑  稔 

７番  倉田  明          ８番  錦戸 俊春 

９番  髙戸 幸雄（副議長）    １０番  野﨑 幸洋（議長） 

 

３．不応招議員 なし 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    松 本 康 秀    書     記   岩 﨑 えり奈 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    山 﨑 秀 典    副 町 長  福 田 誠 一 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  錦 戸 雅 志 

    松 村 保 則    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    吉 本 英 明    土木管理課長  松 井 徹 也 

農林水産課長    田 尻   悟    商工観光課長  稲 尾 浩 二 

水道環境課長    時 田 健 一            田 尻 康 彦 

  行革デジタル対策室長    山 下 晃 弘 

 

 

 

 

税務住民課長 
兼 会 計 課 長 

福祉保健課長 
兼健康増進室長 
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８．議事日程 

日程第 １ 一般質問 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（野﨑幸洋君） 皆さんおはようございます。 

只今の出席議員数は１０人です。定足数に達しておりますので、只今から本日の会議

を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１、昨日に引き続き一般質問を通告順に行います。 

通告６番、錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） おはようございます。通告６番、８番議員、錦戸俊春です。 

先に通告しておりました２件について、一般質問を行います。 

まず初めに、上・下水道、排水管等の敷設箇所保守管理について質問いたします。 

埼玉県八潮市の県道交差点で、今年１月２８日に道路面の陥没が起き、運転手１人が

乗ったトラックが転落し、痛ましい事故が発生しました。現在も消息不明の状態であり

ます。早急な救助と早期の復旧を願うものです。原因は、下水道管敷設の老朽化による

陥没と、弱い地盤が影響とも言われています。１９８３年敷設で４２年を経過した下水

道管の破損とのことであります。下水道管は直径４.７５メートルの鉄筋コンクリート

製で、県道の交差点をカーブして敷設されていました。下水道は、管の曲がり角や段差

で流れが遅くなったり空間ができたりすると、硫化水素が発生しやすくなり、さらにそ

の硫化水素が酸素と反応して生成した硫酸が、コンクリートや金属の腐食を進めている

と言われています。 

一般的にインフラ設備は、５０年が耐用年数ともされていますが、諸条件の悪化にて

破損することもあるそうです。 

また、熊本市でも２月１０日に道路の陥没が発生しています。その箇所には５０年以

上経過した下水道管が敷設されていたとのことであります。 

道路の陥没事故は、主に道路に敷設された管路や排水施設の老朽化、腐食や浸透水な

どが原因で発生するとされています。 

国土交通省の発表によりますと、２０２２年度の道路陥没発生件数は、全国で１万５

４８件とされているようであります。そのうち７０％以上が道路排水施設や共同溝下水

管などを原因として発生しているとのことです。 

また、空洞化する陥没も多く、空洞化が最も多い原因として、雨水による浸食のよう

であります。地面に吸収された雨水は、流れる場所を探すように柔らかい地層や僅かな

隙間に浸食していくそうです。このような過程が何年も繰り返すことで、最初小さかっ

た空洞が徐々に大きくなっていくそうです。 
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苓北町の場合、敷設管の口径は小さいと思いますが、地形が多様で、各所マンホール

より圧送も多くあると思います。そのマンホールの口径は大きく、深いと思います。ま

た、その場所に地下水が浸透する場合は、周囲の崩落（陥没）も心配されるのではない

かと思っているところです。 

苓北町において何ら心配はないか、次の点についてお伺いいたします。 

１、苓北町の下水道管の敷設は、古いもので何年経過し、心配はないのかです。 

２、軟弱な地盤、湧水区域などはないか。安全は保たれているのかです。 

３、下水道管の地形が多様で、マンホール箇所が多くあり、大きいもので口径・深さ

はどのくらいあるのか。付近の安全は保たれているのかです。 

４、下水道管の口径は、最大いくらあるのかです。 

５、定期的な点検はどのようになされているのか。 

６、今までに土砂等の流出はなかったのかです。もし流出があれば陥没の心配はない

かということです。 

７、今までに陥没の事例、補修はなかったのかです。 

８、排水管等の劣化などの心配はないかなど、お伺いをいたします。 

次に、道路等の維持管理・安全対策について質問いたします。 

町道の維持管理を、機械化による維持管理はできないかお伺いします。 

作業用機械導入（バックホーの導入）をし、モア、草刈り機のことですけども、によ

る作業、支障木の伐採整理にグラップルですかね、フォークの設置による作業のことで、

効率的な作業ができると思います。初期投資が必要になりますが、作業の効率化、また、

働き方改革、作業環境などを考慮すると、費用対効果はあると思います。特に山間部の

道路では、車両が通行する高さぐらいまでは管理ができると私は思います。また、人力

での作業と違って作業の効率がよく、広範囲の道路維持管理ができると思います。また、

道路通行時の安全対策（交通事故防止）にもつながると思います。 

次に、道路擁壁・道路側溝・車道と一体となっている部分、これ工作物によって一体

となった部分のことでございます。路肩など崩落の恐れがない部分などは、除草剤散布

による維持管理はできないかと思います。草木が生い茂っている場合、道路清掃と道路

側溝の清掃は容易ではありません。近年は異常気象により、想定外の豪雨などで側溝に

草木が詰まった場合、水流に支障が起き、道路（路肩）などの崩壊につながる恐れがあ

ります。お伺いをいたします。 

次に、通行時の事故防止、また注意喚起するために、各交差点に停止線のない部分へ

の表示。鋭角または変形交差点などに、通行区分の白線の表示。白線の消滅箇所への白

線の表示することで、安全対策（事故防止）につながると思います。安全対策のために

施工することができないかお伺いいたします。 
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答弁をいただいた後に、自席にて再質問をさせていただきます。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） おはようございます。本日もよろしくお願いいたします。 

只今の錦戸議員のご質問に答えさせていただきます。 

本年１月２８日に起きました、埼玉県八潮市の道路陥没事故をめぐっては、現在も転

落したトラック運転手の安否は分かっておらず、懸命な捜索活動と応急復旧作業が続け

られております。 

今回の道路陥没事故が起きた原因と見られているのは、下水道管の破損であります。 

これを受けまして、１月２９日、国土交通省から全国の自治体へ注意喚起がなされ、

大口径に分類される口径８０センチ以上で、供用開始後３０年以上経過している下水道

管の緊急点検の実施依頼が発出されました。 

熊本県内では、これに該当する下水道管はございませんでしたが、今般の事故の重大

性に鑑み、町独自で口径が最も大きい下水道処理施設付近のマンホール蓋や路面の点検

調査を実施したところであります。結果としましては、何ら異常はありませんでした。 

町内では下水道が直接原因となった道路陥没については、現在のところ確認はされて

おりませんが、マンホール周りの舗装の下がりなどはございますので、通行に支障とな

る部分は随時補修を行っているところであります。 

このような状況の中で、まず１点目の苓北町の下水道管敷設は古いもので何年経過し、

心配はないか、とのご質問ですが、苓北町の下水道は、平成６年から下水道管の敷設工

事に着手し、平成１６年度、計画区域のほぼ全域で供用を開始しております。 

下水道管の標準耐用年数は５０年と言われておりますので、古いものは苓北町の場合、

今年で３１年を迎えることになります。現状では心配はございませんが、今後長く使い

続けていくために、下水道ストックマネジメント計画に基づき、計画的に適正な管路の

更新を行ってまいります。 

次に、２点目の軟弱な地盤、湧水区域などないか、安全は保たれているのかのご質問

でありますが、現在のところ、下水道管敷設後の軟弱地盤などの箇所は確認されており

ません。 

湧水区域といたしましては、白木尾区の一部を確認しております。マンホールからマ

ンホールまでの間の舗装が５センチほど下がっていたため、路面の補修を行いました。

また、水道水の漏水の可能性もあるため調査を行いましたが、漏水ではなく地下水の影

響により、下水道埋設部分の砂の一部が流れ出たものと思われます。現場近くに水が湧

き出ている箇所もございまして、周辺の路面が傷んでいる箇所も多いことから、湧き水

により沈下したものと推測をしております。 

次に、３点目の下水道区域の地形が多様で、マンホール箇所が多くあり、大きいもの
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で口径・深さはどれくらいかとのご質問であります。 

また、付近の安全は保たれているのかのご質問でございますが、町内のマンホールで

最大のものは内径が１８０センチ（１.８メーター）、深さが約１,０００センチ（約１

０メーター）の箇所が２か所ございます。いずれも河川の下越しに埋設されたマンホー

ルでございます。１つは上津深江下向、上津深江橋付近の上津深江第１マンホールポン

プ場付近、２か所目が、志岐馬場の志岐橋付近の志岐第５マンホールポンプ場付近でご

ざいます。これらの箇所については毎月点検を行っておりまして、現在のところ付近へ

の影響もなく、安全が保たれております。 

次に、４点目の下水道管の口径は最大いくらかのご質問でございますが、苓北町の下

水道管の最大口径は５０センチでございます。場所は志岐の三会橋付近から富岡浄化セ

ンターまでの延長２１５メーターの区間になります。各地区からの汚水が集まることか

ら、この区間に比較的大きな口径の管渠が敷設されております。 

次に、５点目の定期点検はどのようになされるのかのご質問でございますが、下水道

法に基づき、硫化水素による腐食のおそれの大きい下水道管路については、５年に１回

の頻度での点検を行っております。また現在、下水道管路のストックマネジメント計画

策定のための管路調査業務を発注をしておりまして、特に重要な下水道管（幹線）内部

の本管スクリーニング調査（延長約７,３００メーター）や、テレビカメラ調査（延長

約１,１００メーター）などを実施し、管渠内部の劣化や損耗度の確認を行う予定とい

たしております。また、町内マンホールポンプ場につきましては、委託業者により毎月

全４１箇所の保守点検を行っております。 

次に、６点目の今までに土砂等の流入はなかったのかのご質問でございますが、現在

のところ土砂等の流入があった事案はございません。 

次に、７点目の今までに陥没事例、補修等はなかったのかのご質問でありますが、先

程も申しましたが、本町の下水道管が原因となる道路陥没は、現在のところ確認されて

おりませんが、マンホール周りの路盤の下がりなどがございますので、通行に支障とな

る部分は随時補修を行っているところでございます。 

次に、８点目の排水管等の劣化などの心配はないかのご質問ですが、道路の地中に埋

設された排水管等の劣化状況についてですが、地中の排水管等につきましては、現在町

では定期的な点検を行っておらず、路面など表面に変化が現れたときに、調査、修繕を

実施しております。 

令和７年３月現在、町道の暗渠排水管において、３件の劣化による要修繕箇所を把握

しておりまして、修繕工事を実施する方向で準備を進めているところでございます。 

地中に埋まっている管を町内全域において１本ずつ目視で点検するのは極めて困難で

ございます。地中レーダー調査などが必要となってまいります。予算的な問題もござい
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ますので、まずは路面の変化をよく観察しながら、適正管理に努めてまいりたいと考え

ているところでございます。 

今後も下水道を長く使い続けていくために、ストックマネジメント計画に基づき、中

長期的な施設の状況を予測しながら、適正な管理を行ってまいります。 

次に、２点目の町道等の維持管理・安全対策についてでございます。 

まず１点目の、機械化による維持管理でございますが、現在、町会計年度任用職員等

による町道の除草・清掃作業におきましては、刈払機、チェンソーに加え、路面の堆積

土砂や落ち葉等を除去するホイルローダー、舗装のポットホールに投入したアスファル

ト合材を転圧するプレートコンパクター、道路の通行に支障を来している樹木の枝を伐

採する高枝切り電動チェンソーを既に導入をしておりまして、一部機械化により作業の

効率化を図っております。 

議員ご提案のバックホーやモアなどの作業用機械につきましては、必要な人員等作業

体制の問題、作業員の技術力や安全上の問題、また、業者委託で行った場合やリースで

行った場合との比較など、諸々の課題について十分検証を行った上で、財源の問題も含

め、今後検討してまいりたいと考えているところでございます。 

次に２点目の、除草剤散布による維持管理についてでありますが、現在町では分譲宅

地など一部の箇所については既に除草剤を使用した維持管理を行っております。今後、

町道等において、除草剤の使用範囲を拡大するに当たりましては、農地や人家など、近

隣の状況を慎重に確認した上で、適所につきましては、除草剤による除草作業も行って

まいりたいと考えております。 

次に３点目の、停止線等の白線の表示についてでありますが、現在町では、道路パト

ロールの結果や行政通信などに基づき、必要な箇所に必要な路面標示を設置するよう努

めております。来年度には、町道釜１号線、浜の町線、志岐山線及び仏木坂線におきま

して、それぞれ路線の一部ではございますが、中央線や外側線、停止線、「止まれ」の

表示などを施工する予定といたしております。 

今後も町道の路面安全表示につきましては、道路パトロールをさらに強化しながら、

予算の確保を図り、交通事故防止の徹底につながるよう、引き続き努力をしてまいりま

す。 

以上、錦戸議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 上・下水道、排水管等の敷設箇所の保守点検でございますけれ

ども、これは町独自で調査をされ、現時点では何ら異常はなかったとのことで安心をい

たしているところでございます。上・下水道、排水管は地下への敷設ですので、確認が

難しいのは分かりますが、引き続き管理していただいて、事故防止に努めていただきた
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いと思っているところでございます。 

下水道管の耐用年数は先程も言われましたけれども５０年以上で、苓北町の管は古い

もので３１年を迎えるということでございます。しかし、諸々の条件によって管の劣化

はもちろんですが、私はプロではありませんけれども、詳しく分かりませんが、軟弱な

地盤とか、こう、湧水区域への敷設などは表面への影響も大きいと思っているところで

ございます。答弁の中に、白木尾地区の一部が５センチほど下がったのが確認されたと

のことですが、これはこのくらい下がっとですね、歩行はもちろんですけれども、自転

車とか単車なども転倒して事故につながる恐れもありますので、特にこう、湧水箇所な

どについてはですね、点検をしていただいて、変化が生じたら原因を、何でかというこ

とをよく調査をされて、事故防止につなげていただければと思っているところでござい

ます。 

また、マンホールの大きさの口径が１.８メートルの深さで１０メートルとのことで

すけれども、内部点検は毎月１回されているということで、そこの内部に土砂が流出が

ないかとかですね、ということもですけれども、これ、内部は月１回点検すれば分かる

と思いますけれども、ただ、外部の埋め戻しあたりがですね、いわゆる河川付近とのこ

とですので、外部の埋め戻しの部分の土砂が流出する可能性もありますのでですね、や

はりそこら辺もあわせて管理をしていただければ、なお管理が届くんじゃないかなと思

っているところでございます。 

それで答弁の中に、町道の暗渠排水管が令和７年３月現在で３件の劣化による要修理

箇所を把握しており、修繕工事を実施する方向で準備を進めているということでござい

ますけれども、これは早急に工事をされる予定でしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） ３件要補修箇所があるということで申し上げてますけ

れども、具体的に申しますとですね、１つが坂瀬川の町道木場大岳線、それで２か所目

が上津深江中央線、３か所目は志岐中央線になります。この中の木場大岳線につきまし

ては昨年ですね、昨年に道路の一部に穴が開いているのが見つかりまして、それが結構

ポールあたりを挿してみても、非常に深そうだというところで、剥がしてみてですね、

中を確認してみたところ、排水管、暗渠管が鉄製でありまして、それが錆びていて漏水、

漏水っていうんですかね、そういうのが起こっていたということで、一応仮復旧は今現

在して、通れる状態にはしているんですけども、それを本格的な修繕については来年度

のですね、７年度の予算にこの暗渠排水管の補修の工事費を計上するようにしておりま

す。あとの２か所につきましては、近頃発見されたということもありまして、上津深江

中央線についてはカメラをですね、暗渠管の中に入れて調査をしたんですけれども、や

っぱところどころひびが入っている箇所がありましたので、ここも仮復旧は終わってる
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んですけども、これも予算を確保して修繕をしたいと考えているんですけど、今のとこ

ろまだ予算は確保はできていない状況です。志岐中央線はもう先月ですかね、先月にた

またま目視で見えましたので、管の中の、要するに鉄筋っていうんですかね、配筋がも

う、少し見えてきているような状況もありましたので、こちらも断面修復工などの修繕

が必要だと思いますが、ここは上が車道ではないので、緊急性的には少しですね、車道

よりは低いかと思われますけども、こちらも早期の補修に向けて、予算の確保に努めて

いきたいというふうに思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 一応仮復旧をということですけども、これ道路表面を仮復旧さ

れたということですかね。やはり鉄製なとでやったら、腐食しとってほげとったら、要

するにその強度といいますか、その管の、がなくなれば、何か上から重圧が、荷重が急

激にかかったら一度に陥没するおそれもあるわけですよね。そこら辺の修理の仕方とい

うのはどういうふうにされたんでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 今現在仮復旧をしているやり方というのはですね、泥

を埋め戻して舗装をやり直す、要するにその管の補強みたいな形は行っておりませんの

で、できるだけ早くですね、その管自体を新しいものに取り替えるというところで進め

ていきたいというふうに思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 表面埋めろば表面はきれいなっですけども、やはり心配するの

はその強度がどうかということになると思うとですよね。もしその大きな荷重のある車

とか何か通った場合に、そこだけ１点に乗った場合、急激に下がる可能性があるからで

すね、やはりその表面はきれいであっても、ちょうど埼玉の八潮市でも同じ、下の方が

空洞になって、結局は何ですかね、もう耐え切れずに上が陥没してしまったというよう

な、そういうような状況ですのでですね、その陥没っちゅうのは、そういうふうにして

起こると思います。やはり下の強度がなくなってですね、そこら辺の修理はやはり課長

たちが専門でしょうから、修理についてはそういうような耐え切るような修理でしてい

ただければと思っております。事故につながらないような早期な対応をお願いいたした

いと思います。 

それと次に、道路管理の件ですけれども、人力でしかできない部分もこれはあって、

必要かと思います。作業の効率を考えると、私はやはり機械の導入して、モアとかいろ

んなフォークとかですね、そういうなのを使ってその機械に取付けて作業を行うと効率

がよくて、広範囲にできて、何ていうんですかね、いわゆる見通しがよければ交通事故

防止あたりにもつながると思いますし、やはり初期投資は必要と思いますが、費用対効
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果は十分に出てくるんじゃないかなと思います。リースの話も先程の答弁の中にもござ

いましたけれども、やはりリースにした場合は、何ですかね、この道路管理というのは

もうずっと続いていくわけですね。で、一時的に使うだけであればリースでいいと思い

ますけれども、やはり長期に使いますので、リースよりもやはり自分たちで購入してし

たほうが費用はうんと安くなるかと思います、私は。投資しても十分費用対効果は出る

と思いますので、ぜひ検討をと思っているところでございます。特に今、作業、道路の

作業員の方が作業されておりますけれども、夏の暑い日などは作業効率が悪くですね、

休憩時間も長くとられているように思いますし、やはり働き方改革にもつながるんじゃ

ないかと思います。機械化することで資格の問題とかなんかも出てきますけれども、ぜ

ひ検討していただければと思いますけれども、再度ご質問いたしますけれども、いかが

でしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 議員のご提案のようにですね、機械化を図りますと、

作業の効率が上がったりとか、安全性というんですかね、手作業よりもそういった部分

の向上もあるかと思いますけれども、限られた人員の中で作業を進めておりますので、

いろいろな機械をこれを使っとる間はちょっと他のがですね、遊んどるじゃないですけ

ど、使えない部分で、この時期にホイルローダー、この時期は草刈り作業、この時期は

例えばバックホーを導入した場合にはバックホーを使った作業ということでこう、なっ

ていくと思いますので、いっぺんに全部をですね、限られた人員で使えないので、そう

いった意味で業者委託でありますとか、リースもちょっと検討してみたいというふうに

考えておりますけれども、今言われた作業効率、それから私がお答えしましたその作業

のスケジュール、人員とスケジュールですね、その辺りと、あとはやはり仕上がり具合

でありますとか、それから経費面ですね、経費の比較、詳細な比較というのはまだ今現

在行っておりませんので、購入した場合とリースの場合、業者委託の場合、その辺の経

費の比較もしながら、検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 作業の箇所というのはですね、山間部に行けばかなりあると思

うとですよ。苓北町は山間部が多いからですね。効率から考え、手作業でする場合はで

すね、仮に草刈機で切った場合に後片づけもせないかん。そうすっと、モアで切れば後

片づけはほとんどせんちゃよかじゃなかかなと思うとです。何でかっちゅうと切り砕い

てしまうからですね。切り砕いてしまって、そして草刈機でした場合にそこに置いとっ

たら、またイノシシもそん餌場になったり、今度はそれが大水とか、雨とか何かでです

ね、大雨が降ったときにはそれがまた側溝に詰まったりしてですね、今度は道路を流れ

てきて、そして何ですかね、側溝が詰まって路肩を崩すとか、いろんなことが出てくる
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から、私は効果というのは大いにあると思うとです。そして広範囲に作業ができるしで

すね。で、ホイルローダーもありますけれども、ホイルローダーはホイルローダーで使

う場所がまた出てくるし、バックホーはバックホーでそういうふうなモアとかなんか使

った場合は、草刈りの作業が広範囲にできるんじゃないかなと思っているところです。

ぜひ検討していただければと思っているところです。 

それと台風、暴風、台風後などにですね、よくこう道路に草木が散乱して、通行の妨

げになった場合、ホイルローダーの貸し出しですね。たとえばその、個人でここをちょ

っと、山間部あたりは特にですけれども、通行が支障を来しているので町のホイルロー

ダーを貸していただけないでしょうかということになった場合にですよ、ちょっと私が

尋ねられたっですけども、ある人からですね。町から貸し出しあたりができるかできな

いかお伺いします。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 今現在の段階ではちょっと貸し出しということは考え

てはいないんですけれども、もちろんたとえばそういったホイルローダーを操作するに

当たっての必要なですね、免許といいますか、講習を受けられる方であったり、そうい

う方であれば可能性がなくはないのかなと思いますけど、事故の問題等もございますの

で、ちょっとそのご意見も検討させていただければというふうに。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 当然借りに来る人は資格を持った人ですよね。免許をですね。

ただ、課長が言われるように事故は、それはあるかもしれませんけれども、やはり今２

人でですか、現在作業されておりますけれども、やはり手が回らないということもござ

いますし、そういうふうなのがあれば、ちょっと貸出しをしていただければ、その人た

ちがボランティアでですね、一応仕事を、その道路の整地、整理をされるという意思が

あってお尋ねになったわけですので、そういうようなことで前向きにぜひ検討をしてい

ただければなと思っているところです。 

それと除草剤の件ですけれども、除草剤の散布の件ですけれども、この山間部の道路

は特にですね、道路の側溝の水の流れが草木で支障が生じ、路面を水が流れる場合があ

ります。先程も言いましたけれども、路面を流れて、路肩に水が落ちた場合に、路肩の

崩壊にもつながります。除草剤散布しても路肩に支障がない区域にしか散布はできませ

んけれども、雑草が繁茂しなければ、道路側溝も支障なく水が流れて、また通行も容易

にでき、交通事故防止にもつながると思います。 

私は大雨のときにはですね、時々道路側溝をよく清掃すっとですけれども、水と一緒

に流せばですね、ほとんどよく木の葉あたりは流れてしまうとですよ。そういう時々側

溝をしますけれども、以前にですね、ある路線を愛護作業するということで、有志の方
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が散布されたことがございました。除草剤をですね。そのときは容易に、その後ですけ

れども、容易に清掃ができた事例もございます。ぜひ考えていただければと思っている

ところでございます。除草剤があれば散布してもよいと私は、自分で散布してもですね、

良いと思っているところでもございます。また１人ではですので、例えば町の会計年度

任用職員の、いわゆる管理されとる、管理されている方々と一緒に散布をしていただく、

してもいいと思っているところでございますけれども、例えば薬品の配布とかなんかは

考えられるんでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 除草剤を町の方から愛護作業される方に。 

○８番（錦戸俊春君） いやいや、例えば私なら私がしますからと言えば、配布される

かって。 

○土木管理課長（松井徹也君） 今現在ですね、もちろんそういった取り組みは行って

おりませんけども、今ご提案がありましたので除草剤を、町自体もですね、今まだそこ

まで広範囲に除草剤を使った作業をしておりませんで、ちょっとここはもうしょっちゅ

うきれいにしておく必要があるとことか、そこは路線によって少しばらつきもあるんで

すけど、もう頻繁に草刈りが必要な箇所については、除草剤を活用したいんですけれど

も、例えばすぐ横にですね、農地あたりがもう隣接していてできない、ちょっとこれは

難しいなというなところもございますので、その場所ですね、場所とか、町長答弁にも

ありましたけども、人家、農地その辺を見極めながら、拡大していこうと思っておりま

して、その中で一般の方がですね、されるっていう場合に、町で購入した除草剤を配布

するっちゅうこともそこに含めてですね、それが適当かどうかというところで、今後検

討させていただければと思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 散布する場合は当然農作物とかですね、民家とかなんかはそれ

はもう注意は、もう絶対それはしなければなりません。ただ、私が言うのはもうさっき

質問の中でも言いましたけれども、やはり散布しても路肩に支障がない場所とか、コン

クリの上あたり、舗装の上あたり、よく出とるところが多いんですよね。そういうよう

なところに散布をと考えているところで、ぜひ検討をしていただければと思います。 

それと停止線の白線の表示ですが、これは各幹線道路に出るところにですね、停止線

の表示、主要箇所にはこうしてございますけれども、ない部分が大分こう、見て回ると

あるようでございます。運転手への注意喚起にもなると思いますし、ない箇所には表示

をぜひお願いしたいと思っているところでございます。中通の、ある商店の前の交差点

については以前松井課長とですね、協議をさせていただいてお願いいたしましたが、今

回の質問については、町全体を見ての質問でございました。これからは特に高齢者ドラ
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イバーも多くなると思います。停止線などがあると注意喚起になり、事故防止にもつな

がると思いますので、町全体を見渡してやはり停止線をしていただければと思っている

ところでございますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 路面の白線等につきましてはですね、やはり交通安全

に直結してくる部分でもありますので、私たちもパトロールの中でですね、今なくて、

でもここにはやっぱりあったほうがいい箇所でありますとか、それから引いてはあるん

ですけども、だんだんだんだん長年経っていくうちに、薄くなっている部分もあります

ので、そういったところを見つけて適宜引いていくような形をとってはいるんですけれ

ども、なかなか今現時点ではですね、まだその全体的にそれが行き渡っとるとは言えな

い状況があるとは思いますけれども、特に錦戸議員と一緒に見させていただきましたあ

あいう交差点っていうんですかね、そういうところについては、線があるかないかとか、

道の形状もありますけれども、非常に危険が出ているところがですね、あるかと思いま

すので、そういう危険度の高いところから先に、優先的に、白線を表示をしていきたい

というふうに思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 白線はそがん金んかかっとですかね。あまりかからないんじゃ

ないかなと思いますけれども、やはり公道から公道に出るところは、やっぱり公道から

公道っちゅうことは、車はやはり、まあ頻度の高い低いはありますけれども、やはり事

故は多いところで起こる、少ないところで起こらないっちゅうことはありませんので、

やはりそこら辺も全体的に見てですね、そして検討をしていただければと思います。 

鋭角の交差点の話を先程質問の中で言いましたけれども、やはりあの、ゼブラローン

と言いよっとですかな。何ですかね、ゼブラローンでよかですかね。あたりを鋭角の交

差点あたりは引かれるところは引けたら、よりこう、路面に出る道路に対して直角に出

るような、ゼブラローン、ゾーンを引くとですね、何ですかね、注意喚起が余計こう、

なされるんじゃないかなと思います。 

例えば苓北分署の前あたりは、あそこはちょっと狭いんですかね。あそこらあたりも

ちょっと考えろば通りやすくなるじゃないかなと思います。ほかにも何箇所か、町内で

はございますけれども、そこら辺も検討して、ぜひお願いできればと思っているところ

です。 

それと答弁の中に仏木坂線と中央線、仏木坂線の話がありましたけれども、中央線が

かなり消えかかっております。この路線は通行も多く、かなりこうスピードを出して走

行されるわけですよね。また、特に夜間は悪天候の場合、霧が深い場合は走行が困難に

ございます。早期に対応をお願いしたいと思っているところでございます。ここも大分
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私も言われました。もう何でそん、ほして一部は引かれてる、今度引かれましたけれど

も、何で全部引いてくれんやったんじゃろかい、全部引けばよかとにと。一部だけ引い

て、そしてその何て言うんですかね、霧が出るのは一番もう山頂付近ですよね。あそこ

ら辺はもう夜に通ったら、夜、霧があったらもういよいよ見えんとですよ。何で上まで

してくれられんだったっだろうかって大分文句言われました。で、そこもですね、早期

に白線を引いていただければと思っているんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 白線をですね、実際に引く費用といいますか、それは

確かにそこまでですね、大きな金額ではないんですけども、ほかの、白線以外じゃなく

て、いろんな舗装の修繕とかですね、いろんな、町も全域ということも含めまして、な

かなか予算が追いついていない状況もありますけども、その仏木坂線についてはですね、

部分的にではあります、ちょうどカーブでありますとか、消え方がもう全然見えなくな

っているところ、そういったところを選んで、飛び飛びみたいな形になってしまってる

んですけど、令和６年度にですね、約４００メートルぐらい分ぐらいを引かせていただ

いたんですけども、来年度ですね、また予算を計上しておりますので、まだ残りの部分

も含めてですね、白線を引きたいというふうに考えております。 

○議長（野﨑幸洋君） 錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） ぜひですね、早めにしていただければ。本当あの夜間ですね、

通ったらもう、私もたまに夜間、霧が深いときに通ったことあっとですけど、本当にも

う中央線をまたがってこんと走りきらんとですよ。そういうふうな状況にあります。や

はりその通行される方はいろいろ、何て言うんですかね、安全でゆっくり走行されます

けれども、やはり自分が安全運転していても、やはり交通事故は相手が出てきますので、

やはり相手がどういうふうな走行してくるか分かりませんので、やはり早急にですね、

対応していただければと思っているところで、よろしくお願いいたします。以上で質問

を終わります。 

○議長（野﨑幸洋君） これで錦戸俊春君の一般質問を終わります。 

通告７番、倉田明君。 

○７番（倉田 明君） 通告７番、倉田です。 

通告の２点について質問をさせていただきます。 

最初に南海トラフ地震情報に関連してでございますが、ご承知のとおり、平成７年１

月１７日、観測史上初めて震度７、マグニチュード７.３を記録した「阪神・淡路大震

災」から今年で３０年。高速道路や新幹線架橋の崩壊や住宅倒壊などの被害は約６４万

棟に及び、６,４３４人の尊い命が失われました。建物倒壊は、耐震強度が強化された

昭和５６年より以前の古い建物の被害が多かったと言われております。 
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また、平成２３年３月１１日、震度７、マグニチュード９の巨大地震「東日本大震

災」では、北海道・東北・関東沿岸を襲った大津波などは２４１市区町村で、死者１万

５,８４４人、行方不明者３,３９４人。住宅被害は全壊１２万８,５２９戸、半壊２４

万２６４戸となっております。 

そして、昨年１月元旦に発生した「能登半島地震」は震度７、マグニチュード７.６

で、石川県は今年２月１２日、災害関連死者と行方不明者を合わせて４８９人、住宅被

害は１１万３,１３１棟との報道があっております。 

そしてまた、昨年８月８日に発生した宮崎県南部で震度６弱、マグニチュード７.１

を観測。震源地は、南海地震トラフ巨大地震の想定震源区域内で、気象庁は評価委員会

を開催。発生可能性が平常時に比べて相対的に高まっているとして、初めて「南海トラ

フ地震臨時情報」を発表されました。 

この「南海トラフ地震」は、駿河湾から日向灘沖にかけての「南海トラフ」を震源域

とし、過去に何度も地震が発生しており、直近では１８５４年、南海トラフの東側でマ

グニチュード８.６の「安政東海地震」。その約３２時間後に西側でマグニチュード８.

７の「安政南海地震」が続いたと記録されております。 

また１９４４年には、東側でマグニチュード８.２の「昭和東海地震」が発生し、そ

の約２年後に西側で「昭和南海地震」が起こった。このようにばらつきはあるものの、

おおむね１００年から１５０年間隔で地震が発生しております。 

気象庁は昨年８月８日「南海トラフ地震臨時情報」を受け、熊本気象台の南海トラフ

地震防災官は「前回の地震から８０年近く経過しており、いつ発生してもおかしくない

状況」であり、今後起きる「南海トラフ地震」はマグニチュード８から９クラス規模で、

被害は最大で震度７、津波の高さは最大３４メートルと想定され、熊本県内１０市町村

が「南海トラフ地震防災対策推進区域」に指定。最大で震度６弱の地震と４メートルの

津波が想定され、最短で地震発生から約２時間後に天草市で４メートル、苓北町で３メ

ートルの津波が到達する恐れがあるとされております。既に、政府は平成２４年、最悪

３２万３,０００人死亡、全壊・焼失建物２３８万棟、避難者９５０万人とする想定を

公表されております。 

今年１月１３日には、宮崎県で震度５弱、マグニチュード６.６の地震が発生し、宮

崎県で２０センチの津波を観測。天草市は震度３、苓北は震度２でございました。 

また、記憶に新しい、平成２８年４月１４日の熊本地震。熊本地方で震度７、マグニ

チュード６.５。そして１６日は益城町、西原村で震度７、マグニチュード７.３の地震

が発生。これらの地震で関連死者２７７人、建物全壊８,６４２棟、半壊３万４,３８９

棟、一部損壊約１５万５,２３０棟、重軽傷者２,７４６人、避難者約１８万に及んでお

ります。 
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熊本地震は布田川断層帯及び日奈久断層帯の一部が活動したと言われておりますが、

天草周辺には雲仙断層群もあり、津波は苓北町に最短１４分で到達すると言われており

ます。 

そのような中、昨年１２月１９日には大規模地震による天草・水俣地域の道路寸断な

どで孤立を想定した熊本県の総合防災訓練が行われ、九州電力苓北火力発電所専用港に

海上自衛隊の輸送艦が接岸し、通信復旧の車両などを降ろす訓練が行われました。 

１点目に、政府の地震調査委員会は、今年１月１６日、今後３０年以内に発生する南

海トラフで想定されるマグニチュード８から９の巨大地震の確率を、これまで２０１８

年から２０２４年までの「７０％から８０％」を、今年１月「７５％から８２％」に上

昇し「８０％」に引き上げられました。 

これらの昨今の一連の状況を踏まえ、町長の見解をお尋ねいたします。 

次に、住宅耐震化支援の拡充についてでございますが、地震災害で死因の約８割は家

屋の倒壊と言われ、その倒壊した建物の多くは昭和５６年以前の、いわゆる「旧耐震基

準」で建てられたものと言われております。 

今年１月１５日、政府の地震調査委員会の委員長は「いつ起きてもおかしくない。引

き続き対策をとってほしい」と呼びかけられ、１年が経過した能登半島地震に関し、

「活発な活動は当分継続する。残念なことだが、能登半島の方には耐震化を考慮した新

しい街づくりを始めてほしい」と話されております。 

今回、熊本県は「熊本県住宅耐震化支援事業」で「熊本県戸建て木造住宅耐震改修等

緊急促進事業」を創設され、令和８年度まで緊急措置として、市町村が行う補助の制度

を拡充支援が行われるようになりました。 

これは能登半島地震で「新耐震基準」の住宅の２５％で倒壊の被害が出ており、これ

を受け、補助対象を「旧耐震基準」の木造住宅のみならず、「新耐震基準」まで補助対

象を拡大されております。また、耐震診断費用で負担軽減のため、本人負担額を１０分

の１まで軽減。そして、耐震工事として「新耐震基準」住宅改修費用の補助額を高齢者

など、市町村が定めた対象者に最大１５０万円。その他に最大で１２５万円が新設され

ており、また「旧耐震基準」住宅についても、現行１００万円から１５０万円に拡大さ

れているようです。苓北町においては、令和６年度予算に「民間建物耐震化改修補助

金」８０万が予算計上されておりましたが、先の１２月議会で、需要がないとのことで

全額減額されております。この需要がないということは情報不足なのか、補助金額に問

題があるのか、それとも対象者が望まれないのか分かりませんが、耐震化を図りたい対

象者にはよい機会だと思われます。 

２点目に、現在苓北町管内の建物で「旧耐震基準」と「新耐震基準」の物件数と、今

後「熊本県戸建て木造住宅耐震改修等緊急促進事業」の事業期間は令和８年度末とされ
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ており、補助は居住する市町村に申し込むとなっております。町民への周知徹底をどの

ように考えておられるのか。お尋ねをいたします。 

また、住民の避難についてでございますが、地震はいつ、どこで発生するか分かりま

せん。また、災害の規模、内容、状況、環境等により避難行動をしなければなりません

が、地震がいつ起こっても対応できるよう、普段からの備えと訓練等が大事と思われま

す。 

３点目に、現在苓北町消防団の防災訓練、また、苓北町４６行政区の自主防災会が組

織されており、それぞれ毎年訓練が行われていますが、今後新たな訓練の取り組みや防

災計画等があられるのかをお尋ねをいたします。 

次に、結婚支援事業についてお尋ねをいたします。 

近年、全国的に人口減少とともに婚姻数も減少しております。結婚についてはご自身

の考えに委ねなければなりませんが、去る２月１８日テレビ報道によると、熊本県の推

計人口は、今年元日の時点で１６９万４,１３５人で、半世紀ぶりに１７０万人を割り

込み、その背景には少子高齢化が進んだものと見られ、移住定住の促進や子育て支援な

どを進めるとされております。 

そのような中、人口増減率で西原村が１.８２％、嘉島町０.９９％、大津町０.９

４％と増加し、減少は球磨村７.６８％、山都町で３.１２％、上天草市３.０７％とあ

りました。苓北町も令和元年度から令和６年１２月まで、結婚８７組、生まれた子ども

さんは１２５人、亡くなられた方は６７８人、転出・日本人１,０９０人、転入・日本

人７０３人、転出・外国人９８人、転入・外国人１７５人で、人口は今年１月末現在で、

６,２１８人となっており、最近若干外国人の転入が増えつつあります。 

厚生労働省が１１月までに公表した人口統計データ推計によると、我が国の２０２４

年出生数、日本人ですが、６８万５,０００人で、合計特殊出生率は過去最低だった前

年を大きく下回る見込み。また、２０２３年の婚姻数は４７万４,７１７組と戦後初め

て５０万を切り、コロナ禍が影響したものと思われています。２０２４年の婚姻数は前

年比０.２％増加し、４７万５,０００組の見通しで、コロナ禍が落ちついたものと思わ

れております。 

また、こども家庭庁によると、５０歳時の未婚の割合は、１９８０年には男性２.６

０％、女性４.５５％であったが、直近の２０２０年には男性２８.５％、女性１７.８

１％に上昇している。また、結婚については、１９４５年には約６５％が見合い結婚で

あり、１６％が恋愛結婚だった。それが１９６７年頃には同点となり、２００７年には

逆転し、恋愛結婚が８８％と増え、見合い結婚が５．３％と減少した。しかし、近年再

度見合い結婚が増加し、恋愛結婚が減少傾向にあります。また、最近はマッチングアプ

リなども増えつつあるようです。 
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そして、２５歳から３４歳の未婚者に独身でいる理由として「適当な相手にめぐり会

わない」が男性４３.３％、女性４８.１％と最も多く、次に「自由さや気楽さを失いた

くない」「まだ必要を感じない」などが多い。また「異性とうまく付き合えないから」

の選択率が２００５年の調査以降、上昇しているとのことです。 

現在、苓北町では周辺自治体とともに結婚支援事業に取り組まれておりますが、１点

目に、苓北町の結婚支援事業の取り組み状況等について、お尋ねをいたします。 

次に、結婚事業への相談や参加者についてでございますが、近年外国人労働者も毎年

増えつつあり、２０２３年１０月末現在、全国で２０５万人と過去最高を更新し、全雇

用者の３.４％を占めるまでとなっております。外国人労働者には技能実習生、特定技

能外国人、高度外国人人材、留学生アルバイトなどがありますが、全国各地で就労され

ており、苓北町内も同様であります。 

２点目に、この事業への相談や参加者に外国人の応募があっているのか、また、年齢

制限があるのか、お尋ねをいたします。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の倉田議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず１項目目の、南海トラフ地震情報に関連しての１点目の、２０２５年１月１６日

に、今後３０年以内に発生する南海トラフ巨大地震の確率が「７０％～８０％」から

「８０％程度」に引き上げられたことに対する見解についてでございますが、議員ご承

知のとおり、昨年８月８日に宮崎県南部で震度６弱の地震が発生し、気象庁から初めて

「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）」が発表されました。 

これにより、改めて南海トラフ地震の発生がますます現実味を帯びてまいりましたの

で、今回の確率の見直しにつながってきたと考えております。 

町では、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災での大きな被害の状況を踏ま

え、これまで、特に津波等から沿岸地域の住民の方々の命を守るため、いち早く、避難

タワーや広域避難地等の整備を行うとともに、町民の皆様の防災意識の高揚と、地域防

災力の向上を図るため、各行政区への自主防災会の設立に向けて取り組んでまいりまし

た。 

具体的には、自主防災会未組織の行政区に対しては、自主防災会の設立に力点を置い

た推進体制を進めるべく、区長会の際や直接区長さんへご連絡を差し上げるなどしなが

ら、自主防災会設立のお願いを継続してまいりました。 

また、設立された自主防災会に対しては、助成事業等も活用しながら資機材の提供も

併せて行ってきたところでございます。 

令和６年度におきましては、特に東海岸・西海岸とも海に面しております富岡地区に

おいて、令和４年度末で未組織でありました３行政区に対し、積極的に対応を行ってき
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たところでありまして、その結果、各区長さんのご理解とご協力もありまして、令和６

年２月２５日に「元袋区防災会」が、令和６年４月１日に「八区防災会」が、そして令

和６年９月２８日に「新町区防災会」がそれぞれ設立されました。 

このことにより、令和６年度で富岡地区全ての行政区に自主防災組織が結成をされま

したので、今後は備品の整備も含め、自主防災会活動の支援を行ってまいります。 

今回の見直しで、地震の発生確率がさらに高まってきたことから、地震による津波か

ら命を守る行動として、津波が発生する恐れがある場合は、いち早く近くの高台に避難

していただくことが重要でございますので、早めの避難行動につきましては、特に今後

も周知を徹底してまいりたいと考えております。 

また、地震による津波への対応のほか、次の２点目にご質問いただいております民間

住宅の耐震化や家具の固定、非常食などの備蓄品の確認や、日頃からの地震発生時の避

難行動などについても周知を行ってまいりたいと考えております。 

次に２点目の、「民間建物耐震化改修補助金」を全額減額した件につきましては、補

助事業についてのお問い合わせは数件ございましたが、事業の実施までには至りません

でした。 

申し込みがなかったはっきりとした理由については分かりませんが、令和６年度まで

は、事業費のうち補助基準額の６分の１と補助基準額を超過した額を本人が負担するこ

ととなっておりましたので、自己負担が多いことが、申し込みがなかった要因の１つで

あったとも考えられると思っております。 

このような状況を踏まえ、耐震化の推進を通じて、地震による家屋倒壊を防ぐ観点か

ら、令和７年度から国の補助金額が拡充をされ、国県補助を一部財源として充当する耐

震改修事業においても、本人負担の軽減を図る制度改正が行われることとなりました。 

苓北町におきましても、この新しい「耐震診断基準」や「耐震改修」の補助につきま

しては、令和７年度予算に新制度による補助金を計上しておりますので、予算の議決を

いただきましたなら、町民の皆様への周知を十分に行いながら、耐震化の推進を図って

まいりたいと考えております。 

次に３点目の、苓北町消防団や自主防災会の今後の新たな取り組みや計画等について

でありますが、まず自主防災会の活動推進のため、令和７年度は、熊本県危機管理防災

課及び熊本地方気象台の職員の方を講師にお招きし、ハザードマップ等を活用した演習

や、講習会を開催する予定としております。 

また、令和５年度から各地区自主防災会を対象に、行政区ごとの地図を使った避難場

所確認や要配慮者及び独居老人の方の把握、避難誘導などの防災対策を検討する災害図

上訓練を、区長さん、民生児童委員、自主防災会役員の皆様に参加いただき実施をして

おりまして、令和５年度は坂瀬川地区で実施をいたしました。 
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令和６年度は先程申しましたように、富岡地区に自主防災会が全て結成をされました

ので、来る３月９日（日曜日）に、富岡公民館で自主防災会を対象に実施をすることと

いたしております。 

また、志岐地区、都呂々地区におきましても、順次実施する予定としておりまして、

今後も町民の皆様が安心して住んでいただける町となるよう取り組んでまいりたいと考

えております。 

次に２項目目の、結婚支援事業についてでありますが、１点目の結婚支援事業の取り

組み状況につきましては、今年度の状況を申し上げますと、苓北町は天草市と連携して

結婚支援事業に取り組んでおりまして、専門事業者へ委託する形で、結婚に関する相談

対応を含め、縁結びイベントの開催、イベント開催に合わせた婚活力パワーアップや、

すぐに役立つ自己紹介などの事前セミナーを実施しているところでございます。 

なお、今年度におきましては、陶芸絵付け体験や、草花を使った壁飾り（スワッグ）

づくりなど、３回の縁結びイベントを開催し、苓北町からの参加者におきましても、７

名の方がカップル成立となっております。 

また来年度からは、上天草市にも参画いただき、天草２市１町で連携し、ＡＩを活用

したマッチングシステムの導入検討も含め、出会いの場の提供や、結婚に関する相談会

の充実を図ってまいりたいと考えております。 

次に２点目の、結婚支援事業への相談や参加者につきましては、外国人の応募は現在

まであっておりません。 

また、イベント開催における参加者の年齢制限につきましては、これまでのイベント

開催における参加者の状況等から、男女各１０名程度の参加定員としておりまして、年

齢幅をあまり広げすぎず、２５歳から３９歳まで、また３５歳から４９歳までといった

形で、イベント内容等も考慮しながら、参加者の年齢制限を随時、その時々で設けさせ

ていただいているところでございます。 

以上、倉田議員の質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 倉田明君。 

○７番（倉田 明君） ご答弁いただきましたが、１点目の南海トラフ地震に関しまし

て、町長の見解いただきました。ごもっともなことだと思っております。 

南海トラフ地震に関しましては、先程も申しましたが、今後３０年以内に発生確率が

高まっているとのことであります。地震は止められませんが、その災害に対し、対応次

第では被害の軽減等は可能であると思っております。そういったことで、先程答弁もあ

りましたが、町では平成２３年、東日本の大震災の被害を機に、町内において避難場所

の建設、また避難地等の整備が取り組まれ、やはり住民の安全性の確保、また、町民の

防災意識の高揚が高まってきております。引き続きですね、住民の安全性と防災意識の
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向上のためにですね、取り組んでいただければと思っております。そういった中で、４

６行政区で自主防災組織が設立されたということは、担当課の日頃の努力といいましょ

うか、大変なご苦労があったと思っております。敬意を表したいと思います。 

今年度については、富岡地区の全区域が自主防災が設置されたということで、富岡公

民館のほうで対応されると、訓練されるということでございます。また引き続き、他の

地区についても拡大を図っていきたいというご答弁でございました。ぜひですね、対応

方よろしくお願いをいたします。特に津波、これですね、やはり先程答弁もありました

が、高台に逃げることが一番でございます。またその中で、日頃から家族との、やはり

この避難に対するいろんなことを話し合っておくということも大切だと言われておりま

す。引き続きですね、よろしくご指導方お願いしときます。答弁は要りません。 

なお、この南海トラフ地震についてはご承知のとおり、２０１２年に公表されており

ますが、今年この３月で新たな情報を公表されるということになっているようでござい

ます。 

２点目の、いわゆる民間建物の、いわゆる耐震化改修等でございますが、今年度も先

程答弁もありましたが、予算が１８４万５,０００円組まれております。このいわゆる

耐震化の、いわゆる耐震診断費用。それと、いわゆる耐震改修の費用。このすみ分けは

どういう割合になっているのか。そしてまた何件見込んであるのか。その点をお尋ねい

たします。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） ご質問いただきました、令和７年度の当初予算に計上して

おります、国、県が拡充した新しい補助制度の内訳でございます。 

まず耐震診断の方が２件組んでおりまして、２７万というふうになっております。こ

れは新聞等でも、３月１日の熊日でもですね、あったとおり、１０分の９を補助すると

いうことで１５万の、１０分の９の、１３万５,０００円を補助させていただくという

ことで、本人負担は１万５,０００円というふうなところでございます。 

次に、総合支援メニューということで、改築とか耐震の補強とかの部分については、

１件の補助額１５７万５,０００円を計上しておりまして、これも１７５万円の１０分

の９ということで、工事費が２００万を想定ということで、合わせて１８０万５,００

０円というふうなところの予算を計上させていただいております。 

○議長（野﨑幸洋君） 倉田明君。 

○７番（倉田 明君） 今の答弁では２件と１件ということでございます。大ざっぱに

言えば非常に少ないなと思っておりますが、いろんな制約、予算等もありますので、や

むを得ない部分もありますが、いずれいたしましてもですね、周知徹底をして、やっぱ

り１件でも２件でも３件でも、足らんならやっぱ増額するぐらい、補正を組むぐらい、
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やはりしていかないと、やはり命が一番でございますので、財源もありますが、そうい

ったＰＲ活動といいましょうか、啓蒙も含めて取り組んでいただければと思っておりま

す。ぜひ周知をお願いしたいと思います。 

そしてまた今年度はですね、熊本県の危機管理防災課及び熊本地方気象台の職員の方

をお招きして、勉強会といいましょうか講演、指導がありますが、ぜひですね、やっぱ

こういった機会を多く持っていただければと思っております。やはり訓練と、やはりそ

ういった講習というのはもう大事であります。よく消防職員が言われますが、訓練にや

りすぎはありませんから、ということでございますので、ぜひですね、そういった意味

でも徹底して、周知をお願いしたいと思います。答弁は要りません。 

時間もありませんので、結婚事業関係に移らさせていただきますが、天草市との連携

を図りながら支援活動に取り組まれておりますが、先般担当課にお聞きしたところ、こ

こ４、５年といいましょうか、３、４年、大ざっぱですけども、１～２回のイベントで

１組、２組ぐらいがカップルが誕生したと。特に６年度は３回のイベントで７組といい

ましょうか、カップルが成立したということでございましたが、このカップルというの

は結婚したというわけではなく、出会いのあれができたと理解していいんですね。あり

がとうございます。相当ご苦労されたなあと思っております。 

今までもご苦労されたんでしょうけども、私が特に外国人の方の相談、あるいは参加

がということでお尋ねしましたが、令和元年にいわゆる苓北町における外国人労働者の

実態ということで質問させていただいた折に、天草市役所の方にちょっと出向いていっ

たわけでございます。その折、窓口の方がよく対応をいただいたわけでございますが、

その中でワールドフレンズ天草、これ天草市の委託を受けた団体と思われますが、いろ

んな取り組みをされており、外国人総合相談窓口を市役所に設けられております。 

そのフレンズ天草の資料によりますと、天草市管内には２１か国より男性９４名、女

性２２５名、合計３１９名の方が天草市管内におられるということで、その中の女性の

半数以上は日本人と結婚されていると。また、もう子育てに追われているというご説明

をいただきました。そういうことを踏まえて、若干苓北でも外国人の方が１７５人です

か、今在住されておりますけども、増えつつあります。そういうことで、そういった

方々からのご相談、あれがなかったということで、それは了解いたしました。分かりま

した。 

そういうことでやはりですね、結構そういった外国人との結婚も進んでいるようでご

ざいます。このフレンズ天草という支援団体が結婚相談事業をされているかどうかは私

は詳しくは分かりませんが、そういったことでお尋ねをいたしました。 

それはそれといたしまして、１点お尋ねいたしますが、６年度は３回のイベントで７

組が誕生したということでございますが、やはり回数が多ければ、やはりそういった可
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能性もあります。ぜひですね、今後も増やしていただきたいと思いますが、いわゆる年

齢が２５歳から３９歳までと限られております。いろんな制限があるのは当然ですが、

２５歳から３９歳までの年齢幅、苓北町内で独身の男女はどの程度の人がおられるのか

お尋ねをいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 只今の質問ですけども、最初にご紹介いただいたワー

ルドフレンズ天草ですけども、うちの町で昨年度からですね、外国人の電話相談窓口、

それから今年度は交流のイベントをさせていただいておりますけども、そこを請け負っ

ていただいてる団体でございますので、町としてもつながりがある団体でございます。 

ご質問いただきました町内の独身者の数なんですけども、ちょっと古いんですけども、

令和２年の国勢調査の値で申し訳ございません。２５歳から３９歳の方がですね、全体

で６５０名おいでで、そのうち未婚の方が３０２名でございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 倉田明君。 

○７番（倉田 明君） フレンズ天草については、私も担当の方がこの前苓北においで

になった折、話させていただき、担当課の方ともちょっと数年前、お話しさせていただ

きましたが、２５歳から３９歳まで６５０名、そのうち独身者といいましょうか、３０

２名の方がおられると。それは男女合わせてですね。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） そうです。 

○７番（倉田 明君） 分かりました。いずれにいたしましてもですね、非常にここ数

年、特にコロナ禍もあったんでしょうが、結婚あるいは出産等が非常に減っております。

あくまでもこれは個人のお考えに委ねねばならない分野でございますが、やはりですね、

もう昨今も毎日日本全国で少子高齢化と言っておられます。 

ぜひですね、やはりもうこれは非常に厳しい問題かと思いますが、やはり人口減少、

これが一番のもう、言葉悪いですけども、がんですよ。もうこれが全て、いろんなもの

につながっていきます。ぜひですね、やはり国あげて、もちろん町もですけども、取り

組んでいただければと思っております。 

時間が来ましたので、これで質問を終わらせていただきます。 

○議長（野﨑幸洋君） これで倉田明君の一般質問を終わります。 

ここで１１時１０分まで休憩といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５５分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） それでは時間前ではございますが、皆さんおそろいですので、
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休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

通告８番、髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） 通告８番、９番議員、髙戸幸雄です。 

議長から一般質問の許可を得ましたので、通告内容に従い質問を行いたいと思います。 

さて、ご存じのとおり、本定例会は令和７年度予算審議での議会でもございます。執

行部におかれましては、提案される事業各々に対し、的確で丁寧な説明を求めたいと思

います。私も提出議案に対し、真摯な姿勢で審議に臨むよう努めたいと考えているとこ

ろでございます。 

それでは早速本題に移ります。 

私は、今回は１つ目に、災害用井戸の設置及び維持管理について。 

２つ目に、町内小中学校全校を統合した、新たに設立予定の義務教育学校について。 

３つ目に、水道用水の安全確保のための取り組みについて。 

以上の３項目について質問を行います。 

最初に、災害用井戸の設置及び維持管理について。 

先月２月５日、郷土紙に、公共や民間の災害用井戸があるのは、とした政府の調査に

回答した自治体のうち、あるとした回答は３１.７％にとどまっているとした記事が掲

載されています。 

私は、平成３０年度第２１回９月定例議会において、非常時の雑生活用水を確保する

ために、指定避難施設に停電等不測の事態を考慮し、手押しポンプ式による仮称「災害

応急用井戸」を設置すべきであると質問を行いました。町長答弁は、災害時の水の供給

は大変重要な対策である。検討していくとの回答があり、結果として、令和元年９月、

坂瀬川公民館を皮切りに、令和２年１０月、富岡公民館、令和３年９月、都呂々公民館、

令和４年１０月、志岐集会所と、４地区の公民館及び集会所に計画的に整備設置がされ、

現在に至っているようでございます。 

この中で、富岡公民館を除く３地区施設はいずれも施設内に整備がされておりますが、

富岡公民館のみが、近くの消防団第３分団第３班の格納庫裏に設置してあります。その

経緯を伺います。 

今後、コミュニティセンター及び上津深江広域避難地の両施設及び非常時本部となる

役場についてはどのような対処されるか、見解をお伺いいたします。 

続いて、現在設置している災害用井戸の管理についてお伺いをいたします。井戸が非

常時に円滑に水の供給ができるためには、日頃から点検維持管理が重要であると解しま

すが、その現状はいかがですか。 

具体的な取り組みについてお伺いをいたします。 

次に２つ目の、町内小中学校全校を統合し、新たに設立予定の義務教育学校について
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お伺いをいたします。先々月、１月２１日から２４日、各地区公民館と役場の４会場に

て、「苓北町学校規模適正化について」とした保護者・住民説明会が開催されました。

私も３会場に出席をいたしました。教育委員会の挨拶に始まり、規模適正化推進計画素

案の要点説明、参加者からの意見聴取と式次第に則り、会が進められていったわけでご

ざいます。残念だったことは、私が出席した３会場いずれも、１０数名の出席者だった

ということです。今回が初めての説明会ということで、今後、計画の進捗状況により出

席者が増えていくのではないかと考えるところでもございます。 

ただ、以前教育環境の変化に伴い、教育委員会の諮問機関である「苓北町学校教育審

議会」の意見をもとに、小学校の統廃合についての住民説明会が、今回と同様な形で開

催されたのではないかと解しているところでございます。その時の住民説明会の結果は、

その後の審議会ではどのような形で反映されたのでしょうか、お伺いをいたします。 

また、今回意見聴取の方法としてワークショップ形式が用いられておりますが、今後

もこのような形式で説明会に臨まれるかお伺いをいたします。 

なお、今回資料とし「苓北町学校規模適正化推進計画」（素案）が配付されました。

私は答申というものは、本来は、教育委員会の委員会で諮問内容を議決、経て、そのな

すべき内容を教育審議会で審議を行い、答申するというのが本来あるべき姿と解してお

ります。 

当然この審議の際には、今回のような住民説明会を開き、関係者の意見等を参考にす

ることが必至ではないかと思っております。となると、今回開催された保護者・住民説

明会を経て答申を行うのが本来ではないかと、先程申しましたとおり、私は解しており

ます。よって、今回配付された素案はいかがなものかと考えますが、どうですか、見解

をお伺いいたします。 

配付資料において、３項目目の具体的な統合計画で、学校の位置について、既存施設

の活用及び町財政面を考慮してという文言が述べられてあります。具体的な見解を求め

ます。 

また、統合の時期ですが、目標を定めたならば、達成のために最大限の努力をなす必

要があるかと思います。私は当初は、小学校統合に始まり、今度は社会情勢に対応すべ

きとして義務教育学校へと舵を取る姿勢、より良い環境の整備、充実を目指すとありま

すが、具体的には、今後どのような取り組み、方策で臨まれるか、見解をお伺いいたし

ます。 

最後に、水道用水の安全確保のための取り組みについて質問に移ります。 

昨年末から今年になって、安心した暮らしを営む上でも最も大切である水から、発が

ん性が指摘されている有機フッ素化合物ＰＦＡＳが確認された事をめぐり、各地で問題

となっております。熊本県内においても、熊本市及び宇城市において確認され、宇城市
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においては、供給先の家屋の蛇口から、国の暫定目標数値の約２倍が検出され、給水車

を配置したと報道がなされたところでございます。この問題に関して、全国で水質管理

が従前に増し、実施あるいは検討計画が予定されているようです。本町、苓北町におけ

る現在の状況はいかがですか。ご回答を願います。 

本町は、令和６年度から公共・農集・特排各々の会計全てが企業会計を採用し、下水

道会計として統一移行されました。 

私は、令和６年第３回定例議会一般質問において、特排地域の使用料については、従

来の「人槽区分制」から水道使用料の「従量制」に変更されたので、料金の一部につい

て考慮を願うようにと問題提起を行った経緯がございます。特排地域の大多数の世帯は、

その水源は共同の井戸、あるいは湧水かと思いますが、その水質については、安心安全

な管理のもとで適正管理がなされていると考えますが、町はどのような事柄について関

与し把握されているのでしょうか。現況についての答弁を求めます。本町で暮らし、生

活している町民全ての住民の方々お１人お１人が、苓北町の制度政策に行き届くことを

願いたいと思うところでございます。 

以上で私の最初の一般質問を終わります。なお、答弁を得た後、一問一答方式により

自席にて再質問を行います。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の髙戸議員のご質問に答えさせていただきます。 

なお、２項目目の、町内小中学校全校を統合した、新たに設立予定の義務教育学校に

ついての質問につきましては、私の答弁の後に教育長より答弁をいたします。 

まず１項目目の、災害用井戸の設置及び維持管理についての１点目の、富岡公民館を

除く３地区施設は、公民館敷地内に整備していますが、富岡公民館のみ消防団第３分団

第３班格納庫裏に設置した経緯につきましては、まず公民館駐車場への整備を検討いた

しましたが、富岡公民館での行事等の折に駐車スペースが少なくなること、また、まず

は一定量のですね、水量を確保する必要があることから、調査を行いました結果、現在

設置している場所が水源の確保が見込まれましたので、現在の場所での設置となってお

ります。 

次に２点目の、コミュニティセンター及び上津深江広域避難地の両施設及び非常時に

本部となります役場についての取り扱いについてでありますが、上津深江広域避難地に

ついては、地震や津波等が発生したときに、まず最初に一時的に避難いただく場所とな

っております。 

その後、状況が落ち着いた後は、屋内の指定避難所に移っていただき、避難生活を送

っていただくことになりますので、現時点では、上津深江広域避難地への防災井戸の設

置は予定をしておりません。なお、上津深江広域避難地におきましては、来年度防災公
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園として整備する中で、防火水槽の設置を予定しているところでございます。 

次に、コミュニティセンターにつきましては、すぐ下の核兵器廃絶祈念碑横に、渇水

時に使用する農業用ポンプ施設が設置してございますので、まずはそのポンプ施設から

の水利の確保・利用ができるのではないかというふうに考えているところでございます。 

次に、防災拠点の本部となる役場につきましては、災害による停電等の影響で水道水

の確保が途絶した場合は、広域協定や災害派遣による水の確保ができるまでの間は、臨

時的な措置として、保健センター前にございます防火水槽の水を、飲料水以外の水利と

して利用するなどの方策を考えているところであります。 

次に３点目の、災害用井戸の管理についてでありますが、日頃の点検維持管理の具体

的な取り組みについては、坂瀬川公民館、都呂々公民館、富岡公民館につきましては、

総務課におきまして、出張所の巡回を月８回程度行っておりまして、その際、必ず月１

回の点検を実施しているところであります。また、志岐集会所についても、月１回防災

担当による点検を実施しておりますが、引き続き非常時に備えて適正な維持管理に努め

てまいります。 

次に３項目目の、水道用水の安全確保のための取り組みについてのご質問ですが、ま

ず１点目の、有機フッ素化合物ＰＦＡＳについて、現在の町の状況についてお答えしま

す。 

既に新聞報道等でご承知のとおり、全国の水道水や井戸水などで、国の基準を超える

濃度の有機フッ素化合物ＰＦＡＳが検出され、県内におきましても検出された自治体が

出ており、現在原因の究明が行われている状況でございます。 

国は水道水や河川、地下水などについて発がん性が懸念される有機フッ素化合物ＰＦ

ＡＳのうち、２種類（ＰＦＯＳとＰＦＯＡ）の合計で、１リットル当たり５０ナノグラ

ム以下との暫定目標数値を定めております。ちなみに１ナノグラムパーリットルは水１

リットル中、１０億分の１グラムとなります。 

苓北町におきましては、国、県の指導のもと、昨年水道における水質調査のフォロー

アップ調査を受けることとし、当初予算で１か所、９月補正で６か所の予算のご承認を

いただき、町内水道施設の主要水源地、計７か所でＰＦＯＳとＰＦＯＡの検査を行って

おります。 

検査の結果につきましては、水源地の原水７か所全ての地点において、「暫定目標値

５０ナノグラムパーリットル以下」に対し、正確に測定できる最小の値の「５ナノグラ

ムパーリットル未満」でありましたので、何ら問題はございませんでした。従いまして、

町内全ての水道水は安心してご使用いただける水質基準でございます。 

また、令和７年度におきましても、国の要請により、町内水道施設の給水栓等の１６

か所の検査費の予算を計上させていただいておりまして、引き続き水道用水の安全確保
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を図ってまいることとしております。 

なお、今後国におきましては、水道法の省令を改正し、現在の水質基準項目に新たに

ＰＦＯＳとＰＦＯＡを加える考えを示しておられます。 

次に２点目の、特定排水地域（浄化槽設置世帯）の水質管理の現状についてお答えを

いたします。浄化槽は、公共下水道や農業集落排水の事業区域外や区域内におきまして

も、諸条件により下水道に接続できない地域、そして山間部の地域に設置されておりま

す。 

議員ご指摘のとおり、浄化槽設置世帯は町の水道水が整備されていない地域もござい

まして、井戸水や湧き水を利用し、生活されている住民の方々もいらっしゃいます。こ

のような地域の方々においては、現在町の水道施設整備事業補助金を活用していただい

て、共同あるいは個人で衛生的な水処理施設を整備されております。また、これらの水

処理施設の管理につきましては、使用者自身で水質管理を行っていただいておりますが、

ご相談やお困り事があれば、随時水道職員が対応しております。 

なお、衛生面がご心配な方々に対しましては、熊本県が毎年、飲用水の衛生確保のた

め、無料で飲用井戸等の行政検査を行っておりますので、これに合わせて、町内の井戸

や湧き水利用者の方々に、個別に水質検査のご案内を行い、検査を実施していただいて

いるところでございます。 

以上、髙戸議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育長。 

○教育長（濵﨑敏和君） 失礼します。２項目目の、町内小中学校を全校統合した、新

たに設立予定の義務教育学校についてのご質問に答えさせていただきます。 

１点目の、以前開催した小学校の統廃合についての住民説明会の結果は、その後の審

議会ではどのような形で反映されたのかにつきましては、令和５年１１月に、「町内小

中学校に関する情報交換会」を町内４会場で開催しております。 

内容としましては、令和５年度から令和１２年度までの児童数の推移と、各小学校の

学級編制、学校教育充実検討委員会の検討状況、令和４年９月に実施した保護者アンケ

ートの結果説明、学校教育審議会の審議状況、苓北中学校校舎改築についての今後の方

向性について、これまでの経緯や現状を説明させていただきました。 

その後、情報交換を行い、複式学級や小規模校に関するご意見や、統合に関するご意

見ご要望をいただきました。出席者は４日間で計７７名でございました。情報交換会で

の意見・質問・要望につきましては、令和５年１２月に開催しました令和５年度第２回

学校教育審議会で「小中学校に関する情報交換会実施報告について」議題として報告し

ております。委員からは、義務教育学校やアンケートの取り方に関すること、複式学級

に関するご意見があっております。 
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次に２点目の、今回意見聴取の方法としてワークショップ形式が用いられましたが、

今後もこのような形式で説明会に臨まれるのかにつきまして、１月２１日から２４日に

かけて、町内４会場で苓北町学校規模適正化推進計画（素案）に関する保護者・住民説

明会を実施しました。参加者は、１月２１日、坂瀬川公民館が１５名、２２日、都呂々

公民館が１６名、２３日、富岡公民館が２２名、２４日、役場大会議室が１８名で、合

計７１名でございました。 

説明会は、事務局から推進計画案の要点説明を行い、その後、意見聴取に移りました

が、今回はご参加をいただいた皆様全員が、自分の考えや意見を出し合うことができる

ワークショップ形式で意見交換を行っていただきました。説明会の内容・進め方につい

て、事前の周知不足があったと反省しておりますが、「ワークショップ形式で地域住民、

保護者さんのいろんな意見が聞けて良かった」との感想もいただいております。ほとん

どの方が学校統合に前向きであり、「苓北町の子どもたちにとってより良い教育環境」

について、多様な意見が聴取できたと感じております。 

推進計画は、学校教育審議会の答申を十分に尊重し、教育委員会が素案として決定し

たものです。説明会では、できる限り皆様方のご意見ご要望をお聞きし、より一層子ど

もたちの教育環境の向上等に資するようなご意見について計画に取り入れ、必要な加

筆・修正を加えていくものでございます。従いまして今回は、ワークショップ形式を取

り入れての意見聴取とさせていただいております。 

なお、今後の推進計画実施に当たっては、対象となる児童生徒やその保護者の皆様は

もちろんのこと、地域の方々のご理解とご協力を得ることが最も大切なことから、事前

に地区ごとに説明会を開催し周知を図るとともに、小中学校の学校規模適正化の必要性

について、共通理解を進めながら進めてまいります。 

次に３点目の、苓北町学校規模適正化推進計画（素案）の配付は、学校教育審議会が

保護者・住民説明会を開催し、関係者等の意見を参考に答申を行った後に行うのが本来

ではないか、についてでございますが、教育委員会の諮問機関である苓北町学校教育審

議会は、令和４年１０月から令和６年１１月までに９回の会議が開催されました。また、

この間、教育委員会では、令和５年８月に町立小学校の再編に関するアンケート結果報

告会、令和５年１１月に町内小中学校に関する情報交換会を開催し、保護者や地域住民

の意向や考えの現状把握に努めるとともに、その結果につきましては、学校教育審議会

へ報告しております。 

小中学校の代表及び有識者からなる３２名の委員の皆様が、町内小中学校の現状に関

する基礎的データのほか、こうした資料等をもとに小学校の適正規模・適正配置及び中

学校校舎の整備についての基本的な考え方及びその実現のための具体的な方策について

協議を行い、令和６年１１月５日に答申書が提出されました。 
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教育委員会としましては、審議会は、審議と並行して、住民説明会の情報を共有し、

保護者や地域住民の意向や考えの現状把握に努めながら運営され、答申がなされたもの

と考えております。その上で、今回の推進計画（素案）は、学校の保護者や地域の方と

の協議を進めるためのたたき台として、学校教育審議会の答申を十分に尊重し、教育委

員会が決定したものでございます。 

次に４点目の、学校の位置について、既存施設の活用及び町財政を考慮してという文

言の具体的な見解については、統合新校の位置において、統合後の新しい義務教育学校

の位置は、地理的条件、通学距離、既存施設の活用及び町財政面等を考慮して、現在の

志岐小学校及びその周辺としております。 

まず、学校の形態として、小学校から中学校までの義務教育を９年間一貫して行う

「義務教育学校」を施設一体型を基本に開校することとしております。 

１年生から９年生までが通う校舎が必要となりますが、校舎建設に際しては、中学校

部分の増築で実施する方が費用的にも工期的にも抑えることができますので、志岐小学

校の既存施設の活用を基本としています。また、学校プールは、建設から５０年以上が

経過し老朽化しております。令和７年度からは、熱中症対策や教職員の働き方改革に考

慮し、町内全小学校で町営温泉プールを活用し、水泳指導を行うこととしております。 

また、併設している学校給食共同調理場も、建設から２４年が経過し、設備の老朽化

が進んでおります。現在の施設は、提供能力１日１,０００食規模で建設されておりま

すが、児童生徒数の減少に伴い、統合時の児童生徒数２８０人に合わせて、校舎一体型、

又は校地内に移設して、建て替えを検討することとしております。このほか、駐車場の

確保、学校周辺道路の安全対策・整備についても、学校施設と一体的に協議、検討する

こととしております。 

次に５点目の、義務教育学校に向けて、具体的に今後どのような取り組み・方策で臨

むかについては、今回の適正化に向けた基本的な考え方においては、小中一貫教育の導

入を柱としております。仮に本町の小学校が統廃合し１つになったとしても、児童数は

減少傾向であることが予想されており、このような児童数の減少に対応して、子どもの

社会性を育てるためには、幅広い年代の子どもたちが学ぶ環境としての小中一貫教育が

望ましいと考えております。 

また、国の中央教育審議会が令和３年１月に答申した「令和の日本型学校教育の構築

を目指して」においても、義務教育９年間を見通した小中一貫教育の推進が示されてい

るところでもあり、小中一貫校及び義務教育学校は、魅力ある学校づくりにもつながる

ものでございます。 

保護者・住民説明会のご意見やご要望でも、義務教育学校に期待する声や、魅力ある

学校にしてほしいとのご意見ご要望をいただきました。 
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苓北町だからできる特色ある教育を目指して、本町の多様な文化・地理・歴史・産業

等の教育資源を積極的に活用した教育活動を展開することにより、地域学習やふるさと

教育を充実させるとともに、保育園との連携・接続や、県立学校や大学との連携強化を

図り、苓北町の魅力づくりや将来的な発展につなげ、児童生徒が苓北町を愛し、誇りに

思う町独自の教育に取り組んでまいりたいと考えております。 

また、苓北町に縁のある様々な専門性を有する外部人材を活用し、多様で幅広い視点

から児童生徒の育成に取り組んでまいります。 

以上、髙戸議員のご質問にお答えさせていただきました。 

申し訳ありません、喉がガラガラでお聞き苦しかったと思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） それでは早速、再質問を行いたいと思います。 

まず、災害用井戸の設置及び維持管理でございますけれども、富岡公民館については、

駐車場のスペースと一定量の水量を確保するために、消防団の格納庫の裏に設置をした

ということでございますけれども、公民館の敷地内から消防倉庫の裏手に移設したこと

によって、その工事費の増減といいますか、それはなかったのでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 井戸設置の際は、場所を現在地に決めた後に工事を発注し

ておりましたので、工事費に変更はございません。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） そうすると事前調査といいますか、それはどこに頼まれたんで

しょう。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） ちょっと発注先はまではちょっと手元に持ってきておりま

せんけれども、ずっと、当時の担当者に聞きましたところ、調査を行ったところ、町長

の答弁のとおり、消防倉庫んところが、ということがありましたので、そっちで調査を

行った後に設置を行ったということでございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） 確かにですね、ほかの施設、公民館等々よりも富岡の公民館は

駐車場のスペースがないわけでございます。その点は十分分かっております。現地を見

ておりますので。ただ、一定量の水量ということでなんですけども、以前あそこ、公民

館に建て替えるに当たって民間の敷地を買収した折に、従来からの建物が建っていると

きに、建物の中にはですね、ちゃんとした井戸があったんですよね。ですから、私は今

の格納庫のところじゃなくても、今のところ、敷地内、駐車場でもですね、余裕があっ

たらあそこでの一定量の水量は確保できたのではないかなと思い、こういった質問をさ
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せていただきました。工事費に影響はなかったということでございますので、この点に

ついては省きたいと思います。 

それから上津深江のですね、広域避難地への設置については考えていないということ

です。確かに令和７年度に防災公園整備費として多額の予算が計上してあります。この

避難地については、災害時に仮設の建物、言わば応急的な仮設住宅は建設をしない、あ

るいは予定はないということなんでしょうか。当初はですね、仮設住宅も敷地内には建

てる計画ではなかったのではないかなと思いますけど、その点の確認をお願いしたいと

思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 今ご質問のうちの１点目のですね、あくまでも一時避難地

ということでございまして、防災井戸につきましてはご承知のとおり、あそこはＡＣⅡ

で造成された人工岩盤の上に造成されたところでございまして、井戸を掘削することも

多分難しいというふうに思っております。 

あと２点目の仮設住宅用地ですね、もともと計画されたので、今後計画ないのかとい

うご質問ですけれども、今度の議会で、また新年度予算で説明があると思いますけど、

芝生広場とかですね、駐車場がございますので、そちらには仮設住宅を設置するという

ふうな、設置も可能というふうなスペースはきちんと残してございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） 芝生広場とか、そういったところに仮設のスペースは考えてい

るような答弁だったと思いますけども、ならばですね一番、現在上津深江側といいます

か、あそこにトイレが設置してありますけども、あそこはですね、ＡＣⅡは使用してい

ないと思います。ですからそこの点について、もしいろんな面があった場合には考える

ことも必要かなと思います。 

それから、コミセンについてはですね、確かに祈念碑の前に干ばつといいますか、そ

のときのために井戸が設置してありますので、この点については、管理が土地改良区で

ございますので、至急というか、急いでですね、協議を行い、いざというときには使用

させてくださいというふうな承諾といいますか、それをとっていただきたいと思います。 

それから、災害本部となる役場への設置については、防火水槽を利用するということ

でございますけども、防火水槽にはですね、防火水槽本来の目的があろうと思います。

私はそういったことを考えると、この防火水槽を利用するのはいかがなものかなと思い

ます。 

それから、災害時はですね、ほかの自治体も同様に被害が出ているだろうと思います。

あくまでも必要最小限のですね、用水といいますか、これはもう生活雑排水、普通の下

水道に伴う用水でございますけども、これは自前でそのくらいは確保するべきではない
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かと思いますけども、再度回答をお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 水道が供給ができないというふうなところの前提の中での

お話だと思います。ご承知のとおり、志岐集会所のほうに防火井戸が、ポンプがござい

ますので、距離からすると、そこから運ぶというふうなところも、生活雑排水ですね、

雑排水というか、飲料水以外のところについてはなると思います。あと、災害ではもう

７２時間というふうなところの時間どう対応するかというふうなところございまして、

３日を超えるような、インフラが、甚大被害が発生する事態となった場合は自衛隊法に

基づいて、自衛隊の方に災害派遣をするということになるかと思います。自衛隊法の災

害派遣の実行がですね、自衛隊法第８３条第３項にございまして、庁舎その他の災害が

発生した場合は、自衛隊の部隊の長は、部隊等を派遣するというふうな事項によって法

できちんと定められておりますので、そのような重大な、甚大なですね、災害が発生し

た場合は、一番拠点施設である庁舎については、そのようなところで法の中でも対応し

ていただけるというものでございますので、そこのところで対応したいというふうに考

えております。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） 非常時にはですね、大勢の皆さんの協力が必要だと思います。

できるならばですね、協力得るからにはそういった用水というんですか、そういったこ

とぐらいはですね、わざわざ、確かに近く、志岐集会所は近いといえば近いわけでござ

いますけれども、再度ですね、その点についてはご検討方お願いしたいと思います。あ

わせて、先程申しました上津深江地区の広域避難地についてもですね、あくまでも予算

を許す場合にはですね、設置方お願いしたいと思います。 

それから、常日頃の管理でございますけれども、設置担当課である総務課ばかりでは

なくですね、実際施設は教育委員会、公民館が利用するわけでございますので、教育委

員会とですね、協議をしながら、最低限管理をしている館長さんとかについてはですね、

こういったところにこういった井戸がありますからということを再認識されて、できる

だけ井戸水を、時には公民館に自ら、あるいは従事している人たちも、何回となくです

ね、出してみるというな心がけといいますか、それは養ってほしいと思います。 

それから、次の水道用水の安全確保のための取り組みでございますけれども、有機フ

ッ素化合物ＰＦＡＳについては、国及び県の指導のもとに検査を行い、また、令和７年

度においては国の要請により、引き続き予算を計上し、安全確保に努めるという回答を

得ましたので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。そしてまた、旧来の特排地

域の用水の安全性についてはですね、それぞれの各家庭から相談があったときだけでは

なくですね、年にいっぺんぐらいはそこに出向いて、出向かないでも電話ぐらいかけて
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ですね、どうですかというぐらいの、何て言いますかね、行政サービスといいますか、

それはしてほしいと思います。私も含め、山口議員も質問されておりますけども、特排

地域が人槽制が従量制に変わったことによって、やっぱり不利益になったご家庭もあり

ますので、その点については、よろしくご配慮方お願いしたいと思います。 

次に、最後に、教育委員会に再度ご質問をいたしたいと思います。 

私はですね、そもそも町内の保護者代表及び有識者で構成された苓北町学校教育審議

会は、当初教育委員会から諮問された内容については、小学校の統廃合ではなかったの

ではなかったかなと今でも思っております。そして、保護者にアンケートをされ、それ

を第１回目の住民説明会で私たちにも、私も参加しましたけど、今回あったような形式

で住民説明会がされていて、令和８年度には町内の４小学校が統合し、苓北小学校です

か、これは私が考えた仮称でございますけど、その統廃合に向けた住民説明会ではなか

ったかなと思っておりますけども、その点について再度お願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） 審議会の当初は、その町内４小学校が統合するのではない

かというようなご質問でございました。 

まずですね、学校規模適正化問題に関わるこれまでの経緯について、先に触れさせて

いただきたいと思います。 

令和元年度から、苓北町学校教育充実検討委員会を苓北町教育委員会の中に設置しま

して、小学校の適正規模及び中学校の校舎改築について検討を行っております。この間

検討委員会は、令和４年１０月までに６回開催をされたところでございます。この中で、

令和２年１１月に検討委員会の答申を受けまして、先程おっしゃられましたように、小

学校の統合については、保護者等の意向にもよるが、都呂々小学校が完全複式となる見

込みの令和７年度頃の時期、又は令和１２年頃に町内小学校、小学生規模が１学年１ク

ラスになる時期等が妥当だと考えると、学校ごとの段階的統合は難しいと考えられる。 

場所については、現在の志岐小学校の校舎を利用すれば、改築費等の発生もしないこ

とから、志岐小学校が立地条件、規模等により望ましいと考えられるというような方向

性が示されているところでございます。その後ですね、令和４年１０月に教育委員会か

らの附属諮問機関であります学校教育審議会に、小学校の統廃合や中学校校舎の改築に

係る諸課題の検討を諮問をしているところでございます。その中で先程のアンケート調

査の結果報告、あるいは苓北中学校校舎について議論がなされたところであります。し

かしながらですね、教育長の答弁の中にもございましたけども、本町の小学校が統廃合

し１つになったとしても、児童数は減少傾向であるということが残念ながら予測をされ

ておりまして、令和１２年度においては小学校が１６１人、中学校が１１９人、合計２

８０人の予測となっております。 
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このような状況の中で文部科学省はですね、平成２７年１月に作成しました公立小学

校中学校の適正規模、適正配置等に関する手引きにおきましては、少子化への対応とし

て、学校を統合する場合と、小規模校を存続させて活性化させる場合の両方に当てはま

る工夫として、小中一貫教育の導入例が示されているところでございます。 

このようなことから、今後の状況を踏まえまして、苓北町の子どもたちの学びの場と

して、小学校から中学校までの義務教育９年間を一貫して行うことを趣旨とします義務

教育学校は、未来に向かってよりよい教育を創造していく上で、魅力ある教育効果が高

い学校教育制度であると考えまして、審議会へは今後の教育の在り方の１つの選択肢と

しまして、義務教育学校の検討をご提案したところでございます。 

学校の形態を義務教育学校にすることにつきましては、令和５年度第１回審議会でご

審議をいただいておりますが、前向きで弾力的な取り組みが期待できることと、教育効

果が高いということから、義務教育学校の導入については委員の皆様からは特にご異論

なくご了承いただいたところでございます。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） 納得できませんけれども、致し方ないのかなと思います。 

学校規模適正化推進計画の素案についてはですね、今でも私は、今回開いた住民説明

会の後に答申は出すべきだったと思います。なぜかというとですよ、今回住民説明会に

あえてワークショップの形を用いて、広く意見を聴取する機会を教育委員会自らが持っ

たということならば、なおさらのごとく答申については今回の住民説明会を経て、それ

を活かした上で答申を出すべきだったのではないかなと思いますけどいかがですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） 素案に関しましてはですね、住民説明会の意見はどのよう

な形で活かしていくのかっていうなことになるのかなと思うんですが、教育委員会とし

ましては、住民の皆様に対する説明のたたき台ということで、審議会のご意向を踏まえ

まして計画の素案のほうは策定をしておりますので、審議会におきましては、我々が令

和５年に実施しております住民説明会等の情報も共有をさせていただきながら進めさせ

ていただきましたので、今回の素案につきましてはですね、教育委員会のほうでたたき

台ということで説明をさせていただいております。 

そういった中で多くのご意見、ご要望がですね、寄せられたところでございます。ス

クールバスとかの通学に関すること。学校施設、学校経営の充実に関すること。各地区

とのふれあい活動の継承に関すること。交流学習の内容の充実に関することや、小学校

の在り方に関すること。苓北町ならではの教育に実現に関すること。環境の変化への不

安に関すること等について、諸々たくさんですね、ご意見はいただいております。そう

いったことを、ご意見をですね、いただきましたので、それを素案の中に今後反映させ
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て、計画に活かしていくというような位置づけで素案のほうは作成しておりますし、そ

の素案の内容についての意見聴取を今回行わせていただいたというような形になります。 

今回の説明会でご意見をいただきましたので、教育委員会におきましては、２月１７

日と２５日に教育委員会議のほうを開催をさせていただきました。計画内容を再度ご審

議をしていただきまして、最終的にはですね、２５日に開催をされております苓北町総

合教育会議での最終的な協議、調整を終えて、最終的な推進計画ということで今回策定

をさせていただいております。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） それではですね、もう１つ具体的な統合計画ということで、１

２年ですか。目標に開校するということが述べられておりますけども、財政面というこ

とを考えるとですね、ご存じのとおり令和７年３月から国交省のほうから通達も出てる

と思いますけども、公共工事の設計労務単価が大幅改定をされました。ですから、１年

延びていくほど事業費が大きくなります。そして、加えてですね、共同調理場の改築も

答弁の中にいただきました。共同調理場はご存じのとおり、三法で作られた関係でオー

ル電化が当初だったんですけれども、途中に炊飯釜についてはですね、改築するときに、

見合うだけの規模の炊飯釜がありませんよということだったと思うんですけども、また

ガス釜に変わったんですけれども、オール電化になるとですね、本当に調理場の中はき

れいです。しかしながら、今後は適正規模ということで、縮小された共同調理場が計画

されておりますけども、これについても多額な経費が必要となってまいります。ですか

ら、中学校の改築ばかりではなくですね、財政運営の金のほうも調理場はどうするかと

いうこともですね、振興計画の中には当然組み込まれるべきだと思いますけど、そして

一番大きな問題、これはですね、統合計画が令和１２年度には開校の予定となっており

ます。これが延びることは絶対ないと思うんですけども、いかがですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） 統合の時期につきましては、令和１２年度、令和１２年４

月１日開校の目標で準備を進めるということにいたしております。 

先程議員のほうからご指摘ありました財政面のほうではですね、令和７年３月から公

共工事設計労務単価のほうも改正されたというようなご指摘もいただきました。現在人

手不足に加えまして、週休２日制など働き方改革の推進による労務コストの上昇、あわ

せまして、建設資材の高騰など、建設工事のコスト高騰や、工期の長期化については十

分懸念をしているところでございます。 

先程申し上げました令和１２年度開校に向けまして、今後基本構想の策定等を踏まえ

まして、目標に向けまして最大限努力をしてまいります。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 
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○９番（髙戸幸雄君） １２年度にですね、新たな学校を作るんですよ、開校するんで

すよということを決めたらですね、それは変更してはいけないと思うんですよ。確かに

中にはですね、地元の要望云々ということがありますけれども、そういったことを考え

ていくと、ますますこう、今度は町全体が大きくいろんな意見が出てくるだろうと思い

ますので、絶対１２年度には開校するんだという信念を持ってですね、今後は統廃合に

向けては進めていってほしいと思います。 

いつも言われますけども、将来ある子どもたちのためにですね、全庁一丸となって教

育環境の整備、それから充実するために、そして最終的には義務教育学校の設立のため

に頑張っていくことを願い、私の今回における全ての一般質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。 

○議長（野﨑幸洋君） これで髙戸幸雄君の一般質問を終わります。 

ここで、昼食のため１時５分まで休憩といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時０５分 

再開 午後１時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） それでは時間前ですが、皆さんおそろいですので、休憩前に引

き続き一般質問を再開いたします。 

通告９番、浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） こんにちは。通告９番、５番議員、浜口雅英。 

質問方式は一問一答です。相手は町長です。 

質問項目１、安心して住めるまちづくり。 

質問要旨１、人口減少と町民生活の保全。 

近年の日本国内の人口動態は、少子高齢化が顕著になり、国内のほとんどの自治体が、

過疎化と少子高齢化社会による地域づくりを求められているのではないでしょうか。 

さらに繰り返しになりますが、令和６年３月の第２回定例会、そして１２月の第５回

定例会で申し上げましたように、厚生労働省、国立社会保障・人口問題研究所は、２０

２０年、令和２年の国勢調査の資料を基にした２０５０年の将来推計人口を公表され、

熊本県全体の人口は、令和２年１７３万８,３０１人が２０５０年には１３５万５,３３

９人に減少するとされ、その減少率は２２％ということでした。 

県内の各自治体の状況も各市の１４団体、そして町村の３１団体が個別に示され、県

下４５市町村のうち、実に４１市町村で人口が減少する結果になっているとのことでし

た。特例的に２０年７月の集中豪雨で多大な被害を受けた球磨村は、２,４３３人の人

口が実に６５０人になってしまうと推計され、経済活動の中心となる１５歳から６４歳
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までの生産年齢人口は、１,０９７人から２,２０７人、訂正します、１,０９７人から

２０７人へ減少し、１８.９％になってしまうとのことです。働き手をなくした自治体

運営はどうなるのでしょうか。ほかにも、県内４５市町村のうち、天草では上天草市が

２万４,５６４人から１万１,６６９人、天草市も７万５,７６３人から３万９,３２７人

へ、半数近い４８.１％、３万６,４３６人の人口減少が予測されております。 

このような中で、私たちの苓北町は２０２０年、令和２年の国勢調査で登録されてい

る人口７,１１４人に対して３,５３７人が推計され、減少率は３,５７０、訂正します、

減少数は３,５７７人とほぼ半減するとのことです。 

加えて、国立社会保障・人口問題研究所の令和６年１１月１２日の発表によれば、都

道府県別世帯数の将来推計は、２６年後の２０５０年には、６５歳以上の高齢者が１人

で暮らす割合は３２道府県で２０％を上回り、１世帯の平均人数は、未婚の人が増え、

少子高齢化と重なり、２人未満と推計されています。既に少子高齢化が進み、産業の担

い手不足という現状に悩む私たちの苓北町にとって、この推計値は何を意味するのでし

ょうか。 

このように人口が減少するとの推計の中で消滅自治体とも囁かれておりましたが、私

たちはこの歴史ある苓北町を消滅させてはなりません。私たちは行政、議会はもちろん、

町民みんなが知恵を出し合って、安心して暮らせる町づくりに努めるべきです。生活環

境の保全関係で、ライフラインという言葉をよく聞きます。そもそもこのライフライン

とはどのような意味の言葉なのでしょうか。分かっているようで、うまく説明できない

という人も多いのではないでしょうか。 

ライフラインとは、生活を維持するのに最低限必要な設備や機能と言われています。

地震等の災害時によく使われる言葉で、ライフラインの断絶は、通常の生活ができなく

なることを意味し、主なものとして、電気やガス、水道などが当てはまると考えます。

私たちの生活は、電気の存在なしには成り立ちません。電気は電灯などの照明をはじめ、

空調、パソコンなどの製品を使うにも電気が必要ですし、スマートフォンなどの充電も、

電気が通じていないと不可能です。そのため、電気の安定供給は私たちにとって最重要

な事案でしょう。 

ガスもまた、調理や暖房に際して必要です。 

電気やガスもそうですが、生活には水も欠かせません。そもそも飲み水がなければ生

きていけませんし、食べ物を調理するにも大量の水が必要になります。また、トイレ等

の衛生面においても、水は貴重な役割を果たしています。このように、上下水道が使え

なくなった場合、健康状態などに深刻な影響を与えることは容易に想像できます。 

近年、私たちの社会に電話通信に加えてインターネットが幅広く生活の中に溶け込ん

でいます。情報の収集は、生活を営む上で不可欠な行為です。特に非常時においては、
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情報が命綱となっているようです。災害で固定電話や携帯電話などの通信施設が被害を

受けると、安否確認や救援物資の手配等に支障が出ます。また、インターネットのトラ

ブルも、企業の経済活動などに重要なダメージを与えます。 

物流は、文字どおり生産物などの流れのことです。これが滞ることは、生活の維持が

困難になることを意味します。特に災害時には、食料や水を運ぶという役割が重要にな

り、直接的に命にも関わってきます。物流が機能しなくなれば、経済全体がストップす

ることにつながります。これも繰り返しになりますが、人口減少が進む中で、産業の進

行が停滞していると言わざるを得ない状況を打破し、消滅自治体の候補に挙がることの

ない町の振興に努めるため、町が管理するライフラインはもちろん、民間で管理するも

のについても、経年劣化が心配される施設をはじめ、万全の運用を果たし、一層の町づ

くりに努めるべきと考えますがいかがでしょうか。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 只今の浜口議員のご質問に答えさせていただきます。 

まず１点目の、電気やガス、上下水道のライフラインについてお答えをいたします。 

議員ご指摘のとおり、電気、ガス、上下水道、電話、交通等の各施設は、住民生活の

根幹をなすものであります。災害等でこれらの施設が被災した場合、日常生活の麻痺に

つながり、その影響は極めて大きいものと認識しております。 

昨年の能登半島地震では、上下水道施設も甚大な被害を受け、水道水の断水や下水道

管の破損等によりライフラインが寸断され、改めて水が使えることの重要性、公共性が

認識をされました。 

この地震の影響を受け、国は水道と下水道が欠ければ国民生活に大きな影響を与える

ことから、持続性の向上や上下水道施設の「急所」の耐震化など、災害に強い上下水道

一体となる基盤整備・強化の取り組みを進めておられます。 

なお、今回の能登半島地震の発災を踏まえ、苓北町の水道事業におきましては、今年

度改めて苓北町水道事業危機管理マニュアルを策定をいたしました。 

具体的には、いつ起こるかわからない自然災害や、水道事故発生時の初動対応をはじ

め、緊急連絡体制を整備したほか、浄水場が被災し、水を作れなくなった場合に備え、

バイパス管の切り替え方や、断水した場合の応急の給水、被害拡大を防止するための応

援要請など、水道事業における全体的な危機管理体制を整えたところであります。 

また、災害発生時の協力体制といたしまして、苓北町管工事組合、熊本県、熊本県簡

易水道協会をはじめとした体制を整えているほか、県全体で大規模な災害が発生し、県

独自では応急対応や復旧・復興に関する対策が実施できない場合においては、九州・山

口９県災害時応援協定を結び、対応することとしております。 

下水道事業におきましても同様に、災害が発生した場合、関係機関が協力し、使用さ
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れている町民の方に問題が生じないよう、災害対策マニュアルを整備しております。 

また、県を超える広域的な支援体制につきましては、日本下水道協会策定の下水道事

業における災害時支援に関するルールに基づく体制を整えております。 

上下水道事業は、人口減少による料金収入の減少など厳しい状況ではございますが、

水道と下水道どちらも住民生活になくてはならないものでございます。そういった意味

で、上下水道事業を将来にわたって継続していく必要がございます。今年度企業会計に

移行し、経営の安定化を図りつつ、アセットマネジメント、資産運用でございますけど

も、この資産運用やストックマネジメント、既存施設、資産を最大限に活用し、効率的

に管理していく維持、こういった計画に沿って、施設の適正な更新やリスクマネジメン

トに備えてまいります。 

次に、物流への影響に伴う対策ですが、災害時、町内各集落において一部のルートが

通行不能となった場合、速やかに別のルートで物資等を輸送できる体制がとれるよう、

町道をはじめ、国道や県道なども含め、最適な迂回路を町として常に確認・把握してお

くとともに、それらの迂回路を含む町内の道路が、日常的な通行はもちろん、有事の際、

緊急避難路や輸送路として十分な機能が発揮されるように、常日頃の適切な維持管理に

努めてまいります。 

このことにつきましては、先に県が実施をしました大規模災害訓練の図上訓練におき

まして、富岡地区あるいは坂瀬川地区の山間地を想定した図上訓練を実施した際に、い

ろんな道路が寸断されて、どういう対応をするんだということで、図上訓練の場ではご

ざいましたけれども、私ども混乱をした結果となりました。 

こういった反省も踏まえて、今申し上げましたとおり、最適な迂回路についても町と

して常に確認・把握しておく重要性を強く感じたところでございます。 

また現在、国及び熊本県により整備が進められている「熊本天草幹線道路」につきま

しては、観光や産業の振興を図る上で極めて重要な道路ではあることはもとより、何よ

りも、災害時には現在の国道とのダブルネットワークの機能を果たし、天草島民の孤立

を防ぐ「命の道」でもございますので、町といたしましても、引き続き関係自治体との

連携をとりながら、国・県に対し、本幹線道路の早期完成を強く要望してまいります。

次に、電気やガスなど民間で管理するものについても、経年劣化が心配される施設をは

じめ、万全の運用を果たせるようにとのことでございますが、議員ご指摘のとおり、ラ

イフラインのうち、特に災害時には電気の安定供給が最も重要なものと考えております。 

苓北町においては、災害時の応援協定を各事業者や関係機関と締結しております。そ

の１つに、九州電力送配電株式会社天草配電事業所と、災害時の電力復旧に必要な道路

啓開作業を送配電事業者でできるようにする「苓北町地区災害復旧に関する協定」を締

結をしております。 
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主な内容としましては、倒木等により電力線設備に掛かり木がある場合や、道路の通

行ができない事態が生じた場合は、電力事業者が倒木を処理し、道路の通行を可能とし

て、ライフラインの早急な復旧を行うなどの項目を協定書に盛り込んでいるところでご

ざいます。 

このような電力の復旧のほか、災害時における廃棄物の収集運搬に関する支援や、し

尿及び浄化槽汚泥の収集運搬等の支援に関する協定など、各協定を締結し、災害時に備

えた連携・支援の取り組みを事前に十分準備した上で、町民の皆様が安心して住んでい

ただけるように、今後も努めてまいりたいと考えております。 

以上、浜口議員のご質問に答えさせていただきました。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 高規格道路の早期完成が求められています。このような中でで

すね、１２月１９日ですか、県の総合防災訓練が実施されました。これは天草下島の孤

立化を防ぐための高規格道路が計画されています。自衛隊の出動もこの防災訓練の中で

は見られたわけです。「命の道」という、非常にこう、耳ざわりのいい言葉なんですが、

この道の役割っちゅうのはもう天草島民みんなが分かっているように、本当にこの道が

なければ私たちは熊本市、九州本土との医療、教育、諸々の交流ができなくなってくる

ということです。ですので、命の道とすれば、それならば我々苓北町の町道はそういう

ことでないのか、救急車が過疎集落になっている山間部の集落で、もし万が一救急車を

必要としたときに、その道は命の道として救急車が何の支障もなく通れるような、そう

いうような維持管理が必要だというふうに思うわけです。 

それはそれとして、この高規格道路については繰り返しになりますが、早急に命の道

としてですね、５０億円予算がつきました、３０億円つきました、この間道路が１００

メートルできます、そういうことじゃなくて、貫通させてしまうんだ、成功させてしま

うんだという気持ちで取り組むべきと思うわけですが、いかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 浜口議員の思いと私も一緒でございます。せんだって大矢野道

路の新大矢野トンネルの貫通式もございましたけども、まだまだですね、トンネルが貫

通したというようなことの中で、バイパスの完成まではまだ完成時期がはっきりわから

ないということでございました。そういった中でもやはり、全国各地でやはりまだまだ

道路の整備が進んでいない部分がありますので、そういった点も踏まえて、特にこの熊

本天草幹線道路につきましては県共々ですね、関係自治体一緒になって精いっぱい頑張

ってまいりたいと思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） もうまさに今ですね、町長の発言あったように、大矢野トンネ
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ルができました、よかったですよかったです万歳万歳万歳、今度は赤崎の道路ができま

した万歳万歳万歳、結果的に何回万歳をするわけなんですか。ですね。ほいけん、この

道で、この項目の中で、この事業に対して命の道の完成だということであればですね、

そういうことじゃなくて、部分的じゃなくて全線を、全部通してしまうという気持ちを

関係自治体の首長さんはもちろん、こん前、島民集会のときにおいでとられてた国会の

代議士の皆さん、ほいから県知事などなどがそうなるべきだろうと思います。 

次に町道の維持管理。今日、先程から大分出ておりましたが、の中でですね、上津深

江椎葉線の山間部の水路の水をですね、これまさに応急的なんでしょうけども、苓北町

の公共土木は考え方どうなのかと。水が来ないようにですね、何か小さい土嚢を道いっ

ぱいにですね、まあ言うなれば渡してあるわけですよ。それで当然、普通ならばその土

嚢に当たって、水がそれよか下に流れないということなんでしょうけども、相手は水な

んですね。ですからそれでは何の効果もないというふうに思います。今後もそういう考

え方で進められるのか、その町道に今土嚢置いておられる分は今後どのように対応され

るのかお尋ねします。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 椎葉線の水路につきましては、今議員がおっしゃいま

したように、今現在の対応といたしましては、土嚢をですね、要するに水路とか、迫の

水が路面をずっと流れる状況が確認できましたので、路面がどんどんどんどんこう洗堀

されていって、車の通行も厳しい状況になってきているということで、ひとまずこの土

嚢については応急的な形で並べさせていただいておりますが、もちろんその本工事とい

いますか、きちっと水路を川のほうに水を躱すような本工事を予定しておりまして、来

年度、７年度の予算に計上しておりますので、予算が通りましたら来年度工事をしたい

というふうに考えております。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） ７年度の予算が通った場合はですね、やっぱまず一番にやるべ

き。４月１０日発注ぐらいで。というのはですね、今ほら岩手で山林火災が発生したで

すよね。アメリカでも山林火災が発生しました。その被害っちゅうのはどうしようもな

いというごたい感じでしょう。椎葉線があそこで、あの近辺で、いや、山林火災が起こ

るとは言いません。しかし、起こらないとは言いきらんわけです、こればっかりは。そ

ういうものが発生したときに、苓北町の道路維持管理はどうなっている。大体考えてお

かしかでしょう。ですね。我々素人でもですよ、道路に水んくいけんって言うてどがん

すっとやって言うたら、そんコンクリートを掘削して、それでそこに水を躱すというな

ら分かります。しかしその上に土嚢ば築いてですよ、土嚢で躱そうなんていうのは、こ

れは多分保育園の先生も子どもたちにはそういう教え方はしないと思います。その程度
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ですよ、苓北町の公共土木の設計ちゅうのは。もし、あの、ですね。ほいで昨日の一般

質問の中にも出ておりましたように、国道の草、除草工ですか。あん草が生えてこない

ようにする。ほいであそこも、これまでも、あの区域だけじゃなくて、富岡港からずっ

と円通寺下ぐらいまでは道路の幅員が狭いんじゃないかと、大型ダンプカーの通行も結

構あると。だから道を広げるべきじゃないかという、検討すべきじゃないかということ

は議会の中でも発言しています。何月何日の議会で言ったとか言わんじゃろはまた色々

問題ですので、ですがこん議会の中でですね、そのような発言はしておると思います。

やっぱそういう議会の中での発言は耳にとめておいていただいて、もし県からそういう、

県道ばちょっと改良すっですもんね、ほいけん負担金ばいくらかくだっせてなったとき

には、そこら辺もずっと提案されてはいかがですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 町内の国道でですね、２車線になっていない、センタ

ーラインが入っていない箇所としましては、今おっしゃいました富岡のですね、円通寺

下から、それから、富小の過ぎたところまで。それから今もう事業化はされてるんです

けども、国道３８９号の妙見の滝付近ですね。そこがセンターラインが入っていない状

態、幅員が狭い状態なんですけど、３８９につきましては県のほうで事業化がなされて

おりまして、来年度着工するということで聞いておりますが、この３２４号の富岡の部

分につきまして、私たちも要望は県のほうに書面でも口頭でもお願いをしているところ

でありまして、今後も町内の国道でですね、１車線の部分がないような形にできるのが

一番理想だと思いますので、引き続き県に要望していきたいと思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 今の件もですね、先程冒頭に再質問しました命の道と同じよう

な、命の道に対する地元行政の考え方、まあ同じような考え方ですね。口では命の道で

すよ、大事な道なんですよ、これがなかったら苓北町町民は生きていくことができませ

んってそういう綺麗事を言いながら、その裏ではなかなかできていかない。お金のせい

なのか、政治家の政治力のせいなのか、よく分かりませんが、まあそういうことです。

要は、もうそういうお互い議論のやりとりも大事なんでしょうけども、そういうことじ

ゃなくて、一刻も早く道を作ってほしいということですね。で、道路の幅員が狭いとこ

ろは広める。それで産業の振興とかなんとかそういう話もよく話をされますが、やっぱ

道を、幹線道路の幅員を広げること、これが大型車の通行が可能になってくるわけです

ので、大型車の進入ができないのに企業の誘致をと言うてもですね、なかなか企業は来

ないのではないかと思います。 

それから、曲崎海岸の海岸から、防潮保安林ですかね、の管理道路が巴崎の北側にな

っとかな。ずっとあります。ほっでその終点部がですね、これももうずっと何十遍て言
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うておりますが、崩壊したまま、ついこの前、１０日ぐらい前も行ってきましたが、や

はりそのままです。やはりあそこも早急に復旧すべきじゃないかと思います。そうせん

と、これもちょっと万が一の話ですが、先程から震度いくらとか何とかっちゅう話がで

すね、出ておりました。ほいで大きな地震が来れば、あの曲崎を突き破って富岡港周辺

の住宅地を洗い流してしまうということも想定しなければならないと思います。そうい

った意味で、そういう具体的にですね、そういう計画はあるのかどうかお尋ねします。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 曲崎の管理道路の先端のですね、ちょっと壊れている

部分についてですけども、どこの管理かというところで調べました結果ですね、県の土

木部だということですので、土木部のほうには状況をお伝えして、補修をお願いしてい

ますけれども、先程言われましたようにまだちょっと修繕、実際の修繕には至ってない

んですけども、またこちらの方もですね、今後も県のほうに強く要望していきたいと思

います。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） よろしくお願いしときます。お願いっちゅうよりもですね。 

それから電気料で、富岡城にですね、夜間照明ば、夜間照明が設置されています。私

も、暗いときに１人で富岡城に行くのもいいかなと思って家内に言うたところが、私も

来ますと言うて、かなり古いアベックで行ってきました。で、誰とも会いませんでした。

ほいけんが、アベックにはいいのかなというふうに思いますけども、どういう目的であ

の夜間照明を設置されたのか、もう分かる範囲で構いませんので、教えてください。 

○議長（野﨑幸洋君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（稲尾浩二君） 只今の質問についてお答えをさせていただきます。富

岡城のですね、ライトアップにつきましては、１２月議会の廣田議員の一般質問の際も

ですね、ちょっとお答えをさせていただいたんですけれども、目的といたしましてはで

すね、苓北町最大の観光施設であります富岡城のですね、観光客の皆様へのＰＲと、あ

とですね、苓北町民の皆様方への、最大の観光施設であるということの周知等の目的で

ですね、ライトアップを設置させていただいている状況でございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） そういう目的でライトアップをされていると。ほんで、そのこ

とによって入り込み客っちゅうと大げさですかなあ、そういうお客さんが来て、感想と

して、苓北町の富岡城は夜間に回ることも散策することもできる。ほいでまた、上から

夜の苓北町の巴湾を中心とした、通詞島までの海岸線を見ることができる。そして、西

側は九州電力の発電所の夜間関係の状況も見ることができて、非常にためになったとい

うこと、そういう話はあるんでしょうか。 
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○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英議員、今の質問は事前通告からすると、どこに関連が

あるかをまず説明してください。 

○５番（浜口雅英君） これはライフラインの中でですね、ずっと書いてある。幅広い

わけで、ライフラインは。ほいで、電気の使い道がどうなのかっちゅうことはお尋ねし

たわけですよ。ほいけん、それの流れです。 

○議長（野﨑幸洋君） 電気のライフラインとしての文言はありますけども、商工観光

課に対する、その夜間照明についての質問はちょっと関連からするとちょっと外れてる

ような感じがします。 

○５番（浜口雅英君） なんのなんのなんのなんの。これはストップやろ。ストップ。 

○議長（野﨑幸洋君） はい、じゃあ時間ちょっと止めてください。 

○５番（浜口雅英君） もうこれはあって、電気がどのように使われているかと、苓北

町に、そのことについての質問ですので、趣旨からは外れていないと思いますが。 

○議長（野﨑幸洋君） 電気がどのように使われているか。まあ、安心して住めるまち

づくりとしての表題はありますけども、その部分からいうと。分かりました。 

じゃあその答弁できますか。じゃあ商工観光課長、どうぞ。 

○商工観光課長（稲尾浩二君） 観光客のお客様直接からはですね、ちょっと私たちの

方は、ライトアップをしているですね、ご意見とかはちょっと伺ったことはちょっと私

はないんですけれども、ビジターセンターの職員であったり、歴史資料館にお見えにな

られた際にですね、少々そのライトアップの効果とかをお話しされたということはお聞

きしたことがございます。で、悪いとかですね、そういったお話まではちょっとお聞き

していない状況でございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 議長、質問書のですね、２０ページの下から２１行目にですね、

私たちの生活を、こっも電気止めとってくれろ。電気やかった、時間ば。私たちの生活

は電気の存在なしに成り立ちません。電気は電灯などの照明をはじめ、空調、パソコン

などの製品を使うにも電気が必要ですし、スマートフォンなどの充電も電気が通じてい

ないと不可能です。そのため、電気の安定供給は私たちにとって重要な事案です。 

ほっでこん中にまあ富岡、具体的にですね、富岡城の夜間照明のライトアップと、そ

ういうことは謳っておりませんが、夜間照明も、ただ単にあそこに来る人というのも、

観光客の誘致業務の１つでしょう。富岡城ですね。とすれば、今言いました２１行目、

２２、２３、２４、２５行の中に入ってくるというふうに思います。 

○議長（野﨑幸洋君） はい、分かりました。じゃあこの質問は認めます。 

○５番（浜口雅英君） ほんなら次きゃ。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英くん。 
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○５番（浜口雅英君） あの、これもライフラインの１つです。ほいで、この質問書の

中にはこういう具体的な言葉は使っておりませんが、町の公営住宅がありますね。ほい

で、ずっと定期的に募集、まあ定期的にという言葉は不適切かもしれませんが、空き室

が出たときに広報を使って、広報れいほくを使って募集しておられますが、なかなか募

集が採用されないというか、ないようなんですね。 

ほいで、１回私も担当の職員の方に、部屋ん汚かっじゃなかんねって言うて一緒に見

に行くことはでけんですかと言うたとこが、構わんですよっちゅ言わしたもんで、２人

でですね、ずっと坂瀬川、ほいから富岡、都呂々の部屋を、大げさに言えば視察しまし

た。しかしですね、間取りもうまくとれているし、部屋もきれいになっています。にも

かかわらずなぜなのかと。あえて言うならば、坂瀬川の場合はすぐ住宅の２メーターぐ

らいのところにですね、裏に山があって、そこの立木、立ち木が生え放題といいますか、

そういう感じになっていました。ですので、ああいう環境、それぞれの坂瀬川に限らず、

環境も十分やっぱり検証されて、ほして誰でも、特に女性の独りとか何とかもあるわけ

でしょう。そういう人たちもスムーズに入居申請できるような住宅の環境づくりも大事

じゃないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 町営住宅の環境面につきましてですけども、もちろん

建物そのものですとかですね、駐車場でありますとか、そういうところの管理はしっか

りといいますか、適切に行っているところですけれども、そのさらに外のですね、今言

われました周辺の山林ですとか、そこらあたりまでの配慮というのは今までのところは

ですね、特段考えておりませんでしたけれども、民地となると、どれだけのそこに手が

入れられるかっちゅうところが今の段階で分かりませんけれども、一度周囲もそれぞれ

の住宅についてですね、確認をして、対応できる部分があれば対応していきたいという

ふうに思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 確かに住宅も老朽化と言わざるを得んような状況もあろうかと

思いますので、できるだけ目を通していただいて、町の公営住宅が空けばなあというぐ

らい感じをですね、住民の皆さんに持ってもらわんと。あそこん空いたっちゃもう木の

繁っとっとやもんとか、・・・の溝に泥ん溜まってどもこも、で、イノシシん餌取りに

来よっとやもんなあていう、そういうことがないように、維持管理にも努めてください。 

ほいからもう１件ですが、今の公営住宅は全部補助事業で作ってある、建設してある

んじゃないかと思います。ほっでそこら辺で、補助、適正化ですかね、なんちゅうとか

な、補助金の効能が効く間。ほいでそれを省くことができる、それはなんちゅうとかな、

そういうふうにして補助金の機能を省いてしまって、まあお金で済むならばもうそこに
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何十万円ならばお金で何十万円国に納めて、ほいでもう完全に苓北町のものにすれば、

その使用料も３万とか４万とかじゃなくて、１万５,０００円とかそういう形でも貸し

出しができる、貸与ができるんじゃないかと思いますけども、その点いかがでしょう。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 町営住宅の空き室がですね、やはり年々少しずつ増え

ている状況がありまして、それはもちろん大きな目で見たところの人口減少とかですね、

そういったところが影響があるんじゃないかというふうに考えておりますが、せっかく

ありますこの住宅というですね、このストックといいますか、それを有効に活用したい

というところでですね、国の制度の中で、公営住宅の地域貸与活用という制度ができて

おりまして、それは長年もう町営住宅の空き室がもう何年も空いたままで、何室もある

というようなところが全国的に増えてきている状況の中で、国の制度としてその空き室

を通常の入居制限というんですかね、条件っていうのを緩和した中で、町としての移住

定住の促進とか、地域の活性化につながるような用途に弾力的に活用ができるというも

のがありまして、苓北の場合も、最初に申しましたように空き室がどんどん増えてきて

おりますので、その空き室を活用しまして、この制度で来年度ですね、お試し住宅であ

りますとか保育園留学、それから特定地域づくり事業の方の住戸等として活用を計画し

ておりまして、今、国に申請をして、それが認められてできるということですので、今、

申請をしているところでありまして、それが承認されましたら来年度は町営住宅の空き

室を、条件を緩和した中で有効に活用できるということで、目指しているところであり

ます。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 今課長が発言されたようにですね、やっぱその事業を十分把握

されて、ほいで１人でも多く苓北町に住んでもらう、そういう取り組みを一層強化して

ほしいと思います。 

それから、水道の呼び名ですけども、上下水道、上下水道ってまとめて最近はですね、

下水道ができたけんですね。しかし下水道がなかったときには上水道ではないと、ほい

で水道、簡易水道やったですかな、当時の言い方は。簡易水道という呼び方で統一とい

うか、でしたけども、現在下水道ができれば、その水道だけの呼び名っちゅうのがあん

まりないですね。水道だけを何と呼べばいいのか。昔のように簡易水道なのか、それと

も普通水道なのか。そこら辺を教えてください。 

○議長（野﨑幸洋君） 水道環境課長。 

○水道環境課長（時田健一君） 令和６年の４月１日にですね、企業会計になりまして、

その前に簡易水道４つございました。その４つの簡易水道を統合して、今は上水道とい

うことにしております。 
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○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） はい、分かりました。それから関連してというか、関連はしと

らんとかもしれませんが、水道管を町内一円に敷設してある、一円かどうか分かりませ

んが、大部分に敷設してあろうと思います。水道管の埋設状況については先程錦戸議員

からですか、質問があったようですけども、この水道じゃなくて、例えば橋ですね。川

にかかっている橋、国道とか何とか、坂瀬川から来れば西川内かな。ほん次は松原川か

な、松原橋かな。都呂々ん方は都呂々川ですね。 

ほっで、そん経年劣化の中で、そん橋の経年劣化の状況はどうなのか。もちろんそん

町ん管理の橋はなかぞということになればまた話は別ですけども、国の、県の、国道あ

たりの大きな橋がかかっていますが、そういうものの経年劣化は考えなくてもいいんで

しょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 町内の橋につきましては、町管理の橋については、法

律で決められております、５年に一度の定期点検がございますので、それをずっと行っ

ております。それで、判定で補修が必要であるというように判定された橋については、

速やかに補修の工事をするようにしております。それは国道や県道の橋も同様の扱いに

なっておりますので、県のほうで５年に一度の定期点検をされて、適切に補修もされて

いることだというふうに思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 高規格道路ではありませんけども、やっぱ橋もですね、落ちて

しまえばそこで通行止めですので、十分管理には気をつけてほしいと思います。 

それから人口減少対策、まあこれは１町会議員が言うたからどうなるこうなるという

ことではありませんけども、一番には産業の振興が大事だろうと思います。質問の冒頭

に申し上げましたように、生産年齢人口が減少してしまっている状況の中でどうすれば

いいのか、そこで、やっぱ苓北町が基幹産業として取り組んでいる農業ですね、農業の

場合も担い手が不足しているんだということですので、こん担い手の不足もどうすれば

増やすことができるのかということです。ほいで、ここら辺では遊休農地、そん担い手

の不足が遊休農地の増大につながっていくと。 

ほっで、ここで、これはできるのかできんのか分かりませんが、上津深江の椎葉線の

道沿いに、昔は多分農地であったろうというような形状をしている区域がかなりありま

す。ほっで、その上流側に、これは多分県の事業だったと思いますが、川をせき止めて

ですね、大きな水がめではありませんけども、まあ中間ぐらいといいますか、中途半端

といいますか、中途半端は取り消します。水がめがあります。ほんでそれをうまく灌漑

用水として使って、昔農地だったものをまた農地に復元すると、そういうことはできな
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いんでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 浜口議員から農地の関係ありましたけども、実は町内全地域で

ですね、そういった耕作放棄地でありますとか、そういった箇所が増えております。そ

ういった中で、本年度、町内の９箇所に分けて新たな１０年後の農地のですね、将来像

を描く、地域計画の策定をしていただきました。 

その中で、各地域ごとに集まっていただいてご意見等いただいた中で、やはり今後産

業を充実させていくためにはそういった耕作放棄地も含めて、新たな農作物等を生産す

るですね、施設っていいますか、そういった部分が必要だということもございまして、

今後はですね、地域計画ごとに各地区で、また新年度から具体的なですね、計画づくり

を始めたいというふうに思っております。その中で、そういった耕作放棄地であります

とかそういった部分を、その地区ごとにどういったことで守っていくのか、どういう部

分で集積していくのか、そういう計画づくりをしてまいりたいというふうに思います。 

その中でやはり人口減少に少しでも歯止めをかけるためには、やはり今言われたよう

に、産業をですね、産業振興を図りながら、やっぱり所得の向上を図るというのがまず

第一だというふうに思っております。その上で、現在実施をしております子育て支援、

それから健康長寿のまちづくり、そして、移住や定住を促すための関係人口、交流人口

の拡大、こういった部分を組み合わせながら、人口減少に少しでも歯止めをかけるべく、

まちづくりを進めてまいることができればというふうに思っておりますので、議員の皆

様にもいろんなご意見等もいただきながら、ご協力をお願いできればと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） まあそういうことでですね、苓北町の基幹産業である一次産業

の取り組みを一層取り組んで、強力に取り組んでほしいと思います。 

それから、町長の発言にもありましたように、農業だけでなく企業の誘致、坂瀬川で、

苓北町の例をとると、坂瀬川で、企業が、大企業があったわけですけれども、それは閉

鎖されました。ほっでそのあとどうなんですかと何回か町にお尋ねしたところは、工場

の誘致というよりも、なんか発電所、太陽光ですか、を作ろうと考えておられるという

ふうな話でしたけども、まあそれはそれで、ない、何もない、遊休、まさにこれも遊休

地で遊んでいるよりも、まあ太陽光発電でも何でもいいわけ。しかし、もしできれば、

その企業の社長さんあたりとお会いされて、ぜひこん前んごたい工場ば作ってもらうわ

けいきませんかて。もう社長さんもご存じのように、苓北町の町民は温厚、優柔不断、

じゃなかった、温厚で非常に優しい人ばかりで頭も良かし、ていうごたい感じでですね、

苓北町の町民を薦めていただいて、ほいで、あわせて企業の誘致に取り組んでほしいと
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思いますが、その点いかがでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） その企業にはですね、昨年一度訪問しておりますけども、その

後ですね、状況の進展等があればお知らせをいただきたいということでお願いをしてお

りますけども、なかなかまだお知らせといいますか、情報が来ておりませんので、また

新年度に入りましてからですね、改めてお伺いしたいと思います。また、この間ですね

いろんな事業所の方からも問い合わせ等もあっておりますので、そういったご提案等も

含めた中で、その企業の方ともですね、意見交換をしてまいりたいというふうに思って

おります。 

○５番（浜口雅英君） 終わります。 

○議長（野﨑幸洋君） これで浜口雅英君の一般質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

 なお、明日は午前９時３０分から本会議を開きます。 

 どなた様もお疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後１時５２分 
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 令和７年３月７日（金）  

（第３日目） 
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令和７年第１回苓北町議会定例会会議録（第３日目） 

 

令和７年第１回苓北町議会定例会は、令和７年３月７日苓北町議会議場に招集された。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  田嶋 健司          ２番  山口 利生 

４番  松本 良人          ５番  浜口 雅英 

６番  田﨑  稔          ７番  倉田  明 

８番  錦戸 俊春          ９番  髙戸 幸雄（副議長） 

１０番  野﨑 幸洋（議長） 

 

３．不応招議員 ３番  廣田 幸英 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    松 本 康 秀    書     記   岩 﨑 えり奈 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    山 﨑 秀 典    副 町 長  福 田 誠 一 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  錦 戸 雅 志 

    松 村 保 則    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    吉 本 英 明    土木管理課長  松 井 徹 也 

農林水産課長    田 尻   悟    商工観光課長  稲 尾 浩 二 

水道環境課長    時 田 健 一            田 尻 康 彦 

  行革デジタル対策室長    山 下 晃 弘    監 査 委 員  登 本 玄 一 

 

 

 

 

税務住民課長 
兼 会 計 課 長 

福祉保健課長 
兼健康増進室長 
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８．議事日程 

日程第  １        議長の常任委員会委員の辞任の件 

日程第 ２ 承認第 １号 専決処分の承認について 

専決第 １号 令和６年度苓北町一般会計補正予算（第６号） 

日程第 ３ 議案第 １号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正 

する条例について 

日程第  ４ 議案第 ２号 苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正 

する条例について 

日程第 ５ 議案第 ３号 苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に 

ついて 

日程第 ６ 議案第 ４号 苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基 

準を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第 ７ 議案第 ５号 苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業 

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する 

条例について 

日程第 ８ 発議第 １号 苓北町税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 発議第 ２号 苓北町議会議員の期末手当の特例に関する条例の制 

定について 

日程第１０ 発議第 ３号 苓北町立小中学校の児童及び生徒に係る学校給食費 

無償化に関する条例の制定について 

日程第１１ 議案第 ６号 令和７年度苓北町一般会計予算 

日程第１２ 議案第 ７号 令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算 

日程第１３ 議案第 ８号 令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算 

日程第１４ 議案第 ９号 令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算 

日程第１５ 議案第１０号 令和７年度苓北町介護保険特別会計予算 

日程第１６ 議案第１１号 令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１７ 議案第１２号 令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算 

日程第１８ 議案第１３号 令和７年度苓北町水道事業会計予算 

日程第１９ 議案第１４号 令和７年度苓北町下水道事業会計予算 

日程第２０ 議案第１５号 令和６年度苓北町一般会計補正予算（第７号） 

日程第２１ 議案第１６号 令和６年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第２２ 議案第１７号 令和６年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算 

（第３号） 
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日程第２３ 議案第１８号 令和６年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第３ 

号） 

日程第２４ 議案第１９号 令和６年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算 

（第２号） 

日程第２５ 議案第２０号 令和６年度苓北町水道事業会計補正予算（第４号） 

日程第２６ 議案第２１号 令和６年度苓北町下水道事業会計補正予算（第４ 

号） 

日程第２７ 同意第 １号 苓北町農業委員会の委員の任命について 

日程第２８ 同意第 ２号 苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任につい 

             て 

日程第２９ 同意第 ３号 苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任につい 

             て 

日程第３０ 同意第 ４号 苓北町都呂々財産区管理会委員の選任について 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（野﨑幸洋君） それでは改めましておはようございます。 

本日廣田議員から欠席届が出ております。 

只今の出席議員は９人です。定足数に達しておりますので、只今から本日の会議を開

きます。 

第１８期における苓北町議会運営に関する申し合わせ事項により、発言時間の制限、

質疑時間の制限、同一議題につき計３回までを合わせて１５分以内に制限する。質疑、

再質疑、再々質疑については、その間の町執行部の答弁を挟み、連続したものでなけれ

ばならないとしております。 

議場電光掲示板の残り時間の表示が「０」（ゼロ）となった時点、制限時間１分前を

指しますが、卓上ベルを鳴らすこととしております。 

議員におかれましては、時間内での質疑に心がけてください。 

ここで、地方自治法第１０６条の規定により、副議長と議長を交代します。 

○副議長（髙戸幸雄君） 議長を交代いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 議長の常任委員会委員の辞任の件 

○副議長（髙戸幸雄君） 日程第１、議長の常任委員会委員の辞任の件を議題とします。 

地方自治法第１１７条の除斥の規定により、野﨑幸洋君の退場を求めます。 

野﨑幸洋君、退場してください。 

（野﨑幸洋君 退場） 

○副議長（髙戸幸雄君） 野﨑幸洋議長から、議長はその職責上、どの委員会にも出席

する権限を有しているほか、本会議の可否同数の際における裁決権など、議長固有の権

限を考慮するとき、１つの常任委員会に委員として所属することは適当ではなく、また

行政実例でも、議長については一旦常任委員会委員となった後、議会の同意を得て辞退

することを認めているところでございます。建設経済環境常任委員会委員を辞退したい

とするものでございます。 

お諮りいたします。 

本件は申し出のとおり、辞任を許可することにご異議ございませんか。 

○副議長（髙戸幸雄君） 異議なしと認めます。したがって、議長の常任委員会。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 質問いたします。今、常任委員会は５人５人となって。 

○副議長（髙戸幸雄君） マスクをとってください。 

○４番（松本良人君） ５人５人となっておりますね。そうした場合は、方や今まで常
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任委員会で議長がおいでになったときは４人になるわけですかね。 

○副議長（髙戸幸雄君） はい。 

○４番（松本良人君） 何かそこら辺にやっぱりずれが出てくっとじゃなかろうかな。

それが交代になっとるからですね、交代制になっとるから。そうすれば副議長が仮にこ

のような形になったときに、副議長の・・・はどうなるか。常任委員会とか。 

○副議長（髙戸幸雄君） 副議長の、どういう意味ですか。 

○４番（松本良人君） いやいや、議長が常任委員を外れると、そういった形で、そう

した場合には議長も副議長も、議長と同等のやっぱり立場であられると思うとですね。

議長が不在のときには交代ばせにゃいかんからですね。 

○副議長（髙戸幸雄君） 副議長は。 

○４番（松本良人君） いや、私が質問してます。 

○副議長（髙戸幸雄君） はい、どうぞ。 

○４番（松本良人君） いやそういう形に、形とすればなっとじゃなかろうかなと。議

長が不在のときに、議長があるいは不在、事故あるときに議長不在時に、議長、副議長

が重役を果たされますので、そこら辺との兼ね合い、２つお尋ねします。 

○副議長（髙戸幸雄君） 先程も申しましたとおり、行政実例等々に則りまして、今回

もそういった申し出があっておりますので、そのように取り計らいたいと思います。以

上です。従来の慣例に従いまして、今回の議長の除斥を認めたいと思います。以上です。 

他にありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○副議長（髙戸幸雄君） ないようです。 

お諮りいたします。本件は申し出のとおり辞任を許可することにご異議ございません

か。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○副議長（髙戸幸雄君） それでは起立多数によって採決を行いたいと思います。 

議長の辞任に賛成の議員の方、ご起立を願います。 

（賛成者起立） 

○副議長（髙戸幸雄君） 起立多数です。 

よって、議長の辞任は許可をいたしました。 

ここで、議長を野﨑幸洋議長と交代いたします。 

野﨑幸洋議長、入場してください。 

（野﨑幸洋君 入場） 

○議長（野﨑幸洋君） 議長を交代しました。会議を続けます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第２ 承認第１号 専決処分の承認について 

専決第１号 令和６年度苓北町一般会計補正予算（第６号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２、承認第１号、専決処分の承認について。専決第１号、

令和６年度一般会計補正予算（第６号）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） おはようございます。本日もよろしくお願いします。 

承認第１号、令和６年度苓北町一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認につい

てご説明申し上げます。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和６年度苓北町一般会計補正予算を、

令和７年１月２０日に専決処分いたしましたので、同条第３項の規定により議会に報告

し、承認をお願いするものでございます。 

今回の補正予算は、国の補正予算において、エネルギー、食料品価格等の物価高騰の

影響を受けた生活者や事業者に対し、地方公共団体が地域の実情に合わせて必要な支援

をきめ細やかに実施できるよう追加された、重点支援地方交付金における低所得世帯支

援に要する費用などを補正する必要が生じましたが、支援給付金についてはできる限り

早期に支給することが必要であると判断し、議会を招集する時間的余裕がないことが明

らかであると認め、専決処分をいたしたものでございます。 

内容につきましては、企画政策課長から説明をいたさせますので、よろしくご承認の

ほどお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 専決第１号、令和６年度苓北町一般会計補正予算（第

６号）の内容について説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,０６３万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５８億５,７５８万６,０００円とするものです。 

６ページをお願いします。 

歳入です。 

款１０地方交付税、項１、目１地方交付税は、普通交付税の算定における基準財政需

要額の費目に、令和６年度に限り、臨時経済対策費及び給与改定費が創設されたことな

どによる、普通交付税８,５４１万９,０００円の増額です。 

７ページをお願いします。 

款１４国庫支出金、項２、目１総務費国庫補助金は、国の補正予算において追加され

た重点支援地方交付金における、低所得世帯支援枠分の物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金３,１８６万６,０００円の増額です。 
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８ページをお願いします。 

款１８繰入金、項２、目６減債基金繰入金は、財源調整に伴う減債基金とりくずし６,

６６５万５,０００円の減額です。 

９ページをお願いします。 

歳出です。 

款２総務費、項１、目１一般管理費は、財政調整基金積立８４７万円の増額です。 

１０ページをお願いします。 

款３民生費、項１、目１社会福祉総務費、節１８負担金補助及び交付金は、住民税非

課税世帯１世帯当たり３万円、非課税世帯のうち、１８歳以下の子ども１人当たり２万

円の給付について、対象世帯を１,２５０世帯、子ども加算を９０人と見込んだ物価高

騰対策支援給付金３,９３０万円の増額。これに、給付金事務に係る節３職員手当等の

時間外勤務手当から、節１２委託料のシステム改修委託料までを合わせて、４,２１６

万円の増額です。 

１１ページをお願いします。 

款１１公債費、項１、目１元金は、減債基金とりくずしの減額に伴う財源内訳の変更

です。 

以上で、令和６年度苓北町一般会計補正予算（第６号）の説明を終わります。ご承認

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

承認第１号を採決します。本案は承認することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第１号、専決処分の承認については承認することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 議案第１号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第３、議案第１号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題とします。 
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提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 議案第１号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について。 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

提案理由でございますが、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の

福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律（令和６年法律

第４２号）」が令和７年４月１日から施行されることに伴い、本条例の一部を改正する

必要があるためでございます。 

次のページをお開きください。 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成７年苓北町条例第４号）の一部を次のよ

うに改正する。 

改正概要としましては、国において仕事と生活の両立支援の拡充を図るため、子育て

環境の充実に向け、柔軟な働き方を実現するための措置として、先程ご説明しました法

律の一部改正がなされました。法律の一部改正規定に準じ、関係する規定について今回

条例の一部の改正を行うものです。 

それでは、改正内容について新旧対照表でご説明いたしますので、新旧対照表をお開

きください。右側が改正前、左側が改正後、下線の部分が改正部分となります。 

条例第８条の２第２項及び第４項は、育児又は介護を行う職員の深夜勤務及び時間外

勤務の制限について規定していますが、これまで３歳に満たない子を養育するため、当

該職員から時間外勤務の制限の請求があった場合は、時間外勤務を免除することとなっ

ておりました。今回の改正で、免除の対象となる子の範囲が、小学校就学の始期に達す

るまでの子に拡大されるものです。 

次のページをお開きください。 

同じく、法の一部改正で新たに規定がなされたことにより、第１７条の２として、配

偶者等が介護を必要とする状況に至った職員に対する意向調査に関する規定を、また、

第１７条の３として、勤務環境の整備に関する規定をそれぞれ新たに規定するものです。 

それでは、条例（案）の本文２ページに戻っていただきまして、附則としまして、附

則第１条は、施行期日に関する規定として、この条例は、令和７年４月１日から施行す

る。ただし、経過措置に関する附則第２条の規定については、交付の日から施行するも

のです。 

次に、附則第２条では、経過措置に関する規定としまして、今回の条例改正後の条例
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第８条の２第２項の規定による請求を行おうとする職員は、施行日である令和７年４月

１日より前に規則の定めるところにより、当該請求を行うことができるとするものです。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） １件だけ確認をさせていただきたいと思います。この条例に対

してはありませんけれども、この条例に応じて件数ですね。育児のための休みとか、介

護のための休みとか、何件ぐらいあったか。分かったら教えていただきたいと思います

けど。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） この条例による請求等はこれまであっておりませんが、特

別休暇として今議員おっしゃいました介護休暇とか育児休暇等は別途ありますけれども、

それについてはちょっと、件数等の手持ちは持ってきておりません。申し訳ございませ

ん。 

○議長（野﨑幸洋君） 田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 分かりました。特別休暇とこの条例による休暇っちゅうとはど

のように違うんですかね。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） この条例はですね、いわゆる、これまで３歳未満の子ども

さんお持ちの方が時間外の申請、時間外勤務というのは、所属長から時間外の勤務の命

令をなすものです。ただし、今子どもを養育する必要があるので、時間外勤務はちょっ

とさせんでくださいというふうな請求を担当の職員からあった場合には、そこは勤務さ

せることができないというふうな条例であります。 

これが３歳未満から小学校の始期に達する前の方まであった場合は、もう勤務させる

ことができないというふうな条例の改正でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。 

○６番（田﨑 稔君） はい、分かりました。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） この条例自体、今、時間外勤務命令をさせられないということ

を規制してるということで、今、育児の休業っていいますか、妻だけじゃなくて、夫の

方もやっぱり育児休業して、子どもの養育をしなさいというふうな法律等があって、熊

本県警は相当意識して休ませてるというふうに聞いております。 
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特に国家公務員も育児休業を進めているということですが、苓北町においては、男性

職員の育児休業の取得っていうのはどういう状況なのか教えていただき、これに関連し

て。３歳っていうのは、育児休業は３歳までですかね。それともこれは小学校までにな

ってる。それはもう小学校までに育児休業はとれると。 

○総務課長（錦戸雅志君） 時間勤務はできない。 

○２番（山口利生君） いや育児休業だ、いやこれは時間外でしょ。一般の育児、子ど

もの育児のための休業関係。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） ２点のご質問がございました。まず、男性の取得のところ

ですけれども、長期の休業等は申請があっておりません。休むという、育児休業でです

ね。２点目の年齢ですけれども、先程、３歳までということでございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） やっぱり育児っていうのは、男性女性かかわらず共に育てると

いうようなことが必要と思いますので、ぜひ職員の皆さんもですね、奥様任せじゃなく

て、やっぱり対象者はいらっしゃるんでしょ、今の職員の中で。特に人口減少が激しい、

やっぱりそういうために子どもの育児っていうのは、職員、男性職員もですね、一生懸

命なって、女性は当たり前じゃなくてですね、特に男性職員も育児に携わるようなこと

をぜひ、町長自ら、叱咤激励しながらですね、休めというふうなことをぜひ進めていた

だいて、やっぱり役場職員が率先して休まないと、民間の方たちもなかなか休みづらい

というのもありますので、そういう姿勢をぜひ進めていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありませんか。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 議案第２号 苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
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について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第４、議案第２号、苓北町職員の育児休業等に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 議案第２号、苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例について。 

苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

提案理由でございますが、先程、議案第１号と同じく「育児休業、介護休業等育児又

は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改

正する法律（令和６年法律第４２号）」が令和７年４月１日から施行されることに伴い、

本条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

次のページをお開きください。 

苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

苓北町職員の育児休業等に関する条例（平成４年苓北町条例第１４号）の一部を次の

ように改正する。 

改正概要につきましては、先程議案第１号でご説明した内容と同じでございます。 

それでは、改正内容について新旧対照表でご説明いたしますので、新旧対照表をお開

きください。右側が改正前、左側が改正後、下線の部分が改正部分となります。 

部分休業の承認に関し、条例第１８条第３項に規定する法律について、これまで第６

１条第３２項において読み替えて準用する同条第２９項と法で規定してありましたが、

今回の法律の改正により、地方公共団体の職員に関する規定が、法第６１条の２第２０

項として新たに明記されることになりましたので、その部分を本条例の一部を改正入れ

込めまして、条例を一部改正することとなりました。 

なお、部分休業の承認の取得、取扱い内容につきましては、改正前と改正後も変更は

ございません。 

それでは前のページの条例（案）に戻っていただきまして、附則として、施行期日に

関する規定としまして、この条例は令和７年４月１日から施行するものです。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） すいません。よくわかんないところがあって、部分休業を承認
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した場合は、これは年休の取扱いと同じように、有給休暇になるんでしょうか。それと

も、それは給与は払わないというふうになるのでしょうか。すいません、これ多分承認

の範囲が、ちょっと法が変わってるから、それに変えて、変えてるのかと思いますが、

部分、それだけお願いします。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 只今のお尋ねですけれども、この部分休業を取得した場合

は給与は無償という、取得した分に関しては無償の取扱いになるということでございま

す。これまでとも変わっておりません。 

○２番（山口利生君） 無償。 

○総務課長（錦戸雅志君） はい。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。ほかに質疑なしで

すね。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第２号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号、苓北町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 議案第３号 苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第５、議案第３号、苓北町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） 議案第３号、苓北町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例について。 

苓北町国民健康保険税条例の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

提案理由でございますが、苓北町の国民健康保険税における医療給付費分、後期高齢

者支援金等分、及び介護納付金分の負担割合について、熊本県が示す標準保険料の負担
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割合への統一へ向けた調整を段階的に図ることに伴い、本条例の一部を改正する必要が

あるためでございます。 

次のページ、条例（案）本文をお願いいたします。 

苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（案）。 

苓北町国民健康保険税条例（昭和４０年苓北町条例第３５号）の一部を次のように改

正する。 

改正内容につきましては、新旧対照表にてご説明をいたしますので、新旧対照表の１

ページをお願いいたします。新旧対照表の右の欄が改正前、左の欄が改正後で、下線部

分が今回改正するものでございます。また、本議案の末尾に参考資料、Ａ３横書きのカ

ラー刷りの改正資料を添付しております。 

まず、補足の説明をさせていただきます。国民健康保険税率につきましては、これま

でも熊本県が示す標準保険料を参考数値といたしまして、令和９年度に納付金算定ベー

スで統一する方針が示されております。この方針に沿いまして、県内各市町村は段階的

に税率の変更を行う必要がございます。統一に際し、苓北町の課題といたしましては、

課税方式が統一方式と異なっているため、令和４年度から令和８年度にかけて、段階的

に移行していく方針を策定しているところでございます。 

今回改正をいたします、令和７年度以降の年度分についてですが、まず医療費分の課

税額につきましては、現行の課税方式の４方式、所得割額、資産割額、被保険者均等割

額、被保険者平等割額から、資産割額を除いた３方式に変更していく過程で、今回資産

割額を廃止いたします。 

所得割額については率を維持し、均等割額と平等割額を引き上げることによって調整

を行うものでございます。改正額については、当初予定の額から変更がございません。 

次に、後期高齢者支援金等の課税額につきましては、所得割の率を引き下げ、均等割

額と平等割額をそれぞれ引き上げるものでございます。改正率及び額については、当初

予定の率、額から変更ございません。 

最後に、介護納付金分の課税額につきましては、所得割の率を引き上げ、均等割額に

ついても引き上げを行うものです。率並びに額については、当初の予定から変更ござい

ません。 

このことに伴う税収への影響ですが、医療分については、資産割が課される世帯で負

担減となる一方、均等割、平等割は額が引き上げられますので、全体では負担増となり

ます。後期高齢者支援金分におきましては、所得割の率が引き下げられ、負担減となり

ますが、均等割、平等割は額が引き上げられますので、全体では増額となります。介護

納付金分におきましては、負担いただく４０歳から６４歳までの対象者がおいでの世帯

では負担増となります。 
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なお、賦課総額では、令和７年１月２１日時点の被保険者数をもとに、現行の税率、

税額と改正案での税率、税額にて試算比較をしましたところ、改正案での算定賦課総額

が３５２万円の増額となっているところでございます。 

それでは、改正内容をご説明いたします。新旧対照表の１ページをお願いいたします。 

第２条第２項では、今回の改正で、第４条の削除、資産割を削除することに伴い、医

療費分に条文化されている、資産割に係る記述を削除するものでございます。第４条は、

これまで税額算定に加算されてきた資産割について、今回の改正により廃止するもので

ございます。第５条は、医療費分の被保険者均等割額について、被保険者１人について、

２万３,５００円を２万６,０００円に改めるものです。なお、４条を廃止することに伴

い、現行の５条が４条に繰り上がります。 

次に、２ページをお願いいたします。 

条文は１ページの下段から始まっておりますが、主な改正事項は２ページにございま

す。第５条の２は、同じく医療費分の世帯別平等割について、第１号中の１万８,６０

０円を１万９,６００円に改め、第２号中、特定世帯の９,３００円を９,８００円に、

第３号中、特定継続世帯の１万３,９５０円を１万４,７００円に改めるものです。なお、

１ページ表記の第５条の２は、５条に繰り上がります。第６条は、後期高齢者支援金の

所得割額について、税率１００分の２.６０を、１００分の２.５０に改めるものです。

第７条は、後期高齢者支援金分の被保険者均等割について、後期高齢者支援金課税被保

険者１人について、９,５００円を１万円に改めるものです。第７条の２は、後期高齢

者支援金分の世帯別平等割について、第１号中の６,５００円を６,９００円に改め、第

２号中、特定世帯３,２５０円を３,４５０円に改め、第３号中、特定継続世帯について

は４,８７５円を５,１７５円に改めるものです。第８条は、介護納付金の所得割額につ

いて、税率１００分の２.３０を１００分の２.５０に改めるものです。第９条は、介護

納付金分の被保険者均等割額について、介護納付金課税被保険者１人について１万５,

０００円を１万６,５００円に改めるものです。 

３ページをお願いいたします。 

第１５条は、２ページの下段から始まっておりますが、改正事項は３ページにござい

ます。第３項第２号の条文中で引用されております、第５条の規定が今回の改正に伴い

繰り上がることから、この部分を第４条と改めるものでございます。 

恐れ入りますが、条例（案）本文にお戻りください。 

附則といたしまして、施行期日、１、この条例は令和７年４月１日から施行する。適

用区分、２、この条例による改正後の苓北町国民健康保険税条例の規定は、令和７年度

以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和６年度分までの国民健康保険税に

ついては、なお従前の例による。 
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以上が、苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の内容でございます。ご審

議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） このことによって、医療費負担は後期分、介護分、介護分はパ

ーセントで表してありますけども、このことによって負担が、負担の増といいますか、

はどのくらいになるんでしょう。意味ん分からんかな。質問の意味が。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） 只今の負担増のご質問でござ

いますが、議案の後ろにつけておりますＡ３横の帳票をご覧いただければと思います。 

ここのですね、下段の方の、参考とあります表の右側のですね、改正前、改正後、税

率による令和７年度賦課総額の試算と、熊本県が提示した保険料総額との比較という表

がございます。この中の②の左から３番目の欄ですけれども、変更前、②変更前と③変

更後の比較という欄がございます。これがそれぞれですね、税率を改正した場合の医療

費、後期、介護について負担増となる部分というふうにして計上させていただいており

ます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） そしたら変更後も金額的には、わーっというごたい感じでは伸

びらん、伸びないということで理解してよかですかね。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） この試算上はですね、急激、

議員がどれほどの伸びを想定しておられるかっちゅうのはちょっと私も分かりかねます

が、さほどその急激な負担増というふうにはならないものではないかというふうに考え

ております。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 今テレビとか新聞でですね、物価高とかで非常にこう、一般国

民の生活に関わる経費が物価高で厳しい状況にある。そういう中でですね、やっぱ１円

でもやっぱ高くなればですね、それは住民生活に響くと思うとですよ。ですからやっぱ、

相互扶助的な保険については、もうできれば持ち越すというごたい感じでですね、ほか

の財源を、全体的な財源を見て、この財源を回して、回そうかと、そういうことができ

ないのかお尋ねします。 

○議長（野﨑幸洋君） 税務住民課長。 

○５番（浜口雅英君） 町長、できれば町長の考えをですね、お聞きします。 
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○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 国民健康保険税の件ですけども、これにつきましては現行令和

３年度からですね、令和９年度の統一に向けてですね、税率の改定を行っております。 

苓北町の場合は資産割があった関係でですね、いろいろ苦労いたしましたけども、こ

れまで議員の皆様のご協力の中で、資産割を廃止しながら、ほかの税分でですね、分割

をするというような形の中で、できる限り国保税が上がらないような形で進めておりま

すけども、やはりどうしても高齢化が進む中で、国保にかかる医療費も上がってきてお

ります。そういったところで、県下の統一を図る上からはですね、極端な負担増になら

ないように、苓北町としましては年次的にですね、改定をさせていただいているところ

でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第３号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議がありますね。 

異議がありますので、起立によって採決します。なお、起立しない議員は反対とみな

します。 

原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第３号、苓北町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第４号 苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め 

る条例の一部を改正する条例について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第６、議案第４号、苓北町家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第４号、苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営
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に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を、別紙の

とおり改正することとする。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

提案理由でございますが、「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改

正する内閣府令（令和６年内閣府令第１０９号）」及び「子ども・子育て支援法施行規

則等の一部を改正する内閣府令（令和７年内閣府令第７号）」が、令和７年４月１日か

ら施行されることに伴い、本条例の一部を改正する必要があるためでございます。 

次のページをお願いいたします。 

苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例（案）。 

苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成２６年苓北

町条例第４３号）の一部を次のように改正する。 

内容についてご説明いたしますので、３ページの次のページにあります、苓北町家庭

的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（案）の

新旧対照表をお開きください。右が改正前、左が改正後で、下線の部分が改正部分とな

ります。 

新旧対照表の１ページから３ページ中段まであります、第６条、保育所等との連携に

おいて、保育内容支援については、実施に係る連携施設の確保が、著しく困難と認める

場合であって、一定の要件を満たすと認めるときには、当該連携施設の確保を不要とす

ること及び保育所等以外の保育を提供する事業者から連携を確保することも可能とする

ことを追加し、代替保育については、家庭的保育事業者等による連携施設の確保の促進

のために必要な措置を講じても、なお連携協力者の確保が著しく困難であると認めると

きは、連携施設の確保が不要であることを追加するものでございます。 

３ページの第１６条、食事の提供の特例において、家庭的保育事業所の運営に関する

要件として、栄養士の配置を求めている部分につき、管理栄養士を追加し、第１６条第

２項第４号に、搬入施設を追加するものでございます。 

４ページの第３３条、職員から、５ページの第５１条、職員においては、人数をそれ

ぞれ改めるものでございます。また、附則第３条、連携施設に関する経過措置において、

条例の施行の日から起算して、年数をこれまでの５年から１５年までに延長するもので

ございます。 

補足説明をいたします。家庭的保育事業とは、定員が５人以下の居宅等を利用した保

育所等による保育事業でございまして、本町には該当する施設はございません。家庭的

保育事業については、町の管轄であり、町の条例の定めがあるため、今回改正するもの
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で、一般の私立の保育所等については、県の管轄でありますので、県のほうで対応をさ

れます。 

条例（案）本文の３ページに戻っていただき、附則、この条例は令和７年４月１日か

ら施行する。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第４号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号、苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第７ 議案第５号 苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第７、議案第５号、苓北町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 

提案理由の説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第５号、苓北町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を、別紙のとおり改正することとする。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

提案理由でございますが、子ども・子育て支援法施行規則等の一部を改正する内閣府

令（令和７年内閣府令第７号）が令和７年４月１日から施行されることに伴い、本条例

の一部を改正する必要があるためでございます。 

次のページをお願いいたします。 
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苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例（案）。 

苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例

（平成２６年苓北町条例第４４号）の一部を次のように改正する。 

内容についてご説明いたしますので、３ページの次のページにあります、苓北町特定

教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例（案）の新旧対照表をお開きください。右が改正前、左が改正後で、下線の部

分が改正部分となります。 

新旧対照表の１ページにあります、第３７条、利用定員において、特定地域型保育事

業については、事業所ごとの利用定員を定め、第４２条、特定教育・保育施設との連携

において、保育内容支援については、特定地域型保育事業者による保育内容支援の実施

に係る連携施設の確保が著しく困難と認める場合であって、一定の要件を満たすと認め

るときには、当該連携施設の確保を不要とすること及び保育所等以外の保育を提供する

事業者から連携を確保することも可能とすることを追加し、代替保育については、特定

地域型保育事業者による連携施設の確保の促進のために必要な措置を講じても、なお連

携協力者の確保が著しく困難であると認めるときは、連携施設の確保が不要であること

を追加するものでございます。 

３ページの附則第４条、連携施設に関する経過措置において、条例の施行の日から起

算して、年数をこれまでの１０年から１５年までに延長するものでございます。 

なお、先程の議案第４号、苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例と同様に、本町には該当する施設はございません。 

条例（案）本文の３ページに戻っていただきまして、附則、この条例は、令和７年４

月１日から施行する。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 今、課長の説明の中には、苓北町にはこういう施設はないとい

う説明でしたけども、一般的に言えば、どのような特定教育・保育施設及び特定地域型。 

○議長（野﨑幸洋君） 浜口議員、発言中ですがマイクを上げてください。録音に入り

ません。 

○５番（浜口雅英君） 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業、失礼しました、

訂正します。特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業、これはどのようなタイプの

保育園なんでしょうか。 
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○議長（野﨑幸洋君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 浜口議員のご質問の、特定地域型保育事業の部分で、

どのような施設があるのかということでございます。 

種類といたしましては、先程議案の第４号で申し上げました家庭的保育事業、５人以

下の利用者というところで申し上げたと思いますが、その家庭的保育事業と小規模保育

事業、これが６人から１９人までの比較的小規模な保育事業を行うところ。次が、居宅

訪問型保育事業、これはベビーシッター等の名称で知られている部分ですけども、その

部分。と、事業所内の保育事業ということで、事業所の施設内スペース等において、企

業が主としてですね、従業員へ仕事と子育ての両立支援施策としての保育の事業という

ことで、先程申し上げましたとおり、町のほうには施設はございませんが、県内の方に

は都市部ですね、熊本市とか子どもさんが多いところとかですね、そういったところに

はこういった事業所がありまして、県内では、ないのが居宅訪問型保育事業、先程言い

ましたベビーシッター部分については、県内ではございませんが、そのほかの保育事業

の施設はございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第５号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号、苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決するこ

とに決定しました。 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第８、発議第１号、苓北町税条例の一部改正についてを議

題とします。 

提出者の趣旨説明を求めます。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 発議第１号。令和７年３月６日提出。苓北町議会議長、野﨑幸

洋様。提出者、苓北町議会議員、松本良人。 

苓北町条例の一部を改正する条例について。 

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規
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定により提出します。 

提出の理由でございます。当該軽自動車に対して、軽自動車税の種別割を課さないこ

ととするためでございます。 

２ページをお開きください。 

発議第１号、苓北町条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

苓北町税条例（昭和４０年苓北町条例第３３号）の一部を次のように改正する。 

第８１条の８の次に次の１条を加える。 

（種別割の課税免除）第８１条の９、次に掲げる軽自動車税等に対しては、種別税を

課さない。 

（１）商品であって使用しない軽自動車等及び、走行不能な軽車両、自動車等。 

（２）道路運送車両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７４号）別表第１に定める小

型特殊自動車のうち、その用途から道路を損傷させない、又、公道の走行を目的としな

いと認められる作業車等でございます。 

次のページをお開きください。 

今回の主な目的は、自動車税は道路を損傷させる車両に課税がなされております。こ

のことから、道路に損傷を与えない作業車について、課税免除をお願いするものでござ

います。資産として課税されるのではという見方もあろうかと思いますが、資産につい

ては、固定資産税の中に資産税があり、償却資産税で対応することが望ましいことと思

っております。 

苓北町税条例の一部を改正する条例（案）新旧対照表をご覧ください。左側が改正後

で、右側はありません。種別割の課税免除でございますが、第８１条の９、次に掲げる

軽車両自動車等に対しては、種別割を課さない。 

（１）商品であって使用しない軽自動車等及び、走行不能な軽自動車等。 

（２）道路運送車両法施行規則（昭和２６年運輸省令第７４号）別表第１に定める小

型特殊車両のうち、その用途から道路を損傷させない、又、道路、すいません。又、公

道の走行を目的としないと認められる作業車等でございます。以上でございます。 

また元に戻ってください。すいません。２ページでございますが、附則として、この

条例は、令和７年４月１日から施行するものでございます。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 趣旨説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） 今回の条例改正は、松本さんがよく一般質問とか質問されてる

内容を条例化したというふうなことかと思いますが、これまでも執行部の方から、軽自

動車税等の減免については天草市のみされてて、ほかの市町村はそういうことはしてな
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いというふうな答弁があったかと思います。今回、天草市の方、見せてもらったんです

けれども、特に（１）の、商品であって使用しない軽自動車等っていうのありましたけ

れど、及び走行不能な軽自動車等というのが、天草市以上な対象を広げてあります。 

それと、２番目の農耕車の関係ですけれども、農耕車、天草市の場合は、道路損傷を

生じさせないと認められる田植機及び刈取脱穀作業車というふうな限定的な条例になっ

ておりますが、今回出されている中にあっては、その用途から道路を損傷させない、又、

公道の走行を目的としないと認められる作業車等ということで、非常に曖昧模糊な表現

になっております。具体的にどのようなものを松本議員としては考えておられるのか。 

やっぱり税金っていうのは、国の方が税金を徴収するというふうなことを決めて、全

国的に同一な、不平等にならないような形で市町村、自治体ですね、自治体はそれにも

って税金を徴収するというのが平等性の中では本質だと思います。このような形での条

例というものは初めてじゃないかと思います。特に、走行不能な軽自動車というのは、

廃車手続きをしないまま持っていらっしゃるというのも現実にあろうかと思います。そ

ういうものも走行不能というふうなことを言われれば、課税、税金の徴収はできないと

いうふうな、この条例を可決すればですよ、なるんではなかろうかと。作業車等につい

ても、何を作業車として扱うのかというふうなことになってしまうということで、非常

に住民としても分かりづらいし、そこに不平等感が生じるかと思いますが、その点はい

かがでしょうか。 

○４番（松本良人君） まず、（１）の商品であってもと云々でございますが、これは

天草市の場合も規定はされておったようでございます。要するに、店頭に並んでおる車

とかなんかでございますけれども、これは苓北町のにはその条文がなかったように思わ

れましたので、あえてその店頭に並ぶ車については課税しませんよということで上げま

した。 

それから、ここまで縷々私が、もう何回も委員会とか一般質問の折で自動車と・・・

置いとっとはどがんなっとかということで聞きましたけれども、いや、動く車には全て

税、課税かけると。自宅ので動いとっても課税はするというようなことでございました

ので、商店の商売人、商店主の方あたりも、裏にいろいろ、車でナンバープレートがな

いやつを置いてありますけれども、それも本質的に条例からいくと、この前の説明から

いくと、課税されるような形になっております。 

それから農耕用でございますけれども、農耕用でございますけれども、それも農耕用

もそしたら動かない、使わん、動かずに、使わずに置いてるその、要するに作業車等に

おいて、例えばコンバインとか田植機ほかについてはどうなのかて、いやそれも課税し

ますということでございました。内容を見てみますと、それを申告しなければ１０万以

下の過料が課せられるということになっておりましたので、このようなことを挙げまし
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た。 

それから、当然軽自動車は、ナンバープレートをはめとれば道路自動車とか警察の方、

そっちのほうが分かりませんけれども、それは課税はなされるわけですね。廃車しなけ

れば課税はされるわけですので、それは当然もう、ナンバープレートをつけとけば課税

がなされるということです。ナンバーを返却せろば、課税がなされない。これは軽自動

車ばかりじゃなくて普通、大型全てでございますけれども、そのかわし、公道では絶対

乗れんということでございますね。そういうことになります。 

それから、２番目の作業車のうち、いろいろ、確かに天草市の場合はコンバインと田

植機と明記してあったようでございますけれども、その中でいろいろ尋ねてみますと、

やっぱりこの頃は、田の中で消毒するようなことも田ん中に入るやっか、それどがんな

っとかというような、いろいろなまた意見が出ているようでございます。今後はですね、

そのような機会が多数出てくると思いますので、道路を損傷させないで道路を走行する

ことが目的ではない作業車については走行を、いや、課税をしないということにしまし

た。特に苓北町は、乗用で例えばレタスの植栽機あたりも入っております。これは天草

市ではありませんけれども、苓北町ではかなりの数が入っております。今の形態でいく

と、多分これにもかかるんじゃなかろうかなと私は思います。税務課の判断でございま

すけど、それにコンバインを改造した、田ん中であの、レタスを運搬する車両と、キャ

タピラー等で運搬するようなことも、物も、作業車も入っております。そういったこと

で、こういったことにしました。 

それから、これあまりようけのことじゃないと思いますけれども、中小の建設業さん

とか、あるいは建築、土木管工事さん、電気屋さんを含めてですね、小さい、小型のバ

ックホーなんかも持っておられますけれども、これも２４年前ですかね、２４年前まで

は取りよらんやったですけれども、この頃はこれもかかるようになったというような、

私の一般質問とか何かの折にそういった説明があったので、これは多分もうこれははっ

きり申しますと、税務課がこういったことでいいですよということであれば、その判断

の厳しいのであれば、税務課にお尋ねしながら課税するようなことであればいいんじゃ

なかろうかと思って。それで、道路は損傷させずに、そしてまた、公道の走行を目的と

しないようなつくりであれば課税をしないということにしております。 

それから、税法では三輪以上の車となっております。そんならキャタピラーが何輪に

なるのか。これもまだこれは税務課にはっきり聞いてみないかんとですけれども、二輪

なのか。あるいは可動軸が３つ、４つ、６つなっておりますので、ありますので、そこ

ら辺も、今の税法では三輪とはありますけれども、キャタピラーはない。そこで私はこ

こで、こういう書き方をしたことでございます。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか、山口議員。ほかに質疑ありますか。 
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田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） １点、先程ありましたけれども、この１項目のですね、商品で

あって使用しない軽自動車及び、走行不能な軽自動車が載ってますけども、これは先程

言われましたように、もう廃車すれば済むんじゃないかと思うんですけど、商品の場合

と言われるのは、中古車に販売に置いてある車を言われるんですかね。 

○４番（松本良人君） これははい、これは他町、他市の分を参考にしてみますと、こ

れは明確に定めてあるところがあります。商品には課税しないと。しかし、苓北町では

どう見たっちゃないような感じでありましたので、今回ですね、この、私はこれが主た

る目的はございませんでしたけれども、やはりこれもやっぱり必要ではないかというこ

とでですね、商店に、例えば置いてある車なんかっていうのは課税はしませんよとはっ

きりした方がようはなかかと思いまして、したところでございます。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。 

田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 商品は分かりましたけれども、走行不能な軽自動車はもう廃車

すれば済むんじゃないかと思うんですけど、この１項がなくて２項の内容はある程度理

解できるんですけれども、まだいろいろ条文な煮詰めていかにゃいかんと思うんですけ

ど、１項を外される気持ちはありませんか。 

○４番（松本良人君） はい？ 

○６番（田﨑 稔君） １項、第１条１項をですね、取り下げる気持ちはありませんか

っちゅうことですよ。 

○４番（松本良人君） １項目の。 

○６番（田﨑 稔君） この、商品であって、軽自動車及び走行不能な軽自動車を含む

っちゅうことをですね、私が。 

○４番（松本良人君） これもこの前、これまでのその私の質問の中に、そんならこう

いうことはどうなのかと。あるいは商店であって、これ商店じゃなくてもですね、自宅

に置いてある車でもかけますよということでございましたので、ここに挙げました。 

これ今までの経過の、私の質問の経過の中で、動かない車を置いとっとはどがんすっ

とかって、それもかけますと。普通車等とか何かで、あるいは普通は、今までは、かけ

てないよと。普通車なんかも、普通の車ですね。車には県税あたりはかからんとぞって

言うたとこいが、まあそれについては明確な回答がございませんでした。でも、普通は

４つの車が、いや３つ以上の車があって、動くならかけましたよということでですね、

ただ、これは動く車ですのでですね。 

○議長（野﨑幸洋君） はい、ほかに。 

○４番（松本良人君） 今言うたのは税務課の見解から拾うたことでございます。 
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○議長（野﨑幸洋君） はい、ほかに。 

錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） これ商品であって使用しない車、これは商品であればまだナン

バープレートはつかないですよね。商品になれば。ただですね、中古車としてナンバー

プレートが、例えばその整備工場とか何かに置いてあります。ナンバープレートがつい

て。これについては当然、まだその車検があったりなんかしば乗れるわけですよね。 

○４番（松本良人君） はい。 

○８番（錦戸俊春君） そういうふうなとは当然掛かると思うとですよ。 

○４番（松本良人君） あのですね、これは明確な。 

○８番（錦戸俊春君） そこら辺がですね、結局商品であれば、まだ名義は誰のもので

も、まあ商品の、要するに何ですか、事業主の車っていうか、商店の車ですけども、そ

れは当然登録せんとナンバープレートはもらえない。もらえないならば当然税金はかか

らんと思うとですよ。そして廃車、例えば私がもうこの車を変えますとか何かなったと

きには、そのままナンバープレートをつけて業者に渡せば、ナンバープレートはまだつ

いてるので、当然私にまた、名義変更しない限り私にかかってくるわけですよね。ただ、

車は動くわけですよ。商店にあっても。そこら辺のその、この「等」というのがどうも

こう理解がしきらんとですよ、もう１回すいません。 

○４番（松本良人君） それは確かに、私もそう常々、そう思っておりました。常々。

今まで。ただ、税務課のいろんな私の質問する上で、３つ、４つ、乗って動く車、乗れ

ば動く車には全て課税しますよというようなことでございました。この商品の云々のに

ついては、天草市にもあります。もう明確に書いてあります。商品には課税しないと。

店頭に並ぶ車には、本来ならば、我々農家であって、車庫にかからん車も置いとって、

いやいやいや、使わん車も置いとって、ナンバープレートも外しとって、ナンバープレ

ート取れば当然かかりますからね。ナンバープレートを外しとっておっとならば、かか

るというような見解でございましたので、私はここ、あえてこういったことも挙げてみ

ました。 

それであの、これは車ばっかりじゃなくてですね、コンバインにしても、あるいは田

植機にしても、要するに置いとけば、置いて動くとならかくっぞと、かけますよという

明確な回答ありましたので、それは今まで、そら軽トラックやっけんどうの云々ありま

したけれども、ひいて言えば乗れる、エンジンが付いとって乗れる車であればかけます

よということでございましたので、あえてここに・・・ました。もしそれを申告してく

ださいと、申告しないならば、法を見ますと１０万以下の・・・がかけられるというこ

とでございますので、乗っとに、ほんなら乗っとって、乗らるっとに動くとに、うっち

ょいとけば、置いて放って、放置していけば、罰金がかけられるんじゃなかろうかなと
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いうことで・・・ました。 

○議長（野﨑幸洋君） この部分はちょっと大事な部分なので、税務住民課長、もしよ

ければこの１条部分についての、今松本議員がおっしゃった部分があるのかどうか、そ

こだけお答えできるようであれば。課税をするのかしないのか。この１条で、商品であ

って使用しない軽自動車等及び、走行不能な軽自動車等。これをあえて表記してありま

すけども、現在これかかっているのかどうか、そこっていうのは分かりますか。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） はい、現時点でですね、私が

把握している範囲でお答えできればと思いますが、今回松本議員がご提案なさっている

のは、小型特殊自動車の課税免除ということでおっしゃっております。で、ここにある、

商品であって使用しない軽自動車等と申しますのは、先程からお話に上がってます中古

車市場であるとか、新車であるとか、展示車両という意味合いだろうと思いますが、こ

この部分は本町の中の条文にございませんので、どの部分までを該当させているのかと

いうのは、議員がお調べになって今答弁されている部分でしか私もお諮りすることがで

きません。 

ただ、走行不能な軽自動車というもので表現がされている、この条文の、この部分で

すね、走行不能な軽自動車というふうにくくってしまいますと、動かない軽自動車全て

を指してしまうのではないかなという感がいたします。だけん、大きなものからいけば、

普通車の軽乗用車ですね、そこから農業用機械、小型特殊までを含んだ走行不能車とい

うふうなくくりができてしまうのではないか。先程山口議員からの質問でもありました

けども、くくりの幅がちょっとこう広く、特定がしづらいような印象を受けました。な

ので、私が申す立場かどうかちょっと疑問ではありますけれども、「等」であるとかで

すね、広いくくりではなく、機種を特定、条件を特定いただいて条文化していただくの

が、議論の改正案としては適当ではないのかなという印象を受けています。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ということで、はい。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 私も条文を色々見せていかれましたけれども、条文自体が今の

税務課長の申し上げましたとおりの条文になっとらんとですよ。それ、そこになかなか

その税法の難しさが、例えば、先程申し上げましたけれども、三輪以上の車となってお

りますけれども、そんならキャタピラはどうなるとかと。コンバインはキャタピラであ

りますよと。そこら辺はですね、もう少しですね、税法自体の感覚をやっぱり整備して

いただかないかん。 

この走行不能な軽自動車、形があって、あればかけますよということでございました

ので、そういうことですよ。私今までずっと聞いてきた中で、例えばあの、これは極端

な話でございましたけれども、前回、田ん中は水で、水ん中ば走っとが、田植機は水ん
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中しか走らんとばってん、そんなら遊漁船はどうなっとっとか、どうなっとかと。これ

はまだ真新しいことでございますので、皆さんの議員さんたちは、お手元に、考え方あ

りますけど、いや遊漁船にはかけてありますよというような感覚の回答があったと思い

ます。あったと思います。私はそう解釈しておりました。ただ遊漁船を多分漁船として

間違ったんじゃなかろうかと。そのあとですね。私は遊漁船ということで言ったんです

が、税金はかかっとらんと、遊漁船には税金がかかっとらんと思う。漁船にもかかった

りかからんじゃったりしとっとじゃなかろうかと思うとですね。そこら辺がですね、は

っきりしない。 

それでですね、これは、ここら辺は、走行不能な車が走行、まあ車両等って書いてあ

りますので、「等」ならなんでんですか、「等」で私は、はっきり言うてごまかしたと

こなんですよ。今から今後いろんな、いや、というのがですね、いろいろとですね、今

作業車が出てきよります。相当やっぱり出てきよります。乗られる、乗って動く車が。

これをやっぱり「等」と入れとかんと、やっぱりもうこの前までレタスの植栽機がなか

ったですけれども、もうレタスの植えるものがある。タマネギの植えるのがあっとじゃ

なかろうかなと思います。またそれぞれそれなりにキャベツを植栽するやつ、いろんな

形が出てくると思いますので、それで「等」ではっきり言うてごまかしております。そ

れ、後はですね、税務課の判断でそこはしてもらえば。 

要するに何ですかね、何て、何て言いよったかな。自分のとこで仮にあれ作ってです

ね、そういった、これはかけますよっていうことを、庁内で作っていただければいいん

じゃなかろうかなと。 

○議長（野﨑幸洋君） はい、ほかに質疑ありますか。 

○８番（錦戸俊春君） ちょっと休憩せんですか。休憩。 

○４番（松本良人君） 何ですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 休憩。はい。じゃ、ここで１１時５分まで休憩とします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午前１１時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「あり」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（野﨑幸洋君） 討論あり。討論があり。ちょっと待って。そうですね。はい、

戻ってください。 

討論がありますので、討論に当たっては必ず冒頭に賛否を明らかにしてから行ってく

ださい。 

まず本件に反対者の発言を許します。 

錦戸俊春君。 

○８番（錦戸俊春君） 反対の立場で討論いたします。 

今回の条例改正は、農業機械への税の分と思われます。税の公平さを考えると、私は

課税するのが妥当であると考え、課税すべきと思います。 

農業経営の現況は、肥料の高騰、農薬の高騰、燃料費の高騰、資材費の高騰などで、

経営に苦慮されていることは確かでございます。私も痛感をしているところでございま

す。町では農業経営にも多面的に支援をしていただいており、大変ありがたく感謝をし

ているところでもございます。 

条例を改正し、非課税とすることではなくて、私は先に述べたように、税の公平さを

考えると、課税をして、農業振興費で振興施策として支援等を考えているところでござ

います。したがって、この発議には反対をいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に本件の賛成者の発言を許します。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 私は発議で軽自動車税の見直しを提案しました。ロシアのウク

ライナ侵攻、パレスチナ・イスラエル戦争等から世界中が混乱し、原油価格の高騰から

端を発し、あわせて異常気象、コロナ、円安等もあって、日常生活用品は日増しに高騰

し、小麦、大豆等の輸入穀物、肥料、農薬・・・の高騰によって、農業、漁業、畜産業

への影響は計り知れないものがあります。 

このような中において、平成２４年度まで課税されていなかった作業車に課税されて、

その影響は計り知れないものがあります。この税条例については、これまで複数回、一

般質問や予算委員会等においてお願いをしてまいりました。しかしながら一向に聞き入

れてもらえず、今回発議の免税の見直しを提案いたしました。 

今回、税条例を見直す中で、現在の機械化の進む中、一部私が理解しないところがあ

りました。軽自動車大部分三輪以上の軽自動車となっておりますが、キャタピラ付き等

の作業車もあり、どのように解釈していいか分からない。現在、農業用の作業車として、

田植機、コンバインの・・・が多くありますが、既にレタス移植機、レタスの収穫機、

数々の防除機、圃場内運搬、タマネギの移植機等、作業機器の近代化、それによりその

機種も進化しております。中小土木、建築、電気工事店や、下水道工事店などお持ちの

バックホー等の作業車についても課税されています。また、整備工場や店頭に展示され
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ている自動車や走行不能な車両、農家等に放置されている使用不能な車など、明確な条

項がないようでした。 

今回提示された条項全て網羅できるものではないかと思います。確かに、国、県、苓

北町においても資産が厳しく、財源が、すみません、財源が厳しく、町財政運営に苦慮

されていることとは重々理解しております。私は、今回あわせて、議員の期末手当削減

等についても発議提案しております。町民がこの賃金情勢に追いつかないまま、物価高

騰による社会情勢の中、不況の波を乗り越えるためには、我々議員ももって、議員も身

を切り、その分、少しでも財政に貢献しなければならないと思っております。 

それから、今後はいろいろと町長もですね、模索しておられるようでございます。農

業施策によって返金するということが言われておられましたけれども、しかし、これが

卵が先か鶏が先かと言うてなかなか実行ができない。それから、少数、農業施策となれ

ば、小さな農家にはあまり影響しないところがいっぱいあります。そこら辺がどのよう

になされるのか。もしそういったことで還元されるならば、そこら辺を十分にですね、

もう今年度から返金をしますよということで一言をとっていただければ大変ありがたい

ものだと思います。ぜひですね、そこら辺をお安くしていただいて、１つ私も納得する

んじゃなかろうかと思います。この思いで今回の軽自動車税にかかる作業車の一部に非

課税の発議を提出しました。また、軽自動車税というのは、そもそも車が道路の損傷さ

せるために取るようになった税金でございます。道路を走らない車にはかけないとじゃ

なかろうかと私は認識をしております。これ明確に書いてあります。 

このことから本案に私は賛成いたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に本件に反対者の発言を許します。 

田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 提案者のですね、考えには十分理解できますけども、この発議

の内容からいたしまして、やはりもうちょっとですね、検討を余地するところがあるん

じゃないかと思いまして、私はこの条文に対しては反対いたします。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、本件に賛成者の発言を許します。 

次に本件に反対者の発言を許します。 

次に本件に賛成者の発言を許します。 

ほかに討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） これで討論を終わります。 

発議第１号を採決します。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議がありますので、起立によって採決します。 
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なお、起立しない議員は反対とみなします。 

原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立少数です。 

したがって、発議第１号、苓北町税条例の一部を改正する条例については否決されま

した。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 発議第２号 苓北町議会議員の期末手当の特例に関する条例の制定につい 

           て 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第９、発議第２号、苓北町議会議員の期末手当の特例に関

する条例の制定についてを議題とします。 

提出者の趣旨説明を求めます。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 発議第２号。令和７年３月６日。苓北町議会議長、野﨑幸洋様。

発議者、苓北町町議会議員、松本良人。 

苓北町議会議員の期末手当の特例に関する条例の制定について。 

上記議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規定

により提出します。 

提出の理由でございます。 

私たちを取り巻く社会情勢は、日増しに悪化し、物価の高騰は、留まるところを知ら

ない状況であり、町民の生活を脅かしている。 

町当局におかれても、このような社会情勢の中で、町民の生活安定のために日々ご尽

力をなさっておられる。 

このような中で、人口減少、高齢化対策、少子化問題、子育て対策等に力を入れられ

ておられる事に、我々議会議員も賛同している。 

このことから、我々議会議員も町民の生活安定のために身をもって、努力すべきであ

ることから、令和７年度議員期末手当全員カットを、全額カットし、環境整備の一部に

活用すべきものである。 

住民生活安定化に寄与するために、令和７年度の苓北町議会議員の期末手当を全額削

減する事とする。 

１０ページをお願いします。 

苓北町議会議員の期末手当の特例に関する条例（案）。 

（趣旨）第１条、この条例は、苓北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例（昭和３１年条例第４８号。以下「条例」という。）の特例を定めるものとする。 
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（期末手当）第２条、条例第５条第２項の規定にかかわらず、令和７年度に限り、期

末手当は支給しないものとする。 

附則。この条例は令和７年４月１日から施行する。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 趣旨説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論、失礼しました。自席へお戻りください。 

これから討論を行います。討論ありませんか。討論なしと認めます。討論あり。 

浜口議員。 

○５番（浜口雅英君） どっちから言うとや。 

○議長（野﨑幸洋君） 失礼しました。討論に当たっては必ず冒頭に賛否を明らかにし

てから行ってください。 

まず本件に反対者の発言を許します。 

次に本件に賛成者の発言を許します。 

浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 今日の議案第５号でも発言しましたが、米、日常生活の中でで

すね、米とか野菜等の生活必需品が値上がりしております。ほいから、先程ちょっと出

ましたように、産業の中でも、基幹産業であります農業を営む上で、肥料とか油とかが

上がって非常に苦しい事業を、営業を、事業をせざるを得ない状況です。たまたま今年

はレタスが非常にこう、値段がいいということのようですので、ですが、そういうこと

で全体的にはかなり厳しい生活を余儀なくされています。そういう中で、私たち議員は

報酬と手当を受け取っているわけですが、報酬は別にして、期末手当は取るべきではな

いと、受け取るべきではないというふうに思います。 

よって、本案に賛成します。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、本件に反対者の発言を許します。 

次に本件に賛成者の発言を許します。 

ほかに討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに討論ありませんので、これで討論を終わります。 

発議第２号を採決します。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議がありますので、起立によって採決します。なお、起立し

ない議員は反対とみなします。 
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原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立少数です。 

したがって、発議第２号、苓北町議会議員の期末手当の特例に関する条例の制定につ

いては否決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 発議第３号 苓北町立小中学校の児童及び生徒に係る学校給食費無償化に 

関する条例の制定について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１０、発議第３号、苓北町立小中学校の児童及び生徒に

係る学校給食費無償化に関する条例の制定についてを議題とします。 

提出者の趣旨説明を求めます。 

浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 説明する前にですね、発議の資料として４枚出しておりました

が、これはもう別に資料であるということとか何とかなしにですね、一緒に置いてあっ

とですが、配付してあっとですが、これはどういうことなんでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） それでは申し添えておきます。 

それじゃ登壇の上、浜口議員の方から資料を提出しますということをまず。 

○５番（浜口雅英君） いや、今まではちゃんと文書でですね、事前に各議員に配って

あったて思っとっとですよ。それが、いや俺が言うとはな、それがただ配ればよかとい

うもんじゃなかと。やっぱそういうことをぴしゃっと明記してあるものを各議員にお配

りして、ほして、やるということでせんと、ただこうなんか資料混じっとるやっきゃよ

うな感じしか与えんとばって、そこら辺の、ほっで今までがそういうことをしてあっで

すね。 

先程事務局長は、一般質問はそういうことをしておりますということだったばって、

そうじゃなか場合もあっとでしょう。ですね。ほいけん、そん説明がぴしゃっと理にお

うとればよかっですたい。 

○議長（野﨑幸洋君） まず資料提出の、資料ということを明記して、これがちょっと

分かりにくかった。 

それでは今、各議員の机の上には発議４号についての意見、以前出されました意見書

の提出についてという資料を配付してありますので、これを今回の発議の資料として、

私、議長として認めておりますのでご覧ください。 

○５番（浜口雅英君） こん頃はおかしかぞ、ちった。 

こんにちは。発議第３号。令和７年３月６日。苓北町議会議長、野﨑幸洋様。提出者、

苓北町議会議員、浜口雅英。 
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苓北町立小中学校の児童及び生徒に係る学校給食費無償化に関する条例の制定につい

て。 

上記議案を、別紙のとおり地方自治法第１１２条及び会議規則第１４条第２項の規定

により提出します。 

提出理由。 

世界的な紛争の続出に起因した原油価格や生活必需品の物価高騰が進む中で、学校給

食費を負担する児童や生徒の保護者の負担軽減を図り、子育て支援を推進します。加え

て、私たち苓北町議会は、乳幼児保育・教育に伴う、保育・教育施設等の食費と保育

料・利用料、及び義務教育における小・中学校給食費の無償化を国に求める意見書を、

発議第４号として令和５年３月１３日原案可決後、苓北町議会野﨑議長へ提出し、さら

に、同じ内容の意見書を衆参両院議長、内閣総理大臣他へ提出しています。 

このようなことから、苓北町立小中学校の児童及び生徒に係る学校給食費無償化に関

する条例の制定を提出します。 

次のページをお開きください。 

発議第３号、苓北町立小中学校の児童及び生徒に係る学校給食費無償化に関する条例

（案）。 

（目的）第１条、この条例は、苓北町立各小学校及び中学校（以下「町立学校」とい

う。）の学校給食費（学校給食法「昭和２９年法律第１６０号」第１１条第２項に規定

する学校給食費をいう。以下同じ。）を苓北町学校給食費条例（令和５年苓北町条例第

３５号）第４条の規定に関わらず全額無償化することにより、児童及び生徒の保護者

（学校教育法「昭和２２年法律第２６号」第１６条に規定する保護者をいう。以下同

じ。）の経済的負担を軽減し、子育て支援の推進を図ることを目的とする。 

（無償化の対象）第２条、無償化の対象となることができる者は、町立学校に在籍す

る児童、生徒の保護者とする。 

（無償化の額）第３条、無償化の額は、学校給食費に相当する額とする。ただし、国

または地方公共団体の負担において学校給食費の全部または一部の給付を受けた場合に

は、学校給食費から当該給付額を除くものとする。 

（委任）第４条、この条例の施行について必要な事項は規則で定める。 

附則、この条例は令和７年４月１日から施行する。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 主旨説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

○５番（浜口雅英君） よろしくお願いします。 
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○議長（野﨑幸洋君） これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

発議第３号を採決します。本件は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議あり。異議がありますので、起立によって採決します。な

お、起立しない議員は反対とみなします。 

原案のとおり可決することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立少数です。 

したがって、発議第３号、苓北町立小中学校の児童及び生徒に係る学校給食無償化に

関する条例の制定については否決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第 ６号 令和７年度苓北町一般会計予算 

日程第１２ 議案第 ７号 令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算 

日程第１３ 議案第 ８号 令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算 

日程第１４ 議案第 ９号 令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算 

日程第１５ 議案第１０号 令和７年度苓北町介護保険特別会計予算 

日程第１６ 議案第１１号 令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１７ 議案第１２号 令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算 

日程第１８ 議案第１３号 令和７年度苓北町水道事業会計予算 

日程第１９ 議案第１４号 令和７年度苓北町下水道事業会計予算 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１１、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算から、

日程第１９、議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算までの９件を一括議

題とします。 

ここで、令和７年度予算の施政方針についての説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） 令和７年度苓北町一般会計予算（案）及び各特別会計予算

（案）並びに水道・下水道事業会計予算（案）につきまして、ご提案を申し上げます。 

私も就任以来２年が経過をいたしまして、新たな３年目を迎えようとしております。

この間、皆様の一般質問等でもご意見等がありましたとおり、人口減少、少子高齢化、

過疎化の中で、様々な課題に直面をいたしております。そういった中で、加えまして、

先程色々、縷々意見が出ております物価高騰等の対策もございます。そういった中で、

限られた予算の中でどのような予算編成作業を組むかということで、１０月以降予算編
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成作業に当たってまいりました。そういった中で、職員の英知を結集しながら、今年度

の予算案を作成をいたしましたので、只今からご提案を申し上げたいと思います。 

国及び熊本県の動向につきましては、お配りしております予算編成に関する説明書に

記載をさせていただいておりまして、また、報道等でもご承知のことと存じますので、

ここでは時間の都合もございますので、省略をさせていただきます。 

令和７年度の予算編成に当たりましては、苓北町の最上位計画であります第７次振興

計画の基本計画にある「安心して住めるれいほく」「いきいきと暮らせるれいほく」

「ふるさとと呼べるれいほく」の３つの計画達成に向けた、第１４期基本計画及び実施

計画を基本とし、加えて第２期地方版総合戦略（第２期苓北町まち・ひと・しごと創生

総合戦略）の評価を受けて、せんだってご説明しました第３期の苓北町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の推進に向けた施策を意識した予算編成とすることを基本方針といた

しました。 

具体的には、次の５項目を重点取り組み事項として、「町民・企業・行政」それぞれ

が力を発揮できる協働・共創のまちづくりを推進する予算編成に努めました。 

５項目の重点取り組み事項は、１つ、子育て支援並びに高齢者福祉の充実及び健康づ

くりの推進に係る施策。２つ、地域を支える人材確保と基盤産業の振興に係る施策。３

つ、「苓北町」の知名度向上と関係人口・交流人口の創出・拡大につながる施策。４つ、

町民を守るための安心・安全につながる防災・減災並びに国土強靱化施策。５つ、ゼロ

カーボンシティの実現に向けた施策でございます。 

それでは、重点取り組み事項の中身についてご説明を申し上げます。 

まず１点目の、子育て支援並びに高齢者福祉の充実及び健康づくりの推進に係る施策

についてであります。 

子育て支援医療費助成事業などを引き続き実施するとともに、全ての子どもの保育料

無償化を継続いたします。また、ひとり親家庭等医療費助成事業等に加え、妊産婦の支

援等のための産前・産後ケア事業を実施いたします。さらに、子育て支援並びに健康づ

くり推進も兼ねて、上津深江広域避難地を防災公園として整備するなど、子育て世代等

の定住促進支援対策事業を実施いたします。 

高齢者支援としましては、敬老会事業や老人クラブ補助事業、在宅高齢者等移送サー

ビス事業の他、新たに高齢者等補聴器購入補助事業などを実施します。 

健康づくりの推進としましては、各種がん検診や予防接種等を引き続き実施するとと

もに、健康ポイント事業を継続し、健康づくりへの関心を高め、健康的な生活習慣の定

着化を図りながら、健康長寿のまちづくりを進めます。 

次に２点目、地域を支える人材確保と基盤産業の振興に係る施策についてであります。 

町内の基幹産業である農業、林業、水産業をしっかりと底支えするため、農林水産業
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の人手・担い手不足の解消と地域の産業維持、発展を支援するため新たに地域プロジェ

クトマネージャー及び集落支援員事業を活用し特定地域づくり事業協同組合を設立いた

します。 

農業振興事業としましては、資材高騰対策としての農業省力化生産資材導入補助事業

に加え、学校給食用米を提供する水稲地産地消推進事業や輸送費高騰対策として、農産

物輸送費補助事業を本年度に引き続き、令和７年度も実施をいたします。 

林道振興事業としましては、森林環境譲与税を活用し、枯損松伐倒処理事業や森林基

幹道苓北天草線をはじめ林道の維持管理を実施いたします。 

水産業振興事業としましては、原油価格高騰対策として漁業燃油価格高騰対策事業を

実施するとともに、引き続き磯焼け・食害対策事業を実施いたします。 

次に３点目、「苓北町」の知名度向上と関係人口・交流人口の創出・拡大につながる

施策についてであります。 

新たに地域活性化起業人事業を活用し、「苓北町」の知名度及び地域ブランド力の向

上を図るため、れいほくプロモーション事業を実施をいたします。また、地域おこし協

力隊、地域プロジェクトマネージャー、集落支援員及び地域活性化起業人事業を活用し、

新しいアイデアを活用した町おこし、イベント事業等による情報発信、富岡城等の観光

資源を活用しつつ、新たに設立した天草れいほく観光協会と連携することで更なる交流

人口の拡大を図ります。さらに、移住・定住推進として、移住・定住フェアへの出展、

空き家活用支援事業を継続する他、町営住宅の空き室を活用したお試し住宅や保育園留

学の実証事業、また、地域づくり協業組合事業を行います。 

次に４点目、町民を守るための安心・安全につながる防災・減災並びに国土強靱化施

策についてであります。 

町民の安心と安全を守るべく、消防団員育成を含めた消防団に関連する事業を引き続

き実施いたします。また、緊急防災・減災事業債を活用し、町内に設置している防災行

政無線の更新及びよかナビと連携した新たな情報配信システムを導入するため防災行政

無線更新事業を実施いたします。 

次に５点目、ゼロカーボンシティの実現に向けた施策であります。 

「苓北町脱炭素宣言」に基づき、地球温暖化対策を推進していくため、再生可能エネ

ルギーの導入、省エネルギーの更なる推進をはじめ、農地や山林、海洋の保全活動を実

施します。また、脱炭素化推進事業債を活用し、役場庁舎照明のＬＥＤ化を実施します。 

以上、５つの項目を重点施策として必要経費を計上し、令和７年度の一般会計予算

（案）は、総額で６０億９,１００万円。前年度当初予算比１４.７％増となっておりま

す。 

続きまして、各特別会計予算の主な点についてご説明を申し上げます。 
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まず、坂瀬川財産区特別会計につきましては、歳入に区有地貸付料等を計上し、歳出

には管理会委員報酬、山林取締員報償費などを計上しました。 

次に、都呂々財産区特別会計につきましては、歳入に区有地貸付料等を計上し、歳出

には管理会委員報酬、山林取締員報償費及び用地の適正な管理に係る支障枝伐採業務委

託費等を計上しました。 

次に、国民健康保険特別会計につきましては、熊本県全市町村の国保税、国保料率の

統一化に向け、段階的に保険税算定方式を標準化するとの方針により、医療費分におい

ては資産割の廃止、均等割と平等割の税率の引き上げを、後期高齢者支援金分において

所得割の引き下げと均等割・平等割の引き上げを、介護分において所得割と均等割の税

率の引き上げを行いました。 

保健事業におきましては、被保険者の健康増進と医療費の更なる適正化を図るため、

特定健診受診に要する費用、独自事業である人間ドック受診に係る個人負担金の助成事

業に要する費用のほか、特定健診未受診者対策事業として受診勧奨に係る費用、レセプ

ト点検に係る費用などを計上しました。また、特定保健指導や重症化予防指導に係る費

用を計上しました。 

次に、介護保険特別会計につきましては、「第９期介護保険事業計画・高齢者福祉計

画」に基づき、介護保険事業及び高齢者福祉行政の推進のための費用を計上しました。 

また、地域包括支援センター業務を苓北町社会福祉協議会に委託するための費用を計

上しました。 

次に、後期高齢者医療特別会計につきましては、医療費の適正化を図るとともに、後

期高齢者医療広域連合からの受託事業である保健事業と介護予防の一体的な実施事業の

取組として、高齢者の健康維持、フレイル予防に努め、国保・後期・包括支援センター

の３部署間で保健事業の連携を図るため、運動指導員と訪問指導員の予算を一般会計に

計上をいたしました。また、後期高齢者健診事業の町独自補助についても、住民サービ

スの見える化を図るため、一般会計に計上いたしました。 

次に、宅地造成事業特別会計につきましては、宅地２区画分の財産売払収入を見込み、

住宅建設補助金を計上したほか、宅地販売促進に係る経費などを計上しました。 

次に、水道事業会計につきましては、町道尾越線配水管布設替工事、都呂々ダム共同

管理費負担金、地域水道ビジョン・経営戦略及びアセットマネジメント作成業務委託料

などを計上しました。 

次に、下水道事業会計につきましては、下水道経営戦略策定業務委託料、下水道情報

デジタル化支援業務委託料のほか、公営企業会計システム運用等に係る費用などを計上

しました。 

終わりに、令和７年度予算編成では、人口減少と少子高齢化対策をはじめ、デジタル
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化の推進や物価高騰対策に関する事業、社会保障関連経費や公共施設維持管理費等、必

要不可欠な事業に対し予算措置を講ずる必要があり、町税、地方交付税などの収入で補

えない部分を財政調整基金及び減債基金のとりくずしによって補う厳しい予算編成とな

りました。また、基本計画に基づく防災行政無線更新事業や、上津深江広域避難地防災

公園整備事業等の社会資本整備により、令和７年度の地方債発行額は９億５,１９０万

円となりました。 

令和７年度も引き続き、町民一人ひとりが求める多様な要請に応えるべく、地方行政

に課せられた使命と期待を職員一人ひとりが意識し、一丸となって対応できる組織づく

りと強化を進めるとともに、安定的な財源確保に向け、中長期的な視野での財政運営に

努めてまいります。 

以上により、令和７年度の予算（案）をご提案いたしますので、ご審議のほど、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） それではまず、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算に

ついての説明を求めます。 

企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算（案）に

ついてご説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６０億９,１００万円と定めます。 

地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期

間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」によります。 

地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」によります。 

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ額の最高額は１０

億円と定めます。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第７号、令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予

算についての説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 議案第７号、令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算

（案）についてご説明申し上げます。 

令和７年度苓北町の坂瀬川財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算）第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２５８万２,０

００円と定める。第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第
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１表 歳入歳出予算」による。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第８号、令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予

算についての説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 議案第８号、令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算

（案）についてご説明申し上げます。 

令和７年度苓北町の都呂々財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算）第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ７,５１２万９,０

００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第９号、令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予

算についての説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第９号、令和７年度苓北町国民健康保険特別会計

予算（案）についてご説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０億３,７８７万３,０００円と定めます。 

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、５,

０００万円と定めます。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第１０号、令和７年度苓北町介護保険特別会計予算

（案）についての説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第１０号、令和７年度苓北町介護保険特別会計予

算（案）についてご説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０億７,７１９万６,０００円と定めます。 

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、６,

０００万円と定めます。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 
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以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に議案第１１号、令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計

予算（案）についての説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第１１号、令和７年度苓北町後期高齢者医療特別

会計予算（案）についてご説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５,６１８万８,０００円と定めます。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第１２号、令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計

予算（案）についての説明を求めます。 

土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 議案第１２号、令和７年度苓北町宅地造成事業特別会

計予算（案）についてご説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１,１５７万３,０００円と定めます。 

令和７年３月５日提出。苓北町長、山﨑秀典。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第１３号、令和７年度苓北町水道事業会計予算

（案）についての説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（時田健一君） 議案第１３号、令和７年度苓北町水道事業会計予算

（案）についてご説明いたします。 

本案は、令和７年度苓北町水道事業会計予算について、地方公営企業法第２４条第２

項の規定により提案するものでございます。なお、本予算書は、地方公営企業法に基づ

く記載事項及び様式となっております。 

第２条、業務の予定量は、給水戸数２,９３７戸、年間総有収水量７０万２,６７３立

方メートル、一日平均有収水量１,９２５立方メートル、主要な建設改良事業として、

配水管等整備事業に８８０万を予定しております。 

第３条、収益的収入及び支出の予定額は、収入を１億９,２４１万９,０００円、支出

を２億７,７９５万７,０００円とするものであります。 

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、収入を２,４４７万６,０００円、支出を４,

５６９万１,０００円とするものでございます。 

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額、２,１２１万５,０００円は過年度損

益勘定留保資金等の２,１２１万５,０００円で補てんするものであります。 
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２ページをお願いします。 

第５条、企業債は、公営企業適用債の限度額を４００万円とし、起債の方法、利率、

償還の方法につきましては、記載のとおりであります。 

第６条、一時借入金の限度額は、２,０００万円と定めるものであります。 

第７条、予定支出の各項の経費の額を流用することができる場合は、営業費用と営業

外費用及び特別損失の間の流用と、施設の整備と固定資産購入費の間の流用と定めるも

のであります。 

第８条、議会の議決を経なければ流用することができない経費は、職員給与費、３,

２４７万４,０００円であります。 

以上で、令和７年度苓北町水道事業会計予算（案）の説明を終わります。ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算

（案）についての説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（時田健一君） 議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算

（案）についてご説明します。 

本案は、令和７年度苓北町下水道事業会計予算について、地方公営企業法第２４条第

２項の規定により提案するものでございます。なお、本予算書は、地方公営企業法に基

づく記載事項及び様式となっております。 

第２条、業務の予定量は、処理人数６,３３１人、年間総処理水量６２万１,８８１立

方メートル、一日平均処理水量１,７１２立方メートル、主要な建設改良事業費として、

処理場施設整備事業に１,０００万、及び施設整備等事業に１,４８４万円を予定してお

ります。 

第３条、収益的収入及び支出の予定額は、収入を３億１,０１０万９,０００円、支出

を５億２,５７４万円とするものであります。 

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、収入を２億４,３５３万９,０００円、支出

を２億４,１０３万３,０００円とするものでございます。 

２ページをお願いします。 

第５条、企業債は、下水道事業債ほか、限度額の合計を１,５１０万円とし、起債の

方法、利率、償還の方法につきましては記載のとおりであります。 

第６条、一時借入金の限度額は、５,０００万円と定めるものであります。 

第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、営業費用と営

業外費用及び特別損失の間の流用と、施設整備費と固定資産購入費の間の流用と定める

ものであります。 
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第８条、議会の議決を経なければ流用することができない経費は、職員給与６６４万

９,０００円であります。 

第９条、下水道事業会計の経営基盤確立のため、一般会計からこの会計へ補助を受け

る金額は、６,６８６万円であります。 

以上で、令和７年度苓北町下水道事業会計予算（案）の説明を終わります。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 以上で提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行いますが、３月１０日から予算審査特別委員会での予算の審査を予

定しております。よって、議会運営面から全体的なことについての質疑のみをお願いい

たします。 

それでは、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算に対する質疑を行います。質

疑ありませんか。 

田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） １点だけお伺いいたします。石破総理大臣は地方創生を謳って

おられますけれども、その関係で、町に対する収入ちゅうか、現金というか補助という

か、そういった関係で、町のほうにいくらか来ておるんでしょうか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 石破総理が申しておられます地方創生の部分でありますけども、

施策的な部分でありますといろいろ出されておりますけれども、まず交付税についてで

すね。交付税の伸びが若干ありますので、その分は歳入に見ております。それから、そ

れぞれの個々の施策の部分で、移住定住、関係人口、交流人口に関係した２地域居住で

ありますとか、そういった部分で地方創生への取り組みの制度ができておりますので、

そういった制度をですね、情報をキャッチしながら、そういった部分を使えるような形

で、今回いろいろな事業においてアドバイザーの派遣でありますとか、そういった事業

に取り組むということで予算を計上しているところでございます。具体的には、予算審

査特別委員会の中で、それぞれの項目の中でご説明申し上げたいと思います。 

○６番（田﨑 稔君） 分かりました。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありませんか。ほかに。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 予算編成に関する説明資料の中でですね、２番でですね、原油

価格の高騰に対しての漁業燃油価格高騰対策事業を実施するということでありますけれ

ども、漁業だけですか、農業はなかっですかね。 

それとですね、次の分で、５ページですけれども、富岡城の観光資源を活用し、新た

に設立した天草れいほく観光協会との連携するということでありますね。これはどうい
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った形で、例えば富岡城だけやっても、天草から富岡から下田、﨑津、牛深等のやっぱ

り連携が必要なんですね。これには当然、やっぱり交通の利便がいるわけですが、そこ

ら辺の兼ね合いはどのように考えておられるのか。今、特にですね、ヒッチハイクとか、

あるいは自転車等でおいでになる方もおられますね。そこら辺は、それは観光か体力作

りか分かりませんけれども、そこら辺は、天草、いや富岡に降りておいでになる方はほ

とんどバスとかなんかじゃなかろうかと思いますけれども、そこら辺の兼ね合いをお尋

ねをいたしたいと思います。 

それから８ページ。私、先程説明したと、いや発議で申し上げましたけれども、環境

性能割についてと。環境性能割ちゅうのはどういうものなのでしょうかね。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本議員。発言中ですが、今の詳細に渡っては各予算の審査の

折にずっと出てきますので、そのときの質問に変えられたらどうでしょう。 

○４番（松本良人君） こん・・・になかともあっとですばってん。 

○議長（野﨑幸洋君） だから、一般会計予算の中での予算が出たときの審査、そして

また質疑応答できますので、そのことについても質問はできますから。 

○４番（松本良人君） はい、分かりました。 

○議長（野﨑幸洋君） はい、じゃあ１０日からの質問に替えてください。 

じゃあ町長、答弁できる分を。 

○町長（山﨑秀典君） まずですね、物価高騰対策ですけども、農業振興の部門ではで

すね、ご承知のとおり資材の高騰が続いておりますので、農業の省力化の生産資材の導

入事業合わせまして、畜産も含めた輸送費の高騰対策ということで事業を予定をしてお

ります。また漁業面では、やはり漁業者の方とご相談しましたところ、やっぱり船に係

るですね、燃料費がかかるということで、原油価格の高騰対策として、漁業燃油価格高

騰対策事業を引き続きお願いしたいということでございますので、その補助事業を継続

実施することで計上をいたしております。 

それから観光面では、富岡城等の観光資源を活用しながらということで、富岡城のみ

ならず、松本議員言われたように、やっぱり交通体系も含めた中でですね、天草地域、

苓北町を含めて天草地域全体の広域観光の部分でその事業を推進していきたいというこ

とで、天草全体で、他県、長崎県、鹿児島県も含めて天草地域に多くの方に来ていただ

きたい、そういう事業を実施をしたいというふうに考えております。 

それからイベント事業についてはですね、これは町の予算ではございませんけれども、

来年が雲仙天草国立公園の天草地域編入からちょうど７０年になるということで、令和

８年度が７０年になるということで、令和７年度からプレイベントを開催することにし

ております。そういった中で、天草下島・上島をコースとした自転車のイベント、大き

なイベントをですね、開催することになっておりまして、これは富岡城付近を出発点、
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ゴール点とした中でですね、開催を検討している状況でございますので、そういった部

分で、イベント事業等による情報発信というようなことで掲げさせていただいておりま

す。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） １点だけ。財政健全化に対する町長の考え方をお尋ねいたしま

す。これまで財政健全化に向けて、起債の借りについては元金償還額以内とするという

ことで、これまで将来の負担を減らしていくという方向性を示されて頑張ってきたとこ

ろです。今回の７ページの終わりにも書いてございますけれども、交付税で賄えないと

きは財政調整基金、減債基金のとりくずしによって補う厳しい予算編成となりましたと

いうふうなことでしてありますけれども、当然今回２０億近く、令和７年、６年度の地

方交付税は大きく伸びてるわけですけれども、その中にあってもやはり今、財政、財源、

対策債はゼロということで、現金での交付税になってきてます。そういう面で、元金償

還金もこれからはその分大きく占めてる分がどんどんどんどん減っていくということに

なろうかと思います。そういうこともあって、元金償還額以内で何とか起債を抑えられ

ると。 

今回の起債は、減債、財源調整のための起債はゼロということですので、本当に交付

税はあったとしてもですね、将来に大きな負担を残す起債になっていくんだというふう

に考えてますが、非常に額が大きい。防災行政無線については、やはりみんなに周知さ

せるためにこれからも重要な役割を担うと。特に、個別端末がなくなってよかナビに変

わりますけれども、やっぱり外に出ている人たちにとっては、防災行政無線はなくては

ならないというので分かりますけれども、上津深江の避難地、当初説明されてた、去年

分になってですね、今回えらく３億以上のことを考えておられる。将来的な面でですね、

これだけ起債に頼るというふうな財政運営というものに対してはどのようにお考えにな

っていらっしゃるのかお聞きします。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 確かに山口議員おっしゃるようにですね、財政の運営というの

は厳しい状況にあります。これまでですね、財政の健全化を目指して、起債の借り入れ

額を極力減らしながら、あるいは基金を積立を行いながら、今後の財政支出に対応して

まいってきたところでございます。そういった中で、令和７年度におきましては、今、

山口議員からもありましたように、防災行政無線の更新がまずもってもですね、最大必

要だというようなことでございまして、その予算、それから広域避難地の子ども公園の

部分につきましても、これは広域避難地を整備する段階から、通常の場合は公園利用を

というようなことで考えられておりましたけども、なかなか財政的な部分がありまして



 

－ 169 － 

できずにおりましたけども、今の状態の中で、特に人口減少、少子高齢化の中で、子育

て支援の対策としてもですね、やっぱりこの機を逃さずにやる必要があるということで、

予算を編成をしたところでございます。 

なお今後のですね、やっぱり財政健全化に向けては当然、長期的な展望の中で行って

いかなければなりませんので、７年度につきましてはですね、そういった起債の出動が

多くなりますけども、ちょうど８年、９年については事業のほうを少し落としていき、

また１０年、１１年になりますと、今度は小学校の統合の問題の部分で改築に係る経費

並びに、天草広域連合の新ごみ処理施設の事業が先延ばしになっておりますけども、こ

の事業につきましても、１１年、１２年ぐらいに負担金等の支出が計画されております

ので、そういったことも含めながらですね、ここから１０年、その長期的な財政運営も

図りながらやっていきたいということでございます。そのシミュレーションもつくった

中でですね、７年度においては、大型の起債の支出という形になっておりますけども、

十分将来負担比率でありますとか、公債費比率等も勘案した中で、財政運営については

やっていけるというような見通しの中で、今回この予算編成を行ったところでございま

す。 

○議長（野﨑幸洋君） 山口利生君。 

○２番（山口利生君） それでは来週から予算審査特別委員会が開催されますので、先

程、将来の財政、どういうふうになっているのか、シミュレーションをした上でという

ことでございますので、ぜひその資料を見させていただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。 

それではここで昼食のため１時５分まで休憩といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後 ０時０４分 

再開 午後 １時０５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） それでは、全員おそろいですので、休憩前に引き続き、本会議

を再開いたします。 

次に、議案第７号、令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算（案）に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 
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次に、議案第８号、令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算（案）に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第９号、令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算（案）に対する質疑

を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１０号、令和７年度苓北町介護保険特別会計予算（案）に対する質疑を

行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１１号、令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算（案）に対する

質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１２号、令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算（案）に対する質

疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１３号、令和７年度苓北町水道事業会計予算（案）に対する質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算（案）に対する質疑を行

います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

以上で、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算（案）から、議案第１４号、令

和７年度苓北町下水道事業会計予算（案）までの、全体的な質疑を終わります。 

お諮りします。 

議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算（案）から、議案第１４号、令和７年度

苓北町下水道事業会計予算（案）まで、議長を除く議員９人で構成する予算審査特別委

員会を設置し、９件の予算案をこれに付託して審査、またその事項の検査を行うため、
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地方自治法第９８条第１項の権限をこの予算審査特別委員会に委任することにしたいと

思います。 

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、令和７年度当初予算の９件については、９人の議員で構成する予算審査

特別委員会を設置し、これを付託して審査、事項の検査を行うため、地方自治法第９８

条第１項の権限をこの特別委員会に委任することに決定しました。 

ここで日程案について説明します。 

各予算案の審査は、３月１０日、１１日、１２日までの期間で、予算審査特別委員会

で行いたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第１５号 令和６年度苓北町一般会計補正予算（第７号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２０、議案第１５号、令和６年度苓北町一般会計補正予

算（第７号）を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） 議案第１５号、令和６年度苓北町一般会計補正予算（第７号）

（案）についてご説明申し上げます。 

今回の補正予算は、国の補正予算において、エネルギー、食料品価格等の物価高騰の

影響を受けた生活者や事業者に対し、地方公共団体が地域の実情に合わせて必要な支援

をきめ細やかに実施できるよう追加された、重点支援地方交付金を活用した事業の計上

のほか、各種事業の実績による費用等を補正するものでございます。 

内容につきましては、企画政策課長から説明をいたさせますので、よろしくご審議の

ほどお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） 議案第１５号、令和６年度苓北町一般会計補正予算

（第７号）（案）の内容について説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１億４,５６６万５,００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５７億１,１９２万１,０００円

とするものです。 

６ページをお願いします。 

第２表、繰越明許費です。款３民生費、項１社会福祉費の、物価高騰対策支援給付金

事業（住民税非課税世帯）から、款１０災害復旧費、項１農林水産業施設災害復旧費の
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林道施設災害復旧事業まで、４事業で総額９,１５３万８,０００円です。 

７ページをお願いします。 

第３表、債務負担行為です。中小企業振興資金利子補給（令和６年度貸付実行分）に

ついて、令和７年度から令和９年度までの１１万８,０００円を追加するものです。 

８ページをお願いします。 

第４表、地方債補正です。１、変更は、堆肥センター更新事業ほか４事業について、

事業費の確定により過疎対策事業債、緊急自然災害防止対策事業債、災害復旧事業債を

合わせて、２,１２０万円を減額するもの。２、廃止は、事業の見送りによる脱炭素化

推進事業（公用車）及び河川改修事業、並びに今後の補助事業活用検討に当たり、脱炭

素化推進事業（防犯灯）分の借入れを行わないこととして廃止するものです。 

１１ページをお願いします。 

歳入です。 

款９地方特例交付金、項２、目１新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別

交付金は、対象設備の追加による新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填特別交

付金３１万６,０００円の増額です。 

１２ページをお願いします。 

款１２分担金及び負担金、項２、目２農林水産業費分担金は、実績による農地等災害

復旧費申請者分担金１３万７,０００円の減額です。 

１３ページをお願いします。 

款１３使用料及び手数料、項１、目３農林水産業使用料は、実績見込みによる町管理

漁港使用料１２９万５,０００円の増額です。 

１４ページをお願いします。 

項２、目３農林水産業手数料は、実績見込みによる下水道汚泥処理手数料９５万２,

０００円の減額です。目４災害復旧手数料は、実績による農地等災害復旧事業申請者負

担分設計手数料３万１,０００円の増額です。 

１５ページをお願いします。 

款１４国庫支出金、項１、目１民生費国庫負担金は、交付決定による国保保険基盤安

定国庫負担金（保険者支援分）ほか２件を合わせて２８万８,０００円の減額です。 

１６ページをお願いします。 

項２、目１総務費国庫補助金、節２物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、給

付金・定額減税一体措置の実績によるもののほか、物価高騰の影響を受けた生活者や事

業者の支援のために追加された、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金８９８万６,

０００円の増額。節４、デジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装）は、熊本農

地ＧＩＳシステム導入に係るデジタル田園都市国家構想交付金（デジタル実装）４万１,
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０００円の増額です。目２民生費国庫補助金は、出産・子育て応援交付金システムの改

修に係る、出産・子育て応援交付金事業国庫補助金５５万２,０００円の増額です。目

４農林水産業費国庫補助金は、堆肥センター更新事業の実績見込みによる国内肥料資源

利用拡大対策事業補助金５９３万円の減額です。目５土木費国庫補助金は、交付決定に

よる道路メンテナンス事業国庫補助金１,０２１万７,０００円の減額です。 

１７ページをお願いします。 

款１５県支出金、項１、目１民生費県負担金は、交付決定による国保保険基盤安定県

負担金（保険者支援分）ほか３件を合わせて、１６７万８,０００円の増額です。 

１８ページをお願いします。 

項２、目１総務費県補助金は、交付決定による地域づくり夢チャレンジ推進補助金、

熊本県生活交通維持・活性化総合交付金を合わせて３７４万３,０００円の減額です。

目４農林水産業費県補助金、節１農業委員会補助金は、交付決定による農業委員会等振

興助成費補助金、農地中間管理機構集積支援事業補助金を合わせて、２６万２,０００

円の増額。節２農業費補助金は、交付決定による担い手育成支援事業補助金ほか３件を

合わせて３９９万３,０００円の減額。節４水産業費補助金は、交付決定による水産基

盤整備県交付金（漁港漁場整備分）１５４万円の減額です。目５土木費県補助金は、実

績による土砂災害危険住宅移転促進事業補助金３００万円の減額です。目７災害復旧費

県補助金は、交付決定による農地等災害復旧費補助金、林道施設災害復旧費補助金を合

わせて、４６万１,０００円の減額です。 

１９ページをお願いします。 

項３、目４農林水産業費県委託金は、交付決定による富岡漁港環境美化事業委託金１

２万７,０００円の増額です。 

２０ページをお願いします。 

款１６財産収入、項１、目２利子及び配当金は、実績による財政調整基金預金利子ほ

か１２件を合わせて２,０８９万５,０００円の増額です。 

２１ページをお願いします。 

款１７寄附金、項１、目１総務費寄附金は、実績見込みによるふるさとづくり寄附金

１億１,０００万円の減額です。 

２２ページをお願いします。 

款１８繰入金、項１、目２宅地造成事業特別会計繰入金は、宅地の販売実績による宅

地造成事業特別会計繰入金１,０４２万８,０００円の減額です。 

２３ページをお願いします。 

項３、目２都呂々財産区繰入金は、実績による都呂々地域振興事業都呂々財産区繰入

金２６万５,０００円の減額です。 
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２４ページをお願いします。 

款２０諸収入、項４、目２農林水産業費受託事業収入は、交付決定による農地中間管

理機構特例事業受託収入、農地中間管理事業受託収入を合わせて３１万１,０００円の

減額です。 

２５ページをお願いします。 

項５、目１雑入は、実績見込みによる収入証紙売りさばき料ほか４件を合わせて１０

１万７,０００円の増額です。 

２６ページをお願いします。 

款２１町債、項１町債は、８ページの地方債補正で説明したとおりで、目１総務債か

ら目９災害復旧事業債まで合わせて２,９６０万円の減額です。 

２７ページをお願いします。 

歳出です。 

款２総務費、項１、目１一般管理費は、節７報償費及び節１１役務費から節１３使用

料及び賃借料まで、ふるさとづくり寄附金対策事業の実績見込みによる、合わせて４,

８２５万６,０００円の減額。節１０需用費及び節１７備品購入費は、脱炭素化推進事

業（公用車）の購入見送りによる、合わせて５０４万８,０００円の減額。節２４積立

金は、実績見込みによる財政調整基金利子積立から、次のページの苓北ふるさとづくり

応援基金積立までを合わせて、６,６５９万円の減額です。目５財産管理費、節１８負

担金補助及び交付金は、実績見込みによる、都呂々地域振興事業補助金８万１,０００

円の減額。節２７繰出金は、住宅建設補助金等の実績による、宅地造成事業特別会計繰

出金５８万２,０００円の減額です。目６企画費、節１２委託料は、実績による苓北の

文学の宝発掘事業委託料から、次のページのメタバースを活用した交流人口拡大事業委

託料までを合わせて２６０万３,０００円の減額。節１８負担金補助及び交付金は、実

績による地方バス運行補助金２０１万９,０００円の減額。実績見込みによる苓北町離

島航路運営費補助金１,４０６万８,０００円の増額、及び物価高騰対応重点支援地方創

生臨時交付金を活用した新規事業として、天草エアラインの経営を熊本県及び天草２市

１町で支援する、天草エアライン運航維持確保応援事業補助金４８万７,０００円の増

額です。なお、離島航路運営費補助金につきましては、国庫補助金が確定次第、国庫補

助金と一般財源を相殺して支出することといたします。目８諸費は、実績による防犯灯

ＬＥＤ化工事に係る設計業務委託料２８万４,０００円の減額です。目１０交通安全対

策費は、老朽化したカーブミラーの建て替え等に係る修繕料５６万５,０００円の増額

です。目１３電算システム管理費、節１２委託料は、実績による地方税電子申告支援サ

ービスシステム更改等委託料７０万円の減額。節１３使用料及び賃借料は、実績による

ソフトウェアライセンス使用料８５万８,０００円の減額です。目１４情報化推進費は、
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実績による備品購入費（ＯＡ機器）２００万円の減額です。 

３０ページをお願いします。 

項２、目１税務総務費は、定額減税補足給付事業及び新たな非課税世帯等の物価高騰

対策支援給付金事業の実績見込みによる、節３職員手当等から節１８負担金補助及び交

付金までを合わせて７１９万６,０００円の減額です。 

３１ページをお願いします。 

項３、目１戸籍住民基本台帳費は、熊本県の旅券発行手数料の改定に伴い不足する収

入証紙購入に係る消耗品費４万１,０００円の増額です。 

３２ページをお願いします。 

項４、目１選挙管理委員会費は、法令改正に伴い不足する法規追録代２万８,０００

円の増額です。 

３３ページをお願いします。 

款３民生費、項１、目１社会福祉総務費、節１８負担金補助及び交付金は、坂本・藤

本福祉基金預金利子の実績に係る、坂本・藤本福祉基金利子社協補助金１万７,０００

円の増額です。節２７繰出金は、事業の実績等による国民健康保険特別会計繰出金（財

政安定化支援事業分）ほか５件を合わせて２８１万２,０００円の増額です。目２老人

福祉費は、対象者の増加による老人保護措置費１０６万３,０００円の増額です。目４

介護保険事業費は、事業の実績等による介護保険特別会計繰出金（事務費分）から、次

のページの介護保険特別会計繰出金（地域支援事業費分）までを合わせて３７６万７,

０００円の増額です。目６障害福祉費は、障害福祉サービス利用者の増加による医師意

見書作成手数料１万７,０００円の増額です。 

３５ページをお願いします。 

項２、目１児童福祉総務費、節１２委託料は、出産・子育て応援交付金システムの改

修に係る、システム改修委託料５５万３,０００円の増額。節１９扶助費は、実績見込

みによるひとり親家庭等医療費助成２２万６,０００円の増額です。 

３６ページをお願いします。 

款４衛生費、項１、目３環境衛生費は、申請増により不足する水道施設整備事業補助

金２９万７,０００円の増額です。目５健康増進事業費は、健康ポイント事業に係る消

耗品費と後納郵便代の組み替えです。目６保健センター費は、保健指導室の畳替えに係

る修繕料１９万８,０００円の増額です。 

３７ページをお願いします。 

款５農林水産業費、項１、目１農業委員会費は、農業委員会等振興助成費補助金及び

農地中間管理機構集積支援事業補助金の交付決定による財源内訳の変更です。目３農業

振興費は、農地中間管理事業に係る事務補助員の雇用実績見込みによる、節１報酬及び
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節３職員手当等を合わせて７１万２,０００円の減額。節７報償費は、捕獲頭数の増加

によるイノシシ駆除謝金２１５万円の増額。節１０需用費及び節１１役務費は、環境保

全型農業直接支払事業補助金の活用に係る予算の組み替え。節１８負担金補助及び交付

金は、実績による耕作放棄地解消事業補助金（有効利用促進事業）ほか４件を合わせて

５２１万６,０００円の減額です。目４畜産業費は、家畜輸送費補助事業への物価高騰

対応重点支援地方創生臨時交付金充当による財源内訳の変更です。 

３８ページをお願いします。 

目５農地費は、県営富岡北農地海岸事業の実績による農村地域防災減災事業負担金５

０万円の減額。及びくまもと農地ＧＩＳシステムの導入に係るくまもと農地ＧＩＳを活

用した情報共有化事業負担金４万１,０００円の増額です。目６農業経営基盤強化促進

対策事業費、節１０需用費は、農地中間管理機構特例事業受託収入活用のため、消耗品

費６,０００円の増額。節１８負担金補助及び交付金は、実績見込みによる農地有効利

用補助金（単独）１９万９,０００円の増額です。目７堆肥センター管理費は、堆肥セ

ンター更新事業の実績見込みによる工事請負費（補助）、車両購入費を合わせて５８５

万円の減額です。 

３９ページをお願いします。 

項３、目１水産業振興費は、実績による磯焼け・食害対策業務委託料１８４万４,０

００円の減額です。 

４０ページをお願いします。 

款６商工費、項１、目２商工業振興費、節１０需用費は、苓北町物産館（その１）施

設のロールカーテン取付け等に係る修繕料３３万８,０００円の増額。節１８負担金補

助及び交付金は、新規借り入れに係る苓北町中小企業振興資金利子補給補助金４,００

０円の増額、及び物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した新規事業として、

運送事業者を支援する運送事業者原油価格高騰対策事業支援金１４２万５,０００円の

増額です。目３観光費、節８旅費は、事務所移転により不足する地域プロジェクトマネ

ージャー費用弁償９,０００円の増額。節１０需用費は、電気料金の高騰により不足す

る電気料３万３,０００円の増額。及び白岩崎キャンプ場トイレ浄化槽放流管等の修理

に係る修繕料７０万円の増額。節１２委託料は、実績による白岩崎キャンプ場法面対策

事業に係る測量設計委託料９０万円の減額、及び実績による連携型商品ブラッシュアッ

プと地域密着型情報発信を通した交流活性化事業に係る地域づくり夢チャレンジ推進事

業委託料、４２万６,０００円の減額です。目４温泉センター管理費は、排煙窓ワイヤ

ーロープ取り替え等に係る修繕料３１万９,０００円の増額です。目５富岡城公園管理

費、節１０需用費は、富岡城漆喰修繕の実績等による修繕料１２３万５,０００円の減

額。節１２委託料から次のページの節１８負担金補助及び交付金までは、地域づくり夢
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チャレンジ推進事業を活用した富岡城ワーケーション施設管理事業の実績見込みによる、

合わせて８５万１,０００円の減額です。４２ページをお願いします。款７土木費、項

１、目２やまびこ活動費は、実績見込みによる修繕料３,０００円の減額です。 

４３ページをお願いします。 

項２、目２道路維持費、節１０需用費は、町道大円３号線の路面陥没補修に係る維持

補修費８０万円の増額。節１２委託料は、町道木場大岳線の支障木伐採に係る支障木伐

採業務委託料１６万円の増額です。目５橋梁維持費、節１２委託料は、橋梁点検、橋梁

補修設計の実績による測量設計委託料６０５万４,０００円の減額。節１４工事請負費

は、橋梁補修工事の実績による工事請負費（補助）４１６万３,０００円の減額です。

目６国県道整備促進費は、県道都呂々宮地岳線道路改良事業の事業費増加に係る国県道

整備事業負担金８２万５,０００円の増額です。 

４４ページをお願いします。 

項３、目１河川総務費、節１２委託料は、小路川河川改修設計の見送りによる測量設

計委託料３５０万円の減額。節１８負担金補助及び交付金は、申請者がなかったことに

よる土砂災害危険住宅移転促進事業補助金３００万円の減額です。 

４５ページをお願いします。 

項５、目１住宅管理費は、実績による子育て世代定住促進支援対策事業補助金８０万

円の減額です。 

４６ページをお願いします。 

款８消防費、項１、目１常備消防費は、苓北ふるさとづくり応援基金とりくずし充当

による財源内訳の変更です。目２非常備消防費は、実績見込みによる、節１報酬から節

８旅費までを合わせて４６３万７,０００円の減額です。目４災害対策費は、令和６年

度能登半島地震の応急対策職員派遣の実績による、節８旅費及び節１３使用料及び賃借

料合わせて１０８万８,０００円の減額。節１２委託料は、実績による上津深江広域避

難地防災公園整備実施設計業務委託料６７０万円の減額です。 

４７ページをお願いします。 

款９教育費、項１、目２事務局費は、いじめ防止対策事業に係る節１報酬、節７報償

費、節８旅費及び節１３使用料及び賃借料合わせて２２１万２,０００円の増額。節４

共済費は、不足する社会保険料等６,０００円の増額。節１０需用費は、不足する消耗

品費及びスクールバス修理に係る修繕料合わせて３５万円の増額です。 

４８ページをお願いします。 

項２小学校費、目１学校管理費、節１７備品購入費は、実績による備品購入費（遊

具）１８万２,０００円の減額です。 

４９ページをお願いします。 
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項３中学校費、目１学校管理費、節１０需用費は、不足する旧都呂々中学校施設分の

電気料１３３万９,０００円の増額。節１１役務費は、不足する苓北中学校分の電話料

３万３,０００円の増額です。 

５０ページをお願いします。 

項４、目２公民館費は、坂瀬川体育館の自動火災報知機修理に係る修繕料１１０万円

の増額。目３社会教育施設費、節１０需用費は、苓北町温泉プールの採暖室用サウナス

トーブ取り替え等に係る修繕料１７８万１,０００円の増額。節１２委託料は、燃料単

価高騰に伴うリスク分担分として、苓北町温泉プール指定管理委託料２７万２,０００

円の増額。節１８負担金補助及び交付金は、ボイラー設備故障に伴う臨時休館に係る苓

北町温泉プール指定管理者支援金１５万７,０００円の増額です。 

５１ページをお願いします。 

項５、目２学校給食費、節４共済費は、不足する社会保険料等１１万５,０００円の

増額。節１０需用費は、物価高騰により不足する賄材料費１１０万円の増額です。 

５２ページをお願いします。 

款１０災害復旧費、項１、目１農業用施設災害復旧費は、実績による工事請負費（補

助）１４０万円の減額です。目２林道施設災害復旧費は、林道施設災害復旧費補助金の

交付決定による財源内訳の変更です。 

以上で、令和６年度苓北町一般会計補正予算（第７号）（案）の説明を終わります。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑がある場合は、各ページを言ってから質問をしてくだ

さい。質疑ありませんか。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

○４番（松本良人君） 質疑はページごとですか。ページ全部一旦言ってからですかね。 

○議長（野﨑幸洋君） ページを言って、質問の項目を。 

○４番（松本良人君） 全部ですかね、いっぺんに。 

○議長（野﨑幸洋君） 質問は３回となっております。 

○４番（松本良人君） いやいやいや。 

○議長（野﨑幸洋君） ですからページをずっと言って、質問を言って。再質問があと

２回。 

○４番（松本良人君） １６ページですね。土木費国庫補助金が１,０００万ぐらいで

すね、減額なっておりますね。これはメンテナンス事業補助金となっておりますけど、

これメンテナンス事業は何箇所かですか。それとも、もう全然なくて、こっだけ補助金

がなくなったと、メンテナンスはせんじゃったというこっでしょうか、そこら辺。 
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それから、富岡漁港の美化事業委託金として、すいません、ページがですね、１９ペ

ージ。１２万７,０００円。これは県営の事業ですね、富岡漁港は。これはどういった

関係の委託でしょうか。県営なっとって、富岡漁港県営でしょ。県営に町がどこに委託

するのかですね。 

それから４０ページ、修繕料のですね、５、５、１０の関係ですけれども、漆喰の関

係で１２３万５,０００円減額になっとっとですけれども、漆喰はそがん弱かもんです

かね。そこら辺の事情を教えてください。大概漆喰はですね、かなり強かっですけれど

も、もう壊るっとかなと思いますので。 

それからすいません、５０ページ、公民館の修繕料が１１０万上がっとっとですけれ

ども、実はこの件じゃなくて、なかっですけれども、都呂々のですね、公民館のグラン

ドから公民館の駐車場のほうに上がる階段がありますね。あの手すりをですね、つけて

くださいっていうことで、口頭ではございましたけれども、お願いをしとったんですが、

このできれば早いほうがよかったので、できれば補正対応あたりでできんかなと思って、

実はあの、お年寄りが階段を上っていかすもんですから、手すりがないもんでぐらつい

て、まあはっきり言うて、ちょうど私がおったけんよかったんですけれども、あわやお

怪我をなさったということですね。ほとんど老人会では月・水・金、あるいは年金友の

会あたりはグラウンドゴルフをやっておりますので、ほとんど使うとります。その見解

で、できればですね、もし新年度予算あたりでもあれば、早急に対応をしていただきた

い。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） それでは１６ページから。 

土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） １６ページの橋梁メンテナンス事業のですね、関係で

すけれども、これは国の補助を受けた橋の点検と、それから補修設計と、それから補修

工事っていうのが一緒になった項目でありまして、国の予算が、私たちが要望してた金

額の満額はつきませんでですね、交付決定額に応じて減額するものでありまして、全く

事業ができなかったわけではなくて、点検は予定どおりできましたし、補修設計も予定

どおり、ただ、補助金が満額つかなかった関係で、工事だけをですね、本当は２本する

計画だったんですけど、それが１本にならざるを得なかったということでございます。 

○議長（野﨑幸洋君） １９ページ。 

農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） １９ページの富岡漁港環境美化事業委託金の委託先と

いうご質問の件ですけれども、これにつきましてはご質問のとおりですね、県の管理漁

港が富岡漁港ではございまして、これを町がですね、環境美化ということで受託してい

るところでございます。内容につきましては、商工観光課予算にですね、１２万７,０
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００円を補正して、総合計１８８万３,０００円の委託料になっているんですけれども、

そのうち観光事業で、富岡漁港の海水浴場関係の管理っていうところの中で、トイレ清

掃、監視とあわせてですね、そこ部分が１５０万３,０００円。漁港分が、照明代等の

電気料等に使う部分が３８万というところで計上をして、ここで委託を受けている事業

でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） ４０ページ。 

商工観光課長。 

○商工観光課長（稲尾浩二君） ４０ページの富岡城のですね、修繕料の中の漆喰修繕

の件でございますけれども、漆喰修繕につきましてはですね、平成１７年にオープンい

たしました富岡ビジターセンター、そのビジターセンターを除くですね、上櫓であった

り下櫓とビジターセンターからですね、歴史資料館までの築地塀関係ですね、こちらの

漆喰の修繕を行っております。そちらの工事の方がですね、当初平成１６年度までに行

われていまして、かなり年数が経過し、経年劣化がですね、激しい状態でございました。

瓦漆喰がですね、剥離してしまったりだとか、あとですね、築地塀の汚れがですね、か

なりひどくなっていた状況でございましたので、令和４年度から今年度まで３か年間か

けてですね、ビジターセンターの下から歴史資料館までの修繕のほうを行ったという経

緯でございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ５０ページ。 

教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） 都呂々公民館のグラウンドから駐車場に上がられるところ

の階段の手すりの件は、お話はお伺いしております。新年度の予算の修繕料のほうで対

応をさせていただきたいと考えておりますので、もうしばらくお待ちいただきたいと思

います。 

○議長（野﨑幸洋君） 再質問ありますか。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） まず１６ページでございますけれど、これは予算どおりやった

ばってんか、国庫補助金が減額なったということですね。はい、ありがとうございまし

た。 

それから富岡漁港環境美化委託金というのは、漁港そのものじゃなくて、漁港区域内

の公園の関係でということですかね。はい、分かりました。 

この漆喰は確かに、瓦の方は結構傷んどったですもんね。私は中じゃなかろうかなと、

家ん中じゃなかろうかと思いまして。この漆喰も、普通の漆喰はなごうもつっとですけ

れど、何でか公的な分の漆喰ちゅうのはなごうもてんですもんね。やっぱ修理なんかさ

ったときには入念なですね、監督。ほとんど漆喰はかなり強かけんですね。やっぱなご



 

－ 181 － 

うもつっとですけれども、なごうもてんというのは何でか分からんとですけれども、公

的な分は弱いっていうことで、今後気をつけていただきたい。やっぱり修繕の公民館の

方はひとつ来年度予算で、新年度でなるだけ早くやってください。もし怪我なんかなさ

ったら大変だと思いますのでよろしくお願いします。以上です。もう要りません。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質問ありませんか。質疑ありませんか。 

田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） ４９ページの電気料の件なんですけど、先程説明あった都呂々

中学校の電気分てあったんですけど、それは貸し出し、宿泊所っていうかですね、どっ

か企業の方に貸し出してた分の電気料の分じゃないかなと思ったんですけど、その辺の

収入はどうなってるんですか。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） ４９ページの電気料につきましては、議員ご指摘のとおり

旧都呂々中学校のサテライトオフィスということで、東光電気さんのほうに貸し出しを

しております。それ分の収入につきましてはですね、すいません、２５ページの雑収入

の中の、上から３段目、旧都呂々中学校電気上下水道使用料５４万のほうに上がってお

りますので、電気料が増えた分、若干収入の方も上がっているというような計算になっ

ております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。 

○１番（田嶋健司君） もういっちょ。 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） ていうことは、若干のマイナス、８０万近くのマイナスになる

ていうことですかね。 

○議長（野﨑幸洋君） 教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） 一般財源の部分はですね、ほかにもこの学校管理費全体で

見ますと、ほかに苓北中学校の分も出てきますので、総体的に見ますと８０万、一般財

源はですね、中学校分の方とかもありますので、そちらのほうで増えてるのかなと思っ

ております。電気代につきましては、請求額と、九電の方から請求が来ますけども、そ

れを東光電気さんと、もう１個もやいクラブさんが借りていらっしゃいますので、それ

にそれぞれ使用料を分配しながらですね、請求をさせていただいておりますので、使用

料につきましてはほぼ全額、使っていただいた分は収入としていただくようになってお

ります。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。 

田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） まず１８ページですね。夢チャレンジ事業がですね、補助金が
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減額なってますけど、この補助金を申請するに当たって、どういう形でですね、企画を

したり、組み立てて申請するんでしょうけれども、そのプロセスはどうなってるのかお

聞きいたします。 

それと、３７ページのイノシシの捕獲の総頭数はいくらぐらいなってるか、分かった

らお願いします。 

それと、４７ページの報酬を兼ねてですね、いじめ防止の委員会が開かれてますけれ

ども、この委員は何人か、そしてどういうふうな内容が出されているか、分かったらお

願いいたします。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 以上ですね。１８ページから。 

行革デジタル対策室長。 

○行革デジタル対策室長（山下晃弘君） こちら、１８ページの地域づくり夢チャレン

ジ推進補助金３５９万８,０００円のうち、行革デジタル対策室のほうで管轄しており

ますものが２８７万２,０００円減額分が該当いたしますので、そちらについてご説明

をさせていただきます。 

こちらにつきましては、２８ページにあります企画費の中の委託料、苓北の文学の宝

発掘事業委託料の５０万の減額から、２９ページまでのメタバースを活用した交流人口

拡大事業委託料１８０万３,０００円の減額まで、こちらに対応したものになります。

こちらは昨年県の方の要項に従いまして申請をいたしましたが、当初、県のほうではこ

の夢チャレ事業というのは４分の３の補助ということで説明を受けておりましたので、

その旨で当初予算も計上しておりました。ところが実際に補助金の交付決定を見てみま

すと、おおむね５７、５８％の補助率。事情を聞いてみますと、県が予測する以上に申

請が多かったということで、かといって一部を断るわけにはいかず、全体の補助率を下

げることでより多くの自治体、団体に交付するという経緯になったようでございます。

その結果、苓北町、どこの団体も同じですけども、交付率が下がっておりまして、同じ

規模の事業を実施いたしますと、一般財源が当然その分増えてきてしまうことになりま

すので、事業の内容を見直すことで事業規模を一部縮小しまして、おおむね４分の３、

本来の補助率の４分の３になる程度の事業規模に見直しを行った結果、今回歳出のほう

と、１８ページの歳入の方の減額ということになっております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ３７ページ。 

商工観光課長。 

○商工観光課長（稲尾浩二君） 夢チャレの補助金の分でですね、商工観光課のほうで

も事業を行っております。３７４万３,０００円の減額のうちですね、うち７２万６,０

００円の減額分が、４０ページのですね、６－１－３－１２の委託料の、地域づくり夢

チャレンジ推進事業委託料。４２万６,０００円の減額と、富岡城公園管理費の中ので
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すね、１２委託料の企業とのマッチング体験ツアー業務委託料を３０万６,０００円減

額の分ですね、になっております。補助金関係につきましては只今ですね、山下室長が

申し上げられましたとおりのような状態で、県の補助金がですね、減額となりましたの

でこのような減額となっているところでございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ３７ページ。 

農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） ３７ページのですね、イノシシの捕獲頭数はというこ

とでございますけれども、今の時点でですね、約１,１００頭ほど捕れてまして、予算

予定ではですね、１,３２５頭捕獲見込みというところでございます。昨年度がですね、

８４４頭でございましたので、１．５、１．６倍の頭数になっております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ４７ページ。 

教育課長。 

○教育課長（吉本英明君） ４７ページのいじめ防止対策審議会関係のご質問でござい

ました。 

まずご説明をさせていただきます。今回、町内小学校におきまして、いじめ防止対策

推進法の規定による重大事態が発生をしております。対策推進法では、いじめにより当

該学校に在籍する児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認め

るとき、又はいじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席すること

を余儀なくされている疑いがあると認めるときを重大事態と定義をしてあります。この

ような事案が発生した場合、対策推進法の規定に基づき、町いじめ防止対策審議会を設

置して、全ての調査員が専門的な知識を有する第三者によって、重大事態に係る事実関

係等の調査を実施することになります。 

今回、その審議会を開催するための委員報酬、報償費、旅費、会場使用料等を計上す

るものでございます。なお、委員につきましては、弁護士、心理、医療又は福祉の３人

を予定しているところでございます。なお、重大事態調査の目的は、民事、刑事、行政

上の責任追及や、その他の訴訟等への対応を直接の目的とするものではなく、あくまで

も当該重大事態への対処、及び再発防止策を講ずることにあります。また、予算の議決

をいただいた後に、委員の選任をそれぞれの職の団体へ依頼することとしておりますの

で、選任まで２か月近く要するということでございますので、年度内にですね、経費を

使用し終わらないことが明らかでございますので、全額の２２１万２,０００円につき

ましては、繰越をさせていただきたいと考えているところでございます。 

なお、いじめの対応でございますが、本人の持ち物に心ない言葉が書かれたものでご

ざいます。このことを発端に、お子さんは不安感に苛まれ、心因性の体調不良や欠席日

数が年間目安の３０日を超えておりまして、対策推進法の重大事態として、本年２月に
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学校から報告がございました。また、保護者様からも、いじめ重大事態調査実施に係る

要望書が提出されておりまして、対策推進法の要件に照らしまして、重大事態調査を実

施することとなるものでございます。 

なお、お子さんにつきましては、見守り等の支援体制を構築しまして、現在は登校で

きるようになっております。議員の皆様には大変ご心配をおかけしますが、いじめに遭

ったお子さんや、保護者さんに寄り添った対応が何より重要であると考えておりますの

で、よろしくお願いを申し上げます。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 再質問ありますか。 

田﨑稔君。 

○６番（田﨑 稔君） 夢チャレンジの件は県の補助金が減ったっちゅうことですね。

補助の率がですね。私はせっかくこう企画して、上げたとができんやったのかなあと思

ったもんですから、質問いたしました。 

イノシシん件につきましては、本当にもう今また増えておりますもんね。ほいけん、

十分にやっぱり対策をお願いしたいと思います。 

いじめの委員会は本当大変でしょうけど、それぞれですね、もう苓北町にそういうこ

とはないと思とったんですけど、やっぱいろいろあって、もう教育委員会も保護者さん

も学校も大変だと思いますけれども、本当に子どもに寄り添った対応をお願いしたいと

思います。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。 

倉田明君。 

○７番（倉田 明君） ３９ページの委託料関係です。磯焼け・食害対策のほうでちょ

っとこう減額されております。１８４万４,０００円ですか。聞くところによりますと

やっぱり魚が痩せてると。クロの大きさはあっても、丸みがないんですよということを

聞きました。そして２、３日前はアオサ、これもなかなか生育が悪いと。そういうこと

で、やはり温暖化等々の関係があるんかなと思っておりました。またもうウニにも解禁

されたようで２、３日前私も分けてもらいましたけども、やはり磯焼けが進んでるんか

なと。いろんなこのアントクメの施策といいましょうか、養殖とかなされておりますが、

この減額の状況と、そういった養殖アントクメ等の施策といいますか、その状況がどう

なってるか、それだけ教えていただければと思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） ３９ページのですね、磯焼け・食害対策業務委託料の

減、この調査の状況でございますけれども、これにつきましては富岡のですね、投石礁

と都呂々のほうの増殖場の調査というところとあわせて、保護の網をそこに設置をして

いる事業でございます。 
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本来この減額分についてはですね、国の金額が減ったもんですから、年２回する予定

がですね、調査、１回の調査と、ここの保護というところで実施をしております。状況

につきましてはですね、その保護を、網をしているところについては、アントクメが根

づいている状況でございまして、そこからですね、周辺に発生している状況が確認され

ております。この事業を継続しながらですね、そういった部分についてさらにですね、

その増殖場の拡大についてですね、努めていきたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。 

倉田明君。 

○７番（倉田 明君） 分かりました。先程も質問があっておりましたが、やはりこの

漁業の方の燃油の補助、あるいは農業関係ではやはり資材の高騰等に対する支援等が考

えられておりますが、やはりですね、最近特に海、この資源、非常に枯渇といいましょ

うか、極端に海藻を含めて、魚類等も減少しているということ聞いております。いろん

なお知恵等を漁業関係者も考えておられるんでしょうけども、やはり引き続きですね、

積極的に対応方お願いしておきます。終わります。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。 

髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） ３７ページの農林水産業の中の畜産業なんですけれども、一般

財源で１９０万減額してあります。私、一昨年からですね、飼料用稲に伴い資材が高騰

したということで、ラッピングに伴うその補助金を、何回か一般質問等を通じて訴えて

まいりました。そこで、もう今回が最後の補正かなと思います。専決もありますけれど

も、最終的に今年度は、飼料稲に対する支援はどのようになったのかお聞きしたいと思

います。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） ３７ページの飼料稲の質問、ラップの。 

○９番（髙戸幸雄君） 結局項目は全然上がってきておりませんので、最終的にどうな

ったんだろうかと。 

○農林水産課長（田尻 悟君） 畜産のほうの、餌の方の補助っていうところでお答え

をしたいと思います。議員の方からご質問いただいておりまして、今年度はもうこれは

補正予算でございますので、上げておりません。とあわせて、畜産においてはですね、

輸送対策っていうところで、この物価高騰対策の中ですね、財源を計上をさせていただ

いているところでございます。それとあわせて、来年度につきましては、注射関係につ

いて、それと違う部分の中で事業をですね、考えているところでございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙戸幸雄君。 
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○９番（髙戸幸雄君） そうすると、飼料稲の資材に対する補助金は考えていないとい

うことですか。 

○議長（野﨑幸洋君） いいですか。 

髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） ええとですね、せっかく軌道に乗ったといいますか、飼料稲も

増えてきているような傾向がございます。ただし、来年につきましては、皆さんご存じ

のとおり、主食米の方が少しですね、持ち直した関係でどうなるかなと思っております

けれども、ようやくこの飼料稲の成果といいますか、それも上がってきて、今月ですか

ね先月ですかね、あった熊本の方で子牛の競りがあっておりますけども、大変優秀、高

い、高値で競りがなされたというお話も聞いておりますので、野菜、レタスの方は価格

も今年度は大変よかったということで生産者も喜んでおられますけれども、畜産に対す

る支援をですね、引き続きお願いしたいと思います。ならばこそ、今年はないというこ

とでございますけども、引き続きのですね、その輸送費の補助は分かるんですよ。これ

も途中からしていただいて、確かに家畜市場が熊本になりましたので、その経費につい

ては生産者も大変喜んでおられますけれども、それ以外についても、従来から注射です

か、それもあっておりますけれども、できるならばまた、飼料稲に対するラップ、資材

高騰対策に伴う補助金については再考をお願いしたいと思います。町長、いかがでしょ

うか。 

○議長（野﨑幸洋君） 町長。 

○町長（山﨑秀典君） 畜産の関係のですね、助成についてご質問がございました。畜

産関係ではですね、来年度においてはやはり公畜連携の中でそういった飼料米、それか

ら子実トウモロコシ、青刈りトウモロコシ、これについて国の方がですね、支援事業を

広げるということで、新聞紙上で出ておりました。髙戸議員もご存じかと思いますけど

も、そういったところで耕作放棄地が増えている段階の中でですね、そういう飼料米で

あるとかトウモロコシ、こういった国産飼料をですね、拡大する部分については、町も

重点的に支援をしていきたいというふうに思っておりますので、そういった意味で畜産

の支援を行ってまいりたいと思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。ほかに質疑ありますか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） まず収入の関係でございますが、１４ページの下水道汚泥処理

手数料が９５万２,０００円減額になっております。これの理由と、あと２０ページ、

利子及び配当金、ここで財政調整基金預金利子と減債基金預金利子合わせて大体２,０

００万ぐらい大きく伸びております。これについての、どのような形でこれだけ伸びた

のかを教えていただきたいと。それと最終的に、令和６年度中の決算見込みがどのくら
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いなるのかていうのを教えていただきたいと思います。 

それと２１ページですけれども、ふるさとづくり寄附金、これは一般質問でも取り上

げられましたけれども、１億５,０００万近い目標が最終的には４,１００万ぐらいにな

っていると。今回１億１,０００万、これ基金積立金ちょうどマイナス１億１,０００万

されてますけれども、今年度収入は来年の支出に充てるということで基金積立をしない

ということかなとは思いましたが、大幅に目標を下回っているという状況でございます。

これの理由についてもう少し教えていただければと思います。 

それと歳出の方はあれですね、それと２９ページに苓北町離島航路運営費補助金１,

４００万追加で支出してますが、燃料の高騰分が当初より大きく伸びているのか、それ

か利用者が目標を大幅に下回ってる状況なのか辺りを教えていただければと思います。 

それと３８ページの堆肥センター。これについて工事請負費と備品購入費が合わせて

５８０万程度減になっておりますが、これ入札残なのかどうか。それと今攪拌機ですか。

大きな備品が、攪拌機があったかと思いますが、このあたりの、もう既に納入済みであ

れば、どのような状況、取り替え、納入あったらもう取り替えも終わってるのかなと思

いますので、その辺りがどのような感じで動いてるのか。分かれば教えてください。 

また、国庫支出金が大体６００万ぐらい減になってますが、この補助金がなくなった

のか、えらくこの大きく地方債と国庫支出金で１,６００万程度減になっています。こ

れの理由を教えていただければと思います。以上、お願いします。 

○議長（野﨑幸洋君） それでは１４ページから。 

農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） 下水道汚泥の手数料でございますけれども、当初見込

みでですね、３６８トンの見込みの予算でしておりましたけれども、見込みがですね、

２８９トンの予定でございます。昨年度の実績と比べますとですね、約３８トンほどは

増えているんですけれども、予算の計上も併せてですね、大きくなった部分の減額とな

ったところでございます。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ２０ページ。 

税務住民課長。 

○税務住民課長兼会計管理者兼会計課長（松村保則君） ２０ページの財政調整基金預

金利子ほかの増額につきましては、基金の債券運用によります収益の増になるものです。

現在、基金の元金総額が２４億４,８５３万７,７５０円ございます。このうち４９％の

１２億円を、１１銘柄の債券にて運用しております。これは基金の安全、確実かつ有利

な保管及び運用を目指して取り組んだものでありまして、令和６年度中におきましては

１銘柄計１億円分の新規発行債券の購入、８銘柄計９億円分の債券の入れ替えを実行し

ておりまして、市場取引によります入れ替え時の売買差額収入として、１,７６７万５,
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１７８円。年２回の利回り金の配分、これは３月配分予定を含むところで１,１８８万

３,２１７円。合わせまして２,９５５万８,３９５円の運用益が見込まれますことから、

一般会計、特別会計におきまして、歳入歳出にそれぞれ補正をお願いするものでござい

ます。 

基金の利子のですね、残高につきましては、１月３１日現在で４,７８６万４,７２１

円ございまして、令和６年度の決算見込みは、元金分と合わせまして２５億２４８万２,

５９２円を見込んでおります。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） ２１ページ。 

総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 寄附額が伸びなかった主な要因といたしまして、令和６年

の１０月１日から、総務省のほうの５０％ルールが厳格化されたということがまず１点

です。昨年度はこの５０％ルールの改正前の９月に相当大きな寄附額をいただいており

ました。今年度はそれがなかったということです。 

２点目が、寄附額が伸びなかったととの相関関係の中でですね、５０％ルールの中で

広告宣伝費に使えるお金が捻出できなかったことです。 

３つ目が、３点目が、委託事業者の力量と申しますか、そういった部分もあるという

ふうにいただいております。あと１つは寄附額を伸ばすためにはやっぱ寄附品目の量が

必要でございます。この量を町内ではなかなか確保できていないというふうなところも

ございまして、主にこう４点ほどが要因ということで伸びなかったというふうに分析を

しております。 

○議長（野﨑幸洋君） ２９ページ。 

企画政策課長。 

○企画政策課長（宮﨑良成君） ２９ページの航路の補助金の関係でございます。今回

の補正額の主な要因としましては、収入面では山口議員のご指摘のとおりですね、利用

者の減によるものが大きいです。あと支出の方でですね、大きいのが燃料費の高騰によ

るもの、それから船員の給与等の改定に伴うものが主な要因となっております。以上で

ございます。 

○議長（野﨑幸洋君） ３８ページ。 

農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） ３８ページのですね、堆肥センター管理費の中の工事

請負費、備品購入費の減額につきましては、山口議員ご質問のとおり、入札残の分で減

額をしております。 

それと２点目のですね、攪拌機の導入状況ですけれども、２週間前に設置を行ってお

ります。３月４日にですね、現地で私のほうも確認をしておりまして、議会明けにです
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ね、竣工検査をする予定としているところでございます。それと補助金の減額理由でご

ざいますけれども、この国庫補助金につきましてはですね、補助対象全て２分の１とい

うことで補助金を計上していたところでございましたけれども、一部割当て内示が落ち

た分が工事関係で約２００万、それと２トンユニックとですね、２トンダンプにつきま

しては、上部の、要はクレーンとかの部分については補助対象ではなかったという部分

の中で、そこが減額になっております。 

とあわせて起債の方につきましてもですね、この２トンユニックとですね２トンダン

プにつきましては、耐用年数、償却年数５年未満というところで、起債の対象にならな

いというところで、ここについて減額をさせていただいております。以上です。 

○議長（野﨑幸洋君） 再質問ありますか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） それでは、下水道汚泥については当初３６８トンで最終２８９

トンということで、堆肥センターの、やっぱり機械の入れ替え等で、下水道汚泥が入れ

られなかったということですかね。何かさっき増加が３８トン増とかおっしゃったけど、

当初の予算は３６８トンで、最終が２８９トンということで、量自体が減ったと。これ

が下水道の処理場の汚泥自体が減ったのか。減ったのであれば、全体的な処理は堆肥セ

ンターで済んだというふうに理解できるんですが、その辺りで福岡のほうに、この減に

なった分運んだのかどうかというところをちょっと教えていただきたかったわけです。

ちょっと待ってください、３回ですから、今回２回目、全体のところで再度。 

それと利子割引、非常に松村会計管理者ですね、これは。一生懸命頑張って非常に運

用をより高くされたことだと思います。なかなかこれだけ大きくですね、配当金をもら

うというのは難しいと思います。大分前は、海外投資してから大きな含み損を得たとい

うふうなところもやっぱりありますので、この運用については十分注意した配慮が必要

かと思います。一生懸命頑張っていただいて、収入増に努めていただいてると思います。

感謝申し上げたいと思います。引き続き安全な運用をお願いいたしたいというふうにお

願いします。 

それとあと航路の補助金は、国費が来たら一般財源と差し替えをするということでご

ざいます。ただ非常に厳しい状況にあるのかなと。やっぱ３月補正で１,７００万程度

も補正しなければならないという状況にあってですね、給料も上げられないという中で

一生懸命頑張って、事故等がない分だけ良しとしようと思いますけれども、できるだけ

２隻の全体がうまい具合に、観光面でもですね、運用ができるような収入がまた上げて

いただければ、給料もアップできるのかなと思います。特に来年度、令和７年、８年に

対して熊本県がＪＲ各社と結んだ全国展開のデスティネーションキャンペーンを図ると

いうことですので、できるだけそういうイベントの中にですね、高速船ですね、の１隻
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がイルカウォッチングも含めて、団体客を取り込めるようなものができればですね、よ

り収入が増えるんじゃないかなというふうに思いますので、よろしくご検討のほどお願

いいたしたいと思います。 

それでは１点だけ、汚泥の状況と、処理状況を教えてください。 

○議長（野﨑幸洋君） 農林水産課長。 

○農林水産課長（田尻 悟君） １４ページのですね、下水道汚泥処理手数料の部分の、

減った分の内訳なんですけれども、令和７年１月末現在でですね、下水道から出される

量が約２７０トンですね、うち堆肥センターに持ってきている分が２５０トン持ってき

ておりまして、約９２％を持ってきていただいている状況で、総量がですね、下水道か

ら出される総量が減っている状況かと思っております。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。 

山口利生君。 

○２番（山口利生君） なら全量は処理できない。私はもうできるだけ堆肥センターで

全量が処理できるというふうに思ってたもんですから、その処理ができない理由が、さ

っきの機械の攪拌機が入れ替えがあって、どうしても処理ができない状況で福岡に持っ

ていかざるを得ないというふうな状況にあってればと思ってですね、予算上３６８トン

予定したのが、現実的には２７０トン出てくると。下水道処理場自体も減ってるという

状況かなとは思います。できるだけ新しい機械を入れたときにですね、全量が堆肥セン

ターで処理できるようなところでよろしくお願いいたしたいと思います。以上で終わり

ます。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。ほかにありませんね。 

ほかに質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１５号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１５号、苓北町一般会計補正予算（案）（第７号）については、

原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第１６号 令和６年度苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２１、議案第１６号、苓北町都呂々財産区特別会計補正
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予算（案）（第２号）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 議案第１６号、令和６年度苓北町都呂々財産区特別会計補

正予算（第２号）（案）についてご説明申し上げます。 

今回の補正は、歳出予算を補正し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,７３

１万７,０００円とするものでございます。 

それでは歳出予算の内容についてご説明いたしますので、４ページをお開き願います。 

歳出でございます。 

款２諸支出金、項１繰出金、目１一般会計繰出金、節１繰出金は、令和６年度に都

呂々財産区から一般会計に都呂々地域振興事業の財源として事業執行を行った事業の実

績見込みにより、一般会計繰出金２６万５,０００円の減額でございます。 

次のページ、５ページをお開きください。 

款３、項１、目１予備費は、前のページでご説明しました、減額した一般会計繰出金

２６万５,０００円を予備費として増額補正するものです。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 全体的なことでちょっとお尋ねをします。 

私、過去にこれ一般質問だったと思いますけれども、竹の迫の財産区の持ち分である

法面にかなりもう立木は大きくなっておるので、切ったほうがよかかなっていうような

ことを提起しました。まああの多分いくらかは切ってにゃくれらったんでしょうばって

んが、大きくなっとはタブノキあたりですので、もうかなり大き・・・あれが仮に腐食

して腐れたり、あるいはそのまま根から掘り起こして崩れてきたの大変だと思いますの

で、やっぱりそこら辺の伐採の計画はありますか。 

○議長（野﨑幸洋君） 総務課長。 

○総務課長（錦戸雅志君） 令和６年度において一部伐採をさせていただいております。 

議員ご承知かもしれませんけど、竹の迫のところですね、火電から先、あそこ全部が

財産区の土地ではございません。財産区の土地についてはずっと現地確認も行って、場

所を決めてやるようにしております。令和７年度にもそういったところの所要の財源と

いうふうなところを、予算を計上させていただいております。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

○４番（松本良人君） 確かに竹の迫の都呂々寄りの方、いくらか手入れしてあっとで
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すけれども、全体的に見ればもう大きなとがもう栄えとっですもんね。何年か前だった

もんですから、もう年々大きくなりますのでね。それから、財産区が全部じゃなかけん

というでございますけれども、私は財産区んとば切れって言いよるわけですから。です

ね。財産区んとば切ったほうがようなかかて。で、そこら辺の個人の部分は私分かりま

せん。言う権利もなかですけれども、その財産区あたりで見てみて大きくなっとっとは

やっぱり適宜切っとかんば、もし雨のときなんかが掘り起こして下に大変な災害になる

と思います。多分あの県と両方じゃなかろうかと思いますけれども、境の云々ちゅうの

はもう自分たちでやってください。まあ危険が伴うとそれで私も相当心配しております。

もう崩れるところですので、ぜひですね、対応をお願いしたいと思います。 

○議長（野﨑幸洋君） 答弁よろしいですね。 

○４番（松本良人君） あって、せろっちゅうたっちゃ何もなかっじゃっけんな。よか

よか、もう。よか。 

○議長（野﨑幸洋君） いいですね。ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１６号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第１６号、苓北町都呂々財産区特別会計補正予算（第２号）について

は原案のとおり可決することに決定しました。 

ここで２時３５分まで休憩といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時２３分 

再開 午後２時３５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（野﨑幸洋君） それでは全員おそろいですので、休憩前に引き続き本会議を再

開いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２２ 議案第１７号 令和６年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号） 
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○議長（野﨑幸洋君） 日程第２２、議案第１７号、苓北町国民健康保険特別会計補正

予算（案）（第３号）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第１７号、令和６年度苓北町国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）（案）の内容についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４,０２５万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億７,８０９万３,０００円とするものでご

ざいます。 

補正予算の中身についてご説明いたしますので、６ページをお開きください。 

まず歳入ですが、款５県支出金、項１、目１保険給付費等交付金、節１普通交付金３,

７１８万４,０００円の増額は、療養給付費等の増額に伴い普通交付金を増額するもの

でございます。節２特別交付金６４万円の減額は、国保事務処理標準システムに係る保

守料の一部が補助対象外となるため減額するものでございます。 

次に、７ページをお開きください。 

款６財産収入、項１、目１利子及び配当金、節１利子及び配当金３万３,０００円の

増額は、財政調整基金運用利子収入の増額見込みによるものでございます。 

次に、８ページをお開きください。 

款７繰入金、項１、目１一般会計繰入金、節１保険基盤安定繰入金から、節６産前産

後保険税繰入金まで合わせて２８１万２,０００円の増額は、一般会計からの繰入金確

定に伴うものでございます。 

次に９ページをお開きください。 

款９諸収入、項２、目１一般被保険者第三者納付金、節１現年度分１２４万５,００

０円の増額は、第三者納付金求償実績により増額するものでございます。目３雑入、節

１雑入３８万４,０００円の減額は、令和５年度から実施しております国保標準システ

ム導入に係る特別交付金の上限額を超過したことに伴い減額するものでございます。 

次に、歳出でございます。 

１０ページをお開き願います。 

款１総務費、項１、目１一般管理費は、財源区分の変更です。 

次に、１１ページをお開きください。 

款２保険給付費、項１、目１一般被保険者療養給付費、節１８負担金補助及び交付金

３,１２０万円の増額は、実績見込みにより増額をするものでございます。 

次に、１２ページをお開きください。 

項２、目１一般被保険者高額療養費、節１８負担金補助及び交付金７２０万円の増額、
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目２一般被保険者高額介護合算療養費、節１８負担金補助及び交付金２万９,０００円

の増額は、実績見込みにより増額をするものでございます。 

次に、１３ページをお開きください。 

項５、目１葬祭費、節１８負担金補助及び交付金６万円の増額は、実績見込みにより

３件分を増額するものでございます。 

次に、１４ページをお開きください。 

款３、国民健康保険事業費納付金、項１、目１一般被保険者医療給付費分は、財源区

分の変更です。 

次に、１５ページをお開きください。 

項２、目１一般被保険者後期高齢者支援金等分は、財源区分の変更です。 

次に、１６ページをお開きください。 

項３、目１介護納付金分は、財源区分の変更です。 

次に、１７ページをお開きください。 

款５基金積立金、項１、目１財政調整基金積立金、節２４積立金３万３,０００円は、

運用収益の増加に伴い、国保財政調整基金利子積立を行うものでございます。 

次に、１８ページをお開きください。 

款７諸支出金、項１、目５保険給付費等交付金償還金、節２２償還金利子及び割引料

６３万７,０００円の増額は、令和５年度の未受診者対策事業費の精算によるものでご

ざいます。 

次に、１９ページをお開きください。 

款８予備費、項１、目１予備費１０９万１,０００円の増額は、財源調整により予備

費を増額するものでございます。 

以上が、令和６年度苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案）の内容で

ございます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） １２ページでですね、高額療養費ってあっとですけれども、こ

れ今国会で問題になっとるあの高額療養費でしょ。大体苓北町でですね、何名ぐらい、

例えば、もう毎月いただかれるとが何名、もう突発的なのはいいんですけれども、どの

くらいぐらいおいでになるのか教えてください。 

○議長（野﨑幸洋君） 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） すいません、人数の方はちょっと資料がございません
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ので、後ほどその月ごとですね、大体該当者が何人いるのかというのは、こちらで数字

の方の資料持ってきておりませんので、後ほどでよろしいでしょうか。申し訳ございま

せん。 

○議長（野﨑幸洋君） 松本良人君。 

○４番（松本良人君） あの、後ほどではなくて、あの、今度あの、１０日から行われ

るときに結構です。 

○議長（野﨑幸洋君） 予算審査の折でいいそうです。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 本当ですか。分かりました。 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１７号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号、苓北町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（案）

については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２３ 議案第１８号 令和６年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２３、議案第１８号、苓北町介護保険特別会計補正予算

（案）（第３号）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

福祉保健課長。 

○福祉保健課長（田尻康彦君） 議案第１８号、令和６年度苓北町介護保険特別会計補

正予算（第３号）（案）の内容についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,４５１万６,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億４,９６４万６,０００円とする

ものでございます。 

補正予算の中身についてご説明いたしますので、６ページをお開き願います。 

まず歳入ですが、款３国庫支出金、項１、目１介護給付費負担金、節１現年度分２７

１万５,０００円の増額は、交付決定によるものでございます。 

次に、７ページをお開きください。 
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項２、目１調整交付金、節１現年度分調整交付金４６５万１,０００円の増額は、実

績報告によるものでございます。目２地域支援事業交付金、節１現年度分１７９万円の

減額は、介護予防事業交付金１７６万円の減額。包括的支援事業・任意事業交付金３万

円の減額に係る内示によるものでございます。目３保険者機能強化推進交付金、節１保

険者機能強化推進交付金７３万１,０００円の増額、目４介護保険保険者努力支援交付

金、節１介護保険保険者努力支援交付金１２６万８,０００円の増額は、交付決定によ

るものでございます。目５補助金、節１補助金１９万５,０００円の増額は、介護報酬

改定等に伴うシステム改修に係る補助金の交付決定によるものでございます。 

次に、８ページをお開きください。 

款４支払基金交付金、項１、目１介護給付費交付金、節１現年度分７２１万７,００

０円の増額。目２地域支援事業交付金、節１現年度分７８万３,０００円の減額は、交

付決定によるものでございます。 

次に、９ページをお開きください。 

款５県支出金、項１、目１介護給付費負担金、節１現年度分３２７万１,０００円の

減額は、変更交付申請によるものでございます。 

次に、１０ページをお開きください。 

款５県支出金、項２、目１地域支援事業交付金、節１現年度分２４万２,０００円の

減額は、介護予防事業交付金２２万７,０００円の減額に係る内示及び、包括的支援事

業・任意事業交付金１万５,０００円の減額に係る内示によるものでございます。 

次に、１１ページをお開きください。 

款６財産収入、項１、目１利子及び配当金、節１利子及び配当金５万８,０００円の

増額は、基金運用利子収入の増額見込みによるものでございます。 

次に、１２ページをお開きください。 

款７繰入金、項１、目１介護給付費繰入金、節１現年度分６９２万８,０００円の増

額は、居宅介護サービス費及び高額介護サービス費の実績により増額するものでござい

ます。目２地域支援事業繰入金、節１現年度分２９６万６,０００円の減額は、実績に

伴い、介護予防・日常生活支援総合事業繰入金１０１万２,０００円、包括的支援事

業・任意事業繰入金１９５万４,０００円をそれぞれ減額するものでございます。目３

事務費繰入金、節１事務費繰入金１９万５,０００円の減額は、介護報酬改定等に伴う

システム改修補助金分を減額するものでございます。 

次に歳出でございます。 

１３ページをお開き願います。 

款１総務費、項１、目１一般管理費は、財源区分の変更です。 

次に、１４ページをお開きください。 
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項４、目１地域包括支援センター事業費は、財源区分の変更です。 

次に、１５ページをお開きください。 

款２保険給付費、項１、目１介護サービス等給付費、節１８負担金補助及び交付金２,

３００万円の増額は、サービス利用の実績に伴い、居宅介護サービス給付費を増額する

ものでございます。 

次に、１６ページをお開きください。 

項２、目１介護予防サービス等給付費、節１８負担金補助及び交付金６００万円の減

額は、サービス利用の実績に伴い、介護予防サービス給付費を減額するものでございま

す。 

次に、１７ページをお開きください。 

項４、目１高額介護サービス費、節１８負担金補助及び交付金１２４万円の増額は、

実績に伴うものでございます。 

次に、１８ページをお開きください。 

款３地域支援事業費、項１、目１介護予防・生活支援サービス事業費、節１２委託料

は、利用者の増加に伴い、食の自立支援事業委託料４万６,０００円の増額。節１８負

担金補助及び交付金は、実績に伴い、介護予防サービス給付費４００万円を減額するも

のでございます。目２一般介護予防事業費、節１２委託料１７万２,０００円の増額は、

地域ふれあい通所事業の実施者が１者から２者に増加したことによるものでございます。 

次に、１９ページをお開きください。 

項２、目２任意事業費から、目４認知症総合事業支援事業費は、財源区分の変更です。 

次に、２０ページをお開きください。 

款４基金積立金、項１、目１介護給付費準備基金積立金、節２４積立金５万８,００

０円は、運用収益の増加に伴い、介護給付費準備基金積立を行うものでございます。 

以上が、令和６年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第３号）（案）の内容でござ

います。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） １８ページでございます。２のですね、委託料。これあの、１

者から２者に増えたから１７万２,０００円増えたということでございますけれども、

これは通所者ですっとじゃなかですか。やっぱり会社が増えろば増ゆっちゅうこっです

か。 

○議長（野﨑幸洋君） 福祉保健課長。 
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○福祉保健課長（田尻康彦君） まず、只今松本議員が言われましたのは、地域ふれあ

い通所事業の実施者が１者から２者になったということで、町からですね、委託をして

おります、事業者の方に。このまず１者というのがですね、今まで継続して事業を実施

しております都呂々保育園さんの方。で、２者目、今回増えたのがですね、坂瀬川保育

園さんの方でこの事業を始めるというところで２者になりまして、その部分でちょっと

予算が足らなくなったもんですから、増額をさせていただいたところでございます。 

○議長（野﨑幸洋君） よろしいですか。ほかに質疑ありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） ほかに質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１８号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号、令和６年度苓北町介護保険特別会計補正予算（第３号）

（案）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２４ 議案第１９号 令和６年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２４、議案第１９号、令和６年度苓北町宅地造成事業特

別会計補正予算（第２号）（案）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

土木管理課長。 

○土木管理課長（松井徹也君） 議案第１９号、令和６年度苓北町宅地造成事業特別会

計補正予算（第２号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１,１７６万９,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１４万５,０００円とするもので

ございます。 

中身についてご説明いたしますので、６ページをお願いします。 

歳入です。 

款１財産収入、項１財産売払収入、目１不動産売払収入、節１土地売払収入は、年度

当初計上しておりました３区画分の分譲地の販売が見込めなくなったことによる１,１

１８万７,０００円の減額でございます。 
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７ページをお願いします。 

款２、項１繰入金、目１、節１一般会計繰入金は、土地売払収入の減額に伴い、５８

万２,０００円の減額でございます。 

８ページをお願いします。 

歳出です。 

款１事業費、項１宅地造成事業費、目１分譲宅地造成事業費、節１２委託料は、宅地

用地販売促進委託料の実績がなかったことによる２０万円の減額でございます。節１８

負担金補助及び交付金は、住宅建設補助金の実績がなかったことによる１００万円の減

額でございます。節２１補償補填及び賠償金は、衝錠分譲地の支障電線移設に係る補償

費の確定による４万１,０００円の減額でございます。 

９ページをお願いします。 

款２諸支出金、項１繰出金、目１一般会計繰出金、節２７繰出金は、歳入額の減額に

よる１,０４２万８,０００円の減額でございます。 

１０ページをお願いします。 

款３、項１、目１予備費は、１０万円の減額でございます。 

以上で、令和６年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）（案）の説明を

終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１９号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１９号、令和６年度苓北町宅地造成事業特別会計補正予算（第２

号）（案）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２５ 議案第２０号 令和６年度苓北町水道事業会計補正予算（第４号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２５、議案第２０号、令和６年度苓北町水道事業会計補

正予算（第４号）（案）についてを議題とします。 
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提案理由の説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（時田健一君） 議案第２０号、令和６年度苓北町水道事業会計補正予

算（第４号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、収益的収入及び支出につきまして、増額補正を行うものです。 

第２条、収益的収入及び支出について。 

支出。 

科目。第１款、水道事業費用の既決予定額２億８,９８０万６,０００円に、補正予定

額３４５万８,０００円を増額し、２億９,３２６万４,０００円とするものです。 

続きまして、第３条、資本的収入及び支出について。 

予算第４条本文括弧書中、資本的収入が資本的支出額に対し不足する額２,３２２万

１,０００円を、２,３３５万２,０００円に改めるものであります。 

支出。 

科目。第１款、水道事業資本的支出の既決予定額５,１７７万円に、補正予定額１３

万１,０００円を増額し、５,１９０万１,０００円とするものであります。 

４ページをお願いします。 

補正予算実施計画であります。 

詳細につきましては、後ほどご説明いたします。 

５ページをお願いします。 

予定キャッシュフロー計算書でございますが、５ページの１番下の、資金期末残高を

７,８３４万１,７０４円と予定したところでございます。 

続きまして、６ページから７ページは、令和６年度末の予定貸借対照表です。 

年度末の水道事業会計の財政状況を見込んだもので、年度末における資産合計及び負

債資本合計は１３億２４万４５３円となるものでございます。 

８ページをお願いします。 

事項別明細書であります。 

補正内容の詳細について説明します。 

収益的収入及び支出の、支出について。款１水道事業費用、項１営業費用、目１原水

及び浄水費は、水道施設電気料高騰に伴う８０万円の増額です。目３総係費、節３職員

手当等から節６法定福利費引当金繰入額までは、企業会計移行年度初年度に発生しまし

た期末勤勉手当の処理によるものでございます。項２営業外費用、目２消費税及び地方

消費税、令和６年度分消費税額確定に伴う４３７万６,０００円の増額です。項３特別

損失、目４その他臨時損失は、令和５年度分の消費税中間納付額と、移行初年度の期末

勤勉手当を計上した残額から１７１万８,０００円を減額するものでございます。 
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続きまして、資本的収入及び支出の、支出について。款１水道事業資本的支出、項２

固定資産購入費、目１有形固定資産購入費は、薬品の適正な温度管理を行うための鶴浄

水場薬品室のエアコン購入費１３万１,０００円の増額です。 

以上で、令和６年度苓北町水道事業会計補正予算（第４号）（案）の説明を終わりま

す。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第２０号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２０号、令和６年度苓北町水道事業会計補正予算（第４号）

（案）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２６ 議案第２１号 令和６年度苓北町下水道事業会計補正予算（第４号） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２６、議案第２１号、令和６年度苓北町下水道事業会計

補正予算（第４号）（案）についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道環境課長。 

○水道環境課長（時田健一君） 議案第２１号、令和６年度苓北町下水道事業会計補正

予算（第４号）（案）についてご説明いたします。 

今回の補正は、収益的収入及び支出につきまして、下水道事業費の予算科目内の組み

替えを行うものです。 

第２条、収益的収入及び支出について。 

支出。 

科目。第１款、下水道事業費用の既決予定額５億１,３４８万９,０００円であります。

予算科目内の組み替えで補正予定額はございません。 

４ページは、補正予算実施計画であります。 

詳細につきましては、後ほどご説明いたします。 
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５ページをお願いいたします。 

予定キャッシュフロー計算書でございますが、７ページの一番下の、資金期末残高を

１,５９４万１,９３３円と予定したところでございます。 

次の６ページから７ページ目は、令和６年度末の予定貸借対照表です。 

年度末の下水道事業会計の財政状況を見込んだもので、年度末における資産合計及び

負債資本合計は４２億３,０６８万９,４１９円となるものでございます。 

８ページをお願いします。 

補正予算事項別明細書であります。 

補正内容の詳細についてご説明いたします。 

款１下水道事業費用、項１営業費用、目１管渠費ですが、実績により修繕料２０６万

円を減額するものであります。目５総係費、節３職員手当等から、節６法定福利費引当

金繰入額までは、企業会計移行初年度に発生いたしました期末勤勉手当の処理によるも

のでございます。節１２燃料費から１万円を減額し、節１５通信運搬費の電話料に不足

が生じますので、１万円を増額するものです。節１３光熱水費は、電気料高騰に伴い電

気料２１９万２,０００円を増額するものであります。節２０修繕料は、浄化槽修繕費

として３０万円を増額するものです。節２２特別修繕費引当金繰入額は、支出見込みに

より１３万２,０００円を減額するものです。項２営業外費用、目２消費税及び地方消

費税は、令和６年度分消費税額の確定に伴う１７８万８,０００円の増額であります。

項３特別損失、目４その他臨時損失は、令和５年度分消費税中間納付額と、移行初年度

の期末勤勉手当分を計上した残額から２０８万８,０００円を減額するものでございま

す。 

以上で、令和６年度苓北町下水道事業会計補正予算（第４号）（案）の説明を終わり

ます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第２１号を採決します。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 



 

－ 203 － 

したがって議案第２１号、令和６年度苓北町下水道事業会計補正予算（第４号）

（案）については、原案のとおり可決することに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２７ 同意第１号 苓北町農業委員会の委員の任命について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２７、同意第１号、苓北町農業委員会委員の任命につい

てを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） 同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命についてのお願い

でございます。 

次の者を苓北町農業委員会の委員に任命したいから、農業委員会等に関する法律第８

条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

今回の同意をお願いする方々は、宮﨑志武、道田正弘、戸北勝、田嶋郁美、小野祐、

髙道修二、錦戸一郎の７名で、氏名等については記載してあるとおりでございます。ま

た、任期については令和７年４月１日から令和１０年３月３１日までの３年でございま

す。 

提案理由でございますが、苓北町農業委員会の委員が、令和７年３月３１日をもって

任期満了となるので、後任の委員を任命する必要があるためでございます。 

ご同意のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

審議の都合上、これから宮﨑志武君、道田正弘君、戸北勝君、小野祐君、髙道修二君、

錦戸一郎君についての委員の質疑を行います。 

質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

これから同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命についてを採決します。 

複数人を列記して１件として提出されておりますが、個別に採決することとされてい

ます。 

この採決は、会議規則第８２条の規定によって、無記名投票で行います。 

議場の出入口を閉めます。 

（議場閉鎖） 
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○議長（野﨑幸洋君） 只今の出席議員は８人です。次に、立会人を指名します。会議

規則第３２条第２項の規定によって、１番、田嶋健司君、２番、山口利生君を指名しま

す。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

宮﨑志武君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田嶋君、山口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票０。有効投票のうち、賛成７票、反対１票。以上のとおり賛成が多数です。したが

って、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件。宮﨑志武

君に同意することに決定しました。 

次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、４番、松本良

人君、５番浜口雅英君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

道田正弘君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 
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○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の松本君、浜口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票はありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件、

道田正弘君に同意することに決定しました。 

次、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、６番、田﨑稔君、

７番、倉田明君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

戸北勝君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田﨑君、倉田君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件、

戸北勝君に同意することに決定しました。 

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、８番、錦戸俊春君、
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９番、髙戸幸雄君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

小野祐君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。配付漏れありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の錦戸君、髙戸君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件、

小野祐君に同意することに決定しました。 

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、１番、田嶋健司君、

２番、山口利生君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

髙道修二君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

○５番（浜口雅英君） 今度は誰や。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙道修二君に賛成の方は賛成、反対の方は反対と記載願います。

白票及び他事記載は反対とみなします。 

投票用紙の配付漏れはありませんか。 

○５番（浜口雅英君） 今度は誰や。 

○議長（野﨑幸洋君） 髙道修二君に。 

○４番（松本良人君） 順番の違う、よかんや。 

○議長（野﨑幸洋君） これは議事進行上こういうふうな順番となっておりますので、

髙道修二君の賛成か反対を記入してください。 
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配付漏れありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田嶋君、山口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件、

髙道修二君に同意することに決定しました。 

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、４番、松本良人君、

５番、浜口雅英君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

錦戸一郎君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の松本君、浜口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 
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○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件、

錦戸一郎君に同意することに決定しました。 

これから田嶋郁美君についての審議を行います。 

審議に入ります前に、同意を受ける当事者の配偶者が議場内に在席しております。地

方自治法第１１７条の規定による、除斥退場を求めます。 

田嶋健司君、退場してください。 

（田嶋健司君 退場） 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君の退場に伴い、議場の出入口を一旦開け、そして閉

めます。 

田嶋郁美君について質疑はありますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

これから同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命についてを採決します。 

この採決は会議規則第８２条の規定によって、無記名投票で行います。 

只今の出席議員数は７人です。次に、立会人を指名します。会議規則第３２条第２項

の規定によって、６番、田﨑稔君、７番、倉田明君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

田嶋郁美君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。２番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田﨑君、倉田君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数７票、有効投票数７票。無

効投票はありません。有効投票のうち、賛成６票、白票１票、以上のとおり、賛成が多

数です。 

したがって、同意第１号、苓北町農業委員会の委員の任命について同意を求める件、

田嶋郁美君に同意することに決定しました。 

議場の出入口を開きます。 

（議場開鎖） 

○議長（野﨑幸洋君） 田嶋健司君、入場してください。 

（田嶋健司君 入場） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２８ 同意第２号 苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第２８、同意第２号、苓北町固定資産評価審査委員会の委

員の選任についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） 同意第２号、苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

いてのお願いでございます。 

次の者を苓北町固定資産評価審査委員会の委員に選任したいから、地方税法第４２３

条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

記。氏名、山口仁人。任期、令和７年５月２８日から令和１０年５月２７日までの３

年でございます。 

提案理由でございますが、苓北町固定資産評価審査委員会の委員のうち１名の委員が、

令和７年５月２７日をもって任期満了となるので、後任の委員を選任する必要があるた

めでございまして、再任をお願いするものです。 

なお、山口仁人氏の略歴につきましては、次ページに掲載をしておりますので、ご参

考のうえ、ご同意のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

これから、同意第２号、苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任についてを採決

します。 

この採決は、会議規則第８２条の規定によって無記名投票で行います。 

議場の出入口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○議長（野﨑幸洋君） 只今の出席議員数は８人です。次に、立会人を指名します。会

議規則第３２条第２項の規定によって、８番、錦戸俊春君、９番、髙戸幸雄君を指名し

ます。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

本案に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の錦戸君、髙戸君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第２号、苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任について同意

を求める件、山口仁人君に同意することに決定しました。 

議場の出入口を開きます。 

（議場開鎖） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２９ 同意第３号 苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任について 
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○議長（野﨑幸洋君） 日程第２９、同意第３号、苓北町固定資産評価審査委員会の委

員の選任についてを議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） 同意第３号、苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任につ

いてのお願いでございます。 

次の者を苓北町固定資産評価審査委員会の委員に選任したいから、地方税法第４２３

条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

記。氏名、荒木広之。任期、令和７年６月２７日から令和１０年６月２６日までの３

年でございます。 

提案理由でございますが、苓北町固定資産評価審査委員会の委員のうち、１名の委員

が令和７年６月２６日をもって任期満了となるので、後任の委員を選任する必要がある

ためでございまして、再任をお願いするものです。 

なお、荒木広之氏の略歴につきましては、次ページに掲載しておりますので、ご参考

のうえ、ご同意のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

これから、同意第３号、苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任についてを採決

します。 

この採決は、会議規則第８２条の規定によって無記名投票で行います。 

議場の出入口を閉じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（野﨑幸洋君） 只今の出席議員は８人です。次に、立会人を指名します。会議

規則第３２条第２項の規定によって、１番、田嶋健司君、２番、山口利生君を指名しま

す。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

本案に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 
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○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田嶋君、山口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第３号、苓北町固定資産評価審査委員会の委員の選任について同意

を求める件、荒木広之君に同意することに決定しました。 

議場の出入口を開きます。 

（議場開鎖） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３０ 同意第４号 苓北町都呂々財産区管理会委員の選任について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第３０、同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選

任についてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

町長。 

○町長（山﨑秀典君） 同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選任についての

お願いでございます。 

次の者を苓北町都呂々財産区管理会委員に選任したいから、苓北町都呂々財産区管理

会設置条例第４条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

第１選任区、野田尚之。昭和３３年１０月１５日生まれ。苓北町都呂々２１２０番地。

無職。唐干田区で、新任でございます。 

第２選任区、岡田晴喜。昭和３０年２月２３日生まれ。苓北町都呂々１１３３番地。

農業。古里区で、再任でございます。 

第３選任区、松尾守。昭和３０年７月２９日生まれ。苓北町都呂々５番地２。地方公

務員、パートタイム任用職員で、都呂々狸河内区で、再任でございます。 
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第４選任区、大田末廣。昭和２７年６月２２日生まれ。苓北町都呂々５５９６番地。

無職。涼松区で、新任でございます。 

任期は、令和７年３月１６日から令和１１年３月１５日までの４年でございます。 

提案理由でございますが、苓北町都呂々財産区管理会委員の任期が令和７年３月１５

日をもって任期満了となることから、管理会委員４名の選任をする必要があるためでご

ざいます。 

ご同意のほど、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（野﨑幸洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 質疑なしと認めます。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

これから同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選任についてを採決します。 

複数人を列記して１案件として提出されておりますが、個別に採決することとされて

おります。 

この採決は、会議規則第８２条の規定によって無記名投票で行います。 

議場の出入口を閉じます。 

（議場閉鎖） 

○議長（野﨑幸洋君） 只今の出席議員数は８人です。次に、立会人を指名します。会

議規則第３２条第２項の規定によって、４番、松本良人君、５番、浜口雅英君を指名し

ます。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

野田尚之君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 
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投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の松本君、浜口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選任について同意を求め

る件、野田尚之君に同意することに決定しました。 

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、６番、田﨑稔君、７

番、倉田明君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

岡田晴喜君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田﨑君、倉田君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数です。 

したがって、同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選任について同意を求め

る件、岡田晴喜君に同意することに決定しました。 

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、８番、錦戸俊春君、

９番、髙戸幸雄君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 
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松尾守君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の錦戸君、髙戸君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票ありません。有効投票のうち賛成７票、他事記載１票。以上のとおり賛成が多数で

す。 

したがって、同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選任について同意を求め

る件、松尾守君に同意することに決定しました。 

立会人を指名します。会議規則第３２条第２項の規定によって、１番、田嶋健司君、

２番、山口利生君を指名します。 

事務局長が投票用紙を配ります。 

大田末廣君に賛成の方は賛成と、反対の方は反対と記載願います。 

白票及び他事記載は反対とみなします。 

（投票用紙配付） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 配付漏れなしと認めます。 

投票箱を点検します。 

（投票箱の点検） 

○議長（野﨑幸洋君） 異常なしと認めます。 

只今から投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

投票漏れはありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 投票漏れなしと認めます。投票を終わります。 

これから開票を行います。立会人の田嶋君、山口君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開票） 

○議長（野﨑幸洋君） 投票の結果を報告します。投票総数８票、有効投票８票、無効

投票はありません。有効投票のうち、賛成８票、反対０票。以上のとおり賛成が多数で

す。 

したがって、同意第４号、苓北町都呂々財産区管理会委員の選任について同意を求め

る件、大田末廣君に同意することに決定しました。 

議場の出入口を開きます。 

（議場開鎖） 

○議長（野﨑幸洋君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

なお、次は令和７年３月１３日午前９時３０分から本会議を開きます。 

執行部におかれては、令和７年３月１０日から開催する予算審査特別委員会での説明

員及び書記の派遣について、それぞれ対応の方よろしくお願いいたします。 

会場は大会議室となります。 

どなた様も大変お疲れさまでした。終わります。 

－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時５８分 
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令和７年第１回苓北町議会定例会会議録（第４日目） 

 

令和７年第１回苓北町議会定例会は、令和７年３月１３日苓北町議会議場に招集され

た。 

 

１．午前９時３０分開会 

 

２．応招議員は次のとおりである。 

１番  田嶋 健司          ２番  山口 利生 

３番  廣田 幸英          ４番  松本 良人 

５番  浜口 雅英          ６番  田﨑  稔 

７番  倉田  明          ８番  錦戸 俊春 

９番  髙戸 幸雄（副議長）    １０番  野﨑 幸洋（議長） 

 

３．不応招議員 なし 

 

４．出席議員は、応招議員と同じである。 

 

５．欠席議員は、不応招議員と同じである。 

 

６．議会書記 

  事 務 局 長    松 本 康 秀    書     記   岩 﨑 えり奈 

 

７．地方自治法第１２１条の規定により議案説明に出席した者は、次のとおりである。 

町 長    山 﨑 秀 典    副 町 長  福 田 誠 一 

教 育 長    濵 﨑 敏 和    総 務 課 長  錦 戸 雅 志 

    松 村 保 則    企画政策課長  宮 﨑 良 成 

教 育 課 長    吉 本 英 明    土木管理課長  松 井 徹 也 

農林水産課長    田 尻   悟    商工観光課長  稲 尾 浩 二 

水道環境課長    時 田 健 一            田 尻 康 彦 

  行革デジタル対策室長    山 下 晃 弘 

 

 

税務住民課長 
兼 会 計 課 長 

福祉保健課長 
兼健康増進室長 
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８．議事日程 

日程第 １ 議案第 ６号 令和７年度苓北町一般会計予算（委員長報告） 

日程第 ２ 議案第 ７号 令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算（委員長 

報告） 

日程第 ３ 議案第 ８号 令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算（委員長 

報告） 

日程第 ４ 議案第 ９号 令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算（委員長 

報告） 

日程第 ５ 議案第１０号 令和７年度苓北町介護保険特別会計予算（委員長報 

告） 

日程第 ６ 議案第１１号 令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算（委員 

長報告） 

日程第 ７ 議案第１２号 令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算（委員長 

報告） 

日程第 ８ 議案第１３号 令和７年度苓北町水道事業会計予算（委員長報告） 

日程第 ９ 議案第１４号 令和７年度苓北町下水道事業会計予算（委員長報告） 

日程第１０        陳情等文書表について  

日程第１１        閉会中の継続審査調査の件  

日程第１２        議員派遣の件 
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９．議事の顛末 

開会 午前９時３０分 

○議長（野﨑幸洋君） 皆さんおはようございます。 

只今の出席議員は１０人です。定足数に達しておりますので、只今から本日の会議を

開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 議案第 ６号 令和７年度苓北町一般会計予算（委員長報告） 

日程第２ 議案第 ７号 令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算（委員長報 

告） 

日程第３ 議案第 ８号 令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算（委員長報 

告） 

日程第４ 議案第 ９号 令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算（委員長報 

告） 

日程第５ 議案第１０号 令和７年度苓北町介護保険特別会計予算（委員長報告） 

日程第６ 議案第１１号 令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算（委員長報 

告） 

日程第７ 議案第１２号 令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算（委員長報 

告） 

日程第８ 議案第１３号 令和７年度苓北町水道事業会計予算（委員長報告） 

日程第９ 議案第１４号 令和７年度苓北町下水道事業会計予算（委員長報告） 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算（案）

から、日程第９、議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算（案）までの９

件を一括議題とします。 

本案については、予算審査特別委員会に審査を付託しておりました。 

予算審査特別委員長の報告を求めます。 

倉田明予算審査特別委員長。 

○予算審査特別委員会委員長（倉田 明君） おはようございます。それではご案内に

基づき、只今から苓北町議会予算審査特別委員会報告をさせていただきます。 

令和７年３月１２日。苓北町議会議長、野﨑幸洋様。 

苓北町議会予算審査特別委員会委員長、倉田明。 

苓北町議会予算審査特別委員会審査報告書。 

令和７年第１回苓北町議会定例会において付託された、令和７年度苓北町一般会計予

算（案）、各特別会計予算（案）及び各事業会計予算（案）の審査結果について、次の
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とおり報告します。 

１、審査年月日。令和７年３月１０日、１１日、１２日。 

２、審査場所。役場大会議室、第１・第２委員会室。 

３、出席委員。倉田明委員長、山口利生副委員長、田嶋健司、廣田幸英、松本良人、

浜口雅英、田﨑稔、錦戸俊春、髙戸幸雄各委員。 

４、委員以外の出席。野﨑幸洋議長。 

５、執行部出席。町長、副町長、教育長、総務課長、企画政策課長、会計課長兼税務

住民課長、土木管理課長、農林水産課長、商工観光課長、水道環境課長、教育課長、福

祉保健課長兼健康増進室長、行革デジタル対策室長。 

６、委員会書記。松本議会事務局長、田中総務課長補佐、酒井企画政策課長補佐。 

７、審査の過程。令和７年度苓北町一般会計予算案、各特別会計予算案及び各事業会

計予算案は、３月７日からの本会議に上程され、総括審議が行われました。その後、本

特別委員会が設置され、その審査を付託されました。 

本特別委員会は執行部の出席を求め、３月１０日、１１日、１２日に委員会を開催し、

各会計予算（案）の費目毎に慎重に審査しました。 

８、審査の結果。 

①議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算（案）。決定「原案可決すべきもの」

と決定しました。 

②議案第７号、令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計（案）。決定「原案可決すべ

きもの」と決定しました。 

③議案第８号、令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算（案）。決定「原案可決

すべきもの」と決定しました。 

④議案第９号、令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算（案）。決定「原案可決

すべきもの」と決定しました。 

⑤議案第１０号、令和７年度苓北町介護保険特別会計予算（案）。決定「原案可決す

べきもの」と決定しました。 

⑥議案第１１号、令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算（案）。決定「原案

可決すべきもの」と決定しました。 

⑦議案第１２号、令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算（案）。決定「原案可

決すべきもの」と決定しました。 

⑧議案第１３号、令和７年度苓北町水道事業会計予算（案）。決定「原案可決すべき

もの」と決定しました。 

⑨議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算（案）。決定「原案可決すべ

きもの」と決定しました。 
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９、要望事項の提出。 

別紙のとおり執行部に対し要望することに決定しました。 

令和７年度会計予算（案）に対し、次のとおり執行部に要望することに決定しました。 

１、一般会計。 

１）歳入について。 

１つ、ふるさとづくり寄附金の増については引き続き努力されたい。 

１つ、産業振興に努められ、税収増に努力されたい。 

２）歳出について。 

１つ、企業誘致活動について、さらに努力されたい。 

１つ、少子高齢化社会に対応した人口減少対策事業の充実と強化に努められたい。 

１つ、物価高騰等への対応に努められたい。 

２、特別会計。 

国民健康保険特別会計。健康づくり事業の強化・充実に努められたい。 

介護保険特別会計。介護予防事業の強化・充実に努められたい。 

後期高齢者医療特別会計。健康づくり事業の強化・充実に努められたい。 

３、特記事項。 

１つ、都呂々地区の風力発電建設にあたっては、事業者との連携を図り、事故防止に

努められたい。 

１つ、上津深江広域避難地防災公園整備については、防災公園の効果と安全面を検討

しながら、極力費用は抑えるよう努力されたい。 

この上津深江広域避難地防災公園について、若干補足説明をさせていただきます。 

ご承知のとおり、この防災公園整備基本計画については、昨年３月議会全員協議会で

の説明で、ワークショップなどにおいて、子ども・子育て支援で子ども公園設置などの

要望も上がっており、防災避難地と兼ねたところの施設計画の説明がありました。そし

て、この３月議会に計画の提案がなされました。 

防災避難地の必要性と子育て支援の重要性の観点から大事な案件ではありますが、昨

年３月議会全員協議会での予算説明では、建設費が約２億８,０００万円に対し、今回

の予算案は３億３,０００万円ほどで、５,０００万円増加しております。今回の計画で

は、新たに寒暖対策として休憩所建設の追加、また人件費、資材等の物価高騰の影響で

予算が増加したことは理解できます。しかし、諸般の事情を鑑み、今後建設に当たり、

防災と公園それぞれの目的が達成できるよう、さらなる研究、検討を重ね、費用の抑制

と、引き続き議会との計画の共有化をさらに図り推進されることを要望いたします。以

上。 

○議長（野﨑幸洋君） 委員長の報告が終わりました。 
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予算審査特別委員会において、全議員で審査を行いましたので、委員会報告について

は質疑を省略します。 

委員長、自席へお願いいたします。 

これから、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算（案）について討論を行いま

す。討論ありませんか。 

［「あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論がありますので、討論にあっては必ず冒頭に賛否を明らか

にしてから行ってください。 

まず、原案に反対者の発言を許します。 

浜口雅英君。 

○５番（浜口雅英君） 原案に反対の立場で意見を申し上げます。 

その１、資料５９ページ。歳出。款１議会費、項１議会費、目１議会費、節３職員手

当等。説明欄の期末手当６８６万９,０００円を削減。 

理由は、野菜等日用品に加えて、事業実施のための燃料費、事業実施のための維持費

が高騰している中で、我々議員は議員等の手当である期末手当は全額削減し、この額６

８６万９,０００円は、町民の福祉等々への事業に活用すべきです。 

その２、Ｐ１７０。款８消防費、項１消防費、目４災害対策費、節１４工事請負費、

３億３,０００万円。本箇所の造成は、緊急時のヘリポートをメインにした平地の造成

事業でした。なぜヘリポートに、少子化が進んでいる中で３億円余りの借金を使って遊

園地を作るのかは不明です。 

３番目、資料１９９ページ。歳出。款９教育費、項５保健体育費、目１０小中学校児

童生徒の学校給食費補助金の記載がありません。昨今の国民生活の状況等から、国もこ

のことの実施に向けて具体的な検討をされつつあります。国に遅れることなく、積極的

な取り組みを実施すべきです。以上により反対します。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

廣田幸英君。 

○３番（廣田幸英君） 令和７年度苓北町一般会計予算につき、賛成の立場で討論に参

加をいたします。 

令和７年４月１日から、帯状疱疹予防接種は６５歳を対象、あわせて経過措置として、

７０歳以上の５歳刻みの節目の年齢で国の定期接種の対象となるわけですが、苓北町は

他市町に先駆け、町独自の施策として、令和６年度から５０歳以上の町民を対象にその

助成の対象とされ、予算化されました。今般、令和７年度も引き続き国の定期接種と、

該当とならない５０歳以上の町民に助成が行われることを確認しました。脱炭素化の推

進、防災力の向上、地域の活性化についてなど、山﨑町政３年目となる令和７年度、そ
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の予算を適宜適正に執行していただき、苓北町のさらなる飛躍と発展を切に願い、令和

７年度苓北町一般会計予算に賛成いたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

松本良人君。 

○４番（松本良人君） 反対の立場で意見を申し上げます。 

過疎の町、少子化と高齢化の町、総人口が５,０００人台がすぐそこに来ている苓北

町の現状。遂に高齢化率４５％を超えてしまった苓北町に、３億３,０００万円を投じ

て上津深江地域避難地防災公園の事業が今回７年度当初予算に計上されています。公園

には総合公園、運動公園、広域公園、住区基幹公園、動物公園、歴史公園など、様々な

公園が用途に合わせてあります。今回予算案に上程された上津深江広域避難地防災公園

は、災害時の緊急事態に対応するために計画された広域避難地防災公園ということです

が、これまでに数回行われてきた内容説明では、高額なアドベンチャーや滑り台など、

数々の遊具、トイレは既存のすばらしいトイレがあるにもかかわらず、新築のパークト

イレ、また休憩室やパーゴラなどなど計画され、３億３,０００万が投入されようとし

ています。また、園内中央に横切っている道路も異様です。ここの広場は、ヘリポート

を兼ねた災害緊急の本拠地を目指し造成されたと聞き及んでいますが、今回の予算案に

申請された内容は、公園ではなく遊園地そのものではないかと疑うところでございます。

町民全般の休憩、散歩、運動、サッカーボール１つで遊ばれる広域広場の提供やグラウ

ンドゴルフなど、総合的な利用に供する目的をした総合的な公園が望ましいものと考え

られます。少子化対策という名目で実施されようとしているこの計画は、全額借入金が

投入され、今後そのツケを現役若者が担わなければならない。子どもと遊ぶ場所がない

と言われる保護者の声を反映した計画と聞いていますが、この多額な３億３,０００万

円という予算と、不必要な遊具や規模を見て納得される保護者が何人おいででしょうか。

ましてそのツケを、利用した子どもたちに回っていくということを説明したらなおさら

です。公園は麟泉運動公園の下にも、すいません、子ども公園は麟泉運動公園の下部に

もある。その公園にほとんどの利用者がいないのは、私、常々確認をしております。子

どもたちの遊ぶところは広場があって、簡単な休憩所と腰かけがあって、サッカーボー

ルやバレーボール、野球用のグローブ、野球ボールがあれば遊べる、また、現在高齢者

の健康づくりとして、生きがいと爆発的な人気を持つグランドゴルフも、上津深江釜周

辺にはその場所がなく、不便を強いられてきましたが、ここに広場ができれば十分充実

可能ではないでしょうか。この広場の主たる目的は、災害救難用ヘリコプターの離着陸

のために造成された広場であることは間違いありません。現在計画されている遊園地、

遊園地域の広場ではヘリコプターの離着陸には遊具の邪魔となり、安全なヘリコプター

の運行には適しない状態であります。 
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このようなことから、上津深江広域避難地防災公園の予算は再度検討され、総合公園、

運動公園など趣旨に合わせた公園化計画を行っていただきたい。今度の予算は一旦取り

下げて、安価で機能性を持った総合公園、運動公園に類似する計画書の作成を行い、高

齢者や若者がグリーンの中で伸び伸びと遊べる公園を作成するために見直しを行い、再

度予算案の審議にかけていただきたい。 

よって、今回の上津深江広域避難地防災公園の予算計上がある議案第６号、令和７年

度苓北町一般会計予算案に反対します。以上でございます。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。 

髙戸幸雄君。 

○９番（髙戸幸雄君） 令和７年度一般会計予算編成に当たっては、従来から推し進め

られております財政の健全化を示す一方で、特に将来負担率については意識をしながら

ですね、本予算は計上されたものだと考えているところでございます。その中にあって、

先程から大きな問題として取り上げられております上津深江避難地防災公園整備計画は、

災害時に威力を発揮する防災機能を有するとともに、安心して子育てができるまちづく

り実現のために、その一環でございます憩いの場と考えているところでございます。計

画においては、町民参加によるワークショップで得た意見を踏まえ策定されたとのこと

でございます。私は常々、町民の声を大切にし、要望に応じるべく活動してまいりまし

た。確かに多大な予算が伴っており、そのために予算委員会においても極力費用は抑え

られるよう努力されたいとの特記が示した上で可決されたところでございます。 

よって私は、令和７年度一般会計予算案に賛成をいたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

田嶋健司君。 

○１番（田嶋健司君） 私は令和７年度苓北町一般会計予算について、賛成の立場から

発言いたします。 

第７次振興計画及び第１４期基本計画に基づき予定されている防災無線更新事業や、

子育て世帯の意見を反映させた上津深江広域避難地防災公園整備など、中長期的な視野

で構築されており、一部配慮する点はありますが、令和７年度予算は妥当な予算編成だ

と思い、賛成いたします。 

○議長（野﨑幸洋君） 次に、原案に反対者の発言を許します。 

次に、原案に賛成者の発言を許します。 

ほかに討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） これで討論を終わります。 
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議案第６号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第６号、令和７年度苓北町一般会計予算は、原案のとおり可決され

ました。 

これから議案第７号、令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算（案）について討

論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第７号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第７号、令和７年度苓北町坂瀬川財産区特別会計予算は、原案のと

おり可決されました。 

これから議案第８号、令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算（案）について討

論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第８号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第８号、令和７年度苓北町都呂々財産区特別会計予算は原案のとお

り可決されました。 

これから議案第９号、令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算（案）について討

論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第９号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 
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お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第９号、令和７年度苓北町国民健康保険特別会計予算は原案のとお

り可決されました。 

これから議案第１０号、令和７年度苓北町介護保険特別会計予算（案）について討論

を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１０号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第１０号、令和７年度苓北町介護保険特別会計予算は原案のとおり

可決されました。 

これから、議案第１１号、令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算（案）につ

いて討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１１号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第１１号、令和７年度苓北町後期高齢者医療特別会計予算は原案の

とおり可決されました。 

これから議案第１２号、令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算（案）について

討論を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１２号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 
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本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第１２号、令和７年度苓北町宅地造成事業特別会計予算は原案のと

おり可決されました。 

これから議案第１３号、令和７年度苓北町水道事業会計予算（案）について討論を行

います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１３号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第１３号、令和７年度苓北町水道事業会計予算は原案のとおり可決

されました。 

これから、議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算（案）について討論

を行います。討論ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 討論なしと認めます。 

議案第１４号を採決します。委員長報告は原案可決すべきものです。 

お諮りします。 

本案は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（野﨑幸洋君） 起立多数です。 

したがって、議案第１４号、令和７年度苓北町下水道事業会計予算は原案のとおり可

決されました。 

先程、特別委員会審査結果報告書の中にありました、執行部に対し要望することとし

た事項については、苓北町議会予算審査特別委員会委員長を苓北町議会議長、苓北町議

会議長を苓北町長に読み替え、議長として町執行部に対しての要望とさせていただきま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 陳情等文書表について 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１０、陳情等文書表についてを議題とします。 
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本会議まで受理した陳情等は、先にお配りした１件となります。 

水俣病不知火患者会会長、岩﨑明男氏提出の、陳情第１号、水俣病の早期解決を国へ

要望する意見書の採択を求める陳情書については、議会運営委員会にお諮りし、会議規

則第９５条の規定並びに議会運営に関する申し合わせにより、議員配付とすることに決

定しましたので、お手元に配付しております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 閉会中の継続審査調査の件 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１１、閉会中の継続審査調査の件についてを議題としま

す。 

議会運営委員長、総務文教厚生常任委員長、建設経済環境常任委員長、議会広報特別

委員長、議会活性化等検討特別委員長から、会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中

の継続審査調査の申し出があっております。 

お諮りします。 

各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査調査とすることにご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査調査とすることに決

定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議員派遣の件 

○議長（野﨑幸洋君） 日程第１２、議員派遣の件についてを議題とします。 

お手元に配付のとおり、議員を派遣したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（野﨑幸洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、別紙のとおり議員を派遣することに決定しました。 

なお、議員派遣に変更がある場合は、議長に一任とさせていただきます。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

令和７年第１回苓北町議会定例会を閉会します。 

どなた様も大変お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１０時０５分 
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